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購読の申し込み

０１２０-３００３９１

吉田鋼業

大
型
土
木
扱
い
増
や
す

Ｍ
グ
レ
ー
ド

今
秋
に
も
取
得

鉄
骨
加
工
に
力

フ
ァ
ブ
向
け
サ
ー
ビ
ス
向
上

関 東 地 区
スクラップ

連
休
明
け
も
強
基
調
維
持

輸
出
市
況
が
依
然
高
値

油井管の長契
シェルと更新
新日鉄住金・住商

過
剰
能
力
問
題

中
国
も
参
加
を

欧
米
10
団
体

フ
ェ
リ
オ
ラ
氏
を

新
会
長
に
選
出

米
鉄
鋼
協
会

熊
本
地
震

義 

援 

金

産
業
新
聞
社
受
付
分

吉
田
鋼
業
（
本
社
＝
大
阪
府
東
大
阪
市
、
吉
田
清
社
長
）
は
今
秋
を
め
ど
に
泉
大
津
鉄
鋼
セ
ン
タ
ー
の
鉄

骨
製
作
工
場
Ｍ
グ
レ
ー
ド
認
定
取
得
を
目
指
す
。
認
定
取
得
に
よ
り
大
型
土
木
案
件
の
扱
い
増
加
と
、
従
来

か
ら
の
顧
客
の
フ
ァ
ブ
リ
ケ
ー
タ
ー
へ
の
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
図
る
。

同
社
で
は
近
年
、
高
層

建
築
で
の
大
型
山
留
材
の

加
工
な
ど
土
木
案
件
の
扱

い
が
増
え
て
い
る
が
、
と

く
に
都
市
部
の
超
高
層
ビ

ル
建
築
で
は
土
木
案
件
で

あ
っ
て
も
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
Ｓ
6

基
準
の
品
質
や
管
理
体
制

を
求
め
ら
れ
る
こ
と
が
多

く
、
受
注
に
参
入
出
来
な

い
ケ
ー
ス
が
あ
っ
た
。
同

社
で
は
今
後
、
首
都
圏
や

大
阪
近
郊
で
高
層
建
築
の

土
木
案
件
需
要
が
さ
ら
に

増
加
す
る
と
予
測
し
て
お

り
、
そ
れ
ら
の
需
要
を
と

ら
え
る
こ
と
に
加
え
、
顧

客
フ
ァ
ブ
向
け
に
よ
り
付

加
価
値
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
す
る
こ
と
な
ど
を

目
的
に
、
昨
年
秋
、
泉
大

津
鉄
鋼
セ
ン
タ
ー
の
Ｍ
グ

レ
ー
ド
認
定
取
得
を
目
指

す
こ
と
を
決
定
し
た
。

大
阪
府
鉄
構
建
設
業
協

同
組
合
幹
部
に
認
定
取
得

を
目
指
す
意
図
を
説
明
す

る
と
と
も
に
、
取
得
に
向

け
た
相
談
を
も
ち
か
け
る

な
ど
準
備
を
進
め
、
昨
秋

に
は
同
組
合
に
ノ
ン
グ
レ

ー
ド
と
し
て
入
会
し
た
。

泉
大
津
鉄
鋼
セ
ン
タ
ー

で
は
現
在
、
切
断
、
開
先
、

穴
明
け
、
シ
ョ
ッ
ト
ブ
ラ

ス
ト
な
ど
の
加
工
を
扱
っ

て
い
る
が
、
認
定
取
得
後

は
こ
れ
ら
に
加
え
、
各
種

溶
接
や
ガ
セ
ッ
ト
プ
レ
ー

ト
の
取
り
付
け
、
ス
リ
ー

ブ
、
各
種
フ
ァ
ス
ナ
ー
な

ど
2
次
加
工
の
扱
い
が
可

能
と
な
る
。
同
社
で
は
顧

客
フ
ァ
ブ
の
手
伝
い
加
工

と
し
て
、
月
産
3
0
0
㌧

体
制
の
構
築
を
当
面
の
目

標
に
掲
げ
る
。

吉
田
浩
一
副
社
長
は

「
大
型
土
木
案
件
の
受
注

参
入
と
、
1
次
加
工
の
延

長
と
し
て
顧
客
フ
ァ
ブ
の

手
伝
い
が
目
的
で
あ
っ

て
、
2
次
加
工
を
新
た
に

大
き
く
増
や
す
意
図
は
な

い
。
顧
客
フ
ァ
ブ
に
は
納

期
や
工
期
の
調
整
に
活
用

し
て
も
ら
え
れ
ば
と
思

う
」
と
語
る
。

■
問
屋
販
価
が
急
騰

「
異
形
棒
鋼
の
販
売
価
格

は
こ
の
1
カ
月
で
ト
ン
5
0

0
―
6
0
0
元
（
約
8
0
0

0
―
9
5
0
0
円
）
上
昇
し

た
」

包
鋼
集
団
の
製
鉄
所
に
近

い
鉄
鋼
流
通
団
地
。
条
鋼
問

屋
の
ド
ア
を
開
け
、
市
場
の

状
況
を
知
り
た
い
と
質
問
を

ぶ
つ
け
た
。
幹
部
の
李
さ
ん

（
仮
名
、
男
性
）
は
怪
訝
な

表
情
を
見
せ
な
が
ら
鋼
材
市

況
の
急
騰
ぶ
り
を
こ
う
説
明

し
て
く
れ
た
。

価
格
は
い
つ
ま
で
上
が
る

の
か
と
問
う
と
、「
5
月
に
は

下
が
る
と
思
う
」
と
返
答
。

な
ぜ
か
。「
鉄
鋼
企
業
が
3
、

4
月
に
増
産
し
て
い
る
。
そ

れ
に
対
し
て
需
要
が
少
な
い

か
ら
だ
」（
同
）。

こ
れ
ま
で
も
需
要
が
停
滞

し
て
い
た
な
か
で
鋼
材
市
況

が
上
が
っ
て
き
た
の
は
、「
在

庫
が
少
な
か
っ
た
た
め
」

（
同
）。だ
が
、
鉄
鋼
企
業
の

鋼
材
供
給
量
が
増
え
れ
ば
、

需
要
不
振
の
な
か
で
再
び
在

庫
が
た
ま
り
、需
給
が
緩
む
。

李
さ
ん
の
会
社
も
販
売
が
増

え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

追
加
の
質
問
を
し
た
が
、

「
も
う
、
こ
の
へ
ん
で
い
い

で
し
ょ
う
」（
同
）
と
早
々
に

取
材
を
打
ち
切
ら
れ
た
。

■
懸
念
高
ま
る
需
給

李
さ
ん
の
店
の
隣
で
2
0

1
1
年
に
開
業
し
た
鋼
材
問

屋
の
幹
部
、
蒋
さ
ん
（
今
連

載
㊤
に
登
場
）
が
お
茶
を
つ

い
で
く
れ
な
が
ら
話
を
し
て

く
れ
た
。「
熱
延
や
異
形
棒
鋼

な
ど
い
ず
れ
の
品
種
も
こ
の

1
カ
月
で
6
0
0
元
上
が
っ

て
い
る
よ
」

価
格
が
上
が
っ
た
理
由

は
、「
鉄
鋼
企
業
の
製
鉄
所
内

在
庫
が
少
な
っ
た
こ
と
と
2

0
1
5
年
に
業
績
が
悪
化
し

た
鉄
鋼
企
業
が
改
善
し
よ
う

と
値
上
げ
を
強
く
進
め
て
い

る
た
め
」（
蒋
氏
）。

包
鋼
集
団
の
異
形
棒
鋼
の

販
売
価
格
は
2
9
0
0
元
。

15
年
の
最
高
価
格
2
5
0
0

元
を
上
回
っ
て
い
る
。
大
安

鋼
鉄
や
亜
新
鋼
鉄
な
ど
他
の

民
営
中
小
鉄
鋼
企
業
の
異
形

棒
鋼
販
価
は
2
7
0
0
元
と

包
鋼
よ
り
少
し
安
い
が
同
様

に
上
が
っ
た
。

需
要
の
減
少
と
資
金
難
か

ら
包
頭
市
で
も
河
北
省
な
ど

他
の
地
域
と
同
じ
く
、
減
産

や
操
業
を
停
止
す
る
鉄
鋼
企

業
が
相
次
い
だ
。
流
通
業
者

は
下
げ
相
場
が
続
い
た
た
め

に
鋼
材
の
購
入
を
控
え
、
在

庫
を
圧
縮
。
そ
れ
で
も
価
格

下
落
に
よ
る
損
失
や
貸
倒
れ

に
あ
い
、
包
頭
市
に
約
1
4

0
0
社
あ
っ
た
鋼
材
問
屋
は

15
年
に
1
0
0
0
社
ほ
ど
に

激
減
し
た
。

昨
年
12
月
か
ら
状
況
に
変

化
が
生
じ
た
。
近
年
で
最
も

少
な
い
在
庫
環
境
の
な
か
で

鉄
鋼
企
業
が
値
上
げ
に
転

じ
、
全
国
人
民
代
表
大
会
で

の
中
央
政
府
に
よ
る
鉄
鋼
能

力
削
減
の
明
確
な
目
標
発
表

や
景
気
対
策
が
仮
需
を
引
き

起
こ
し
た
。
だ
が
、
5
月
に

入
っ
て
も
実
需
は
盛
り
上
が

っ
て
こ
な
い
。
鋼
材
市
況
は

ど
う
な
る
の
か
。

「
市
況
は
5
月
か
ら
8
月

の
間
、
あ
ま
り
変
わ
ら
な
い

の
で
は
な
い
か
。
さ
ほ
ど
上

が
り
も
し
な
い
が
下
が
り
も

し
な
い
。
9
月
に
入
り
、
実

需
が
な
い
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
時
に
市
況
が
下
が
る

と
み
て
い
る
」（
蒋
氏
）。

■
先
物
市
場
が
影
響
か

鋼
材
の
販
価
は
上
が
っ
た

が
、
需
給
が
緩
む
懸
念
が
流

通
業
者
の
間
で
広
が
っ
て
い

る
。「
民
営
の
大
安
鋼
鉄
と
亜

新
鋼
鉄
は
昨
年
12
月
に
操
業

を
止
め
た
が
、
今
年
4
月
初

め
か
ら
操
業
を
再
開
し
て
い

る
」（
蒋
氏
）
た
め
だ
。

包
鋼
集
団
な
ど
鉄
鋼
企
業

は
な
お
販
価
を
上
げ
よ
う
と

し
て
い
る
。「
鉄
鋼
企
業
の
意

向
だ
け
で
鋼
材
市
況
が
上
が

る
も
の
で
は
な
い
。
需
要
や

原
料
価
格
や
株
価
な
ど
い
ろ

い
ろ
な
要
因
が
あ
る
」
と
蒋

氏
は
冷
静
に
み
る
。

上
海
期
貨
交
易
所
の
鉄
鋼

の
先
物
取
引
価
格
が
4
月
26

日
以
降
、
急
落
し
た
。
年
初

か
ら
先
物
価
格
が
急
騰
し
、

現
物
市
況
を
押
し
上
げ
、
鉄

鋼
企
業
の
3
月
か
ら
の
増
産

に
つ
な
が
っ
た
。
過
熱
す
る

先
物
市
場
を
抑
え
て
過
剰
供

給
を
解
消
し

た
い
当
局
が

取
引
手
数
料

を
引
き
上

げ
、
先
物
価

格
の
下
落
に

つ
な
が
っ
た

と
み
ら
れ
て

い
る
。
先
物

価
格
が
下
が

っ
た
理
由
を

記
者
が
説
明

す
る
と
蒋
氏

は
、「
そ
の
通

り
だ
」
と
静

か
に
返
し
て

き
た
。

昨
年
夏
に
過
熱
し
て
い
た

株
式
市
場
を
抑
え
よ
う
と
当

局
が
市
場
に
介
入
。
株
式
は

大
幅
に
急
落
し
、
当
局
に
よ

る
市
場
管
理
の
難
し
さ
を
露

呈
し
た
。
今
回
の
先
物
市
場

へ
の
介
入
も
先
物
価
格
の
下

落
を
招
き
、
現
物
市
場
に
影

響
す
る
可
能
性
が
あ
る
の
で

は
。「
あ
な
た
の
言
う
通
り
、

先
物
価
格
は
現
物
価
格
に
影

響
す
る
」
と
蒋
さ
ん
は
絞
り

出
す
よ
う
に
そ
う
言
っ
た
。

（
包
頭
＝
植
木
美
知
也
）

丸
紅
建
材
リ
ー
ス
は
、
2
0
1
8
年
度
で
連

結
売
上
高
2
2
5
億
円
、
純
利
益
12
億
円
を
目

指
す
3
カ
年
の
中
期
経
営
計
画
を
発
表
。
三
つ

の
基
本
戦
略
の
下
、業
容
拡
大
を
図
る
。（
3
面
）

関
東
地
区
の
鉄
ス
ク
ラ

ッ
プ
市
況
は
、
連
休
明
け

後
も
強
い
基
調
を
維
持
し

そ
う
だ
。
6
日
時
点
の
地

区
電
炉
メ
ー
カ
ー
の
鉄
ス

ク
ラ
ッ
プ
炉
前
購
入
価
格

（
Ｈ
2
）
は
ト
ン
2
万
4

0
0
0
―
2
万
5
0
0
0

円
前
後
。
連
休
中
は
大
半

の
メ
ー
カ
ー
が
買
値
を
据

え
置
い
て
い
る
が
、
一
方

で
輸
出
市
況
は
依
然
と
し

て
高
値
展
開
で
あ
り
、
地

場
炉
前
を
さ
ら
に
押
し
上

げ
得
る
と
見
ら
れ
る
。

指
標
と
な
る
の
は
湾
岸

の
浜
値
（
Ｈ
2
）
だ
が
Ｆ

Ａ
Ｓ
ト
ン
2
万
6
0
0
0

円
前
後
に
上
昇
。
さ
ら
に

韓
国
向
け
Ｆ
Ｏ
Ｂ
価
格
が

新
規
成
約
で
ト
ン
2
万
9

5
0
0
円
ど
こ
ろ
と
伝
え

ら
れ
、
浜
値
の
上
げ
余
地

も
指
摘
さ
れ
る
。

た
だ
輸
出
筋
が
消
化
す

る
約
残
は
成
約
価
格
と
仕

入
れ
値
が
い
わ
ゆ
る
逆
ザ

ヤ
の
状
況
で
、
直
近
の
相

場
上
昇
局
面
で
の
上
げ
足

が
目
立
っ
て
急
で
あ
っ
た

た
め
に
採
算
的
に
は
厳
し

い
。
結
果
、
新
規
商
談
で

の
輸
出
筋
の
ト
ン
3
万
円

台
の
高
値
オ
フ
ァ
ー
に
つ

な
が
っ
て
い
る
と
見
ら
れ

る
。
今
週
に
は
関
東
鉄
源

協
同
組
合
の
輸
出
入
札
も

実
施
さ
れ
る
予
定
で
、
先

行
き
を
占
う
材
料
と
な
り

そ
う
。

輸
出
主
導
の
上
げ
相
場

が
続
く
見
通
し
だ
が
、
一

方
の
域
内
需
要
と
の
温
度

差
は
懸
念
材
料
だ
。
地
場

メ
ー
カ
ー
に
は
多
量
の
明

細
が
入
っ
た
と
も
伝
え
ら

れ
る
が
、
足
元
の
ス
プ
レ

ッ
ド
も
ま
だ
ま
だ
厳
し
い

状
況
。
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の

購
入
価
格
を
高
値
圏
に
置

い
て
ま
で
原
料
手
当
て
す

る
可
能
性
は
低
い
と
の
見

方
も
あ
る
。
当
面
は
海
外

市
況
の
状
況
か
ら
強
含
み

推
移
が
見
込
ま
れ
る
が
、

急
速
な
相
場
上
昇
に
よ
る

歪
も
出
て
い
る
。

新
日
鉄
住
金
と
住
友
商

事
は
6
日
、
オ
イ
ル
メ
ジ

ャ
ー
で
あ
る
シ
ェ
ル
と
の

間
で
油
井
管
の
長
期
販
売

契
約
の
更
新
を
行
っ
た
と

発
表
し
た
。
契
約
期
間
は

10
年
と
な
る
。

新
日
鉄
住
金
と
住
友
商

事
は
、
従
来
か
ら
シ
ェ
ル

と
全
世
界
の
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
対
象
と
し
た
油
井

管
の
長
期
販
売
契
約
を
締

結
し
て
い
る
。
高
性
能
油

井
管
の
安
定
供
給
を
は
じ

め
、
シ
ェ
ル
の
ニ
ー
ズ
に

合
わ
せ
た
製
品
開
発
、
サ

プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
マ
ネ
ジ

メ
ン
ト
に
よ
る
充
実
し
た

デ
リ
バ
リ
ー
サ
ー
ビ
ス
、

ロ
ー
カ
ラ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

に
対
す
る
要
求
へ
の
着
実

な
対
応
を
通
じ
た
ト
ー
タ

ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提

案
力
が
高
く
評
価
さ
れ
、

こ
の
ほ
ど
長
期
契
約
の
更

新
に
至
っ
た
。

今
回
の
契
約
更
新
に
つ

い
て
、
本
年
3
月
に
オ
ラ

ン
ダ
に
て
サ
イ
ニ
ン
グ
セ

レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
た
。

新
日
鉄
住
金
と
住
友
商
事

は
今
後
も
技
術
力
や
サ
ー

ビ
ス
提
案
力
を
磨
き
、
過

酷
化
・
高
度
化
す
る
石
油

・
ガ
ス
開
発
に
お
け
る
需

要
家
ニ
ー
ズ
を
捕
捉
し
て

い
く
。

米
国
鉄
鋼
協
会
（
Ａ
Ｉ

Ｓ
Ｉ
）、欧
州
鉄
鋼
協
会
な

ど
欧
米
の
10
団
体
は
5

日
、
世
界
的
な
鉄
鋼
の
過

剰
生
産
能
力
問
題
に
つ
い

て
日
本
や
欧
米
諸
国
な
ど

が
出
し
た
共
同
声
明
を
歓

迎
し
、
中
国
も
取
り
組
み

に
加
わ
る
よ
う
求
め
る
声

明
を
出
し
た
。
中
国
が
加

わ
ら
な
か
っ
た
の
は
残
念

と
し
な
が
ら
、
主
要
な
8

つ
の
生
産
国
・
地
域
が
市

場
歪
曲
的
な
補
助
金
な
ど

の
政
府
支
援
を
除
去
す
る

取
り
組
み
に
踏
み
出
し
た

成
果
を
強
調
し
、
今
後
の

具
体
化
に
期
待
を
表
明
し

た
。

米
国

鉄
鋼
協

会
は
2

日
、
新

会
長
に

ニ
ュ
ー
コ
ア
の
ジ
ョ
ン
・

フ
ェ
リ
オ
ラ
会
長
を
選
出

し
た
と
発
表
し
た
。
ソ
ル

ト
レ
ー
ク
シ
テ
ィ
の
総

会
、
役
員
会
で
決
め
た
。

中
央
・
南
ア
ル
プ
ス
を
一
望
で
き
る

陣
馬
形
山
か
ら
の
絶
景
を
楽
し
ん
で
き

た
。
大
型
連
休
は
終
わ
っ
た
が
、
関
東

は
概
ね
好
天
に
恵
ま
れ
、
家
族
旅
行
な

ど
で
、
新
緑
鮮
や
か
な
日
本
の
自
然
の

美
し
さ
を
再
認
識
さ
れ
た
方
も
多
い
だ

ろ
う
▼
一
方
、
4
・
14
か
ら
3
週
間
を
経
過
し
た

が
、
九
州
で
は
余
震
が
続
い
て
い
る
。
大
雨
の
日

も
あ
っ
て
、
被
災
さ
れ
た
方
々
は
精
神
・
肉
体
的

な
疲
労
が
積
み
重
な
っ
て
い
る
は
ず
だ
。
一
刻
も

早
く
余
震
が
止
み
、
新
し
い
生
活
を
ス
タ
ー
ト
さ

れ
る
こ
と
を
心
か
ら
祈
念
し
て
い
る
▼
陣
馬
形
山

が
あ
る
長
野
県
の
中
川
村
に
は
、
昨
秋
、
早
逝
し

た
友
の
父
の
実
家
が
あ
り
、
懇
意
に
し
て
い
た
4

家
族
で
友
を
偲
ぶ
小
旅
行
に
出
か
け
た
。
空
き
家

と
な
っ
た
本
家
を
別
荘
風
に
リ
フ
ォ
ー
ム
し
た
と

い
う
古
民
家
に
宿
泊
し
た
▼
国
内
の
多
く
の
地
域

で
過
疎
化
対
策
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
古
民
家

の
利
用
は
海
外
か
ら
の
旅
行
者
に
も
喜
ば
れ
る
と

思
う
。
被
災
者
の
新
生
活
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
制
度

と
し
て
活
用
す
る
手
も
あ
る
。
日
本
は
地
震
や
噴

火
、
豪
雨
な
ど
自
然
災
害
の
脅
威
に
常
に
さ
ら
さ

れ
て
い
る
。
政
府
に
は
ま
ず
、
東
北
の
復
興
、
九

州
の
復
旧
に
も
っ
と
知
恵
を
絞
り
、
ノ
ウ
ハ
ウ
を

蓄
積
し
て
も
ら
い
た
い
。

▽
エ
フ
エ
ム
レ
ー
リ

ン
グ
社
員
一
同
（
福
岡

市
東
区
東
浜
2
―
6
―

45
）
＝
12
万
円

大
橋

義
弘
氏
（
お
お

は
し
・
よ
し
ひ
ろ
＝
大
橋

商
会
代
表
取
締
役
会
長
）

5
月
4
日
午
前
5
時
5
分

死
去
、
72
歳
。
通
夜
は
5

月
9
日
午
後
7
時
か
ら
、

葬
儀
は
5
月
10
日
午
前
9

時
30
分
か
ら
セ
レ
モ
ニ
ー

ホ
ー
ル
竹
尾
（
新
潟
市
東

区
竹
尾
6
3
6
）
で
行
わ

れ
る
。

外為ＴＴＳ
（三菱東京UFJ銀行）

（6日10時）

ドル 108.39
ユーロ 123.84
ウォン 9.41
（参考値）
元 16.76
（参考値）

ＬＭＥ相場
（現地5日セツル、㌦）

銅 4826.0
アルミ 1601.5
ニッケル 9300.0
亜鉛 1860.5
錫 17420.0
鉄スクラップ総合価格

（円、6日調べ）

Ｈ2 24,300
新断バラ 26,600
東証終値 （6日、円）
16,106.72 40.66⬇
新日鉄住金 2,225.5
ＪＦＥＨＤ 1,536.0
神戸製鋼 100
日新製鋼 1,500
〈9面に主要企業株価欄〉

⬇

⬇

⬇

⬆

⬇

⬆

⬆

⬇

⬇

⬇

⬇

⬇

⬇

バルチック海運指数
現地5日 642⬇
WTI原油先物（中心限月）
現地5日 44.32⬆
中国輸入鉄鉱石湾岸価格（CISA）
現地5日 58.29⬇

6面
【チャイナ・ネットワーク】
中国1―3月品種別鋼材輸出動向

7面
【ファブ・鉄筋加工・建設】
武田美治・川県鉄筋業協同組合理
事長に聞く

8面
【MONDAY INTERVIEW】
伊藤弘之・日本鉄リサイクル工業
会中部支部長…組織効率運営へ副
支部長職を設置
【近畿圏ネットワーク】
15年度大阪府下ヤード入荷、3年ぶ
り減105万㌧

き
ょ
う
の
6
―
8
面

Ｍグレード認定取得を目指す
泉大津鉄鋼センター

操
業
を
再
開
し
た
包
頭
市
民
営
の
大
安
鋼
鉄

■
内
モ
ン
ゴ
ル
自
治
区
編
㊦

先
物
市
場
の
下
落
不
安
視

包頭市の3割の鋼材問屋が15年に撤
退（包頭市の閑散とする鉄鋼団地）

きょうの紙面

中
国
ス
テ
ン
レ
ス
粗
鋼
、1
―
3
月
最
高
534
万
㌧
2

3
カ
年
中
計
策
定
、売
上
高
225
億
円

（
4
面
）

特
殊
鋼
5
社
、
前
3
月
期
3
社
が
経
常
増
益

2016.5.9

（
5
面
）

大
阪
地
区
の
拠
点
拡
充
…
富
源
商
事

（
14
面
）

4
月
積
み
ア
ル
ミ
二
次
合
金
、
2
―
3
円
安
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創刊80周年

役
員
人
事

1
―
3
月
最
高
534
万
㌧

1
―
3
月
最
高
534
万
㌧

価
格
急
騰
で
増
産
傾
向
続
く

影響度、引用頻度が高水準
鉄鋼協会の英文論文誌鉄鋼協会の英文論文誌

海外への情報発信力高める

純
利
益
48
％
減
131
億
円
伊
藤
忠
丸
紅

前
3
月
期

伊藤忠商事

金
属
、純
損
失
166
億
円

今
期
、黒
字
回
復
見
込
む

フ
ェ
ロ
ク
ロ
ム

生
産
2.6
％
増

グ
レ
ン
コ
ア
1
―
3
月

2016年
3月 期

工
業
機
器
、車
向
け

機
械
工
具
な
ど
増
収

重
仮
設
事
業
が
好
調

普
通
鋼
鋼
板

60
㌦
値
上
げ

米
Ａ
Ｋ
ス
ポ
ッ
ト
向
け

義
援
金

義
援
金

熊
本
地
震

年
間
配
当
50.5
円

フ
ル
サ
ト
工
業

コ
ロ
ン
ビ
ア
炭
鉱

投
資
で
特
損
465
億
円

伊
藤
忠
商
事

【
上
海
支
局
】
中
国
の
ス
テ
ン
レ
ス
粗
鋼
生
産
量
は
、
1
―
3
月

期
に
5
3
3
万
7
5
0
0
㌧
と
前
年
同
期
比
6
・
5
％
増
え
、
同
期

の
最
高
を
記
録
し
た
。
世
界
最
大
手
の
青
山
鋼
鉄
集
団
な
ど
メ
ー
カ

ー
が
な
お
能
力
増
強
を
進
め
て
い
る
。
需
要
の
成
長
は
鈍
化
し
て
い

る
が
、
ス
テ
ン
レ
ス
鋼
材
価
格
が
急
騰
し
て
い
る
た
め
、
増
産
傾
向

が
続
く
見
込
み
だ
。

粗
鋼
見
掛
消
費
は
3
9

5
万
3
7
0
0
㌧
と
4
・

3
％
増
で
生
産
の
伸
び
を

下
回
っ
た
。
鋼
種
別
粗
鋼

生
産
は
3
0
0
系
（
ニ
ッ

ケ
ル
系
）
が
2
9
7
万
1

4
0
0
㌧
と
10
・
7
％
増

え
、
全
生
産
の
5
割
強
を

占
有
。
4
0
0
系
（
ク
ロ

ム
系
）
1
0
2
万
4
3
0

0
㌧
と
0
・
4
％
増
。
2

0
0
系
（
マ
ン
ガ
ン
系
）

1
3
2
万
6
3
0
0
㌧
と

1
・
9
％
増
え
た
。

ス
テ
ン
レ
ス
鋼
材
の
輸

出
は
89
万
5
9
0
0
㌧
と

12
・
4
％
増
え
、
同
期
の

過
去
最
高
。
輸
入
は
15
万

2
6
0
0
㌧
と
12
・
3
％

減
っ
た
。
中
国
特
殊
鋼
企

業
協
会
ス
テ
ン
レ
ス
分
会

が
4
日
に
発
表
し
た
。

日
本
鉄
鋼
協
会
（
会
長

＝
丹
村
洋
一
・
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス

チ
ー
ル
副
社
長
）
が
発
行

す
る
英
文
論
文
誌
『
Ｉ
Ｓ

Ｉ
Ｊ

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ
ａ

ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
』
の
イ
ン

パ
ク
ト
フ
ァ
ク
タ
ー
（
学

術
雑
誌
の
影
響
度
、
引
用

さ
れ
た
頻
度
を
測
る
指

標
）
が
至
近
3
年
間
（
2

0
1
2
―
14
年
）
で
1
を

超
え
て
お
り
、
鉄
鋼
の
専

門
誌
と
し
て
は
高
い
レ
ベ

ル
を
キ
ー
プ
し
て
い
る
。

『
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｊ

Ｉ
ｎ
ｔ

ｅ
ｒ
ｎ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ

ｌ
』
は
61
年
、『
Ｔ
ｅ
ｔ
ｓ

ｕ
―
ｔ
ｏ
―
Ｈ
ａ
ｇ
ａ
ｎ

ｅ

Ｏ
ｖ
ｅ
ｒ
ｓ
ｅ
ａ

ｓ
』
と
し
て
創
刊
。
89
年

に
現
誌
名
と

し
た
。
同
誌

は
金
属
・
材

料
系
で
世
界

有
数
の
英
文

学
術
論
文
誌

で
あ
り
、
会

員
に
限
ら
ず

広
く
国
内
外

か
ら
投
稿
さ

れ
る
論
文
と

編
集
委
員
会

が
依
頼
す
る

レ
ビ
ュ
ー
記

事
を
掲
載
。

編
集
企
画
は

国
内
の
編
集
委
員
だ
け
で

は
な
く
、
国
外
の
権
威
あ

る
研
究
者
か
ら
構
成
さ
れ

る
ア
ド
バ
イ
ザ
リ
ー
・
ボ

ー
ド
に
よ
っ
て
、
国
際
的

に
進
め
ら
れ
て
い
る
。

日
本
鉄
鋼
協
会
で
は
電

子
投
稿
シ
ス
テ
ム
を
10
年

に
導
入
し
て
研
究
者
や
技

術
者
の
利
便
性
を
高
め
る

と
と
も
に
、
投
稿
さ
れ
た

論
文
の
査
読
を
強
化
す
る

な
ど
、
同
誌
の
ク
オ
リ
テ

ィ
を
維
持
。
一
方
で
、
海

外
へ
の
情
報
発
信
力
を
高

め
て
い
る
。
そ
の
一
環
と

し
て
、
日
本
学
術
振
興
会

の
「
15
年
度
科
学
研
究
費

助
成
事
業
（
科
学
研
究
費

補
助
金
）」に
採
択
さ
れ
た

（
テ
ー
マ
は
「
鉄
鋼
・
材

料
系
ジ
ャ
ー
ナ
ル
サ
イ
ト

の
プ
ラ
ッ
ト
ホ
ー
ム
機
能

強
化
に
よ
る
国
際
情
報
発

信
力
向
上
」）。

日
本
鉄
鋼
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
内
に
は
、「
Ｓ
ｔ
ｅ

ｅ
ｌ
・
Ｓ
ｃ
ｉ
ｅ
ｎ
ｃ
ｅ

・
Ｐ
ｏ
ｒ
ｔ
ａ
ｌ
」
と
い

う
世
界
の
鉄
鋼
関
連
論
文

を
検
索
す
る
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
を
設
け
て
い
る
。
今

回
採
択
さ
れ
た
助
成
事
業

（
5
年
間
）
で
は
、
こ
の

ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト
の
充
実

を
図
り
、
海
外
へ
の
情
報

発
信
力
を
高
め
る
こ
と
で

国
内
論
文
の
イ
ン
パ
ク
ト

フ
ァ
ク
タ
ー
を
増
や
す
と

同
時
に
、
論
文
検
索
機
能

を
充
実
さ
せ
る
な
ど
鉄
鋼

に
関
わ
る
研
究
者
、
技
術

者
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
仕
組

み
の
構
築
を
進
め
て
い

る
。こ

れ
ら
取
り
組
み
の
結

果
、
投
稿
数
は
11
年
（
暦

年
ベ
ー
ス
）
か
ら
5
0
0

を
超
え
る
高
水
準
を
維
持

し
、
13
年
と
14
年
は
7
0

0
超
と
な
っ
た
（
15
年
の

投
稿
数
は
6
6
1
）。海
外

で
は
中
国
か
ら
の
投
稿
数

が
急
増
し
て
い
る
と
い

う
。
査
読
の
強
化
で
掲
載

数
は
大
き
く
増
え
て
お
ら

ず
、
論
文
の
ク
オ
リ
テ
ィ

は
キ
ー
プ
。
イ
ン
パ
ク
ト

フ
ァ
ク
タ
ー
は
12
年
以

降
、
1
を
上
回
っ
て
い

る
。
一
方
、
ポ
ー
タ
ル
サ

イ
ト
の
ア
ク
セ
ス
数
は
月

間
1
5
0
0
前
後
と
漸
増

し
て
い
る
。

日
本
鉄
鋼
協
会
は
企
業

等
の
知
的
財
産
を
守
り
な

が
ら
、
公
開
が
可
能
な
世

界
最
高
水
準
の
日
本
鉄
鋼

技
術
を
国
内
、
海
外
に
広

く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
。

日
本
鉄
鋼
協
会
は
、『
Ｉ

Ｓ
Ｉ
Ｊ

Ｉ
ｎ
ｔ
ｅ
ｒ
ｎ

ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
ａ
ｌ
』
と
と

も
に
、
論
文
誌『
鉄
と
鋼
』

を
発
行
し
て
い
る
。『
鉄
と

鋼
』
は
、
投
稿
論
文
や
編

集
委
員
会
が
依
頼
す
る
レ

ビ
ュ
ー
記
事
等
を
掲
載
。

会
員
に
よ
る
研
究
成
果
発

表
の
場
、
情
報
発
信
の
場

と
し
て
、
重
要
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
。

「
5
つ
の
事
業
を
拡
充
さ

せ
、
そ
れ
ぞ
れ
が
マ
ー
ケ
ッ

ト
で
強
い
存
在
感
を
出
す
こ

と
で
当
社
の
魅
力
を
高
め
て

い
き
た
い
。そ
の
た
め
に
は
、

ま
ず
社
員
の
ベ
ク
ト
ル
を
合

わ
せ
る
こ
と
が
重
要
」
と
抱

負
。
4
月
1
日
付
で
鋼
材
の

流
通
や
加
工
を
手
掛
け
る
リ

バ
ー
ス
チ
ー
ル
の
社
長
に
就

任
し
た
。

1
9
7
7
年
に
日
本
鋼
管

入
社
。
主
に
厚
板
事
業
に
携

わ
っ
て
き
た
。
Ｊ
Ｆ
Ｅ
条
鋼

を
経
て
2
年
前
か
ら
リ
バ
ー

ス
チ
ー
ル
に
在
籍
。
印
象
に

残
っ
て
い
る
こ
と
は
、「
Ｊ
条

時
代
に
東
日
本
大
震
災
に
よ

り
仙
台
製
造
所
が
被
災
す
る

な
ど
、
こ
れ
ま
で
何
回
か
大

き
な
ト
ラ
ブ
ル
に
見
舞
わ
れ

た
が
、
そ
の
都
度
一
致
団
結

し
て
乗
り
越
え
た
こ
と
」
と

振
り
返
る
。

リ
バ
ー
ス
チ
ー
ル
（
本
社

＝
横
浜
市
磯
子
区
）
は
Ｊ
Ｆ

Ｅ
ス
チ
ー
ル
の
グ
ル
ー
プ
会

社
で
、
事
業
部

門
は
鋼
材
加
工

部
門
（
厚
板
の

溶
断
・
溶
接
・

機
械
加
工
）、鋼

管
部
門
（
鋼
管

の
引
抜
加
工
）、

鋼
材
販
売
部

門
、
建
設
部
門

（
鋼
構
造
物
の

補
修
、
補
強
）、企
画
営
業
部

門
（
倉
庫
や
商
業
施
設
の
建

設
・
運
営
）
の
5
つ
。
加
工

拠
点
は
横
浜
市
内
に
2
カ
所

展
開
し
て
い
る
。

足
元
は
長
期
的
な
視
点
を

持
ち
収
益
体
質
で
あ
り
続
け

る
こ
と
を
テ
ー
マ
に
事
業
を

進
め
て
い
る
。
部
門
別
の
重

点
課
題
に
つ
い
て
は
、
鋼
材

加
工
は
高
難
易
度
加
工
へ
の

挑
戦
、
鋼
材
販
売
は
加
工
品

の
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
拡
充
、
鋼

管
は
需
要
家
の
海
外
展
開
へ

の
対
応
、
建
設
は
橋
梁
分
野

に
お
け
る
補
修
ニ
ー
ズ
の
捕

捉
な
ど
。

社
員
に
対
し
て
は
、「
営
業

職
は
常
に
ア
ン
テ
ナ
を
高
く

張
る
と
と
も
に
、
マ
ー
ケ
ッ

ト
に
対
し
て
仮
説
を
立
て
、

そ
れ
を
確
か
め
な
が
ら
他
社

に
先
ん
じ
て
行
動
し
て
欲
し

い
。
技
術
職
に
は
い
か
な
る

注
文
に
も
柔
軟
か
つ
適
確
に

応
じ
ら
れ
る
よ
う
受
注
対
応

力
を
高
め
て
も
ら
い
た
い
」

と
呼
び
掛
け
て
い
る
。

（
杉
浦

悠
生
）

▽
松
平
正
久
（
ま
つ
だ
い

ら
・
ま
さ
ひ
さ
）
氏
＝
1
9

7
7
年
3
月
神
戸
大
・
経
卒
、

4
月
日
本
鋼
管
入
社
。
03
年

4
月
Ｊ
Ｆ
Ｅ
ス
チ
ー
ル
新
潟

支
社
長
（
部
長
）、06
年
4
月

Ｊ
Ｆ
Ｅ
条
鋼
移
籍
、
07
年
6

月
同
社
取
締
役
、
11
年
4
月

常
務
取
締
役
、
12
年
4
月
常

務
執
行
役
員
、
14
年
4
月
リ

バ
ー
ス
チ
ー
ル
常
務
取
締

役
、
16
年
4
月
か
ら
現
職
。

趣
味
は
ロ
ー
ド
バ
イ
ク
や
音

楽
鑑
賞
な
ど
。
54
年
3
月
7

日
生
ま
れ
、
62
歳
、
兵
庫
県

出
身
。

建
材
流
通
大
手
、協
和（
本

社
＝
東
京
都
台
東
区
）
の
河

崎
東
美
彦
社
長
が
今
春
、
法

政
大
学
大
学
院
政
策
創
造
研

究
科
の
修
士
課
程
を
首
席
で

修
了
し
た
。
3
月
26
日
に
法

大
市
ケ
谷
キ
ャ
ン
パ
ス
で
行

わ
れ
た
学
位
記
交
付
式
に
出

席
し
、
修
了
生
総
代
と
し
て

学
位
記
を
受
け
取
っ
た
＝
写

真
。き

っ
か
け
は
仕
事
の
縁
で

知
り
合
っ
た
法
大
院
の
坂
本

光
司
教
授
の
著
書
「
日
本
で

い
ち
ば
ん
大
切
に
し
た
い
会

社
」に
感
銘
を
受
け
た
こ
と
。

大
学
院
で
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

や
雇
用
政
策
、
消
費
者
問
題

な
ど
を
学
ぶ
こ
と
は
自
社
の

経
営
に
も
プ
ラ
ス
に
な
る
と

考
え
、
坂
本
教
授
が
教
鞭
を

執
る
同
研
究
科
の
門
を
叩
い

た
。会

社
経
営
と
の
二
足
の
わ

ら
じ
の
生
活
は
多
忙
を
極

め
、
平
日
の
夜
間
や
休
日
の

ほ
と
ん
ど
を
通
学
や
論
文
作

成
に
費
や
し
た
。
会
社
に
迷

惑
を
掛
け
な
い
た
め
に
も

「
2
年
間
で
卒
業
で
き
な
け

れ
ば
、学
位
は
あ
き
ら
め
る
」

と
心
に
決
め
て
い
た
こ
と
か

ら
、
繁
忙
期
と
重
な
っ
た
時

に
は
思
わ
ず
逃
げ
出
し
た
く

な
る
よ
う
な
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー

を
感
じ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と

か
。そ

れ
で
も
大
学
院
生
活
は

耳
目
に
触
れ
る
も
の
全
て
が

新
鮮
。
修
士
論
文
を
書
き
上

げ
た
こ
ろ
に

は
、「
市
ケ
谷

で
の
苦
し
く

も
濃
密
な
2

年
間
が
終
わ

る
と
思
う

と
、
熱
い
も

の
が
こ
み
上

げ
て
き
た
」

と
い
う
。

修
士
論
文

の
タ
イ
ト
ル

は
「
中
小
企

業
の
経
営
戦

略
と
Ｃ
Ｓ
Ｒ
に
関
す
る
研
究

―
鉄
鋼
業
界
の
中
小
企
業
を

事
例
と
し
て
―
」。鉄
鋼
業
界

の
Ｃ
Ｓ
Ｒ
（
企
業
の
社
会
的

責
任
）
の
実
態
を
調
査
研
究

し
、
そ
の
中
で
経
営
戦
略
と

組
み
合
わ
せ
、
質
の
高
い
経

営
を
実
践
し
て
い
る
企
業
を

例
示
。
Ｃ
Ｓ
Ｒ
は
持
続
可
能

な
経
営
の
礎
と
な
り
得
る
点

で
有
益
で
あ
り
、
推
進
に
向

け
た
制
度
化
が
必
要
と
提
言

し
て
い
る
。

「
大
学
院
の
先
生
方
か
ら

院
生
の
仲
間
、業
界
の
方
々
、

協
和
の
社
員
、
家
族
ま
で
、

全
て
の
方
々
の
支
え
が
あ
っ

て
、
修
士
論
文
を
書
き
上
げ

る
こ
と
が
で
き
た
」
と
河
崎

社
長
。「
こ
の
恩
は
本
業
で
あ

る
経
営
を
通
じ
て
、
世
の
中

に
お
返
し
し
て
い
き
た
い
」

と
決
意
を
新
た
に
し
て
い

る
。

伊
藤
忠
丸
紅
鉄
鋼
が
6

日
発
表
し
た
2
0
1
6
年

3
月
期
連
結
決
算
（
Ｉ
Ｆ

Ｒ
Ｓ
）
に
よ
る
と
連
結
純

利
益
は
前
期
比
48
・
6
％

減
の
1
3
1
億
円
だ
っ

た
。
円
安
に
よ
る
増
収
効

果
は
あ
っ
た
が
、
売
上
高

は
8
・
9
％
減
の
1
兆
9

6
8
8
億
円
で
、
売
上
総

利
益
は
6
・
0
％
減
の
1

1
3
1
億
円
に
と
ど
ま
っ

た
。油

価
下
落
を
背
景
に
海

外
の
鋼
管
需
要
が
大
幅
に

減
少
し
、
海
外
鋼
材
市
況

の
下
落
も
あ
っ
て
、
前
期

の
テ
ー
マ
の
ひ
と
つ
「
稼

ぐ
力
の
強
化
」
は
「
残
念

な
結
果
に
終
わ
っ
た
」（
松

浦
康
夫
社
長
）。も
う
ひ
と

つ
の
「
バ
ラ
ン
ス
シ
ー
ト

の
ス
リ
ム
化
」
に
つ
い
て

は
、「
有
利
子
負
債
を
1
0

9
6
億
円
減
の
3
5
0
9

億
円
に
圧
縮
し
て
、
ネ
ッ

ト
Ｄ
Ｅ
レ
シ
オ
（
負
債
資

本
倍
率
）
を
過
去
最
良
の

1
・
3
倍
に
改
善
」（
同
）。

自
己
資
本
比
率
も
過
去
最

高
と
な
る
27
・
5
％
ま
で

引
き
上
げ
た
。

事
業
会
社
1
2
0
社
の

損
益
は
、
黒
字
81
社
（
前

期
95
社
）、赤
字
39
社
（
25

社
）
と
赤
字
が
増
加
。
国

内
は
子
会
社
1
社
（
0

社
）、持
分
法
1
社（
1
社
）

の
み
が
赤
字
だ
っ
た
。「
伊

藤
忠
丸
紅
住
商
テ
ク
ノ
ス

チ
ー
ル
は
じ
め
、
日
米
の

建
材
関
連
事
業
は
堅
調
。

中
国
、
東
南
ア
ジ
ア
の
サ

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が
苦
戦

し
た
。
米
国
の
大
手
鋼
管

問
屋
、
ス
ー
ナ
ー
は
売
上

高
が
半
減
し
た
も
の
の
、

黒
字
は
維
持
し
た
」（
同
）。

前
期
の
一
過
性
要
因
を

除
い
た
実
力
ベ
ー
ス
の
純

利
益
は
1
8
4
億
円
（
前

期
2
7
5
億
円
）。日
本
基

準
の
営
業
利
益
が
2
2
5

億
円
（
前
期
3
8
0
億

円
）、経
常
利
益
は
2
0
5

億
円
（
3
8
7
億
円
）
だ

っ
た
。

今
期
業
績
予
想
公
表
を

見
送
り
、「
純
利
益
は
前
期

実
績
を
超
え
た
い
が
、
実

力
値
に
は
届
か
な
い
」

（
同
）
と
厳
し
い
環
境
が

続
く
と
み
て
い
る
。

投
融
資
は
前
期
実
績
が

1
5
0
億
円
、
今
期
は
2

0
0
億
円
程
度
の
想
定
。

前
期
は
ス
ー
ナ
ー
に
よ
る

デ
ィ
ス
ト
リ
ビ
ュ
ー
タ
ー

の
買
収
な
ど
を
実
施
。
今

期
は
「
海
外
を
メ
ー
ン
に

成
長
戦
略
投
資
を
継
続

し
、
Ｍ
＆
Ａ
を
含
め
国
内

に
も
資
金
を
振
り
向
け

る
。
事
業
撤
退
も
検
討
し

て
い
る
が
、
タ
イ
の
サ
ハ

ビ
リ
ヤ
・
ス
チ
ー
ル
に
つ

い
て
は
操
業
を
継
続
す
る

た
め
の
サ
ポ
ー
ト
を
続
け

る
」（
同
）。

伊
藤
忠
商
事
が
6
日
発

表
し
た
2
0
1
6
年
3
月

期
連
結
決
算(

Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
）

に
よ
る
と
金
属
セ
グ
メ
ン

ト
の
純
損
益
は
前
期
の
1

1
2
億
円
の
黒
字
か
ら
1

6
6
億
円
の
赤
字
に
転
落

し
た
。
今
期
は
1
3
0
億

円
の
黒
字
を
見
込
む
。

前
期
は
、
前
々
期
の
伯

鉄
鉱
石
事
業
に
お
け
る
減

損
損
失
計
上
の
反
動
は
あ

っ
た
も
の
の
、
資
源
価
格

下
落
に
加
え
、
豪
州
石
炭

事
業
に
よ
る
減
損
損
失
の

計
上
、
一
部
資
産
売
却
に

伴
う
損
失
な
ど
が
響
い

た
。
期
初
見
通
し
は
2
5

0
億
円
の
黒
字
だ
っ
た

が
、
一
転
、
大
幅
赤
字
と

な
っ
た
。

主
な
事
業
会
社
の
取
り

込
み
損
益
は
豪
Ｉ
Ｍ
Ｅ
Ａ

が
2
2
6
億
円
の
赤
字

（
前
期
4
2
3
億
円
の
黒

字
）、日
伯
鉄
鉱
石
は
9
億

円
の
赤
字
（
4
4
8
億
円

の
赤
字
）、伊
藤
忠
丸
紅
鉄

鋼
は
66
億
円
の
黒
字
（
1

2
8
億
円
の
黒
字
）、伊
藤

忠
メ
タ
ル
ズ
が
20
億
円
の

黒
字
（
2
億
円
の
黒
字
）

だ
っ
た
。

今
期
は
、
前
期
に
お
け

る
石
炭
事
業
の
減
損
損

失
、
一
部
資
産
売
却
損
失

の
反
動
な
ど
を
見
込
み
、

前
期
か
ら
2
9
7
億
円
の

損
益
改
善
を
見
込
む
。

ス
イ
ス
の
資
源
大
手
、

グ
レ
ン
コ
ア
の
1
―
3
月

の
生
産
実
績
に
よ
る
と
、

フ
ェ
ロ
ク
ロ
ム
は
40
万
㌧

と
昨
年
10
―
12
月
比
2
・

6
％
増
え
た
。
増
強
設
備

の
立
ち
上
げ
が
進
ん
だ
。

原
料
炭
生
産
は
2
2
0
万

㌧
と
15
・
4
％
減
っ
た
。

年
間
の
生
産
計
画
は
変
え

な
か
っ
た
。

年
間
生
産
計
画
は
フ
ェ

ロ
ク
ロ
ム
で
1
5
7
万
5

0
0
0
㌧
の
前
後
2
万
5

0
0
0
㌧
と
前
年
の
1
4

6
万
2
0
0
0
㌧
を
上
回

る
。
石
炭
全
体
で
は
1
億

3
0
0
0
万
㌧
前
後
3
0

0
万
㌧
と
1
億
3
2
0
0

万
㌧
だ
っ
た
前
年
並
み
を

見
込
む
。

フ
ル
サ
ト
工
業

機

器
・
工
具
事
業
は
工
業
機

器
や
自
動
車
向
け
機
械
工

具
、
住
宅
設
備
機
器
向
け

の
い
ず
れ
も
売
上
高
が
増

加
。
機
械
・
設
備
で
は
好

調
時
の
受
注
を
背
景
に
工

作
機
械
、
Ｆ
Ａ
シ
ス
テ
ム

の
売
上
高
が
2
割
以
上
増

加
。
建
築
・
配
管
資
材
事

業
で
は
鉄
骨
建
築
資
材
は

売
上
高
が
微
増
、
市
場
開

拓
効
果
で
配
管
資
材
は
増

加
し
た
。

丸
紅
建
材
リ
ー
ス

賃
貸
重
視
の
営
業
強
化
の

方
針
の
下
、
首
都
圏
の
大

型
再
開
発
案
件
や
東
北
復

興
関
連
の
需
要
を
捕
捉

し
、
連
結
売
上
高
は
前
期

比
4
・
9
％
増
、
経
常
利

益
は
4
・
2
％
増
の
増
収

増
益
。
セ
グ
メ
ン
ト
別
で

は
、
重
仮
設
工
事
事
業
と

土
木
・
上
下
水
道
施
設
工

事
等
事
業
が
減
収
減
益
だ

っ
た
一
方
、
主
力
の
重
仮

設
事
業
は
好
調
に
推
移
し

た
。

米
高
炉
大
手
の
Ａ
Ｋ
ス

チ
ー
ル
は
5
日
、
普
通
鋼

鋼
板
の
ス
ポ
ッ
ト
向
け
販

売
価
格
を
新
規
受
注
分
か

ら
ネ
ッ
ト
ト
ン
60
㌦
（
6

4
0
0
円
）
引
き
上
げ
る

と
発
表
し
た
。

▽
Ｊ
Ｆ
Ｅ
グ
ル
ー
プ

＝
1
0
0
0
万
円
拠
出

フ
ル
サ
ト
工
業

（
6
月
28
日
付
予
定
）

■
新
任
取
締
役
候
補

▽
専
務
取
締
役
（
顧
問
）
山

下
勝
弘フ

ル
サ
ト
工
業
は
6

日
、
3
月
31
日
を
基
準
日

と
す
る
剰
余
金
を
配
当
す

る
と
発
表
し
た
。
決
定
額

は
1
株
当
た
り
45
・
5
円

で
配
当
金
総
額
は
6
億
5

9
0
0
万
円
。
効
力
発
生

日
は
6
月
29
日
。
こ
の
結

果
、
年
間
配
当
は
1
株
当

た
り
50
・
5
円
（
前
期
実

績
46
・
5
円
）
と
な
る
。

伊
藤
忠
商
事
は
6
日
、

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
炭
鉱
関
連

投
資
の
特
別
損
失
4
6
5

億
円
を
2
0
1
6
年
3
月

期
の
第
4
四
半
期
単
体
決

算
で
計
上
し
た
と
発
表
し

た
。
米
国
の
石
炭
投
資
子

会
社
、
Ｉ
Ｃ
Ａ
を
通
じ
て

コ
ロ
ン
ビ
ア
の
石
炭
事
業

会
社
、
ド
ラ
モ
ン
ド
・
イ

ン
タ
ー
ナ
シ

ョ
ナ
ル
に
20

％
出
資
し
て

お
り
、
石
炭

価
格
の
下

落
、
ド
ラ
モ

ン
ド
社
の
公

正
価
値
下
落

を
受
け
た
Ｉ

Ｃ
Ａ
の
株
主

資
本
の
毀
損

を
反
映
し

た
。

2016年3月期連結決算
（単位 :100万円、配当は円、中段は前期、下段は次期予想）

売上高 営業利益 経常利益 純利益 配当
フルサト工業
94,857 3,556 3,854 2,416 50.5
87,684 3,272 3,577 2,230 46.5
94,700 3,190 3,460 2,260 47

丸紅建材リース
20,456 859 1,216 917 6
19,498 794 1,167 837 6
20,700 920 1,230 930 6

純利益

700
1,082

1,150
1,720

（単位 :100万円）
上段は前回予想、下段が修正予想

（10月―3月期）

（4月―3月期）

経常利益

1,070
1,209

1,550
2,120

川岸工業（非連結）

瀧上工業

業績予想修正（連結）

営業利益

1,000
1,148

1,350
1,880

売上高

10,000
9,189

18,500
19,130

法政大大学院を今春首席修了

中国ステンレス粗鋼

協

和

河
崎
社
長

協

和

河
崎
社
長

日刊産業新聞16.5.9

5
事
業
で
強
い
存
在
感
を

松平正久氏松平正久氏
リバースチール
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創
刊
80
周
年

大阪西運送株式会社

高い品質・信頼される仕事

□本　　　社
〒550-0025　大阪市西区九条南1丁目2番20号
TEL.06-6581-6651　FAX.06-6581-7675

□運輸事業部
〒566-0052　摂津市鳥飼本町2丁目6番24号
TEL.072-654-6630　FAX.072-654-3871

□読売事務所
〒530-0055　大阪市北区野崎町5ー9　　　
TEL.06-6366-1799　FAX.06-6311-7198

2 0 0 0 1 9 3 6

株式会社 日新発送

代表取締役　伊勢川　　靖

読売新聞近畿圏5印刷工場の
発送・給紙業務全般
諸紙・物流業務全般

Shipping agency. Nisshin Hasso

読売新聞グループ

〒530-0055
大阪市北区野崎町３番１４号
読売新聞大阪本社　東館内B1F
Tel.06-6364-1731　Fax.06-6364-2981
http://www.nissin-hassou.co.jp

大阪都心北支社　梅田営業部
営業部長

西　原　 保　誠
大阪都心北支社　梅田営業部

西　川　 量　子

〒530-0051 大阪市北区太融寺町3-24
日生梅田第2ビル4Ｆ
Tel.06-6312-9076　Fax.06-6311-4006
URL:http://www.nissay.co.jp

継続サポート
3大疾病保障
保険付プラン

所定のがん（悪性新生物）・急性心筋
梗 塞・脳 卒 中 に な ら れ た 場 合 に 、

3大疾病保険金を一時金で受取れます。

題字　今井 敬氏

§
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§
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§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
§
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§

13

本 社
関西営業所
東京営業所

086-552-5855
078-920-3520
03-5249-3150

：
：
：

九州事業所
東北事業所
名古屋営業所

092-933-6650
024-594-2366
0568-42-6780

：
：
：

日
刊
産
業
新
聞
ネ
ッ
ト
版

丸紅建材リース

18
年
度
売
上
高
225
億
円
へ

3
カ
年

中
計
策
定

純
利
益
は
12
億
円

呉工場に安全体感施設
意識向上へ研修活用

淀
川
製
鋼
所

中部鋼鈑

鋼
板
販
売
量
5
％
増
目
標

鋼
板
販
売
量
5
％
増
目
標

今
期

建
築
・
土
木
需
要
を
捕
捉

Ａミッタル

3
四
期
連
続
の
赤
字

1
―
3
月
純
損
失
4
億
㌦

Ｓ
Ｇ
ア
ワ
ー
ド

表
彰
式
を
開
催

日鉄住金
SGワイヤ

連
結
純
利
益

138
％
増
848
億
㌆

東
国
製
鋼

パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

柔
道
代
表
内
定

Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｉ
の
廣
瀬
夫
妻

大
同
会
・
東
京

ア
ー
ト
展
開
催

5
月
18
―
22
日

破
産
手
続
き
開
始

旭
川
総
合
鉄
工
団
地
協
組

丸
紅
建
材
リ
ー
ス
は
6
日
、
2
0
1
8
年
度
で
連
結
売
上
高
2
2
5
億
円
、

純
利
益
12
億
円
を
目
指
す
3
カ
年
の
中
期
経
営
計
画
を
発
表
し
た
。「
新
規
戦
略

投
資
の
推
進
」「
コ
ア
事
業
の
さ
ら
な
る
収
益
基
盤
強
化
」「
持
続
的
成
長
に
向
け

て
の
イ
ン
フ
ラ
整
備
」の
三
つ
の
基
本
戦
略
の
下
、
業
容
拡
大
を
図
っ
て
い
く
。

15
年
度
実
績
は
、
売
上
高
2
0
4
億
5
6
0
0
万
円
、
純
利
益
9
億
1
7
0
0

万
円
。

財
務
目
標
は
自
己
資
本

比
率
40
％
（
15
年
度
実
績

34
・
3
％
）、Ｎ
Ｅ
Ｔ
有
利

子
負
債
80
億
円
以
下
（
92

億
円
）、株
主
還
元
方
針
は

配
当
性
向
25
％
程
度
（
21

・
8
％
）、年
間
配
当
金
8

円
（
6
円
）
を
目
標
に
掲

げ
る
。

「
新
規
戦
略
投
資
の
推

進
」
で
は
、
Ｍ
＆
Ａ
を
含

む
新
規
事
業
投
資
を
行

い
、
国
内
外
事
業
会
社
の

収
益
力
強
化
と
事
業
領
域

の
拡
大
を
図
る
。
土
木
・

建
築
の
周
辺
分
野
へ
の
参

入
を
進
め
高
付
加
価
値
の

新
商
品
、
新
技
術
、
新
工

法
の
研
究
開
発
に
も
取
り

組
む
。「
コ
ア
事
業
の
さ
ら

な
る
収
益
基
盤
強
化
」
で

は
、
工
事
対
応
力
の
強
化

に
よ
り
材
工
一
括
受
注
を

一
層
推
進
し
収
益
拡
大
を

狙
う
。
工
場
設
備
へ
の
投

資
も
継
続
し
コ
ス
ト
競
争

力
を
高
め
る
。「
持
続
的
成

長
に
向
け
て
の
イ
ン
フ
ラ

整
備
」
で
は
、
採
用
活
動

の
強
化
や
女
性
の
積
極
的

な
登
用
・
活
用
に
取
り
組

む
と
と
も
に
各
種
研
修
や

Ｏ
Ｊ
Ｔ
、
ジ
ョ
ブ
ロ
ー
テ

ー
シ
ョ
ン
を
通
じ
て
人
材

育
成
を
強
化
す
る
。

淀
川
製
鋼
所
は
、
呉
工

場
に
安
全
体
感
施
設
を
導

入
し
運
用
を
開
始
し
た
。

作
業
に
存
在
す
る
様
々
な

危
険
を
実
際
に
体
感
す
る

こ
と
で
「
怖
さ
」
を
理
解

し
、「
ど
う
す
れ
ば
安
全

か
」
に
導
く
た
め
の
「
考

え
る
力
」
を
育
成
す
る
。

体
感
メ
ニ
ュ
ー
は
指
差

呼
称
体
験
、
滑
り
転
倒
危

険
体
感
、
ワ
イ
ヤ
ー
挟
ま

れ
体
感
、
安
全
帯
ぶ
ら
下

が
り
体
感
、
落
下
物
に
よ

る
ヘ
ル
メ
ッ
ト
の
有
効
性

体
感
、
防
じ
ん
マ
ス
ク
の

有
効
性
体
感
、
切
創
危
険

体
感
の
ほ
か
、
卓
上
グ
ラ

イ
ン
ダ
ー
作
業
や
ド
リ

ル
、
ロ
ー
ル

な
ど
に
よ
る

巻
込
ま
れ
体

感
、
皮
膚
の

状
態
に
よ
る

感
電
危
険
体

感
の
計
12
項

目
。設

備
は
呉

工
場
の
製
造

部
や
工
務
課

の
従
業
員
が

製
作
を
行
っ
た
。
こ
れ
ま

で
も
呉
工
場
で
は
Ｋ
Ｙ

（
危
険
予
知
）
ト
レ
ー
ニ

ン
グ
や
リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ

ン
ト
な
ど
の
取
り
組
み
に

よ
り
、
作
業
に
潜
む
危
険

に
対
す
る
感
受
性
の
向
上

を
図
っ
て
き
た
。
安
全
体

感
施
設
の
活
用
に
よ
り
、

さ
ら
な
る
安
全
に
対
す
る

意
識
の
向
上
を
図
る
。

研
修
は
呉
工
場
の
全
従

業
員
を
対
象
に
行
い
、
6

月
末
ま
で
に
全
員
が
研
修

を
完
了
す
る
予
定
。
新
入

社
員
や
転
勤
者
に
つ
い
て

は
そ
の
都
度
研
修
を
行

う
。
ま
た
今
後
体
感
メ
ニ

ュ
ー
を
増
設
し
た
場
合
に

は
3
カ
月
以
内
に
全
員
が

体
験
し
、
3
年
に
一
度
の

体
験
を
義
務
付
け
る
よ
う

に
す
る
。

【
名
古
屋
】
中
部
鋼
鈑

は
2
0
1
7
年
3
月
期
の

鋼
板
販
売
量
を
、
前
年
度

比
5
％
程
度
、
増
加
さ
せ

る
。
建
築
・
土
木
分
野
を

中
心
に
需
要
の
取
り
込
み

を
図
る
も
の
で
、
前
年
度

に
減
少
し
た
分
を
取
戻

し
、
15
年
3
月
期
程
度
の

水
準
と
し
て
い
く
考
え

だ
。16

年
3
月
期
は
、
需
要

が
低
調
推
移
し
た
こ
と
に

よ
り
、
販
売
数
量
は
5
％

程
度
、
減
少
。
販
価
も
低

下
し
た
こ
と
で
、
連
結
売

上
高
は
前
年
同
期
比
13
・

2
％
の
減
収
と
な
っ
た
。

17
年
3
月
期
に
つ
い
て

は
、
前
年
度
に
減
少
し
た

分
の
販
売
量
回
復
を
目
指

す
考
え
。「
全
体
的
な
需
要

の
減
少
が
ほ
ぼ
底
を
打

ち
、
第
2
四
半
期
以
降
か

ら
上
向
く
の
で
は
」（
太
田

雅
晴
社
長
）
と
の
見
方
の

中
で
、
特
に
建
築
関
連
向

け
で
の
需
要
獲
得
に
向
け

た
営
業
強
化
と
と
も
に
、

土
木
分
野
に
つ
い
て
も
、

用
途
の
拡
大
な
ど
を
模
索

し
て
い
く
考
え
。

通
期
決
算
の
見
通
し
で

は
、
販
売
数
量
の
拡
大
を

目
指
す
も
の
の
、
販
売
単

価
に
つ
い
て
は
前
年
同
期

で
の
低
下
を
見
込
ん
で
お

り
、
売
上
高
は
同
11
・
4

％
の
減
収
見
通
し
と
し

た
。
収
益
面
で
は
、
主
原

料
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
平
均

購
入
価
格
が
前
年
同
期
を

上
回
る
と
の
見
通
し
で
、

メ
タ
ル
ス
プ
レ
ッ
ド
が
圧

縮
さ
れ
、
各
収
益
段
階
で

同
40
％
超
の
減
益
を
見
込

ん
で
い
る
。

ま
た
、
子
会
社
の
連
結

経
常
利
益
へ
の
寄
与
度
を

引
き
続
き
上
げ
て
い
く
考

え
で
、
そ
の
た
め
の
投
資

も
行
っ
て
い
く
。
そ
の
中

で
、
物
流
事
業
を
行
う
シ

ー
ケ
ー
物
流
の
倉
庫
1
棟

の
増
築
を
決
定
。
今
後
、

詳
細
を
詰
め
で
き
る
だ
け

早
期
の
完
成
を
目
指
す
方

針
を
示
し
た
。

鉄
鋼
最
大
手
の
ア
ル
セ

ロ
ー
ル
・
ミ
ッ
タ
ル
が
6

日
発
表
し
た
1
―
3
月
決

算
に
よ
る
と
、
純
損
失
は

4
億
1
6
0
0
万
㌦
（
約

4
6
8
億
円
、
前
年
同
期

は
7
億
2
8
0
0
万
㌦
の

損
失
、
昨
年
10
―
12
月
は

66
億
8
6
0
0
万
㌦
の
損

失
）
と
3
四
半
期
連
続
の

赤
字
だ
っ
た
。
出
荷
量
は

増
え
た
が
、
鋼
材
単
価
の

下
落
を
受
け
て
、
金
利
・

税
・
償
却
前
の
利
益
（
Ｅ

Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ａ
）
は
9
億
2

7
0
0
万
㌦
と
10
―
12
月

比
15
・
9
％
減
っ
た
。
鉱

山
資
産
な
ど
を
減
損
処
理

し
た
10
―
12
月
は
営
業
段

階
で
巨
額
赤
字
を
計
上
し

た
が
、
今
回
は
2
期
ぶ
り

に
黒
字
化
し
た
。

1
―
3
月
の
一
過
性
要

因
な
ど
を
除
い
た
純
損
失

は
1
億
7
6
0
0
万
㌦

（
前
年
同
期
は
3
6
0
0

万
㌦
の
損
失
、
10
―
12
月

は
3
億
7
5
0
0
万
㌦
の

損
失
）
だ
っ
た
。
価
格
低

下
を
受
け
、
鉄
鋼
の
ト
ン

当
た
り
の
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ａ

は
39
㌦
と
10
―
12
月
の
51

㌦
か
ら
悪
化
し
た
。

年
間
の
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ａ

は
45
億
㌦
超
と
52
億
㌦
あ

ま
り
だ
っ
た
昨
年
を
下
回

る
見
通
し
。
1
―
3
月
は

低
水
準
だ
っ
た
が
、
鉄
鋼

の
収
益
改
善
が
下
期
業
績

に
反
映
す
る
と
見
て
い

る
。
投
資
額
は
約
24
億
㌦

と
前
年
の
27
億
㌦
か
ら
減

ら
す
。
32
億
㌦
の
資
金
調

達
で
財
務
体
質
を
強
化
し

て
お
り
、
コ
ス
ト
削
減
や

高
付
加
価
値
化
に
よ
っ
て

収
益
を
改
善
す
る
。

数
字
は
別
表
の
通
り
。

最
近
趣
味
は
何
で
す
か
と
聞

か
れ
た
と
き
に
、
読
書
と
言
う

の
を
少
し
躊
躇
す
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
あ
ま
り
に
平
凡
で
一

般
的
で
そ
ん
な
の
無
趣
味
に
近

い
と
い
う
視
線
を
浴
び
そ
う
で

す
し
、
趣
味
と
は
華
麗
で
優
雅

で
期
待
を
超
え
る
意
外
性
や
話

題
性
の
あ
る
も
の
と
い
う
昨
今

の
風
潮
も
気
に
し
て
し
ま
う
か

ら
で
す
。
華
麗
な
趣
味
が
披
露

さ
れ
る
中
で
、
皮
肉
に
も
そ
の

よ
う
な
番
組
を
視
る
の
が
趣
味

と
い
う
方
も
多
い
と
思
い
ま

す
。清

少
納
言
は
虫
の
あ
わ
れ
を

初
め
て
文
字
に
し
ま
し
た
。
そ

れ
か
ら
約
1
0
0
0
年
を
経
た

今
、
本
を
齧
る
小
さ
な
虫
さ
え

も
天
敵
の
最
新
タ
ー
ボ
付
き
掃

除
機
に
吸
引
さ
れ
、
挙
句
の
果

て
は
食
虫
植
物
や
粘
菌
宜
し
く

粘
着
性
高
分
子
綿
布
で
根
こ
そ

ぎ
絡
め
取
ら
れ
・
・
・
虫
も
災

難
な
世
に
生
ま
れ
た
も
の
で

す
。然

し
な
が
ら
趣
味
の
範
疇
を

超
え
、
本
の
虫
は
生
き
な
が
ら

え
て
い
ま
す
。
暇
を
見
て
は
本

屋
に
通
い
、
い
つ
も
2
、
3
冊

買
い
込
む
の
が
虫
の
所
業
な
の

で
す
。
本
の
虫
は
蒐
集
家
、
次

第
に
本
は
積
み
上
が
り
、
文
豪

の
書
斎
へ
の
憧
憬
と
は
裏
腹

に
、
神
保
町
近
く
の
主
の
宿
は

つ
い
に
獺
の
住
ま
い
へ
と
変
貌

い
た
し
ま
し
た
。
所
詮
近
年
の

マ
ン
シ
ョ
ン
で
は
本
な
ど
ま
と

も
に
収
納
で
き
る
筈
が
な
い
と

嘯
い
て
も
、
事
は
一
向
に
解
決

し
ま
せ
ん
。

こ
の
件
に
は
少
し
弁
解
が
あ

り
ま
す
。
過
日
、
家
内
に
促
さ

れ
意
を
決
し
、
愛
書
を
車
に
満

載
し
て
と
あ
る
再
販
業
者
に
売

り
に
出
し
た
と
こ
ろ
、
苦
労
を

重
ね
集
め
た
私
の
蔵
書
は
二
束

三
文
、
娘
の
絵
本
の
方
が
高
く

売
れ
た
椿
事
が
あ
り
ま
し
た
。

「
本
の
値
打
ち
は
貨
幣
の
多
寡

で
は
な
い
、
内
容
の
深
浅
な
ん

だ
」
と
呟
い
た
も
の
の
主
の
心

を
痛
打
し
傷
つ
け
ま
し
た
。

昨
年
3
月
、「
昭
和
天
皇
実

録
」
全
19
巻
の
刊
行
が
始
ま
り

ま
し
た
。
新
た
な
史
実
は
無
い

と
専
門
家
の
お
墨
付
き
な
の
で

す
が
、
予
算
を
組
み
購
入
、
た

だ
買
い
続
け
ら
れ
る
の
か
？
す

で
に
7
巻
目
で
空
間
は
余
り
に

も
狭
く
な
っ
て
い
ま
す
。
無
限

の
蒐
集
の
性
と
有
限
空
間
の
2

次
方
程
式
は
、
片
方
が
無
限
で

す
か
ら
答
え
は
一
向
に
見
つ
か

り
ま
せ
ん
。
こ
の
本
の
山
の
中

で
、
な
ん
と
か
役
に
立
つ
手
は

な
い
か
と
悩
み
つ
つ
、「
小
人
閑

居
し
て
不
善
を
な
さ
ぬ
」よ
う
、

拘
泥
せ
ず
す
ぐ
さ
ま
整
理
を
始

め
る
の
が
得
策
な
の
で
し
ょ

う
。八

ヶ
岳
花
パ
ー
ク
フ
ィ
オ
ー

レ
小
淵
沢
の
園
内
に
世
界
屈
指

の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
展
示
し
て

い
る
昆
虫
館
が
あ
り
ま
す
。
そ

の
館
長
さ
ん
に
聞
い
た
話
で
す

が
、
昆
虫
は
カ
ン
ブ
リ
ア
紀
か

ら
約
6
億
年
を
生
き
抜
き
80
万

種
に
分
化
し
た
最
も
多
様
性
が

進
ん
だ
生
物
で
、
い
ま
だ
に
多

く
の
新
種
が
発
見
さ
れ
て
い
る

そ
う
で
す
。
従
っ
て
種
の
保
存

率
も
途
轍
も
な
く
高
く
優
秀
だ

そ
う
で
す
。

一
方
、
人
類
は
ホ
モ
サ
ピ
エ

ン
ス
の
一
種
の
み
で
こ
れ
は
大

変
危
険
な
の
だ
と
お
聞
き
し
ま

し
た
。

日
鉄
住
金
Ｓ
Ｇ
ワ
イ
ヤ

は
6
日
、
習
志
野
工
場
で

「
第
9
回
日
鉄
住
金
Ｓ
Ｇ

ワ
イ
ヤ
地
域
社
会
貢
献
賞

（
ス
ズ
キ
・
ガ
ル
ピ
ッ
タ

ン
・
ア
ワ
ー
ド
）」の
表
彰

式
を
開
催
し
、
悩
み
苦
し

む
人
が
安
心
し
て
話
せ
る

場
を
提
供
す
る
傾
聴
電
話

活
動
な
ど
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
「
ぬ
く
も
り
ほ
っ
と

ら
い
ん
」
が
受
賞
し
た
。

同
団
体
に
は
、
賞
状
、
活

動
支
援
金
30
万
円
、
自
社

製
ワ
イ
ヤ
で
作
っ
た
記
念

ト
ロ
フ
ィ
ー
と
バ
ラ
の
鉢

植
え
が
贈
ら
れ
た
。

同
賞
は
、
地
域
社
会
へ

貢
献
す
る
習
志

野
市
内
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体

を
公
募
し
委
員

会
に
よ
る
選
考

を
経
て
毎
年
1

団
体
を
選
定
、

表
彰
す
る
も
の

で
、
創
立
70
周

年
を
記
念
し
て

2
0
0
8
年
か

ら
開
始
。
昨
年

の
社
名
変
更
に
伴
い
、
ス

ズ
キ
・
ア
ワ
ー
ド
か
ら
改

称
し
た
。
今
回
の
表
彰
式

に
は
、前
回
受
賞
団
体「
史

の
会
」
を
含
む
来
賓
、
社

員
ら
約
70
人
が
出
席
し

た
。あ

い
さ
つ
に
立
っ
た
柴

田
真
之
社
長
は
、「
鈴
木
金

属
工
業
の
創
業
の
理
念
で

あ
る
『
誠
和
』
の
精
神
と

鈴
木
が
持
つ
技
術
力
を
ベ

ー
ス
に
海
外
各
サ
イ
ト
と

の
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン

を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
新
日
鉄
住
金
と
と
も

に
特
殊
線
材
事
業
の
グ
ロ

ー
バ
ル
展
開
を
加
速
し
て

い
る
。
マ
ザ
ー
工
場
で
あ

る
習
志
野
工
場
で
も
こ
の

ほ
ど
酸
洗
・
皮
膜
処
理
ラ

イ
ン
を
全
面
的
に
更
新

し
、
未
来
永
劫
こ
の
土
地

で
操
業
を
続
け
る
決
意

だ
」
と
語
っ
た
。

韓
国
の
東
国
製
鋼
が
3

日
発
表
し
た
1
―
3
月
決

算
に
よ
る
と
、
連
結
純
利

益
は
8
4
8
億
㌆
（
83
億

円
、
前
年
同
期
は
1
6
6

8
億
㌆
の
損
失
）
と
昨
年

10
―
12
月
比
1
3
8
・
9

％
増
え
た
。
営
業
利
益
は

5
6
6
億
㌆
（
前
年
同
期

は
5
8
1
億
㌆
の
損
失
）

と
52
・
9
％
減
っ
た
。

1
―
3
月
は
単
体
の
営

業
利
益
は
4
1
2
億
㌆

（
前
年
同
期
は
6
8
5
億

㌆
の
損
失
）
と
10
―
12
月

比
60
・
7
％
減
っ
た
。
純

利
益
は
25
億
㌆
（
同
7
7

1
億
㌆
の
損
失
）
と
96
・

9
％
減
っ
た
。

4
―
6
月
中
に
ブ
ラ
ジ

ル
の
ス
ラ
ブ
製
鉄
所
、
Ｃ

Ｓ
Ｐ
を
稼
働
し
、
厚
板
の

競
争
力
を
強
化
す
る
。
7

―
9
月
に
は
釜
山
工
場
で

カ
ラ
ー
鋼
板
ラ
イ
ン
を
増

設
し
、
高
付
加
価
値
製
品

を
拡
販
す
る
。

伊
藤
忠
丸
紅
鉄
鋼
（
Ｍ

Ｉ
Ｓ
Ｉ
）
に
夫
婦
で
社
員

と
し
て
在
籍
す
る
男
子
90

㌔
級
の
廣
瀬
悠
選
手
と
、

女
子
57
㌔
級
の
廣
瀬
順
子

選
手
が
リ
オ
デ
ジ
ャ
ネ
イ

ロ
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の

代
表
内
定
を
決
め
た
。
4

日
に
講
道
館
で
開
催
し
た

柔
道
競
技
日
本
代
表
候
補

選
考
大
会
で
、
両
選
手
と

も
3
戦
3
勝
し
、
内
定
を

決
め
た
。
選
考
大
会
で
は

松
浦
康
夫
社
長
、
兼
田
智

仁
副
社
長
ら
役
員
な
ど
総

勢
70
人
の
応
援
団
が
声
援

を
送
っ
た
。

Ｍ
Ｉ
Ｓ
Ｉ

で
は
優
勝
、

金
メ
ダ
ル
に

向
け
て
社
員

に
も
応
援
を

呼
び
か
け
て

い
る
。「
メ
ダ

ル
獲
得
の
可

能
性
も
あ

る
」（
松
浦
社

長
）
と
、
パ

ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
の
活
躍

に
期
待
を
寄
せ
る
。

大
同
特
殊
鋼
の
Ｏ
Ｂ
ら

で
構
成
す
る
大
同
会
（
東

京
・
渋
川
・
川
崎
・
王
子

各
支
部
）
は
、
5
月
18
日

か
ら
22
日
ま
で
の
5
日

間
、
川
崎
市
の
ア
ー
ト
ガ

ー
デ
ン
か
わ
さ
き
で
「
第

9
回
東
京
ア
ー
ト
展
」
を

開
催
す
る
。
今
回
は
絵
画

の
部
31
点
、
写
真
の
部
34

点
に
加
え
、
書
・
画

・
工
芸
品
な
ど
昨
年

と
ほ
ぼ
同
じ
81
点
が

揃
っ
た
。
東
京
ア
ー

ト
展
は
年
に
一
度
の

総
会
以
外
で
の
Ｏ
Ｂ

と
現
役
社
員
と
の
懇

親
の
場
と
し
て
の
役

割
を
果
た
し
て
お

り
、
毎
年
、
全
国
各

地
か
ら
Ｏ
Ｂ
や
そ
の
家
族

ら
が
鑑
賞
に
訪
れ
る
。

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
に

よ
る
と
、
旭
川
総
合
鉄
工

団
地
協
同
組
合
（
北
海
道

旭
川
市
永
山
北
4
条
6
―

3
―
56
、代
表
＝
表
豊
氏
）

は
、
4
月
7
日
旭
川
地
裁

か
ら
破
産
手
続
き
開
始
決

定
を
受
け
た
。
破
産
管
財

人
は
大
箸
信
之
弁
護
士

（
�
0
1
6
6
―
73
―
4

8
9
3
）。負
債
は
約
2
億

円
。

前年

14.5
57
78
80
75
94

135
320

109

―
1800
308
―

前年
928.6
75.8
424.6
583.5
21.8
257.1
34.3
7

46.3

前月

10
48
69
80
64
84

133
295

99

253
1100
213
590

前月
834.5
64.2
365.3
571.8
19.2
222.1
38.2
7.3
30.2

前週

15
48
69
80
64
84

130
295

95

262
1200
230
610

（3月）
（3月）
（3月）
（3月）
（3月）
（3月）
（3月）
（3月）
（3月）

（単位=万㌧）

5月
6日
15
48
69
80
64
84

130
295

95

―
1150
214
560

864.8
68.1
422.4
533.7
20.3
251
36.6
7.6
44.9

〈市況〉
（東京相場、トン当たり千円）
鉄スクラップ（H2問屋買値）
小棒（異形19㍉）
H形鋼（200×100）
厚板（16―25㍉）
冷延薄板（1.0㍉）
表面処理鋼板
(電気めっき冷延下地、1.0㍉)
黒ガス管（50A）
ステンレス冷延鋼板
（SUS304、2.0㍉）
構造用鋼（SC材、丸鋼）

亜鉛（山元建値）
ニッケル （溶解用、市中相場）
アルミ地金（市中相場）
銅（山元建値）

〈関連項目〉
粗鋼生産（速報）
小棒生産（速報）
普通鋼国内出荷
普通鋼国内在庫
H形鋼ときわ会在庫
鋼材輸出（普通鋼通関実績）
鋼材輸入（普通鋼通関実績）
新設住宅着工（万戸）
新車登録 （万台、含む輸入車）

アルセロール・ミッタル決算
（単位：100万㌦）

16年 15年 15年
1-3月 1-3月 10-12月

売上高 13,399 17,118 13,981
営業利益 275 571 ▼5,331
純利益 ▼416 ▼728 ▼6,686

（単位：100万㌧）
鋼材出荷量 21.5 21.6 19.7
粗鋼生産 23.2 23.7 21.6

本の虫

日鉄住金鋼管社長

中西 廉平氏

日刊産業新聞16.5.9

左から松浦社長、廣瀬順子選手、
悠選手、兼田副社長

安全帯ぶら下がり体感

「平等院鳳凰堂」
東京支部・今村養次

鉄鋼関連指標鉄鋼関連指標

自
社
製
ワ
イ
ヤ
で
作
っ
た
バ
ラ
の

ト
ロ
フ
ィ
ー
を
贈
る
柴
田
社
長



（４）鉄鋼（第３種郵便物認可）２０１６年（平成28年） ５月９日 月曜日

TueWedThuFri

Special steel Stainless steel Cast and forged steel

電炉・スクラップ
技術・環境・エンジ

海外情報鋼板・二三次製品
需要産業

TueWedThuFri

鋼管・建材・線材
二三次製品 特殊鋼・ステンレス・鋳鍛鋼

Special steel Stainless steel Cast and forged steel

特殊鋼・ステンレス・鋳鍛鋼
Mon

http://www.japanmetal.com

http://www.japanmetal.com/
koudoku.html.html

購読の申し込み

０１２０-３００３９１

産業
新聞
縮刷
版

20
05
年1
月～
20
05
年1
2月

cc○○

Co
py
rig
ht　
　産
業新
聞社

Co
py
rig
ht　
　産
業新
聞社

産業
新聞
社 
編

産業
新聞
社 
編

● お申し込み・お問い合わせ先　株式会社 産業新聞社  メディア事業部　TEL：06-6443-8550　FAX：06-6443-3828　media@sangyo.co.jp

○ 閲覧ソフト（アクロバットリーダー8.0）添付
○ 記事検索機能（文字列）
○ Windows９８以上に対応

○ プリント出力出来ます

※記事・写真のコピー、変更は出来ません

好評発売中！!１ヵ月単位 御希望の年月
組合せ自由（　　　　 ）

産業新聞社では、２００２年～２０１６年（2月迄）の新聞データを

１カ月単位より御希望の年月分をDVDに収録し、販売致します。

◎従来の保存紙のように場所を取りません。

パソコンで簡単記事検索（文字列）。ニュース、相場、市況を閲覧し、

目的の紙面をプリントアウトできます。

◎貴社の情報収集のスピード化に大きく役立ちます。

2002年～2016年（2月）見る

○ CD-ROMをご希望の場合は、CD希望とお伝えください。

DVD-ROM縮刷版DVD-ROM縮刷版DVD-ROM縮刷版
6ヶ月以上購入で割引１ヵ月単位=定価：本体4,285円+税（送料別）

特殊鋼電炉5社

売
上
、全
社
で
減
収

前
3

月
期

販
価
下
落

な
ど
響
く

経
常
益
は
3
社
増
益

ＮＴＮ、三重県に貸与
伊勢志摩サミットを応援

独自システム搭載ＥＶ

ＳＳＡＢ

新
ブ
ラ
ン
ド
鋼
材
発
売

新
ブ
ラ
ン
ド
鋼
材
発
売

顧
客
ニ
ー

ズ
に
対
応

最
終
製
品
性
能
を
向
上

高温対応向け
新型鋼種開発

高強度耐摩耗鋼板

純利益前年比17％増
16年1―3月期

アペラム売上10.8億㌦に減収

ニッケル平均価格

15
年
度
4
・
72
㌦

過
去
5
年
間
で
最
低

15年度販売73.3万㌧に増
ＪＳＣＡＪＳＣＡ

3月は6万㌧超え

新
軽
量
化

鋼
材
を
開
発

5月1週

ススス
テテテ
ンンン
レレレ
ススス

原原原
料料料
価価価
格格格
動動動
向向向

5
月
平
均
4
・
30
㌦

Ｌ
Ｍ
Ｅ
ニ
ッ
ケ
ル

板
厚
3
―

8
㍉
の
超

高
強
度
帯
鋼
を
開
発

リ
フ
ト
機
器
メ
ー
カ
ー
向
け

特
殊
鋼
メ
ー
カ
ー
5
社
の
2
0
1
6
年
3
月
期
連
結
決
算
が
こ
の
ほ
ど
出
揃

い
、
全
社
が
減
収
と
な
り
、
経
常
利
益
は
大
同
特
殊
鋼
、
山
陽
特
殊
製
鋼
、
日

本
高
周
波
工
業
が
増
益
、
純
利
益
は
山
特
以
外
は
減
益
と
な
っ
た
。
主
要
需
要

先
の
自
動
車
や
建
設
機
械
業
界
の
生
産
減
等
に
よ
り
、
販
売
数
量
の
減
少
や
販

売
価
格
が
下
落
し
た
こ
と
が
売
上
高
に
影
響
。
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
価
格
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
コ
ス
ト
の
低
下
が
経
常
利
益
面
に
寄
与
し
た
が
、
純
利
益
で
は
大
同
が
ソ

フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発
中
止
に
伴
う
損
失
や
環
境
対
策
引
当
金
の
特
損
計
上
、
愛
知

製
鋼
は
爆
発
事
故
の
影
響
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

各
社
、
販
売
数
量
の
減

少
と
特
殊
鋼
販
売
の
値
下

が
り
に
よ
り
、
売
上
高
は

前
年
同
期
比
で
数
％
か
ら

10
数
％
程
度
の
減
収
。
大

同
特
殊
鋼
は
、
特
殊
鋼
鋼

材
販
売
数
量
が
前
期
比
3

・
5
％
減
の
1
1
4
万
6

0
0
0
㌧
。
構
造
用
鋼
は

自
動
車
向
け
受
注
が
秋
ご

ろ
か
ら
徐
々
に
回
復
し
た

が
、
中
国
の
景
気
減
速
に

よ
る
産
機
・
建
機
向
け
が

減
少
。
工
具
鋼
は
国
内
自

動
車
関
係
を
中
心
に
堅
調

を
維
持
し
た
。
愛
知
製
鋼

は
、製
品
の
扱
い
実
績（
鋼

材
と
鍛
造
品
）
が
同
12
・

5
％
減
の
97
万
㌧
。
山
陽

特
殊
製
鋼
も
販
売
数
量
減

に
加
え
、
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
制
度
の
適

用
に
伴
い
販
売
価
格
が
低

下
し
、
鋼
材
販
売
数
量
は

同
6
・
2
％
減
の
98
万
8

0
0
0
㌧
。
三
菱
製
鋼
は

売
り
上
げ
数
量
（
単
独
ベ

ー
ス
）
が
同
23
・
3
％
減

の
33
万
6
0
0
0
㌧
。
日

本
高
周
波
鋼
業
は
、
工
具

鋼
、
特
殊
合
金
お
よ
び
軸

受
鋼
い
ず
れ
も
減
少
し
、

売
り
上
げ
数
量
は
同
4
・

5
％
減
の
8
万
㌧
強
と
な

っ
た
。

一
方
利
益
面
で
は
、
鉄

ク
ラ
ッ
プ
な
ど
原
燃
料
価

格
の
低
下
や
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
の
実
施
な
ど
に
よ
り
、

経
常
利
益
は
増
益
傾
向

に
。
大
同
特
殊
鋼
は
営
業

利
益
、
経
常
利
益
は
3
期

連
続
で
増
加
と
な
っ
た

が
、
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
開
発

中
止
に
伴
う
損
失
や
環
境

対
策
引
当
金
等
の
特
損
計

上
で
純
利
益
は
前
期
比
38

％
減
益
。
愛
知
製
鋼
は
購

入
価
格
品
で
営
業
利
益
は

1
3
0
億
円
の
増
益
要
因

が
あ
っ
た
も
の
の
、
販
売

価
格
低
下
や
知
多
工
場
の

爆
発
事
故
を
受
け
た
代
替

生
産
に
伴
う
コ
ス
ト
ア
ッ

プ
、
設
備
の
復
旧
費
用
等

が
大
幅
な
減
益
要
因
と
な

っ
た
。
三
菱
製
鋼
は
特
殊

鋼
鋼
材
の
販
売
減
、
ば
ね

事
業
の
ア
ジ
ア
で
の
拡
販

が
奏
功
し
た
が
北
米
で
の

為
替
影
響
打
ち
消
し
等
が

利
益
面
に
影
響
し
た
。

17
年
3
月
期
に
つ
い
て

は
、
需
要
環
境
や
原
材
料

価
格
は
厳
し
い
局
面
に
あ

る
と
し
て
、
売
上
高
は
全

社
が
減
収
を
予
想
し
て
い

る
。

Ｎ
Ｔ
Ｎ
は
、
今
月
26
―

27
日
に
開
催
さ
れ
る
「
伊

勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
」
を
応

援
し
、
独
自
開
発
し
た
新

イ
ン
ホ
イ
ー
ル
モ
ー
タ
シ

ス
テ
ム
を
搭
載
し
た
電
気

自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）
を
三
重

県
に
貸
与
し
た
。

同
社
は
三
重
県
桑
名
市

で
創
業
し
て
以
来
、
と
も

に
発
展
し
て
き
た
三
重
県

で
開
催
さ
れ
る
伊
勢
志
摩

サ
ミ
ッ
ト
、
4
月
に
桑
名

市
を
主
会
場
と
し
て
開
催

さ
れ
た
2
0
1
6
年
ジ
ュ

ニ
ア
・
サ
ミ
ッ
ト
i
n
三

重
を
応
援
。
独
自
に
開
発

し
た
風
力
と
太
陽
光
を
活

用
し
た
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
街

路
灯
を
寄
贈
し
た
ほ
か
、

先
月
23
日
に
は
桑
名
市
に

あ
る
Ｎ
Ｔ
Ｎ
の

先
端
技
術
研
究

所
内
に
新
し
く

設
立
し
た
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
循

環
モ
デ
ル
「
グ

リ
ー
ン
パ
ワ
ー

パ
ー
ク
」
を
ジ

ュ
ニ
ア
・
サ
ミ

ッ
ト
参
加
者
が

視
察
し
た
。

今
回
貸
与
す

る
Ｅ
Ｖ
は
、
従

来
品
か
ら
の
さ

ら
な
る
小
型
化
・
軽
量
化

を
実
現
し
た
新
イ
ン
ホ
イ

ー
ル
モ
ー
タ
シ
ス
テ
ム
が

搭
載
さ
れ
た
改
造
電
気
自

動
車
（
コ
ン
バ
ー
ト
Ｅ

Ｖ
）。こ
の
Ｅ
Ｖ
は
三
重
県

に
3
台
、
ジ
ュ
ニ
ア
・
サ

ミ
ッ
ト
が
行
わ
れ
た
桑
名

市
に
2
台
貸
与
さ
れ
た
。

貸
与
さ
れ
た
Ｅ
Ｖ
は
、
伊

勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
の
Ｐ
Ｒ

も
兼
ね
、
職
員
が
公
用
車

と
し
て
活
用
す
る
。

先
月
27
日
に
三
重
県
庁

で
行
わ
れ
た
貸
与
式
に

は
、
同
社
の
鈴
木
泰
信
相

談
役
ら
が
出
席
し
、
三
重

県
の
鈴
木
英
敬
知
事
へ
キ

ー
が
手
渡
さ
れ
た
。席
上
、

鈴
木
相
談
役
は
「
ジ
ュ
ニ

ア
・
サ
ミ
ッ
ト
に
参
加
し

た
方
々
が
、
今
回
の
視
察

報
告
の
中
で
『
絆
』
と
い

う
日
本
語
を
使
わ
れ
た
こ

と
に
大
変
感
動
し
た
。
世

界
が
協
力
し
合
い
地
球
環

境
に
向
け
た
取
り
組
み
を

進
め
る
中
、
当
社
も
自
然

エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
等
を
通

じ
て
、
地
域
や
社
会
に
貢

献
し
て
い
き
た
い
」
と
語

っ
た
。

北
欧
・
米
国
拠
点
の
鉄

鋼
メ
ー
カ
ー
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｂ
は

こ
の
ほ
ど
、
新
ブ
ラ
ン
ド

鋼
材
を
発
売
す
る
と
発
表

し
た
。
新
鋼
種
は
顧
客
ニ

ー
ズ
に
対
応
し
製
造
工
程

に
合
わ
せ
て
最
終
製
品
の

性
能
を
最
大
限
高
め
る
。

Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｂ
ブ
ラ
ン
ド
の
製

品
に
は
熱
延
鋼
板
、
熱
間

・
冷
間
帯
鋼
、
表
面
処
理
、

鋼
管
・
形
鋼
を
含
む
。

Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｂ
の
新
製
品
は

「
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｂ
ド
ー
メ
ッ
ク

ス
」、「
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｂ
ボ
ロ

ン
」、「
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｂ
フ
ォ
ー

ム
」、「
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｂ
レ
ー
ザ

ー
プ
ラ
ス
」
な
ど
。

ド
ー
メ
ッ
ク
ス
は
優
れ

た
冷
間
成
形
性
を
持
つ
広

幅
汎
用
タ
イ
プ
の
構
造
用

鋼
。
ボ
ロ
ン
は
焼
き
入
れ

硬
化
鋼
で
外
注
先
で
焼
き

入
れ
し
耐
摩
耗
性
製
品
を

容
易
に
か
つ
安
定
的
に
生

産
で
き
る
よ
う
に
開
発
さ

れ
た
。
フ
ォ
ー
ム
は
大
量

生
産
の
ス
タ
ン
ピ
ン
グ
、

鍛
伸
、
深
絞
り
、
曲
げ
な

ど
の
成
形
過
程
に
適
す

る
。
レ
ー
ザ
ー
プ
ラ
ス
は

構
造
用
鋼
で
切
断
後
の
平

面
性
、
低
い
内
部
応
力
、

滑
ら
か
な
表
面
に
よ
り
効

率
的
な
レ
ー
ザ
ー
、
水
中

切
断
、
プ
ラ
ズ
マ
切
断
お

よ
び
生
産
性
と
製
品
の
質

的
向
上
に
寄
与
す
る
。

Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｂ
は
こ
の
ほ

ど
、
高
強
度
耐
摩
耗
鋼
板

「
ハ
ル
ド
ッ
ク
ス
」
に
高

温
対
応
の
改
良
型
鋼
種

「
ハ
ル
ド
ッ
ク
ス
・
ハ
イ

テ
ン
プ
」
を
開
発
し
た
と

発
表
し
た
。
高
温
下
で
高

い
耐
摩
耗
性
を
発
揮
す

る
。
40
年
以
上
に
わ
た
り

研
究
開
発
を
重
ね
、
よ
り

高
い
硬
度
と
靱
性
が
得
ら

れ
た
と
い
う
。
9
月
か
ら

発
売
を
開
始
す
る
。

Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｂ
で
は
3
0
0

―
5
0
0
℃
に
お
け
る
鋼

板
の
使
用
に
つ
い
て
は

「
ツ
ー
ロ
ッ
ク
ス
」
ブ
ラ

ン
ド
を
推
奨
し
て
き
た
。

耐
摩
耗
性
に
優
れ
、
高
温

下
で
硬
度
と
成
形
安
定
性

を
保
つ
鋼
材
だ
が
、
技
術

的
な
観
点
で
み
る
と
溶
融

ブ
ラ
ス
、ア
ル
ミ
ニ
ウ
ム
、

ガ
ラ
ス
の
成
形
な
ど
主
に

工
具
を
使
っ
た
難
作
業
を

想
定
し
て
き
た
。
Ｓ
Ｓ
Ａ

Ｂ
で
は
ツ
ー
ロ
ッ
ク
ス
の

耐
熱
性
能
を
新
鋼
種
「
ハ

ル
ド
ッ
ク
ス
・
ハ
イ
テ
ン

プ
」
に
取
り
入
れ
た
。
同

鋼
種
は
高
品
質
の
原
材
料

を
慎
重
に
管
理
さ
れ
た
製

造
工
程
と
組
み
合
わ
せ
る

こ
と
で
高
い
性
能
が
得
ら

れ
る
と
い
う
。

板
厚
は
15
―
30
㍉
。
切

断
、
溶
接
、
機
械
加
工
が

可
能
。

欧
州
ス
テ
ン
レ
ス
大

手
、
ア
ペ
ラ
ム
（
ル
ク
セ

ン
ブ
ル
ク
）
が
4
日
発
表

し
た
2
0
1
6
年
1
―
3

月
期
決
算
（
Ｉ
Ｆ
Ｒ
Ｓ
）

は
純
利
益
が
4
9
0
0
万

米
㌦
（
約
54
億
8
8
0
0

万
円
）
と
前
年
同
期
比
16

・
7
％
増
加
し
た
。
鋼
材

出
荷
量
は
48
万
3
0
0
0

㌧
と
3
・
0
％
増
加
し

た
。
売
上
高
は
14
・
5
％

減
の
10
億
7
6
0
0
万

㌦
、
営
業
利
益
は
15
・
1

％
減
の
7
3
0
0
万
㌦
だ

っ
た
。
同
社
の
テ
ィ
モ
テ

オ
・
デ
ィ
・
マ
ウ
ロ
Ｃ
Ｅ

Ｏ
は
「
市
場
環
境
は
逆
風

だ
っ
た
が
一
定
の
利
益
を

上
げ
ら
れ
た
こ
と
に
満
足

し
て
い
る
。
今
後
は
さ
ら

に
収
益
性
が
高
ま
っ
て
い

く
だ
ろ
う
」
と
の
コ
メ
ン

ト
を
発
表
し
た
。

ス
テ
ン
レ
ス
電
磁
鋼
板

セ
グ
メ
ン
ト
は
売
上
高
が

8
億
7
6
0
0
万
㌦
、
出

荷
量
は
47
万
4
0
0
0
㌧

と
前
期
比
2
％
増
。
欧
州

に
お
け
る
季
節
的
要
因
に

よ
り
増
え
た
が
、
平
均
単

価
は
ニ
ッ
ケ
ル
価
格
の
低

下
に
よ
り
や
や
下
が
っ

た
。
南
米
に
お
け
る
営
業

戦
略
も
奏
功
し
た
。

営
業
利
益
は
5
6
0
0

万
㌦
と
前
期
比
8
・
2
％

減
。2

0
1
5
年
度
の
Ｌ
Ｍ

Ｅ
（
ロ
ン
ド
ン
金
属
取
引

所
）
ニ
ッ
ケ
ル
平
均
価
格

は
ポ
ン
ド
4
・
72
㌦
と
過

去
5
年
間
で
最
低
と
な
っ

た
。
14
年
度
は
7
・
63

㌦
、
13
年
度
は
6
・
50

㌦
、
12
年
度
は
7
・
68

㌦
、
11
年
度
は
9
・
56
㌦

で
あ
り
、
突
出
し
て
低
い

値
と
な
っ
た
。
こ
れ
に
よ

り
世
界
的
に
も
ス
テ
ン
レ

ス
の
価
格
低
下
を
招
い
て

い
る
。

全
国
ス
テ
ン
レ
ス
コ
イ

ル
セ
ン
タ
ー
工
業
会
（
Ｊ

Ｓ
Ｃ
Ａ
）
が
ま
と
め
た
2

0
1
5
年
度
の
ニ
ッ
ケ
ル

系
、
ク
ロ
ム
系
、
マ
ン
ガ

ン
系
の
合
計
販
売
量
は
、

73
万
2
9
6
3
㌧
と
前
年

度
比
9
・
6
％
増
加
し

た
。
う
ち
冷
延
品
で
は
ニ

ッ
ケ
ル
系
が
35
万
1
3
5

2
㌧
と
1
・
7
％
増
加

し
、
ク
ロ
ム
系
も
29
万
5

8
3
8
㌧
と
1
・
5
％
増

加
し
た
。
総
じ
て
国
内
の

薄
板
需
要
は
堅
調
な
1
年

だ
っ
た
と
い
え
る
。

3
月
単
月
で
は
販
売
量

が
6
万
1
1
7
1
㌧
と
前

年
同
月
比
1
・
5
％
増
加

し
、
15
年
度
の
単
月
で
は

最
高
の
販
売
数
量
と
な
っ

た
。
う
ち
ニ
ッ
ケ
ル
系
冷

延
品
は
3
万
2
1
3
0
㌧

と
1
・
5
％
増
加
し
、
ク

ロ
ム
系
冷
延
品
も
3
・
3

％
増
加
し
た
。

加
工
量
で
は
9
万
5
0

3
2
㌧
と
2
・
4
％
増
加

し
前
月
比
で
も
2
・
6
％

増
加
し
た
。

在
庫
量
は
11
万
6
2
7

0
㌧
と
前
年
同
月
比
8
・

4
％
減
。
地
区
別
で
は
中

部
・
北
陸
が
16
・
0
％
減

と
大
き
く
減
少
し
て
お

り
、
関
西
・
四
国
も
8
・

2
％
減
っ
た
。
関
東
・
新

潟
は
6
・
1
％
減
。

Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｂ
は
こ
の
ほ

ど
、
一
般
的
な
高
張
力
鋼

（
Ｓ
6
9
0
Ｑ
Ｌ
）
よ
り

強
度
が
高
く
、
軽
量
化
し

た
鋼
材
「
ス
ト
レ
ン
ク
ス

7
0
0
Ｍ
Ｃ
プ
ラ
ス
」
を

開
発
し
た
と
発
表
し
た
。

鋼
板
と
鋼
管
の
形
状
を
メ

ニ
ュ
ー
に
加
え
た
。
リ
フ

ト
、
輸
送
、
農
業
分
野
で

の
採
用
を
目
指
す
。

「
ス
ト
レ
ン
ク
ス
7
0

0
Ｍ
Ｃ
プ
ラ
ス
」
は
板
厚

12
㍉
ま
で
、
最
大
幅
1
5

0
0
㍉
ま
で
の
サ
イ
ズ
を

そ
ろ
え
た
。
Ｓ
6
9
0
Ｑ

Ｌ
標
準
鋼
か
ら
ア
ッ
プ
グ

レ
ー
ド
す
る
こ
と
で
寸
法

公
差
が
小
さ
く
平
坦
度
と

曲
げ
加
工
性
に
優
れ
た
鋼

材
と
、
よ
り
溶
接
性
に
優

れ
た
低
炭
素
鋼
に
代
わ
る

材
料
に
な
り
得
る
と
い

う
。新

鋼
種
は
マ
イ
ナ
ス
60

℃
の
低
温
下
で
も
圧
延
方

向
や
試
験
方
向
に
関
係
な

く
延
性
、
成
形
性
、
溶
接

性
、
衝
撃
靱
性
を
犠
牲
に

せ
ず
高
強
度
の
利
点
が
得

ら
れ
る
。

現
地
4
日
の
Ｌ
Ｍ
Ｅ
ニ

ッ
ケ
ル
価
格
は
、
前
日
比

ポ
ン
ド
0
・
07
㌦
安
の
4

・
26
㌦
。
5
月
平
均
価
格

は
前
月
平
均
比
0
・
01
㌦

高
の
4
・
30
㌦
で
推
移
。

Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｂ
は
こ
の
ほ

ど
、
新
た
に
改
良
し
た
超

高
強
度
帯
鋼
「
ス
ト
レ
ン

ク
ス
1
1
0
0
Ｍ
Ｃ
」
を

開
発
し
た
と
発
表
し
た
。

板
厚
3
―
8
㍉
で
、
リ
フ

ト
機
器
メ
ー
カ
ー
向
け
の

採
用
を
目
指
す
。
一
般
的

な
9
0
0
Ｍ
p
a
の
鋼
材

か
ら
の
確
実
な
移
行
が
可

能
と
い
う
。

「
ス
ト
レ
ン
ク
ス
1
1

0
0
Ｍ
Ｃ
」
は
軽
量
で
板

厚
精
度
が
高
い
。
ク
レ
ー

ン
メ
ー
カ
ー
が
設
計
で
き

る
新
た
な
機
会
と
な
る
。

伸
び
率
、
靱
性
、
加
工
性

に
優
れ
高
清
浄
度
鋼
と
し

て
機
械
的
性
質
と
寸
法
に

つ
い
て
厳
し
い
品
質
要
件

を
満
た
す
。
平
坦
度
は
3

㍉
／
㍍
を
保
証
す
る
。

在庫増減

▼222
3,399
3,177
▼42
218
176
0
0
0

3,353

自販用在庫量と販売量
販売量と在庫量（自販、受託預かり）調査

（単位 :トン）

合 計
5,845
61,780
67,625
209

48,436
48,645

0
0
0

116,270

当 月 末 在 庫
九 州

110
3,894
4,005
0

1,591
1,591
0
0
0

5,596

中 国
234
3,097
3,331
0

2,431
2,431
0
0
0

5,762

関西・四国
2,248
14,728
16,976
68

13,113
13,181

0
0
0

30,157

2016年3月JSCAステンレスコイル・鋼板の販売/在庫/受託預かり/加工量

中部・北陸
1,021
7,236
8,257
22

12,286
12,308

0
0
0

20,565

関東・新潟
2,127
32,270
34,397
119

18,525
18,644

0
0
0

53,041

東北・北海道
105
555
660
0

489
489
0
0
0

1,149

合 計
2,580
32,130
34,710
138

26,323
26,461

0
0
0

61,171

当 月 販 売 量
その他
1,003
17,064
18,067
49

19,993
20,042

0
0
0

38,110

定 尺
1,577
15,066
16,643
89

6,329
6,419
0
0
0

23,061

前月末在庫

6,067
58,380
64,447
252

48,218
48,470

0
0
0

112,917

品種

熱延品
冷延品
小計
熱延品
冷延品
小計
熱延品
冷延品
小計

合 計

鋼種

Ni系

Cr系

Mn系

在庫増減
281
1,483
1,764
36
697
733
0
9
9

2,506

（単位 :トン）

※メーカー・商社・コイルセンター・
その他流通からの全受託預かり数量

当月末在庫
6,993
28,674
35,667
616

16,561
17,177

0
313
313

53,157

受託加工預かり在庫量
前月末在庫

6,711
27,191
33,903
580

15,864
16,444

0
304
304

50,650

品種
熱延品
冷延品
小計
熱延品
冷延品
小計
熱延品
冷延品
小計

合 計

鋼種

Ni系

Cr系

Mn系

合 計

54,730

40,303

95,032

加 工 内 訳

加工量調査（JSCA）

シャーリング

3,606

784

4,390

レベラー

25,214

18,580

43,794

スリッター

25,909

20,939

46,849

品種

熱冷延品計

熱冷延品計

合 計

鋼種

自販加工

受託加工

純利益

6,746

10,886

15,000

20

6,023

7,500

7,416

6,547

8,200

2,486

3,545

3,300

1,046

1,398

920

特殊鋼電炉メーカー5社の2016年3月期連結決算

（単位 :100万円、中段は前期、下段は次期予想）

経常利益

25,108

21,729

23,000

5,835

11,141

11,500

11,540

9,735

12,300

3,286

5,824

3,300

1,475

1,331

1,030

売上高

450,577

483,633

450,000

214,120

240,647

213,600

149,148

171,495

142,000

106,539

118,739

100,000

38,252

40,805

36,500

社 名

大同特殊鋼

愛知製鋼

山陽特殊製鋼

三菱製鋼

日本高周波鋼業

貸
与
式
で
キ
ー
を
手
渡
す

鈴
木
相
談
役
㊨
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商
社

う
ち
の
部
長

う
ち
の
部
長

う
ち
の
部
長

携快新聞
日刊 産業新聞 スマートフォン版
ニュース メディア スタンドにて配信中

■ お申し込み・お問い合わせ先

株式会社 産業新聞社
メディア事業部

TEL：06-6443-8550
FAX：06-6443-3828
media@sangyo.co.jp

日
刊
産
業
新
聞
ネ
ッ
ト
版

富源商事

大
阪
地
区
の
拠
点
拡
充

4
月
支
店
に

5.5
億
円
投
じ
自
社
倉
庫

鉄スクラップ
中部地区市況

連
休
明
け
強
含
み
気
配

連
休
明
け
強
含
み
気
配

韓
国
向
け
ジ
リ
高
背
景
に

前3月期

経
常
益
3
億
円
に
減
へ

在
庫
評
価
損
な
ど
響
く

創立50周年式典開催
伊平理事長「新潟の未来は明るい」

新潟県板金工業組合新潟県板金工業組合

様
子
見

中央発條

経
常
益
47
％
減
12
億
円

前
3
月
期

車
生
産
減
少
が
影
響

デ
ン
ソ
ー
増
収
減
益

売
上
高
9.4
％
増
ア
イ
シ
ン

精

機

新
入
社
員
研
修
を
実
施

全
特
協
・
特
殊
鋼
倶
名
古
屋

各
事
業
概
況

日
本
車
両
製
造

16年度業績見通し
厳しい評価目立つ
東海4県企業の意識調査

非
鉄
金
属
製
品
・
建
築
関
連
材
料
製
品
販
売
の
富
源
商
事
（
本
社
＝
富
山
県

高
岡
市
、
松
永
誠
社
長
）
は
大
阪
営
業
所
を
4
月
1
日
付
で
支
店
に
格
上
げ
し

移
転
・
拡
張
し
た
。
旧
営
業
所
と
同
じ
門
真
市
内
に
新
た
に
事
務
所
併
設
の
自

社
倉
庫
を
建
設
し
た
。
投
資
額
は
5
億
5
0
0
0
万
円
。
約
2
0
0
0
平
方
㍍

の
敷
地
内
に
延
床
面
積
1
4
0
0
平
方
㍍
の
建
屋
を
建
設
し
た
。
伸
銅
品
や
軽

圧
品
な
ど
の
非
鉄
金
属
製
品
を
数
百
㌧
程
度
在
庫
で
き
る
。
設
備
は
2
・
8
㌧

ク
レ
ー
ン
2
基
、
切
断
機
1
台
を
導
入
し
た
。
移
転
を
機
に
女
性
社
員
に
配
慮

し
た
職
場
環
境
を
整
え
た
。

北
陸
や
新
潟
な
ど
を
中

心
と
す
る
日
本
海
側
地
域

で
拠
点
網
を
整
備
し
て
き

た
が
、
太
平
洋
側
地
域
や

西
日
本
エ
リ
ア
へ
も
拠
点

を
広
げ
た
。
す
で
に
昨
年

10
月
に
は
関
東
物
流
セ
ン

タ
ー（
千
葉
県
習
志
野
市
）

を
開
設
。
1
5
0
㌧
程
度

の
非
鉄
金
属
製
品
を
在
庫

で
き
る
。
西
日
本
エ
リ
ア

の
拡
充
と
し
て
は
4
月
1

日
付
け
で
福
岡
出
張
所

（
福
岡
市
博
多
区
）
を
開

設
し
た
。
九
州
に
拠
点
を

設
置
す
る
の
は
初
め
て
。

需
要
の
減
少
傾
向
に
対
し

て
拠
点
網
を
拡
充
し
て
販

売
数
量
を
確
保
す
る
。
昨

年
10
月
の
関
東
物
流
セ
ン

タ
ー
と
4
月
の
福
岡
出
張

所
の
開
設
に
よ
り
、
同
社

の
国
内
拠
点
は
長
野
県
の

諏
訪
金
属
を
含
め
て
16
カ

所
、
海
外
の
富
源
タ
イ
ラ

ン
ド
を
合
わ
せ
た
総
拠
点

数
は
17
カ
所
に
な
る
。

中
部
地
区
鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
市
況
は
、
大
型
連
休
を

挟
み
上
げ
一
服
模
様
と
な

っ
た
が
、
依
然
と
し
て
ジ

リ
高
推
移
す
る
韓
国
向
け

輸
出
成
約
を
背
景
に
、
目

先
も
強
含
み
展
開
が
継
続

す
る
可
能
性
が
高
ま
っ
て

い
る
。
一
連
の
続
伸
に
よ

り
、
Ｈ
2
炉
前
中
心
値
は

昨
年
7
月
の
ト
ン
2
万
4

5
0
0
―
2
万
5
0
0
0

円
水
準
ま
で
戻
し
て
い
る

も
の
の
、
大
型
連
休
前
に

は
現
代
製
鉄
な
ど
韓
国
電

炉
向
け
に
高
値
成
約
が
散

見
。
円
高
や
利
益
確
定
売

り
な
ど
の
弱
気
要
因
も
あ

る
が
、
足
下
は
輸
出
マ
ー

ケ
ッ
ト
と
の
値
差
が
大
き

く
、
強
含
み
商
状
で
推
移

す
る
見
通
し
。

地
区
電
炉
炉
前
購
入
価

格
は
、
指
標
品
で
ト
ン
2

万
4
5
0
0
―
2
万
5
0

0
0
円
前
後
。
新
断
で
同

2
万
7
5
0
0
―
2
万
8

5
0
0
円
前
後
。
地
区
市

況
に
影
響
の
大
き
い
東
京

製
鉄
田
原
工
場
の
陸
上
特

級
購
入
価
格
は
足
下
、
同

2
万
5
5
0
0
円(

5
月

6
日
時
点)

と
な
っ
て
い

る
。大

型
連
休
前
に
は
メ
ー

カ
ー
間
の
在
庫
確
保
の
動

き
が
急
騰
に
つ
な
が
っ
た

が
、
一
部
天
井
感
に
よ
る

利
益
確
定
売
り
の
動
き
も

出
た
こ
と
か
ら
、
需
給
緩

和
に
伴
う
様
子
見
入
り
と

な
る
公
算
が
大
き
く
な
っ

て
い
た
。た
だ
、韓
国
向
け

成
約
が
新
断
で
ト
ン
3
万

1
5
0
0
円
前
後
（
Ｆ
Ｏ

Ｂ
ベ
ー
ス
）、Ｈ
2
で
同
2

万
9
0
0
0
―
2
万
9
5

0
0
円（
同
）で
大
量
成
約

に
至
っ
た
こ
と
で
、
連
休

明
け
後
も
メ
ー
カ
ー
が
浜

値
を
追
う
状
況
が
続
く
可

能
性
が
高
ま
っ
て
き
た
。

ま
た
域
内
で
は
、
4
月

に
は
地
場
高
炉
メ
ー
カ
ー

に
よ
る
積
極
的
な
市
中
調

達
が
行
わ
れ
て
い
た
が
、

足
下
も
一
定
の
調
達
状
況

が
続
い
て
い
る
様
子
。
特

殊
鋼
メ
ー
カ
ー
の
高
い
生

産
水
準
も
あ
り
新
断
を
中

心
に
需
給
は
し
っ
か
り
し

て
い
る
状
況
。
さ
ら
に
輸

出
価
格
の
高
値
に
よ
り
、

連
休
明
け
に
見
込
ま
れ
た

市
中
在
庫
の
動
き
が
悪
化

す
る
可
能
性
も
あ
る
こ
と

や
、
円
高
な
ど
の
為
替
要

因
も
背
景
に
先
行
き
不
透

明
感
が
強
ま
っ
て
い
る
も

の
の
、
目
先
は
強
い
基
調

が
続
く
見
通
し
だ
。

昨
年
7
月
に
名
古
屋
支
店
長

に
。「
東
海
地
区
も
昨
年
後
半
か

ら
は
景
気
後
退
で
、
新
規
の
建

築
物
件
も
低
調
だ
っ
た
。
し
か

し
、
27
年
開
通
の
リ
ニ
ア
新
幹

線
の
開
通
に
向
け
て
、
名
古
屋

駅
前
や
栄
地
区
な
ど
の
再
開
発

案
件
は
多
く
、
本
当
に
魅
力
あ

る
地
区
。
し
っ
か
り
と
そ
の
需

要
を
捕
捉
し
て
い
き
た
い
」
と

の
思
い
だ
。

現
在
、
名
古

屋
支
店
は
外

装
用
建
材
グ

ル
ー
プ
、
鋼

板
・
ス
テ
ン

レ
ス
グ
ル
ー
プ
、
総
務
グ
ル
ー

プ
の
3
つ
か
ら
成
り
、
人
員
は

12
人
（
支
店
長
を
含
む
）。「
営

業
マ
ン
に
は
足
を
使
い
、
顧
客

と
の
直
接
対
話
を
繰
り
返
す
こ

と
で
、
顔
と
会
社
自
体
を
覚
え

て
も
ら
う
よ
う
心
掛
け
て
も
ら

い
た
い
」
と
し
た
う
え
で
、「
次

の
ス
テ
ッ
プ
で
は
顧
客
の
要
望

を
く
み
取
り
、
日
本
鉄
板
と
し

て
何
が
で
き
る
か
な
ど
、
提
案

が
で
き
る
よ
う
心
掛
け
て
も
ら

い
た
い
」
と
要
望
し
て
い
る
。

主
力
取
引
先
に
は
長
年
に
わ

た
り
関
係
の
深
い
オ
ー
ナ
ー
系

コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
、流
通
業
者
、

ダ
ク
ト
業
者
な
ど
が
あ
り
、「
困

っ
た
時
に
は
日
本
鉄
板
に
相
談

し
た
い
と
い
う
支
店
に
し
た

い
。
そ
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
取

引
先
と
ウ
ィ
ン
・
ウ
ィ
ン
の
関

係
を
築
い
て
い
き
た
い
」と
も
。

数
値
的
に
は
推
進
中
の
中
期

計
画
の
Ｎ
Ｎ
Ａ
Ｐ
（
ネ
ク
ス
ト

ニ
ッ
パ
ン

ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ

ン
）
の
支
店
目
標
を
達
成
す
る

こ
と
。「
そ
し
て
、
東
海
地
区
で

の
カ
ラ
ー
鋼
板
扱
い
ナ
ン
バ
ー

1
と
な
り
、
継
続
し
て
い
き
た

い
」
と
目
線
は
高
い
。

（
天
野

充
造
）

▽
藤
井
泉
（
ふ
じ
い
・
い
ず

み
）
氏
＝
82
年
同
3
月
中
央
大

経
卒
、
同
4
月
日
新
製
鋼
に
入

社
。
98
年
本
社
の
鋼
板
販
売
部

電
機
鋼
板
課
長
、
02
年
上
海
事

務
所
代
表
、
07
年
鋼
板
販
売

部
、
兼
Ｚ
Ａ
Ｍ
開
発
室
主
任
部

員
、
08
年
北
陸
支
店
長
。
11
年

日
本
鉄
板
の
本
社
の
住
宅
建
材

営
業
部
長
。
中
学
校
か
ら
社
会

人
ま
で
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
、
88
年

の
ソ
ウ
ル
・
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に

も
代
表
選
手
と
し
て
出
場
し

た
。趣

味
は
野
球
、
ア
メ
フ
ト
、

サ
ッ
カ
ー
な
ど
の
ス
ポ
ー
ツ
観

戦
、
愛
読
書
は
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン

Ｒ
コ
ヴ
ィ
ー
の
「
7
つ
の
習

慣
」。ま
ず
第
一
に
、�
感
謝
�
の

気
持
ち
を
大
事
に
し
て
い
る
。

人
と
の
付
き
合
い
を
大
切
に

し
、
お
酒
も
楽
し
く
飲
む
タ
イ

プ
。
59
年
6
月
生
ま
れ
の
56

歳
、
山
口
県
出
身
。

【
高
岡
】富
源
商
事
は
、

2
0
1
6
年
3
月
期
の
経

常
利
益
見
込
み
が
グ
ル
ー

プ
全
体
で
3
億
8
0
0
万

円
と
な
り
前
期
比
29
・
2

％
減
少
す
る
見
通
し
。
非

鉄
金
属
価
格
の
値
下
が
り

に
よ
る
在
庫
評
価
な
ど
が

影
響
し
た
。
非
鉄
金
属
製

品
の
販
売
も
前
の
期
を
下

回
り
売
上
高
の
見
込
み
は

2
2
9
億
5
1
0
0
万
円

で
5
・
9
％
減
少
す
る
。

17
年
3
月
期
は
2
％
の
増

収
増
益
を
見
込
ん
で
い

る
。販

売
数
量
は
伸
銅
品
が

品
種
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き

は
あ
っ
た
が
横
ば
い
と
な

っ
た
。
軽
圧
品
は
15
％
減

っ
た
。
太
陽
光
発
電
向
け

の
ア
ル
ミ
架
台
の
販
売
が

大
き
く
落
ち
込
ん
だ
。
機

械
分
野
の
ア
ル
ミ
も
マ
イ

ナ
ス
。

建
材
は
大
型
商
業
施
設

の
屋
根
や
外
壁
工
事
が
進

み
ほ
ぼ
横
ば
い
だ
っ
た
。

た
だ
大
型
物
件
は
一
巡
感

が
あ
り
今
期
は
不
透
明
。

富
源
タ
イ
ラ
ン
ド
は
自
動

車
の
一
大
生
産
地
で
あ
る

タ
イ
国
内
の
販
売
悪
化
が

続
き
苦
戦
し
て
い
る
。

【
長
岡
】
新
潟
県
板
金

工
業
組
合
は
22
日
、
ホ
テ

ル
ニ
ュ
ー
オ
ー
タ
ニ
長
岡

で
創
立
50
周
年
記
念
式
典

を
開
催
。
会
員
企
業
に
加

え
鉄
鋼
関
連
メ
ー
カ
ー
や

鋼
材
流
通
な
ど
の
賛
助
会

員
な
ど
も
出
席
し
盛
大
に

行
わ
れ
た
。

伊
平
雅
夫
理
事
長
（
伊

平
板
金
工
業
所
社
長
）
は

あ
い
さ
つ
の
冒
頭
で
「
新

潟
に
お
け
る
建
築
板
金
業

の
未
来
は
明
る
い
」
と
説

明
。
そ
の
理
由
に
つ
い
て

企
業
の
後
継
者
不
足
を
挙

げ
、「
後
継
者
の
い
る
建
設

事
業
所
は
40
％
を
下
回
っ

て
い
る
が
、
新
潟
県
板
金

工
業
組
合
は
60
％
が
後
継

者
が
い
た
り
世
代
交
代
し

た
ば
か
り
の
事
業
所
、
あ

る
い
は
独
立
か
ら
日
が
浅

く
後
継
者
は
考
え
て
い
な

い
な
ど
後
継
者
の

不
安
が
な
い
事
業

所
だ
っ
た
」
と
い

う
ア
ン
ケ
ー
ト
結

果
を
明
ら
か
に
し

た
。さ

ら
に
、「
従
業

員
に
事
業
所
を
承

継
さ
せ
る
こ
と
を

考
え
て
い
る
割
合

も
20
％
に
上
り
、

こ
れ
が
上
手
く
引
き
継
げ

れ
ば
今
の
5
1
0
事
業
所

の
80
％
に
相
当
す
る
4
0

0
事
業
所
が
10
年
後
も
残

っ
て
い
る
。
独
立
し
て
事

業
を
は
じ
め
る
方
も
年
間

10
人
い
る
た
め
、
10
年
後

は
今
の
事
業
所
数
を
上
回

る
可
能
性
す
ら
あ
る
」
と

指
摘
し
、「
新
潟
県
板
金
工

業
組
合
は
そ
の
ぐ
ら
い
活

性
化
し
て
お
り
、
他
の
業

界
で
は
考
え
ら
れ
な
い
く

ら
い
明
る
い
将
来
が
待
っ

て
い
る
」
と
述
べ
た
。

中
部
地
区
の
ア
ル
ミ
原
料
動

向
は
大
型
連
休
中
と
い
う
こ
と

や
、
為
替
相
場
の
急
激
な
動
き

を
背
景
に
様
子
見
も
よ
う
。

ア
ル
ミ
二
次
合
金
メ
ー
カ
ー

と
原
料
問
屋
の
間
で
行
わ
れ

る
、
5
月
前
半
の
価
格
交
渉
は

今
週
か
ら
本
格
化
す
る
。
連
休

前
は
品
薄
や
海
外
新
塊
相
場
の

高
値
推
移
を
背
景
に
強
含
み
と

の
声
が
支
配
的
で
あ
っ
た
。

だ
が
、
連
休
中
に
為
替
相
場

が
海
外
市
場
で
対
ド
ル
で
1
0

5
円
台
に
入
る
な
ど
大
幅
に
円

高
に
振
れ
て
お
り
、
輸
出
向
け

価
格
の
下
落
な
ど
も
予
測
さ
れ

る
た
め
、
連
休
明
け
の
為
替
動

向
が
注
視
さ
れ
る
。

ま
た
、
受
給
動
向
も
品
種
に

よ
っ
て
ま
ち
ま
ち
。
個
別
に
対

応
が
分
か
れ
る
ケ
ー
ス
が
出
て

き
そ
う
だ
。

【
名
古
屋
】
中
央
発
條

が
こ
の
ほ
ど
発
表
し
た
2

0
1
6
年
3
月
期
連
結
業

績
に
よ
る
と
、
売
上
高
は

前
年
同
期
比
2
・
3
％
減

の
8
3
5
億
4
0
0
0
万

円
、
営
業
利
益
は
同
23
・

3
％
増
の
15
億
9
0
0
万

円
だ
っ
た
が
、
経
常
利
益

は
同
47
％
減
の
12
億
6
7

0
0
万
円
、
当
期
純
利
益

も
同
73
・
2
％
減
の
4
億

3
3
0
0
万
円
。
減
益
は

国
内
の
自
動
車
生
産
が
減

少
し
た
こ
と
が
響
い
た
。

経
常
減
益
は
為
替
差
損
益

（
12
億
5
9
0
0
万
円
）

に
よ
る
も
の
。
年
間
配
当

は
前
期
と
同
じ
く
1
株
当

た
り
8
円
を
予
定
し
て
い

る
。今

期
は
景
気
の
足
踏
み

状
態
が
続
き
、
自
動
車
生

産
も
減
少
す
る
方
向
に
あ

り
、
海
外
も
米
国
が
堅
調

な
が
ら
、
新
興
国
経
済
は

不
透
明
な
状
況
。

結
果
、
通
期
の
業
績
見

込
み
は
売
上
高
8
1
6
億

円
、
経
常
利
益
22
億
円
4

0
0
0
万
円
、
当
期
純
利

益
12
億
7
0
0
0
万
円
と

し
て
い
る
。

【
名
古
屋
】
デ
ン
ソ
ー

は
4
月
28
日
、
2
0
1
6

年
3
月
期
の
連
結
決
算
を

発
表
し
、
増
収
減
益
と
な

っ
た
。
売
上
高
は
前
期
比

5
％
増
の
4
兆
5
2
4
5

億
2
2
0
0
万
円
と
な
っ

た
が
、
営
業
利
益
は
同
4

・
7
減
の
3
1
5
7
億
2

8
0
0
万
円
、
税
引
前
利

益
が
同
6
・
6
％
減
の
3

4
7
2
億
9
3
0
0
万
円

と
減
益
と
な
っ
た
。

売
上
高
は
海
外
で
の
生

産
増
加
や
拡
販
、
円
安
の

影
響
に
よ
り
増
収
。
営
業

利
益
は
合
理
化
努
力
、
操

業
度
差
益
、
為
替
差
益
に

よ
り
、
そ
の
他
収
支
を
除

く
と
増
益
、
そ
の
他
収
支

を
含
む
と
減
益
と
な
っ

た
。
来
期
は
生
産
増
加
や

拡
販
は
見
込
め
る
が
、
為

替
の
影
響
に
よ
り
減
収
減

益
と
な
っ
た
。

15
年
度
は
設
備
投
資
で

3
3
4
1
億
円
、
研
究
開

発
費
で
3
9
9
3
億
円
を

計
上
し
た
。
16
年
度
は
設

備
投
資
で
3
4
0
0
億

円
、
研
究
開
発
費
で
4
1

5
0
億
円
を
予
定
し
て
い

る
。売

上
高
に
占
め
る
ト
ヨ

タ
グ
ル
ー
プ
の
割
合
は
前

期
か
ら
1
・
4
㌽
減
少

し
、
45
・
3
％
と
な
っ

た
。
そ
の
一
方
、
グ
ル
ー

プ
外
の
売
上
高
は
前
期
か

ら
2
㌽
増
加
し
た
。
所
在

地
別
（
円
貨
ベ
ー
ス
）
で

は
売
上
高
で
日
本
、
そ
の

他
が
減
少
し
た
も
の
の
、

北
米
・
欧
州
・
ア
ジ
ア
が

増
加
し
、
営
業
利
益
は
日

本
、
欧
州
、
そ
の
他
が
減

少
し
た
が
北
米
、
ア
ジ
ア

で
増
加
し
た
。

主
要
製
品
別
の
売
上
高

は
パ
ワ
ト
レ
イ
ン
事
業
は

前
期
比
5
・
9
％
増
の
1

兆
6
1
9
7
億
円
、
熱
事

業
が
同
4
・
9
％
増
の
1

兆
4
0
9
9
億
円
、
情
報

安
全
事
業
が
同
10
％
増
の

6
8
9
3
億
円
、
電
子
事

業
が
同
0
・
3
％
減
の
3

7
2
2
億
円
、
モ
ー
タ
事

業
が
同
1
・
4
％
増
の
3

0
6
6
億
円
、
そ
の
他
自

動
車
が
同
6
・
1
％
減
6

4
5
億
円
、
新
事
業
が
同

5
・
8
％
減
の
6
2
4
億

円
と
な
っ
た
。

【
名
古
屋
】
ア
イ
シ
ン

精
機
は
4
月
28
日
、
2
0

1
6
年
3
月
期
連
結
決
算

を
発
表
し
、
好
調
な
北
米

・
欧
州
を
受
け
、
売
上
高

が
前
期
比
9
・
4
％
増
の

3
兆
2
4
3
1
億
7
8
0

0
万
円
と
な
っ
た
。
熊
本

地
震
の
影
響
が
不
透
明
な

た
め
、
17
年
3
月
期
の
業

績
予
想
は
5
月
中
を
目
途

に
公
表
す
る
予
定
で
あ
る

こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

15
年
度
は
北
米
市
場
で

の
高
級
車
・
大
型
車
の
堅

調
推
移
や
欧
州
市
場
で
の

オ
ー
ト
マ
ッ
チ
ク
ト
ラ
ン

ス
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
Ａ
Ｔ
）

販
売
台
数
の
増
加
が
牽
引

し
、
売
上
高
は
前
年
比
で

増
収
と
な
っ
た
。
新
製
品

・
能
増
投
資
に
関
わ
る
償

却
費
、
研
究
開
発
費
な
ど

の
固
定
費
の
増
加
が
あ
っ

た
も
の
の
、
原
価
低
減
活

動
の
成
果
と
為
替
差
益
の

影
響
に
よ
り
営
業
利
益
は

前
期
比
6
・
2
％
増
の
1

7
6
4
億
3
5
0
0
万
円

の
増
益
と
な
っ
た
。だ
が
、

経
常
利
益
は
新
興
国
通
貨

下
落
に
よ
る
為
替
差
損
な

ど
を
受
け
、
同
0
・
8
％

減
の
1
8
6
8
億
8
7
0

0
万
円
の
減
益
と
な
っ

た
。売

上
高
に
占
め
る
ト
ヨ

タ
グ
ル
ー
プ
の
割
合
は
前

期
か
ら
0
・
8
㌽
減
少

し
、
62
・
3
％
と
な
っ

た
。
そ
の
一
方
、
グ
ル
ー

プ
外
の
売
上
高
は
前
期
比

か
ら
増
加
し
た
。
所
在
地

別
で
は
売
上
高
は
日
本
、

北
米
、
欧
州
、
ア
ジ
ア
他

の
す
べ
て
で
増
加
し
た

が
、
営
業
利
益
で
は
日
本

と
欧
州
で
減
益
と
な
っ

た
。設

備
投
資
は
15
年
度

で
、
前
期
比
4
6
3
億
円

増
の
2
9
4
1
億
円
に
増

加
し
た
。
研
究
開
発
費
も

15
年
度
は
同
1
3
5
億
円

増
の
1
6
2
6
億
円
と
な

り
、
売
上
高
に
占
め
る
比

率
は
5
％
と
な
っ
て
い

る
。主

要
製
品
別
の
生
産
台

数
は
乗
用
Ａ
Ｔ
の
生
産
台

数
が
15
年
度
で
前
期
比
50

万
台
増
の
7
3
7
万
台
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
ト
ラ
ン
ス
ミ

ッ
シ
ョ
ン
（
Ｍ
Ｔ
）
が
同

16
万
台
増
の
1
6
0
万

台
、
ナ
ビ
ゲ
ー
シ
ョ
ン
シ

ス
テ
ム
が
同
20
万
台
増
の

1
4
4
万
台
、
ナ
ビ
ゲ
ー

シ
ョ
ン
ソ
フ
ト
が
同
1
万

台
増
の
61
万
台
と
な
っ

た
。主

な
連
結
子
会
社
の
サ

ブ
連
結
と
し
て
は
ア
イ
シ

ン
精
機
が
1
兆
5
0
0
9

億
円
、
ア
イ
シ
ン
高
丘
が

同
2
7
5
9
億
円
、
ア
イ

シ
ン
・
エ
イ
・
ダ
ブ
リ
ュ

が
1
兆
2
7
6
5
億
円
、

ア
イ
シ
ン
エ
ー
ア
イ
が
1

3
3
9
億
円
、
ア
ド
ヴ
ィ

ッ
ク
ス
が
5
1
5
2
億
円

と
な
っ
た
。

【
東
海
】
全
日
本
特
殊

鋼
流
通
協
会
名
古
屋
支
部

と
特
殊
鋼
倶
楽
部
名
古
屋

支
部
は
前
月
27
日
、
共
催

で
第
15
回
目
と
な
る
新
入

社
員
研
修
講
座
を
開
催
し

た
。
当
日
は
会
員
企
業
の

新
入
社
員
、
約
70
人
が
参

加
し
、
大
同
特
殊
鋼
知
多

工
場
を
見
学
す
る
と
と
も

に
特
殊
鋼
の
基
礎
知

識
を
学
習
。
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ナ
ー
に
関
す
る

研
修
も
行
い
、
見
聞

を
広
め
た
。

午
前
中
は
大
同
特

殊
鋼
知
多
工
場
を
来

訪
し
「
特
殊
鋼
の
基

礎
知
識
講
座
」
受
講

と
工
場
見
学
を
実

施
。
開
催
に
先
立
ち

櫨
巳
芳
・
全
特
協
名
古
屋

支
部
長
は
「
世
界
的
に
も

大
同
特
殊
鋼
ほ
ど
多
様
な

特
殊
鋼
を
製
造
す
る
メ
ー

カ
ー
は
ま
ず
な
い
。
幅
広

く
、
内
容
の
濃
い
高
品
質

な
特
殊
鋼
の
製
造
工
程
に

触
れ
、
学
ん
だ
こ
と
を
皆

が
こ
れ
か
ら
の
世
界
で
活

躍
す
る
た
め
に
活
か
し
て

ほ
し
い
」
と
あ
い
さ
つ
。

続
い
て
岩
本
順
司
知
多

工
場
副
工
場
長
が
知
多
工

場
の
人
員
体
制
や
生
産
鋼

種
な
ど
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
Ｖ
Ｔ
Ｒ
も
使
い
概

要
を
解
説
。
工
場
見
学
で

は
実
際
に
鉄
を
溶
か
す
プ

ロ
セ
ス
か
ら
製
品
に
至
る

ま
で
の
工
程
と
し
て
、
製

鋼
工
場
、
分
塊
・
大
型
圧

延
、
小
型
圧
延
を
見
学
。

垂
直
型
丸
断
面
連
続
鋳
造

機
な
ど
迫
力
の
製
鋼
、
圧

延
プ
ロ
セ
ス
や
最
先
端
加

工
に
よ
る
製
品
の
造
り
込

み
を
学
ん
だ
。

キ
ャ
プ
ラ
ン
の
Ｊ
プ
レ

ゼ
ン
ス
ア
カ
デ
ミ
ー
事
業

本
部
か
ら
講
師
を
招
い
て

の
ビ
ジ
ネ
ス
マ
ナ
ー
研
修

も
実
施
。
社
会
人
と
し
て

の
心
構
え
や
身
だ
し
な

み
、態
度
、あ
い
さ
つ
、
敬

語
の
基
本
か
ら
電
話
対
応

ま
で
を
学
習
し
た
。

【
名
古
屋
】
日
本
車
両

製
造
は
こ
の
ほ
ど
、
2
0

1
6
年
3
月
期
連
結
業
績

を
明
ら
か
に
し
た
が
、
各

事
業
の
概
況
は
次
の
通

り
。﹇

鉄
道
車
両
事
業
﹈

Ｊ
Ｒ
向
け
車
両
は
Ｊ
Ｒ

東
海
向
け
、
お
よ
び
Ｊ
Ｒ

西
日
本
向
け
の
Ｎ
7
0
0

Ａ
新
幹
線
電
車
、
キ
ハ
25

形
気
動
車
な
ど
が
貢
献
。

公
営
・
民
営
鉄
道
向
け
車

両
で
は
東
京
メ
ト
ロ
銀
座

線
向
け
、
名
古
屋
市
交
通

局
向
け
、
名
古
屋
鉄
道
向

け
、
東
京
都
交
通
局
大
江

戸
線
向
け
、
小
田
急
電
鉄

向
け
、
京
成
電
鉄
向
け
、

新
京
成
電
鉄
向
け
な
ど
が

あ
っ
た
。
海
外
向
け
車
両

で
は
米
国
向
け
二
階
建
て

電
車
、
カ
ナ
ダ
向
け
気
動

車
、
ベ
ネ
ズ
エ
ラ
向
け
電

車
、
台
湾
向
け
車
体
傾
斜

式
特
急
電
車
な
ど
が
あ
っ

た
。
結
果
、
鉄
道
車
両
事

業
の
売
上
高
は
6
5
8
億

5
8
0
0
万
円
と
前
期
比

19
・
7
％
増
。

﹇
輸
送
用
機
器
・
鉄
構

事
業
﹈

輸
送
用
機
器
は
キ
ャ
リ

ヤ
、
Ａ
Ｇ
Ｖ
な
ど
の
大
型

陸
上
車
両
や
Ｌ
Ｐ
Ｇ
タ
ン

ク
ロ
ー
リ
な
ど
の
売
上
が

あ
っ
た
ほ
か
、
コ
ン
テ
ナ

貨
車
、
Ｌ
Ｐ
Ｇ
民
生
用
バ

ル
ク
ロ
ー
リ
な
ど
の
需
要

が
あ
っ
た
。
鉄
構
は
北
海

道
開
発
局
向
け
新
厚
別
川

橋
、
関
東
地
方
整
備
局
向

け
三
坂
新
田
高
架
橋
、
中

日
本
高
速
道
路
向
け
福
士

川
第
二
橋
な
ど
の
ほ
か
、

架
設
工
事
は
富
士
川
第
一

跨
線
橋
、常
葉
川
跨
線
橋
、

福
田
跨
線
橋
な
ど
売
上
げ

に
計
上
さ
れ
た
。
ま
た
、

東
海
道
新
幹
線
大
規
模
改

修
工
事
な
ど
の
売
上
げ
も

あ
っ
た
。
結
果
、
同
事
業

の
売
上
高
は
輸
送
用
機
器

・
鉄
構
事
業
は
1
9
0
億

6
6
0
0
万
円
と
前
期
比

17
・
33
％
増
。

﹇
建
設
機
械
事
業
﹈

建
設
機
械
は
国
内
向
け

で
東
日
本
大
震
災
復
興
工

事
の
本
格
化
や
東
京
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
開
催
に
向
け
た

建
設
工
事
の
増
加
な
ど
か

ら
、
全
回
転
チ
ュ
ー
ビ
ン

グ
装
置
な
ど
が
堅
調
に
推

移
、
海
外
向
け
で
は
韓
国

向
け
大
型
杭
打
機
や
中
国

向
け
全
回
転
チ
ュ
ー
ビ
ン

グ
装
置
な
ど
を
輸
出
し

た
。
発
電
機
は
海
外
向
け

が
堅
調
だ
っ
た
が
、
国
内

向
け
が
低
調
に
推
移
し

た
。
結
果
、
同
事
業
の
売

上
高
は
2
1
1
億
3
8
0

0
万
円
と
前
期
比
4
・
1

％
増
。

帝
国
デ
ー
タ
バ
ン
ク
名

古
屋
支
店
は
こ
の
ほ
ど
、

2
0
1
6
年
度
業
績
見
通

し
に
関
す
る
東
海
4
県
企

業
の
意
識
調
査
の
結
果
を

発
表
し
た
。
そ
れ
に
よ
る

と
「
増
収
増
益
」
と
見
通

す
企
業
は
24
・
2
％
と
な

り
、
全
国
平
均
を
下
回
っ

た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
へ
の

評
価
も
前
回
か
ら
3
・
4

㌽
減
少
し
、
全
国
を
下
回

る
結
果
と
な
り
、
厳
し
い

評
価
が
目
立
っ
た
。

16
年
度
見
通
し
を
「
増

収
増
益
」
と
す
る
東
海
4

県
の
企
業
は
前
年
度
を
1

・
7
㌽
下
回
り
、
全
国
と

の
比
較
で
も
1
・
7
㌽
下

回
っ
た
。「
増
収
増
益
」
見

込
み
が
前
年
度
を
下
回
る

の
は
13
年
度
以
降
、
4
年

連
続
と
な
る
。
15
年
度
実

績
（
見
込
み
を
含
む
）
を

「
増
収
増
益
」
と
す
る
企

業
（
27
・
5
％
）
か
ら
は

3
・
3
㌽
の
減
少
と
な
っ

た
。16

年
度
の
業
績
見
通
し

を
「
増
収
増
益
」
と
す
る

企
業
を
従
業
員
別
に
み
る

と
、「
1
0
0
0
人
超
」
と

「
3
0
1
―
1
0
0
0
人
」

が
そ
れ
ぞ
れ
33
・
3
％
で

最
多
。
次
い
で
「
1
0
1

―
3
0
0
人
」
が
27
・
6

％
、「
21
―
50
人
」
が
25
・

3
％
と
な
り
、
こ
の
4
つ

の
規
模
帯
で
全
体
（
24
・

2
％
）
を
上
回
っ
た
。
規

模
帯
に
よ
っ
て
凹
凸
は
あ

る
も
の
の
、
従
業
員
が
少

な
い
零
細
企
業
ほ
ど
「
増

収
増
益
」
の
比
率
が
低
く

な
っ
て
い
る
。

16
年
度
業
績
見
通
し
を

下
振
れ
、
上
振
れ
さ
せ
る

材
料
は
、
と
も
に
「
個
人

消
費
の
動
向
」
が
最
多
。

下
振
れ
の
2
番
目
に
は

「
外
需
（
中
国
経
済
の
動

向
）」（
上
振
れ
の
7
番
目
）

が
続
き
、「
所
得
の
動
向
」

（
同
4
番
目
）
と
続
い
て

い
る
。「
原
油
素
材
価
格
の

動
向
」「
為
替
変
動
」
も
上

振
れ
、
下
振
れ
の
両
面
で

上
位
に
入
っ
て
い
る
。

安
倍
政
権
の
経
済
政
策

（
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
）
の
成

果
に
対
す
る
企
業
の
評
価

は
1
0
0
点
満
点
中
60
点

で
全
国
を
0
・
3
点
、
前

年
度
調
査
を
3
・
4
点
下

回
っ
た
。
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

の
評
価
は
企
業
規
模
に
よ

っ
て
分
か
れ
、
こ
れ
ま
で

大
企
業
を
中
心
に
高
い
評

価
を
得
て
い
た
が
、
こ
こ

へ
き
て
厳
し
い
目
で
見
る

企
業
が
増
加
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。

5月
6日
160
160
158
160
144
140
144
122
116
187

1690
1800

中部地区合金メーカー購入平均価格
（本社調べ、キロ当たり円、問屋置き場現金）

（CIF、トン当たりドル）

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―

―
―

155
155
153
155
139
135
139
117
111
182

1640
1750

○新切れ
○63S
○一品合金
○印刷板
○機械鋳物
○ビス付きサッシ
○合金新
○合金削り粉
○缶プレス(Ａ)
○国内産ベースメタル

▽外国産ベースメタル
▽金属シリコン

オファー価格

中部アルミ
原料動向

特
殊
鋼
の
基
礎
知
識
を
学
習

あいさつする伊平理事長

リニア需要しっかり捕捉

藤
井
泉
氏

日
本
鉄
板

名
古
屋
支
店
長
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■
日
刊
産
業
新
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販
売
部

■
申
し
込
み
フ
ォ
ー
ム

０
１
２
０―

３
０
０
３
９
１

購
読
の
申
し
込
み

品品種種別別鋼鋼材材
輸輸出出動動向向

中国・2016年1―3月中国鋼材・原料市況動向中国鋼材・原料市況動向
熱
延
コ
イ
ル

6
週
連
続
で
上
昇

鋼鋼
材材
市市
況況（

4
月
第
5
週
）

輸輸
入入
鉄鉄
鉱鉱
石石
価価
格格

（
4
月
28
日
）

河北省政府

第
12
・
5
計
画
で
能
力
削
減

第
12
・
5
計
画
で
能
力
削
減

構
造
調
整

図
る
も

減
産
効
果
見
ら
れ
ず

昨8月以降最高4877万㌧
3月鋼材販売3月鋼材販売

ＣＩＳＡ
会員企業鋼板類、全体を押上げ

上 海

熱
延
コ
イ
ル
先
物
が
続
落

前
週
比
3.9
％
安

海
外
不
動
産
事
業
を
拡
大

首
鋼
集
団
の
首
建

宝
鋼
、4
営
業
日

連
続
で
下
落

武
鋼
は
前
週
比
3.5
％
安

車
用
新
亜
鉛
め
っ

き
鋼
板
を
開
発

京
唐
鋼
鉄

黄
石
市
に
塗
装

鋼
板
工
場
建
設

宝
鋼
の
宝
鋼
黄
石
公
司

中
国
の
1
―
3
月
期
の
鋼
材
輸
出
量
は
棒
材
の
み
前
年
同
期
を
上
回
り
、
鋼

板
類
な
ど
他
の
品
種
は
い
ず
れ
も
減
少
し
た
。
鉄
鋼
企
業
が
1
―
2
月
に
生
産

を
減
ら
し
、特
に
鋼
板
類
の
輸
出
は
通
商
摩
擦
の
影
響
を
受
け
た
と
み
ら
れ
る
。

全
輸
出
の
4
割
強
を
そ
れ
ぞ
れ
占
め
る
棒
材
、
鋼
板
類
と
も
に
2
0
1
5
年
9

月
以
降
は
伸
び
悩
み
、鋼
材
輸
出
は
月
間
1
0
0
0
万
㌧
水
準
が
天
井
の
様
相
。

た
だ
、
3
月
の
粗
鋼
生
産
が
月
間
の
最
高
に
増
え
た
一
方
で
国
内
実
需
が
大
き

く
増
え
て
い
な
い
こ
と
か
ら
仮
需
が
落
ち
着
い
た
際
に
い
ず
れ
の
品
種
も
輸
出

が
一
段
増
え
る
可
能
性
を
持
つ
。

1
―
3
月
期
の
鋼
材
輸

出
量
が
2
7
8
3
万
㌧
と

前
年
同
期
比
8
％
増
え
た

の
は
、
棒
材
の
輸
出
が
1

1
4
5
万
㌧
と
28
・
5
％

増
え
た
た
め
。
輸
出
最
大

品
種
の
鋼
板
類
は
1
1
9

2
万
㌧
と
4
％
減
少
し

た
。
角
・
形
鋼
や
線
材
、

鋼
板
部
品
も
減
少
し
た
。

月
別
で
み
る
と
15
年
9

月
が
過
去
最
高
の
1
1
2

5
万
㌧
。
そ
の
う
ち
鋼
板

類
が
4
8
3
万
㌧
、
棒
材

が
4
6
5
万
㌧
と
い
ず
れ

も
最
高
を
記
録
し
た
。
9

月
以
降
は
粗
鋼
生
産
の
減

少
か
ら
鋼
板
類
は
12
月
を

除
い
て
4
0
0
万
㌧
割
れ

が
続
き
、
棒
材
は
10
月
と

2
月
が
3
0
0
万
㌧
台
、

11
月
と
3
月
は
4
0
0
万

㌧
台
前
半
に
と
ど
ま
っ

た
。
鋼
板
類
、
棒
材
と
水

準
は
高
い
も
の
の
、
3
月

ま
で
の
半
年
間
は
や
や
頭

打
ち
の
状
況
に
あ
る
。

平
均
輸
出
価
格
は
全
輸

出
が
ト
ン
2
8
4
3
元

（
約
4
万
8
0
0
0
円
）

と
29
％
下
落
。
棒
材
が
1

8
3
8
元
と
33
・
2
％
安

で
最
も
下
が
り
、
続
い
て

鋼
板
類
も
2
8
1
5
元
と

29
・
7
％
低
下
し
た
。

年
明
け
以
降
は
国
内
市

況
の
上
昇
を
受
け
て
輸
出

価
格
も
徐
々
に
上
が
っ
て

い
る
。
3
月
の
鋼
板
類
の

輸
出
価
格
は
2
9
1
0
元

と
1
月
に
比
べ
3
％
高
、

棒
材
は
1
8
5
1
元
と
2

・
7
％
上
が
っ
た
。

国
内
市
況
は
3
月
末
に

熱
延
コ
イ
ル
で
2
6
2
8

元
と
年
初
か
ら
23
・
9
％

高
、
異
形
棒

鋼
は
2
3
6

0
元
と
16
・

5
％
上
が
っ

て
お
り
、
輸

出
価
格
は
比

べ
て
穏
や
か

な
上
昇
に
と

ど
ま
っ
て
い

る
。国

内
の
仮

需
が
強
く
、

鋼
材
市
況
の

上
昇
速
度
が

輸
出
価
格
よ

り
速
い
た

め
、
鉄
鋼
企

業
が
国
内
向

け
を
優
先
し

て
お
り
、「
中

国
の
鉄
鋼
企

業
か
ら
輸
出

の
オ
フ
ァ
ー

が
ま
っ
た
く

出
て
こ
な

い
」（
上
海
駐

在
の
日
系
商

社
営
業
担
当

者
）。海
外
の
輸
入
業
者
が

中
国
市
況
の
急
騰
を
み
て

購
入
を
控
え
、
商
談
は
停

滞
気
味
だ
。

粗
鋼
生
産
が
急
増
し
て

お
り
、国
内
需
給
が
緩
み
、

国
内
市
況
が
下
げ
に
転
じ

れ
ば
、
鉄
鋼
企
業
の
輸
出

意
欲
が
再
度
高
ま
る
公
算

が
大
き
い
。
7
―
8
月
の

夏
場
の
不
需
要
期
に
国
内

市
況
が
軟
化
す
る
と
の
見

方
も
あ
り
、
そ
れ
以
前
に

在
庫
整
理
で
鉄
鋼
企
業
や

流
通
業
者
の
出
荷
が
増

え
、
輸
出
圧
力
が
高
ま
る

こ
と
も
想
定
さ
れ
る
。

熱
延
コ
イ
ル
市
況
は
第

5
週
に
ト
ン
3
2
6
5
元

（
約
5
万
4
0
0
0
円
、

3
㍉
厚
、
増
値
税
込
）
と

前
週
比
3
％
高
で
6
週
連

続
上
昇
し
た
。
1
カ
月
間

で
6
3
7
元
、
約
1
万
5

0
0
円
上
昇
。
仮
需
が
続

く
が
弱
い
実
需
の
な
か
で

鉄
鋼
企
業
の
生
産
が
3
、

4
月
に
増
え
て
お
り
、「
流

通
業
や
需
要
家
の
在
庫
が

増
え
て
い
る
の
で
は
な
い

か
」（
上
海
の
日
本
高
炉
営

業
担
当
者
）
と
の
懸
念
が

出
始
め
て
い
る
。

亜
鉛
め
っ
き
鋼
板
は
4

2
3
2
元（
0
・
5
㍉
厚
）

と
6
％
、
2
3
9
元
高
と

品
種
別
で
最
も
伸
長
。
冷

延
鋼
板
3
7
8
9
元
（
1

㍉
厚
）
と
3
・
7
％
高
、

中
厚
板
3
0
7
2
元
（
20

㍉
厚
）
と
3
・
2
％
高
で

鋼
板
類
は
い
ず
れ
も
6
週

連
続
上
昇
し
た
。

異
形
棒
鋼
は
3
0
2
7

元
（
16
㍉
径
）
と
3
・
4

％
高
。
線
材
は
3
0
7
7

元
（
6
・
5
㍉
径
）
と
3

・
7
％
高
、
角
鋼
2
9
4

2
元
（
5
㍉
角
）
と
4
・

5
％
元
高
で
そ
れ
ぞ
れ
6

週
連
続
上
が
っ
た
。
上
海

の
先
物
価
格
が
続
落
し
て

お
り
、
現
物
市
況
に
影
響

す
る
可
能
性
が
あ
る
。

輸
入
鉄
鉱
石
価
格
が
続

落
し
た
。
中
国
鋼
鉄
工
業

協
会
に
よ
る
輸
入
着
岸
価

格
は
28
日
に
60
・
5
㌦

（
約
6
7
0
0
円
、
Ｃ
Ｉ

Ｆ
）
と
直
近
最
高
値
の
22

日
68
・
05
㌦
か
ら
4
営
業

日
で
11
・
1
％
下
落
。
前

日
比
は
わ
ず
か
に
上
が
っ

た
が
、
高
騰
し
て
い
た
先

物
取
引
価
格
を
当
局
が
抑

制
し
よ
う
と
し
て
お
り
、

価
格
の
下
げ
が
続
く
可
能

性
が
あ
る
。

国
産
鉄
鉱
石
価
格
は
上

昇
し
て
い
る
。
28
日
に
ト

ン
5
2
3
・
07
元
（
約
8

6
0
0
円
）
と
前
週
比
3

・
2
％
高
。
輸
入
鉱
石
の

人
民
元
換
算
は
5
1
5
・

17
元
と
国
産
鉱
石
と
の
差

は
7
・
9
元
と
小
さ
く
、

国
産
鉱
石
の
競
争
力
が
上

が
っ
て
き
て
い
る
。

鋼
材
の
先
物
価
格
も
下

落
に
転
じ
た
。
過
熱
す
る

投
資
を
抑
え
る
当
局
の
規

制
は
昨
年
夏
に
株
式
市
場

で
実
践
さ
れ
た
が
、
投
資

家
の
不
安
に
つ
な
が
れ
ば

さ
ら
に
価
格
が
下
が
る
と

み
ら
れ
る
。
鉄
鋼
の
増
産

が
続
く
が
、
原
料
・
鋼
材

と
も
に
価
格
の
基
調
が
変

わ
り
、
需
給
と
離
れ
た
要

因
に
よ
る
価
格
変
動
が
鉄

鋼
企
業
を
揺
さ
ぶ
る
。

中
国
最
大
の
鉄
鋼
業
を

抱
え
る
河
北
省
政
府
は
2

0
1
5
年
ま
で
の
第
12
次

5
カ
年
計
画
で
粗
鋼
生
産

能
力
を
合
計
4
1
0
6
万

㌧
削
減
し
た
。
製
銑
能
力

を
持
つ
鉄
鋼
企
業
は
1
4

8
社
か
ら
1
1
0
社
へ
と

38
社
減
少
し
た
。
省
政
府

は
17
年
ま
で
に
6
0
0
0

万
㌧
の
能
力
を
削
減
す
る

と
14
年
に
公
表
し
て
お

り
、
16
―
17
年
の
2
年
間

で
残
り
2
0
0
0
万
㌧
近

く
を
削
減
す
る
こ
と
に
な

る
。
一
方
で
新
規
能
力
が

増
え
、
粗
鋼
能
力
は
約
3

億
㌧
と
国
内
最
大
。
15
年

の
河
北
省
の
粗
鋼
生
産
量

は
1
億
8
8
3
2
万
㌧
と

前
年
比
1
・
3
％
増
え
て

お
り
、
政
府
に
よ
る
能
力

削
減
の
効
果
は
供
給
面
に

表
れ
て
い
な
い
。

河
北
省
発
展
改
革
委
員

会
が
こ
の
ほ
ど
明
ら
か
に

し
た
。
第
12
・
5
計
画
期

間
に
削
減
し
た
製
銑
能
力

は
3
3
9
1
万
㌧
。
停
止

し
た
高
炉
は
87
基
、
転
炉

・
電
炉
は
合
計
94
基
。
13

年
11
月
と
14
年
2
月
の
2

度
に
わ
た
っ
て
鉄
鋼
能
力

削
減
の
行
動
指
針
を
出
し

た
後
に
15
年
末
ま
で
に
23

社
・
高
炉
26
基
・
転
炉
19

基
、
粗
鋼
能
力
8
2
9
万

㌧
を
削
減
し
た
。
14
年
ま

で
の
4
年
間
に
粗
鋼
能
力

を
累
計
3
8
9
6
万
㌧
削

減
し
た
が
、
15
年
は
2
1

0
万
㌧
の
削
減
に
と
ど
ま

っ
た
。
15
年
の
粗
鋼
生
産

量
は
第
2
位
の
江
蘇
省
の

2
倍
に
近
く
、
全
国
生
産

の
20
・
3
％
を
占
め
、
過

剰
供
給
の
筆
頭
に
立
ち
続

け
た
。

全
国
の
設
備
淘
汰
基
準

は
高
炉
が
炉
内
容
積
4
0

0
立
方
㍍
以
下
、
転
炉
は

30
㌧
以
下
だ
が
、
河
北
省

政
府
は
高
炉
4
5
0
立
方

㍍
以
下
、
転
炉
40
㌧
以
下

と
基
準
を
厳
し
く
し
て
い

る
。
第
12
・
5
計
画
で
河

北
省
政
府
が
認
め
た
新
規

鉄
鋼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
一

つ
も
な
い
が
、
違
法
に
進

め
ら
れ
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

が
多
発
。
省
政
府
は
文
安

新
鋼
と
廊
坊
洸
遠
の
2
つ

の
高
炉
建
設
の
他
、
71
の

違
法
鉄
鋼
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
責
任
を
問
う
た
。

河
北
省
政
府
は
省
エ
ネ

や
汚
染
廃
棄
物
な
ど
の
環

境
規
制
を
厳
格
化
し
、
水

道
料
金
の
差
別
的
設
定
な

ど
で
非
効
率
な
企
業
を
淘

汰
す
る
方
針
。
一
方
で
能

力
削
減
の
た
め
に
12
億
元

（
約
2
0
0
億
円
）
を
拠

出
し
、
職
員
の
再
配
置
を

促
す
。
15
年
は
鉄
鋼
企
業

含
む
2
9
8
社
に
対
し
、

職
業
再
配
置
支
援
資
金
と

し
て
5
億
8
7
0
0
万
元

を
省
政
府
が
拠
出
し
、
28

万
7
5
0
0
人
が
支
援
金

を
受
け
た
。

省
政
府
は
現
在
、
首
鋼

集
団
の
京
唐
製
鉄
所
の
第

2
期
拡
張
工
事
、
唐
山
渤

海
鋼
鉄
移
転
、
武
安
圍
城

鋼
鉄
移
転
な
ど
鉄
鋼
業
の

構
造
調
整
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
16
年
1
―
2
月
の

粗
鋼
生
産
は
3
0
2
0
万

㌧
と
前
年
同
期
比
7
・
6

％
減
少
し
た
が
、
ゾ
ン
ビ

企
業
の
操
業
再
開
で
3
月

以
降
は
増
産
に
傾
き
、
企

業
・
設
備
淘
汰
や
製
鉄
所

移
転
が
能
力
と
生
産
の
減

少
に
結
び
つ
い
て
い
な

い
。
鋼
材
輸
出
量
も
増
え

て
お
り
、
国
内
外
の
需
給

を
揺
さ
ぶ
る
河
北
省
の
姿

が
変
わ
る
の
は
、
17
年
ま

で
待
つ
必
要
が
あ
り
そ
う

だ
。

中
国
鋼
鉄
工
業
協
会

（
Ｃ
Ｉ
Ｓ
Ａ
）
の
会
員
企

業
の
3
月
の
鋼
材
販
売
量

が
急
増
し
た
。
4
8
7
7

万
2
2
0
0
㌧
と
昨
年
8

月
以
降
の
最
高
を
記
録
。

前
年
同
月
比
0
・
8
％
減

り
、
2
カ
月
ぶ
り
に
減
少

し
た
が
、
鋼
板
類
は
前
年

同
月
を
上
回
り
、
全
体
を

押
し
上
げ
た
。
鋼
材
市
況

が
上
昇
し
、
鉄
鋼
企
業
へ

の
発
注
が
増
加
し
て
い

る
。「
大
手
鉄
鋼
企
業
は
能

力
以
上
に
受
注
を
持
つ
キ

ャ
リ
ー
オ
ー
バ
ー
の
状

態
」（
上
海
駐
在
の
日
本
商

社
営
業
担
当
者
）に
あ
り
、

鉄
鋼
企
業
は
さ
ら
に
販
売

を
増
や
し
、
値
上
げ
を
続

け
る
見
込
み
だ
。

鋼
板
類
の
販
売
量
は
2

6
6
4
万
7
9
0
0
㌧
と

2
・
2
％
増
え
、
2
カ
月

連
続
増
加
。
15
年
5
月
以

降
の
最
高
と
な
っ
た
。
自

動
車
生
産
が
1
―
3
月
期

に
前
年
同
期
比
6
％
増

加
。
在
庫
が
減
少
し
て
い

た
製
造
業
関
連
の
流
通
や

需
要
家
が
鋼
材
市
況
の
上

昇
を
受
け
て
購
入
を
増
や

し
て
い
る
。

条
鋼
類
の
販
売
は
減
り

続
け
て
い
る
。
2
0
7
0

万
9
3
0
0
㌧
と
3
・
6

％
減
り
、
8
カ
月
連
続
減

少
。
鋼
管
類
は
94
万
1
8

0
㌧
と
15
・
2
％
減
り
、

3
カ
月
連
続
減
少
し
た
。

不
動
産
販
売
は
好
調
だ

が
、
建
築
工
事
は
減
少
し

て
い
る
よ
う
だ
。

3
月
末
の
製
鉄
所
内
鋼

材
在
庫
は
1
3
1
9
万
2

0
0
0
㌧
と
前
年
同
月
比

20
・
7
％
減
り
、
3
カ
月

連
続
減
少
し
た
。
15
年
1

月
以
降
の
最
低
に
縮
小
し

た
。
半
製
品
在
庫
も
2
8

0
万
3
3
0
0
㌧
と
25
・

9
％
減
り
、
7
カ
月
連
続

減
少
。
14
年
12
月
以
降
の

最
低
を
記
録
し
た
。
粗
鋼

生
産
は
3
月
に
急
増
し
過

去
最
高
を
更
新
し
た
が
、

販
売
が
増
え
、
在
庫
の
減

少
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

上
海
期
貨
交
易
所
の
熱

延
コ
イ
ル
の
先
物
価
格
が

続
落
し
た
。
29
日
終
値
ト

ン
2
6
4
9
元
（
約
4
万

3
5
0
0
円
）
と
前
週
比

3
・
9
％
下
落
。
21
日
に

一
段
高
と
な
っ
た
が
、
当

局
が
先
物
相
場
の
調
整
に

乗
り
出
し
た
。

異
形
棒
鋼
の
先
物
価
格

は
2
4
8
7
元

と
2
・
8
％
下

落
。
22
日
以
降

急
落
し
た
が
、

28
日
か
ら
小
幅

に
反
発
し
て
い

る
。
線
材
は
2

1
1
7
元
と
6

週
間
連
続
横
ば

い
。

首
鋼
集
団
は
こ
の
ほ

ど
、
グ
ル
ー
プ
の
首
建
集

団
が
中
国
航
空
工
業
集
団

の
中
国
航
空
技
術
国
際
工

程
公
司
と
ア
ラ
ブ
首
長
国

連
邦
の
ア
ブ
ダ
ビ
で
の
海

景
ビ
ル
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
つ
い
て
協
力
協
議
を

結
ん
だ
と
発
表
し
た
。
契

約
金
額
は
1
億
7
5
0
0

万
元
（
約
30
億
円
）。建
築

面
積
は
2
万
8
6
7
0
平

方
㍍
で
建
設
期
間
は
22
カ

月
。
ア
フ
リ
カ
で
も
不
動

産
開
発
を
進
め
て
お
り
、

海
外
で
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
受
注
を
拡
大
し
、
鋼

材
輸
出
の
増
加
に
つ
な
げ

て
い
る
と
み
ら
れ
る
。

鉄
鋼
株
が
下
落
し
て
い

る
。上

場
鉄
鋼
最
大
手
の
宝

山
鋼
鉄
の
29
日
終
値
は
1

株
5
・
57
元
（
約
96
円
）

と
前
週
比
2
・
3
％
安
。

4
営
業
日
連
続
低
下
し

た
。
直
近
最
高
値
の
4
月

14
日
5
・
95
元
か
ら
6
・

4
％
下
が
っ
た
。
粗
鋼
生

産
の
再
増
産
に
よ
る
鋼
材

価
格
の
反
落
懸
念
が
作
用

し
た
可
能
性
が
あ
る
。

武
漢
鋼
鉄
は
3
・
31
元

と
前
週
比
3
・
5
％
安
、

馬
鞍
山
鋼
鉄
は
2
・
76
元

と
1
・
4
％
下
落
し
た
。

首
鋼
集
団
は
こ
の
ほ

ど
、
グ
ル
ー
プ
の
京
唐
鋼

鉄
（
河
北
省
）
が
厚
さ
3

㍉
の
自
動
車
用
亜
鉛
め
っ

き
鋼
板
の
生
産
に
成
功
し

た
と
発
表
し
た
。
ハ
イ
エ

ン
ド
の
自
動
車
用
鋼
板
の

開
発
を
強
化
し
、
伸
び
る

需
要
を
取
り
込
む
。
京
唐

鋼
鉄
が
現
在
進
め
て
い
る

年
産
2
0
0
0
万
㌧
へ
の

能
力
拡
張
に
備
え
る
。

宝
鋼
集
団
は
こ
の
ほ

ど
、
グ
ル
ー
プ
会
社
の
宝

鋼
黄
石
公
司
（
湖
北
省
）

が
宝
鋼
黄
石
新
港
工
業
園

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
起
工
式

を
行
っ
た
と
発
表
し
た
。

年
産
能
力
1
2
0
万
㌧
の

新
塗
装
鋼
板
工
場
を
建
設

す
る
。
販
売
競
争
が
激
し

い
た
め
、
製
品
の
レ
ベ
ル

を
上
げ
、
市
場
開
拓
に
力

を
入
れ
る
。

同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
湖

北
省
の
第
13
次
5
カ
年
計

画
の
重
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
。
起
工
式
典
に
宝
山
鋼

鉄
股
份
の
戴
志
浩
董
事
長

や
黄
石
市
の
周
先
旺
市
委

書
記
、
董
衛
民
市
長
な
ど

出
席
し
た
。
宝
鋼
黄
石
は

年
産
能
力
20
万
㌧
の
冷
延

ミ
ル
2
基
、
15
万
㌧
と
7

万
㌧
の
溶
融
亜
鉛
め
っ
き

ラ
イ
ン
を
各
1
基
を
持

ち
、
生
産
量
や
新
製
品
の

開
発
数
量
、
ハ
イ
エ
ン
ド

製
品
の
比
率
を
過
去
最
も

高
め
て
い
る
。

（単位 :元／トン、％）

前年同月比
�24.1

�41.8

�15.9

�8.1

�10.7

�25.6

中国の2016年1―3月期の鋼材輸出平均単価

資料 :中国・海関総署

3月
2,910

1,851

2,528

5,573

16,212

2,811

前年同期比
�29.7

�33.2

�25.8

�11.5

�5.6

�29.0

1―3月
2,815

1,838

2,544

5,358

15,736

2,843

鋼板類
棒材
角・形鋼
線材
鋼管部品
全鋼材

（単位 :万トン、％）

前年同月比
10.4

69.5

15.8

38.5

42.9

29.6

中国の2016年1―3月期の鋼材輸出量

資料 :中国・海関総署

3月
425

422

44

18

10

998

前年同期比
�4.0

28.5

�0.8

�1.9

�8.3

8.0

1―3月
1,192

1,145

124

52

33

2,783

鋼板類
棒材
角・形鋼
線材
鋼管部品
全鋼材

棒材のみ前年同期超え
仮需緩和で一段増も

鉄
鋼
企
業
は
輸
出
を
さ
ら
に
増
や
す
こ
と
に

な
る
の
か
（
首
鋼
グ
ル
ー
プ
の
京
唐
鋼
鉄
・

製
鉄
所
の
製
品
出
荷
岸
壁
ヤ
ー
ド
）

60
㌦
台
半
ば
に
続
落

企
業
淘
汰
・
能
力
削
減
は
進
む
が
生
産
は

増
え
て
い
る
（
唐
山
市
内
の
民
営
製
鉄
所
）
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購読の申し込み

０１２０-３００３９１

日建連
「
生
産
性
向
上
要
綱
」を
決
議

〝
35
万
人
省
人
化
〞

実
現
に
向
け
道
筋

関西地区

鉄
骨
市
況
横
ば
い
展
開

今
後
の
需
要
動
向
に
注
目

フ
ァ
ブ
・
鉄
筋
工
事
業
者

ト
ッ
プ
に
聞
く

鉄骨工場 ファイルファイル鉄骨工場
【53】

冨士建鉄・弥富支社

落橋防止・移動
制限装置が機能

熊本地震・緊急報告会熊本地震・緊急報告会土
木
学
会変わりゆく街変わりゆく街

プロジェクトプロジェクトプロジェクト

レジリエンス
ジャパン推進協

12
日
に
シ
ン
ポ
開
催

日
鉄
住
金
建
材
が
事
例
紹
介

熊本地震
土砂災害

国
交
省
が
緊
急
対
策
工
事

二
次
災
害
防
止
へ
20
億
円

日
本
建
設
業
連
合
会
（
会
長
＝
中
村
満
義
・
鹿
島
建
設
会
長
）
は
こ
の
ほ
ど
、
ホ
テ
ル
オ
ー
タ
ニ
で
定
期

総
会
、
理
事
会
を
開
催
し
、「
生
産
性
向
上
推
進
要
綱
」
を
決
議
し
た
。
建
設
業
に
と
っ
て
「
担
い
手
確
保
と

生
産
性
向
上
は
両
輪
と
し
て
取
り
組
む
べ
き
」（
中
村
会
長
）
と
位
置
づ
け
る
な
か
、
10
年
間
で
「
35
万
人
の

省
人
化
」
を
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
と
し
て
設
定
。
要
綱
で
は
2
0
1
6
―
20
年
の
5
年
間
を
対
象
と
し
て
、
実
現

に
向
け
た
道
筋
を
付
け
る
。

要
綱
で
は
、
重
層
下
請

構
造
な
ど
の
産
業
構
造
に

つ
い
て
記
載
し
た
う
え
、

土
木
、
建
築
分
野
ご
と
の

主
要
課
題
を
あ
げ
て
い

る
。
ま
た
、
国
土
交
通
省
、

厚
生
労
働
省
、
発
注
者
、

鉄
筋
工
事
業
者
な
ど
の
専

門
工
事
業
者
に
向
け
た
期

待
と
要
請
も
書
か
れ
て
い

る
。日

建
連
の
推
計
に
よ
る

と
、
14
年
度
の
建
設
技
能

者
3
4
3
万
人
が
高
齢
化

す
る
こ
と
で
、
25
年
度
ま

で
に
1
2
8
万
人
の
大
量

離
職
者
が
発
生
す
る
。
そ

の
分
を
「
90
万
人
の
新
規

入
職
者
確
保
」
と
と
も
に

「
35
万
人
の
省
人
化
」
に

よ
り
、
離
職
者
分
を
補
う

計
算
だ
。

生
産
性
の
定
義
に
つ
い

て「『
生
産
物
量
1
単
位
あ

た
り
の
労
働
者
数
』
な
い

し
『
労
働
者
1
人
日
あ
た

り
の
生
産
物
量
』」と
設

定
。
今
後
、
省
人
化
効
果

を
評
価
す
る
手
法
を
検
討

し
、
毎
年
度
末
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ

Ａ
に
よ
り
、
推
進
状
況
を

フ
ォ
ロ
ー
す
る
方
針
。

要
綱
で
は
重
層
下
請
構

造
に
よ
り
、
建
設
業
の
生

産
工
程
の
ロ
ス
が
増
え
て

い
る
と
指
摘
。
ゼ
ネ
コ
ン

の
グ
ル
ー
プ
力
を
強
化

し
、
協
力
会
の
機
能
を
高

め
る
こ
と
で
、
生
産
工
程

の
ロ
ス
の
改
善
が
期
待
さ

れ
る
と
す
る
。

生
産
方
式
に
つ
い
て
も

「
多
能
工
の
育
成
」
と
、

追
加
工
事
な
ど
に
よ
る

「
手
待
ち
、
手
戻
り
、
手

直
し
の
解
消
」の
ほ
か「
規

格
化
、
標
準
化
、
規
格
の

標
準
化
」、「
ユ
ニ
ッ
ト
化
、

工
場
生
産
化
」
を
推
進
。

受
注
段
階
か
ら
生
産
性
向

上
を
意
識
し
た
活
動
を
強

調
す
る
。

土
木
分
野
で
は
、
コ
ン

ク
リ
ー
ト
工
の
効
率
化
に

向
け
て
、
機
械
式
鉄
筋
定

着
工
法
、
機
械
式
鉄
筋
継

手
工
法
に
つ
い
て
、
採
用

を
進
め
る
べ
き
と
す
る
。

ま
た
、建
築
分
野
で
は「
適

正
工
期
算
定
プ
ロ
グ
ラ

ム
」
の
普
及
を
図
り
、
週

休
2
日
、
1
日
8
時
間
な

ど
を
前
提
と
し
た
工
期
を

設
定
す
る
こ
と
を
進
め
て

い
く
方
針
だ
。

関
西
地
区
の
鉄
骨
市
況

は
18
万
5
0
0
0
―
19
万

5
0
0
0
円
（
ト
ン
当
た

り
、
Ｓ
造
・
小
屋
物
、
Ｈ

・
コ
ラ
ム
構
造
）
ど
こ
ろ

で
横
ば
い
の
展
開
と
な
っ

て
い
る
。

足
元
の
需
要
は
ま
ず
ま

ず
安
定
し
て
い
る
。た
だ
、

春
先
以
降
、
新
規
の
成
約

が
大
き
く
増
加
す
る
と
の

見
方
も
あ
っ
た
が
、
実
際

は
そ
れ
ほ
ど
旺
盛
な
成
約

状
態
に
は
な
っ
て
い
な
い

も
よ
う
。
と
く
に
小
規
模

案
件
の
新
規
引
き
合
い
が

減
少
し
つ
つ
あ
り
、
大
規

模
案
件
で
も
ゼ
ネ
コ
ン
と

の
価
格
を
巡
る
駆
け
引
き

が
増
え
て
い
る
こ
と
が
新

規
成
約
が
減
っ
て
い
る
要

因
と
言
え
る
。

ま
た
、
設
計
者
や
管
理

者
な
ど
の
人
手
不
足
に
よ

り
、
決
ま
っ
た
案
件
の
着

工
が
伸
び
る
ケ
ー
ス
が
多

く
、
予
定
し
て
い
た
加
工

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
が
ず
れ
込

み
、
一
時
的
に
稼
働
率
が

落
ち
込
む
フ
ァ
ブ
が
目
立

っ
て
い
る
。

仕
事
の
空
い
た
フ
ァ
ブ

は
同
業
者
間
で
仕
事
を
融

通
し
合
っ
て
埋
め
る
な
ど

し
て
稼
働
率
の
低
下
に
対

応
し
て
い
る
が
、
一
部
フ

ァ
ブ
が
埋
ま
ら
な
い
仕
事

を
埋
め
る
た
め
、
安
値
で

受
注
す
る
ケ
ー
ス
も
目
に

付
く
。「
こ
の
半
年
ほ
ど
前

か
ら
安
値
が
一
部
出
て
く

る
よ
う
に
な
っ
た
」（
フ
ァ

ブ
関
係
者
）。

だ
が
、
多
く
の
フ
ァ
ブ

は
仕
事
の
空
き
を
お
互
い

融
通
し
合
っ
て
埋
め
、
成

約
を
焦
る
こ
と
な
く
選
別

受
注
に
努
め
て
い
る
た

め
、
鉄
骨
単
価
が
一
部
の

安
値
に
引
っ
張
ら
れ
て
崩

れ
る
に
は
至
っ
て
お
ら

ず
、
基
本
的
に
横
ば
い
を

維
持
し
て
い
る
。

今
後
の
鉄
骨
単
価
の
状

況
に
つ
い
て
は
、
フ
ァ
ブ

間
で
単
価
下
落
へ
の
警
戒

感
が
強
い
た
め
、
横
ば
い

で
の
推
移
が
続
く
と
予
測

さ
れ
て
い
る
が
、
ポ
イ
ン

ト
は
今
後
の
需
要
動
向
に

あ
る
と
の
見
方
も
多
い
。

「
需
要
が
減
少
傾
向
を
強

め
れ
ば
、
各
社
、
選
別
受

注
す
る
余
裕
が
な
く
な

り
、
数
年
前
の
よ
う
に
安

値
合
戦
に
な
り
か
ね
な

い
。
需
要
量
が
安
定
的
に

出
て
く
る
か
が
重
要
だ
」

（
フ
ァ
ブ
関
係
者
）。

地
区
の
需
要
の
先
行
き

に
つ
い
て
は
、
超
大
型
案

件
に
は
乏
し
い
が
、
物
流

倉
庫
、
介
護
福
祉
施
設
、

ホ
テ
ル
、
学
校
な
ど
が
ま

ず
ま
ず
計
画
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
た
め
、
下
期
に

か
け
て
需
要
は
徐
々
に
増

加
傾
向
に
な
る
と
み
る
向

き
が
多
く
、
今
後
、
急
激

に
需
要
が
減
少
す
る
可
能

性
は
低
い
と
み
ら
れ
て
い

る
。そ

れ
で
も
、
フ
ァ
ブ
間

で
は
需
要
減
少
に
よ
り
事

業
環
境
が
悪
化
す
る
こ
と

へ
の
警
戒
感
が
強
く
、
今

後
も
業
者
間
で
の
情
報
交

換
が
重
要
と
の
認
識
が
強

い
。「
情
報
交
換
し
合
い
、

仕
事
を
分
け
合
う
よ
う
に

す
れ
ば
、
仮
に
事
業
環
境

が
悪
化
し
て
も
乗
り
越
え

ら
れ
る
。
状
況
が
良
好
な

現
段
階
で
そ
う
し
た
認
識

を
共
有
し
て
お
く
こ
と
が

大
事
だ
」（
フ
ァ
ブ
関
係

者
）。目先

、
鉄
骨
単
価
は
基

本
的
に
横
ば
い
で
の
推
移

が
続
く
と
見
込
ま
れ
る
。

香
川
県
は
2
0
1
6
年
度
、
公
共
案
件
を
中
心
に
堅

調
な
建
築
需
要
が
見
込
ま
れ
る
。
鉄
筋
工
事
業
で
は
こ

う
し
た
中
、
労
務
不
足
や
「
社
会
保
険
未
加
入
対
策
」

へ
の
対
応
が
急
務
と
な
っ
て
い
る
。
香
川
県
鉄
筋
業
協

同
組
合
の
武
田
美
治
理
事
長
（
武
田
建
設
社
長
）
に
需

要
見
通
し
や
組
織
の
概
要
や
状
況
な
ど
を
聞
い
た
。

―
―
組
合
の
概
要
と
特
徴

か
ら
。

「
最
盛
期
の
会
員
数
は
24

社
だ
っ
た
が
、
現
在
は
14
社

と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
倒
産

は
1
社
の
み
で
、
ほ
か
は
全

て
自
主
廃
業
だ
っ
た
。
業
績

が
低
迷
す
る
中
、
周
り
に
迷

惑
を
か
け
な
い
内
に
と
い
う

こ
と
で
、
事
業
撤
退
を
決
め

て
い
っ
た
。
今
後
は
事
業
継

承
の
問
題
も
あ
る
。『
自
分
の

代
で
終
わ
り
に
す
る
』
と
考

え
て
い
る
企
業
も
あ
る
だ
ろ

う
。
県
内
の
鉄
筋
工
事
業
者

は
古
い
企
業
か
ら
派
生
し
た

も
の
が
多
い
。
昭
和
初
期
に

は
2
社
し
か
な
か
っ
た
が
、

そ
こ
か
ら
職
人
が
独
立
し
、

時
代
と
と
も
に
増
え
て
い
っ

た
。
こ
の
た
め
横
の
つ
な
が

り
が
強
く
、
仕
事
の
面
で
も

あ
る
程
度
の
す
み
分
け
が
で

き
て
い
る
」

―
―
組
合
各
社
の
状
況

は
。「

15
年
ご
ろ
か
ら
少
し
ず

つ
忙
し
く
な
り
、
足
元
も
繁

忙
が
続
い
て
い
る
。
各
社
と

も
経
営
状
態
は
改
善
し
て
い

る
は
ず
だ
。
こ
れ
ま
で
公
共

工
事
が
少
な
く
厳
し
か
っ
た

が
、
こ
こ
に
来
て
予
算
が
付

き
ど
ん
ど
ん
出
て
い
る
」

―
―
今
後
の
見
通
し
は
ど

う
か
。

「
17
年
度
ま
で
は
学
校
、

病
院
、
庁
舎
な
ど
大
型
案
件

が
見
え
て
い
る
。
た
だ
急
激

な
仕
事
量
の
増
加
で
、
ベ
ル

ト
コ
ン
ベ
ア
ー
の
先
が
詰
ま

っ
て
い
る
の
に
ど
ん
ど
ん
仕

事
が
乗
せ
ら
れ
労
務
が
不
足

す
る
と
い
う
状
況
に
な
っ
て

い
る
。
長
期
的
な
計
画
の
も

と
で
、
分
散
し
て
仕
事
が
出

て
く
れ
ば
あ
り
が
た
い
が
、

経
済
が
冷
え
込
む
こ
と
を
考

え
る
と
そ
れ
も
難
し
い
だ
ろ

う
。
懸
念
し
て
い
る
の
は
そ

の
先
だ
。
18
年
度
以
降
、
仕

事
量
は
か
な
り
落
ち
込
む
と

み
ら
れ
、
こ
れ

は
鉄
筋
業
に
限

ら
ず
県
内
の
専

門
工
事
業
者
に

共
通
し
た
認
識

と
な
っ
て
い

る
」―

―
17
年
4

月
以
降
、
公
共

工
事
の
現
場
に

社
会
保
険
未
加

入
の
企
業
、
職
人
は
入
れ
な

く
な
る
。
対
応
は
進
ん
で
い

る
か
。

「
保
険
に
加
入
し
て
い
る

企
業
は
増
え
て
い
る
が
、
実

際
に
ど
う
な
る
か
は
不
透
明

だ
。
ゼ
ネ
コ
ン
各
社
の
回
答

は
は
っ
き
り
し
な
い
し
、
地

元
の
工
務
店
な
ど
も
そ
の
時

が
来
て
か
ら
と
い
っ
た
状
態

だ
。
工
事
業
者
も
業
種
に
よ

っ
て
温
度
差
が
あ
る
。
一
人

親
方
の
多
い
業
種
で
は
『
請

負
』の
た
め
、浸
透
は
進
ま
な

い
か
も
し
れ
な
い
。
ど
こ
ま

で
厳
格
に
運
用
さ
れ
る
か
、

こ
れ
で
わ
れ
わ
れ
の
方
針
も

変
わ
る
。
本
当
に
17
年
4
月

か
ら
現
場
に
一
切
入
れ
な
い

の
か
、
そ
こ
が
は
っ
き
り
見

え
て
こ
な
い
。
仮
に
入
れ
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
れ
ば
多

く
の
現
場
が
止
ま
っ
て
し
ま

う
。
そ
こ
で
社
会
保
険
を
掛

け
て
い
な
い
場
合
で
も
作
業

員
が
現
場
に
入
れ
る
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
と
、

保
険
に
加
入
し
て
い
る
と
こ

ろ
は
仕
事
が
減
っ
た
時
に
コ

ス
ト
競
争
力
が
な
く
な
り
厳

し
く
な
る
。
鉄
筋
で
言
え
ば

単
価
は
1
ト
ン
当
た
り
5
0

0
0
―
6
0
0
0
円
変
わ
っ

て
く
る
。
こ
れ
で
は
同
じ
土

俵
で
の
競
争
は
で
き
な
い
」

―
―
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
や
ゼ

ネ
コ
ン
、
発
注
者
な
ど
に
要

望
が
あ
れ
ば
。

「
工
期
を
理
由
に
建
築
物

の
構
造
が
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
（
Ｒ
Ｃ
造
）
か
ら
鉄
骨

造
（
Ｓ
造
）
へ
切
り
替
え
ら

れ
る
事
例
が
増
え
て
い
る

が
、
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
実

態
を
反
映
し
て
い
な
い
部
分

が
あ
る
。
職
人
不
足
は
課
題

だ
が
対
応
を
進
め
て
い
る
。

Ｓ
造
へ
の
変
更
あ
り
き
で
は

な
く
、
適
切
な
検
討
を
行
っ

て
ほ
し
い
」

「
ま
た
行
政
の
方
針
で
、

同
じ
Ｊ
Ｉ
Ｓ
規
格
（
日
本
工

業
規
格
）
の
鉄
筋
で
あ
っ
て

も
メ
ー
カ
ー
が
異
な
る
と
圧

接
し
て
は
い
け
な
い
と
い
う

こ
と
に
な
っ
て
い
る
が
、
こ

れ
を
改
善
し
て
い
き
た
い
。

規
格
が
定
め
ら
れ
て
い
る
趣

旨
に
合
わ
な
い
の
に
加
え
、

過
去
に
試
験
を
行
い
、
違
う

メ
ー
カ
ー
の
製
品
同
士
を
圧

接
し
て
も
性
能
に
問
題
の
な

い
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
鉄
骨
に
つ
い
て
は

そ
う
し
た
指
示
は
な
く
、
異

な
る
メ
ー
カ
ー
の
製
品
が
使

わ
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い

る
。
同
じ
サ
イ
ズ
の
鉄
筋
で

あ
っ
て
も
、
倉
庫
内
で
メ
ー

カ
ー
ご
と
に
分
け
て
保
管
す

る
必
要
が
あ
り
、
非
常
に
コ

ス
ト
が
掛
か
り
、
わ
れ
わ
れ

鉄
筋
加
工
業
に
と
っ
て
は
重

い
負
担
に
な
っ
て
い
る
」

（
月
森

七
海
）

愛
知
県
の
鉄
骨
製
作
フ
ァ

ブ
、
冨
士
建
鉄
は
、
Ｍ
グ
レ

ー
ド
と
中
堅
規
模
で
は
あ
る

が
、
耐
震
補
強
用
鉄
骨
の
製

作
で
は
地
区
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス

の
実
績
と
高
い
技
術
力
を
誇

り
、
特
徴
あ
る
存
在
感
を
発

揮
し
て
い
る
。
弥
富
支
社
は

2
0
0
6
年
の
開
設
以
来
、

耐
震
補
強
の
メ
ー
ン
工
場
と

し
て
機
能
し
て
き
た
が
、
直

近
で
は
一
般
鉄
骨
の
柱
製
作

機
能
も
高
め
、
同
社
の
鉄
骨

製
作
に
お
け
る
中
核
拠
点
と

な
っ
て
い
る
。

創
業
は
1
9
6
4
年
、
88

年
に
法
人
化
し
た
。
従
来
か

ら
、「
顧
客
の
要
求
に
対
し

て
、
高
い
技
術
力
で
高
品
質

な
製
品
・
管
理
を
追
求
す
る
」

と
の
方
針
の
も
と
、
技
術
力

を
重
視
し
た
経
営
を
展
開
。

Ｓ
造
鉄
骨
の
製
作
を
主
体
と

す
る
地
区
フ
ァ
ブ
が
多
い

中
、
製
作
難
度
が
高
い
Ｓ
Ｒ

Ｃ
造
の
製
作
を
中
心
と
し
、

技
術
力
の
蓄
積
を
進
め
る
と

と
も
に
、
高
付
加
価
値
な
鉄

骨
製
作
に
よ
り
収
益
重
視
の

堅
実
な
経
営
に
も
努
め
て
き

た
。大

き
な
転
機
と
な
っ
た
の

が
06
年
、
耐
震
補
強
工
事
に

高
い
ノ
ウ
ハ
ウ
を
持
つ
フ
ァ

ブ
を
Ｍ
＆
Ａ
し
た
こ
と
に
よ

る
同
工
事
へ
の
本
格
進
出
。

Ｓ
Ｒ
Ｃ
造
物
件
向
け
の
鉄
骨

製
作
で
培
っ
て
き
た
製
作
管

理
や
図
面
作
成
面
で
の
能
力

に
、
耐
震
補
強
工
事
実
績
や

商
権
、
製
作
能
力
が
加
わ
る

こ
と
で
、
シ
ナ
ジ
ー
効
果
を

発
揮
。
さ
ら
な
る
付
加
価
値

向
上
を
図
っ
て
い
る
ほ
か
、

耐
震
補
強
の
新
工
法
で
特
許

も
取
得
し
て
い
る
。

鋼
材
の
一
次
加
工
体
制
も

強
化
し
、
Ｍ
＆
Ａ
直
後
に
シ

ョ
ッ
ト
ブ
ラ
ス
ト
マ
シ
ン
も

導
入
。
穴
開
け
か
ら
切
断
、

開
先
、
シ
ョ
ッ
ト
ま
で
の
一

貫
加
工
体
制
を
整
備
し
て
い

る
ほ
か
、
部
材
製
作
だ
け
で

な
く
現
場
の
実
測
か
ら
ア
ン

カ
ー
打
ち
、
グ
ラ
フ
ト
材
注

入
な
ど
の
現
場
施
工
も
含
め

た
一
貫
施
工
が
可
能
な
、
サ

ブ
コ
ン
と
し
て
の
高
い
ス
キ

ル
も
有
す
る
。

中
部
地
区
で
は
、
以
前
か

ら
、
東
海
大
地
震
の
発
生
を

危
惧
す
る
声
が
強
く
、
学
校

や
公
共
施
設
な
ど
の
耐
震
化

工
事
が
早
く
か
ら
進
ん
で
い

た
。
こ
の
た
め
近
年
で
は
、

公
共
施
設
の
物
件
数
が
減

少
。
一
方
、
景
気
回
復
を
背

景
に
工
場
や
倉
庫
、
商
業
施

設
な
ど
の
一
般
Ｓ
造
物
件
が

増
加
し
て
き
た
こ
と
か
ら
、

13
年
3
月
に
専
用
の
三
次
元

Ｃ
Ａ
Ｄ
を
、
14
年
に
は
柱
大

組
立
用
の
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
を

相
次
い
で
導
入
し
、
Ｓ
造
鉄

骨
用
の
柱
製
作
工
場
と
し
て

の
機
能
を
強
化
し
た
。
本
社

工
場
は
梁
加
工
中
心
と
両
工

場
の
機
能
を
特
化
し
、
全
社

的
な
生
産
性
の
向
上
も
図
っ

て
い
る
。

た
だ
、
直
近
に
発
生
し
た

熊
本
地
震
の
影
響
で
、
足
元

で
は
「
耐
震
補
強
の
工
事
引

き
合
い
も
急
に
増
え
て
い

る
」（
水
谷
社
長
）
と
い
っ
た

状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
今

後
、
耐
震
補
強
用
の
鉄
骨
ニ

ー
ズ
に
対
し
て
も
再
度
、
対

応
を
強
化
す
る
考
え
。「
4
―

5
年
先
を
見
据
え
、
耐
震
鉄

骨
へ
の
取
り
組
み
を
さ
ら
に

強
化
し
て
い
く
。
次
世
代
へ

の
事
業
継
承
も
念
頭
に
、
新

た
な
耐
震
関
係
の
特
許
技
術

を
開
発
す
る
な
ど
体
制
を
整

え
て
い
く
」（
同
）
方
針
だ
。

（
安
江

芳
紀
）

【
企
業
概
要
】

▽
本
社
＝
愛
知
県
北
名
古

屋
市
熊
之
庄
古
井
4

▽
電
話
＝
0
5
6
8
―
22

―
7
7
1
9

▽
Ｆ
Ａ
Ｘ
＝
0
5
6
8
―

22
―
4
4
5
8

▽
弥
富
支
社
＝
愛
知
県
弥

富
市
子
宝
3
―
73
―
2

▽
電
話
―
＝
0
5
6
7
―

52
―
4
0
6
6

▽
Ｆ
Ａ
Ｘ
＝
0
5
6
7
―

52
―
4
0
7
7

▽
代
表
者
＝
水
谷
弥
壽
雄

▽
鉄
骨
製
作
量
＝
月
間
4

0
0
㌧
強
（
両
工
場
合
計
）

▽
人
員
＝
10
人
（
弥
富
支

社
）▽

弥
富
支
社
主
要
設
備
＝

柱
大
組
立
溶
接
ロ
ボ
ッ
ト
1

基
、
Ｈ
形
鋼
用
一
次
加
工
ラ

イ
ン
1
連
（
ド
リ
ル
マ
シ
ン

・
バ
ン
ド
ソ
ー
・
開
先
加
工

機
・
シ
ョ
ッ
ト
ブ
ラ
ス
ト
各

1
基
）、チ
ェ
ー
ン
ブ
ロ
ッ
ク

な
ど
耐
震
補
強
用
現
場
工
事

に
伴
う
設
備
多
数
な
ど

▽
主
要
資
格
者
＝
建
築
士

2
級
2
人
、
国
際
溶
接
管
理

技
術
者
（
Ｉ
Ｗ
Ｅ
）
1
人
、

溶
接
管
理
技
術
者（
Ｗ
Ｅ
Ｓ
）

1
級
1
人
・
2
級
2
人
、
鉄

骨
製
作
管
理
技
術
者
1
級
3

人
、
Ｕ
Ｔ
2
種
2
人
、
Ａ
Ｗ

検
定（
工
場
溶
接
）1
人
ほ
か

土
木
学
会
は
、
2
日
に

日
本
学
術
会
議
講
堂
で
開

催
さ
れ
た
「
熊
本
地
震
・

緊
急
報
告
会
」（
主
催
＝
日

本
学
術
会
議
、
防
災
・
災

害
復
興
に
関
す
る
学
術
連

携
委
員
会
）
で
「
イ
ン
フ

ラ
の
被
災
調
査
速
報
と
土

木
学
会
の
取
り
組
み
」
を

発
表
し
た
。

土
木
イ
ン
フ
ラ
構
造
物

で
は
、
橋
梁
に
つ
い
て
支

承
が
損
傷
し
つ
つ
も
落
橋

防
止
装
置
な
ど
で
破
壊
的

被
害
を
防
止
し
た
と
報

告
。
木
山
川
橋
（
九
州
自

動
車
道
）
で
は
前
震
後
の

本
震
で
被
害
は
拡
大
し
た

も
の
の
、
落
橋
防
止
装
置

が
機
能
し
た
。
橋
梁
で
の

移
動
制
限
装
置
で
は
、
扇

の
板
橋
（
熊
本
県
道
28

号
）、桑
鶴
大
橋
（
同
）
で

被
害
拡
大
を
回
避
で
き
た

と
写
真
で
事
例
を
紹
介
し

た
。4

月
29
―
30
日
に
派
遣

し
た
廣
瀬
典
昭
会
長
を
団

長
と
す
る
調
査
団
の
報
告

を
紹
介
。
会
長
所
見
と
し

て
熊
本
・
大
分
間
の
幹
線

交
通
通
路
を
確
保
す
る
た

め
、
代
替
交
通
路
の
整
備

が
必
要
と
提
言
。
過
去
の

地
震
被
害
の
教
訓
を
踏
ま

え
た
、
耐
震
、
復
旧
技
術

が
効
果
を
あ
げ
て
お
り
、

交
通
路
の
早
期
復
旧
に
活

か
さ
れ
て
い
る
こ
と
を
確

認
し
た
と
報
告
し
た
。

信
濃
川
の
河
口
に
ほ
ど
近

い
新
潟
の
中
心
部
、
万
代
地

区
の
近
年
の
発
展
ぶ
り
は
目

覚
ま
し
い
。
新
潟
駅
よ
り
徒

歩
10
分
、
信
濃
川
に
架
か
る

萬
代
橋
の
た
も
と
に
、
ア
パ

グ
ル
ー
プ
が
総
戸
数
1
3
6

戸
の
大
型
マ
ン
シ
ョ
ン
「
ザ

・
プ
レ
ミ
ア
新
潟

萬
代
橋
」

を
建
設
し
て
い
る
。
地
上
14

階
建
て
の
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー

ト
造
で
、
延
床
面
積
は
1
万

3
5
9
2
平
方
㍍
。
本
年
3

月
か
ら
着
工
し
て
お
り
完
成

予
定
は
2
0
1
7
年
10
月
。

設
計
・
監
理
は
ワ
シ
ヅ
設
計
、

施
工
は
熊
谷
組
・
加
賀
田
組

・
植
木
組
の
Ｊ
Ｖ
。
こ
の
マ

ン
シ
ョ
ン
は
Ｊ
Ｒ
新
潟
駅
、

複
合
一
体
型
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
施
設
の
朱

鷺
メ
ッ
セ
か

ら
1
㌔
㍍
圏

内
で
あ
り
、

商
業
の
中
心

地
と
し
て
若

者
に
人
気
の

ラ
ブ
ラ
1
、

2
、
さ
ら
に

新
潟
伊
勢
丹

も
近
い
。

さ
ら
に
万

代
地
区
で
は

旧
万
代
小
学

校
跡
地
に
住
宅
、
診
療
所
、

飲
食
店
舗
、
商
業
店
舗
、
立

体
駐
車
場
を
兼
ね
備
え
た
大

規
模
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン
の
建
設

も
始
ま
る
。「（
仮
称
）
ロ
イ

ヤ
ル
パ
ー
ク
ス
Ｅ
Ｒ
万
代
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
、
鉄
筋
コ

ン
ク
リ
ー
ト
造
、
延
床
面
積

3
万
8
0
0
0
平
方
㍍
。
着

工
は
16
年
5
月
、
完
了
予
定

18
年
4
月
。
建
築
主
は
大
和

ハ
ウ
ス
工
業
。
万
代
地
区
に

は
昨
年
、
Ａ
Ｋ
Ｂ
48
グ
ル
ー

プ
の
Ｎ
Ｇ
Ｔ
48
の
専
用
劇
場

も
オ
ー
プ
ン
し
、
他
県
か
ら

の
観
光
需
要
も
期
待
さ
れ

る
。
地
盤
沈
下
が
叫
ば
れ
る

古
町
地
区
へ
の
波
及
効
果
を

期
待
す
る
鉄
鋼
関
係
者
は
多

い
。

レ
ジ
リ
エ
ン
ス
ジ
ャ
パ

ン
推
進
協
議
会
は
12
日
、

砂
防
会
館
別
館
（
東
京
都

千
代
田
区
）
で
「
グ
リ
ー

ン
レ
ジ
リ
エ
ン
ス
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
―
生
態
系
保
全
×

国
土
強
靭
化

次
世
代
イ

ン
フ
ラ
と
し
て
の
自
然
資

本
活
用
の
時
代
へ
―
」
を

開
催
す
る
。
石
破
茂
・
地

方
創
生
担
当
大
臣
、
丸
川

珠
代
・
環
境
大
臣
の
特
別

講
演
な
ど
を
予
定
し
て
い

る
。
鉄
鋼
関
連
で
は
、
日

鉄
住
金
建
材
の
取
り
組
み

に
つ
い
て
、
浅
田
泰
男
専

務
が
事
例
紹
介
を
行
う
予

定
。
定
員
は
4
0
0
人
で

入
場
は
無
料
、
シ
ン
ポ
ジ

ウ
ム
終
了
後
の
懇
親
会
は

会
費
5
0
0
0
円
。

第
一
部
で
は
来
賓
と
し

て
加
藤
勝
信
・
国
土
強
靭

化
担
当
大
臣
が
あ
い
さ
つ

す
る
ほ
か
、
赤
澤
亮
正
・

国
土
強
靭
化
担
当
副
大
臣

が
基
調
講
演
を
行
う
。
第

二
部
で
は
グ
リ
ー
ン
レ
ジ

リ
エ
ン
ス
の
事
例
発
表
を

行
う
。
第
三
部
で
は
石
破

地
方
創
生
担
当
大
臣
、
丸

川
環
境
大
臣
の
特
別
講
演

の
ほ
か
、
有
識
者
に
よ
る

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ

ン
も
予
定
し
て
い
る
。

国
土
交
通
省
は
熊
本
県

阿
蘇
郡
南
阿
蘇
村
（
阿
蘇

大
橋
地
区
）
で
発
生
し
た

土
砂
災
害
に
つ
い
て
、
二

次
災
害
を
防
ぐ
た
め
に
緊

急
的
な
対
策
工
事
を
実
施

す
る
。
事
業
費
は
約
20
億

円
で
、
土
留
壁
工
Ｌ
＝
3

0
0
㍍
、
斜
面
対
策
3
万

平
方
㍍
を
行
う
。

熊
本
地
震
で
は
、
地
盤

が
揺
れ
た
こ
と
に
よ
り
、

大
雨
な
ど
に
よ
り
土
砂
災

害
が
広
が
る
こ
と
が
懸
念

さ
れ
て
い
る
。
国
土
交
通

省
で
は
現
地
で
の
調
査
を

進
め
て
い
る
。

2
日
、
日
本
学
術
会
議

な
ど
が
開
い
た
熊
本
地
震

・
緊
急
報
告
会
で
池
田
豊

人
技
術
審
議
官
は
「
南
阿

蘇
地
区
の
約
1
0
0
0
カ

所
で
点
検
し
、
約
1
割
に

あ
た
る
1
2
0
カ
所
で
対

応
が
必
要
」
と
し
、
緊
急

を
要
す
る
と
の
考
え
を
示

し
た
。

弥富支社で製作・施工した大型耐震補強工事

耐
震
鉄
骨
で
存
在
感
発
揮

高
い
技
術
力
、新
工
法
の
特
許
も

中村会長

大規模ニュータウン今月着工

日刊産業新聞16.5.9

18
年
度

以

降

仕
事
量
落
ち
込
み
懸
念

新潟万代地区

マンション建設現場

香川県鉄筋業
協同組合理事長

武田 美治氏
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近
畿
圏
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

近
畿
圏
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｙ　
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ

Ｍ
Ｏ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｙ　
Ｉ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｖ
Ｉ
Ｅ
Ｗ

中
学
校
で
T
P
P
討
論
会

中
学
校
で
T
P
P
討
論
会

鉄
鋼
業
へ
の
影
響
議
論

三晃金属

メ
タ
ル
ー
フ

営
業
部

成
形
品
を
拡
販

商
品
説
明
会
で
新
技
術
提
案

鉄スクラップ入荷3年ぶり減
15年度 大阪府下ヤード15年度 大阪府下ヤード

メーカー直送15.8%ダウン

日
本
経
済
と
公
共
投
資

建
設
焦
点
に
講
演
会
開
く

公
共
工
事
件
数

請
負
額
と
も
に
減

15
年
度
近
畿

―
―
工
業
会
と
の
接
点
と
、
当
時

の
社
会
情
勢
は
。

「
初
め
て
工
業
会
に
参
加
し
た
の

は
、
1
9
9
3
年
に
犬
山
で
開
催
し

た
、
第
6
回
と
な
る
中
部
支
部
主
幹

の
全
国
大
会
に
お
い
て
実
行
を
手
伝

っ
た
時
。
支
部
の
運
営
は
先
代
の

方
々
の
世
代
が
中
心
で
、
私
は
で
き

た
ば
か
り
の
名
古
屋
鉄
源
協
議
会
の

活
動
が
主
だ
っ
た
。
し
か
し
、
鉄
源

会
の
方
に
若
手
が
多
く
参
加
し
て
い

た
こ
と
も
あ
り
、
大
会
の
案
内
や
会

場
手
配
な
ど
を
鉄
源
会
メ
ン
バ
ー
が

手
掛
け
る
こ
と
に
な
っ
た
こ
と
が
き

っ
か
け
だ
っ
た
。
当
時
は
第
4
代
の

三
浦
伊
久
多
郎
氏
（
紅
久
商
店
）
が

支
部
長
を
務
め
ら
れ
て
い
た
頃
で
、

1
9
9
0
年
の
東
西
ド
イ
ツ
の
統
一

に
始
ま
り
バ
ブ
ル
の
崩
壊
な
ど
、
鉄

ス
ク
ラ
ッ
プ
業
界
の
貢
献
で
き
る
点

が
多
い
こ
と
か
ら
皆
が
奮
闘
し
て
い

た
。
話
し
合
う
事
柄
も
多
く
、
議
論

の
場
と
し
て
も
支
部
が
大
い
に
活
用

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
か
ら
い
よ
い
よ

勉
強
す
る
こ
と
が
多
く
な
っ
て
く
る

若
手
に
は
大
変
良
質
な
学
び
の
場
だ

っ
た
。
世
界
的
な
ボ
ー
ダ
レ
ス
化
、

フ
ラ
ッ
ト
化
の
大
き
な
波
が
起
こ
り

始
め
て
い
た
頃
。
名
古
屋
鉄
源
協
議

会
が
発
足
し
た
遠
因
と
も
い
え
る

が
、
国
内
で
は
需
要
の
低
迷
で
価
格

の
下
落
と
荷
余
り
が
顕
著
に
な
っ
て

お
り
、
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
の
輸
出
の
必

要
性
が
高
ま
っ
て
い
た
中
、
第
1
回

の
鉄
源
会
で
共
同
輸
出
が
行
わ
れ

た
。
全
国
で
も
同
業
者
が
連
な
っ
た

共
同
の
輸
出
は
き
わ
め
て
珍
し
い
事

例
だ
っ
た
こ
と
も
記
憶
に
新
し
い
」

―
―
支
部
長
就
任
前
後
の
環
境

は
。「

本
格
的
に
工
業
会
に
携
わ
る
の

は
2
0
0
0
年
前
後
。
2
0
0
0
年

に
は
第
13
回
の
桑
名
で
開
催
し
た
中

部
主
幹
の
全
国
大
会
が
開
か
れ
た
。

第
5
代
の
桑
原
清
支
部
長
（
朝
日
金

属
）
の
頃
で
、
桑
原
氏
が
大
会
の
実

行
委
員
長
を
務
め
、
当
時
支
部
運
営

の
中
心
に
い
た
我
々
の
世
代
が
実
務

を
全
面
的
に
委
ね
ら
れ
て
い
た
。
工

業
会
活
動
に
引
き
ず
り
込
ま
れ
、
の

め
り
込
む
よ
う
に
な
っ
た
の
は
正
に

こ
の
イ
ベ
ン
ト
が
き
っ
か
け
。
1
9

9
8
年
に
は
ア
メ
リ
カ
の
コ
ン
ポ
ジ

ッ
ト
プ
ラ
イ
ス
が
1
0
0
㌦
を
割
り

込
み
、
世
界
同
時
ス
ク
ラ
ッ
プ
安
と

言
わ
れ
、
往
時
の
業
界
の
環
境
は
最

悪
と
言
っ
て
い
い
状
況
だ
っ
た
。
国

内
も
日
産
自
動
車
が
苦
境
に
立
た
さ

れ
、
世
上
の
空
気
は
と
に
か
く
重
い

時
代
だ
っ
た
が
、
そ
の
景
気
の
悪
さ

の
中
で
、
ま
だ
ま
だ
隣
の
同
業
者
を

商
売
敵
に
し
か
考
え
る
こ
と
が
で
き

な
か
っ
た
風
潮
に
変
化
が
生
じ
た
。

世
界
的
な
産
業
構
造
の
変
化
の
流
れ

が
我
々
の
理
屈
を
超
え
た
と
こ
ろ
で

日
々
進
ん
で
い
た
こ
と
も
あ
り
、
個

人
で
の
情
報
収
集
に
限
界
を
感
じ
、

横
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
し
、
良
き

仲
間
と
し
て
悩
み
を
共
有
す
る
こ
と

に
よ
っ
て
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
を
高
め

て
い
こ
う
と
い
う
気
持
ち
が
醸
成
さ

れ
て
い
っ
た
よ
う
に
思
う
。
車
の
両

輪
と
言
わ
れ
た
工
業
会
と
鉄
源
会
の

活
動
が
さ
ら
に
活
発
化
し
出
し
、
関

東
、
中
部
、
関
西
の
鉄
源
会
で
合
同

会
議
も
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ

ら
に
公
的
な
事
案
に
対
し
工
業
会
が

あ
た
る
と
い
う
形
が
で
き
た
。
支
部

で
は
事
務
局
の
体
制
も
刷
新
し
、
労

働
安
全
衛
生
の
講
習
会
な
ど
、
が
む

し
ゃ
ら
に
支
部
の
課
題
に
取
り
組
ん

だ
。
気
づ
け
ば
支
部
長
に
な
っ
て
い

た
」―

―
支
部
長
就
任
後
の
取
り
組
み

な
ど
。

「
当
時
の
桑
名
で
の
全
国
大
会
開

催
に
あ
た
っ
て
は
大
会
の
実
務
を
事

務
局
と
協
力
し
て
行
っ
て
い
た
が
、

若
手
を
中
心
と
す
る
全
国
大
会
の
実

行
委
員
は
大
き
な
仕
事
を
や
り
遂
げ

る
過
程
で
他
支
部
や
自
治
体
と
の
折

衝
か
ら
講
演
、
イ
ベ
ン
ト
の
手
配
に

そ
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
管
理
ま
で
、
大

会
の
運
営
全
て
に
携
わ
る
。
そ
こ
で

得
た
ノ
ウ
ハ
ウ
や
自
信
と
い
っ
た
も

の
を
活
用
す
る
目
的
で
、
そ
の
ま
ま

支
部
の
運
営
委
員
会
と
し
て
メ
ン
バ

ー
を
登
用
す
る
シ
ス
テ
ム
を
ま
ず
立

ち
上
げ
た
。
支
部
の
人
材
育
成
や
メ

ン
バ
ー
の
編
成
に
か
か
る
エ
ネ
ル
ギ

ー
を
軽
く
し
た
い
と
い
う
思
い
も
あ

っ
た
が
、
大
会
実
行
委
員
を
た
だ
解

散
す
る
の
は
も
っ
た
い
な
い
と
い
う

想
い
が
強
か
っ
た
。
続
い
て
私
の
独

断
で
副
支
部
長
の
役
職
も
設
け
た
。

副
支
部
長
を
3
県
と
商
社
か
ら
、
顔

が
広
く
実
行
力
に
長
け
た
方
に
お
願

い
し
、
こ
の
2
つ
の
施
策
で
は
運
営

の
効
率
化
や
速
や
か
な
情
報
伝
達
、

一
段
の
交
流
の
深
化
が
図
れ
た
と
一

定
の
成
果
を
感
じ
て
い
る
。
だ
が
北

陸
や
長
野
な
ど
で
は
会
員
企
業
数
が

少
な
い
こ
と
も
あ
り
、
組
織
だ
っ
た

定
期
的
な
取
り
組
み
が
難
し
く
、
支

部
長
任
期
を
一
貫
し
て
8
県
全
域
の

一
体
感
の
創
出
を
使
命
と
し
て
き

た
。
中
部
支
部
は
愛
知
、
岐
阜
、
三

重
、
静
岡
、
長
野
、
福
井
、
富
山
、

石
川
の
8
県
で
構
成
す
る
が
、
ま
ず

全
県
を
行
脚
す
る
と
こ
ろ
か
ら
手
を

付
け
、
顔
を
突
き
合
わ
せ
新
し
い
支

部
長
を
知
っ
て
も
ら
い
、
中
部
支
部

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
機
能
さ
せ
る
こ

と
に
し
た
。
と
に
か
く
県
部
会
や
講

習
会
な
ど
の
機
会
に
は
出
来
る
限
り

顔
を
出
す
と
い
う
こ
と
を
、
10
年
に

わ
た
り
継
続
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

支
部
の
一
体
感
と
い
う
意
味
で
特
に

長
足
の
進
歩
だ
っ
た
の
は
、
北
陸
で

知
己
を
得
て
親
交
を
深
め
た
こ
と

で
、
北
陸
3
県
の
合
同
県
部
会
を
開

催
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
。
各

県
の
キ
ー
パ
ー
ソ
ン
と
話
し
合
い
を

重
ね
実
現
に
至
っ
た
も
の
で
、
会
に

は
私
は
も
と
よ
り
、
中
辻
恒
文
会
長

(

中
辻
産
業)

な
ど
に
も
都
度
、
同
行

し
て
も
ら
う
こ
と
で
会
開
催
の
意
義

を
高
め
る
こ
と
が
で
き
た
。
静
岡
、

長
野
で
も
同
様
で
、
業
務
上
の
絡
み

も
あ
り
工
業
会
活
動
に
も
う
一
歩
を

踏
み
込
め
な
い
方
々
に
も
礼
を
尽
く

し
話
し
合
い
の
場
に
出
て
も
ら
っ

た
。
勿
論
決
裂
も
あ
っ
た
が
、
悔
い

を
残
さ
な
い
よ
う
に
足
を
使
っ
た
10

年
だ
っ
た
」

―
―
昨
年
金
沢
で
実
施
し
た
第
27

回
全
国
大
会
は
。

「
先
に
も
触
れ
た
よ
う
な
経
緯
か

ら
、
第
20
回
の
浜
松
大
会
終
了
後
に

金
沢
で
の
次
回
開
催
を
心
に
決
め
て

い
た
。
こ
れ
ま
で
中
部
主
幹
の
全
国

大
会
は
犬
山
、
桑
名
、
浜
松
の
流
れ

で
、
他
支
部
で
も
太
平
洋
側
で
の
開

催
が
過
半
。
日
本
海
側
で
開
催
す
る

こ
と
に
意
味
を
感
じ
て
い
た
。
北
陸

の
会
員
企
業
に
集
ま
っ
て
頂
き
、
北

陸
で
の
全
国
大
会
開
催
の
意
義
を
説

き
、
賛
同
を
も
ら
う
こ
と
が
で
き
た

の
は
大
き
な
喜
び
だ
っ
た
。
結
果
と

し
て
北
陸
新
幹
線
開
通
な
ど
が
重
な

っ
た
の
は
で
き
す
ぎ
だ
っ
た
が
、
支

部
内
の
交
流
が
広
が
り
、
組
織
の
団

結
を
よ
り
強
固
な
も
の
に
で
き
た
。

今
で
は
業
務
対
策
員
会
で
行
っ
て
い

る
若
手
の
会
な
ど
の
研
修
で
、
北
陸

会
員
企
業
へ
の
訪
問
が
行
わ
れ
る
な

ど
、
支
部
内
で
の
交
流
も
行
え
る
よ

う
に
な
っ
て
き
た
」

―
―
新
体
制
へ
の
想
い
は
。

「
新
体
制
の
運
営
委
員
会
に
は
北

陸
会
員
も
名
を
連
ね
、
新
し
い
風
が

吹
い
て
い
る
と
感
じ
る
。
岡
田
氏
を

中
心
に
40
代
―
50
代
の
次
世
代
に

は
、
私
の
で
き
な
か
っ
た
こ
と
と
し

て
現
在
、
関
西
、
九
州
で
発
足
し
て

い
る
若
手
の
会
を
次
世
代
の
育
成
と

引
き
上
げ
を
か
ね
て
結
成
し
、
中
部

以
外
の
地
区
と
の
交
流
も
発
展
さ
せ

て
ほ
し
い
。
在
任
中
に
は
リ
ー
マ
ン

・
シ
ョ
ッ
ク
や
東
日
本
大
震
災
な
ど

日
本
経
済
が
揺
ら
ぐ
も
の
も
多
々
あ

り
翻
弄
さ
れ
た
時
も
あ
っ
た
が
、
地

道
に
で
き
る
こ
と
を
探
し
て
取
り
組

ん
だ
。
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
守
る

た
め
に
、
業
界
と
し
て
な
す
べ
き
こ

と
も
多
い
。
今
夏
に
は
、
日
本
サ
イ

ド
の
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
違
反
に
端

を
発
し
、
韓
国
の
求
め
る
日
本
産
ス

ク
ラ
ッ
プ
に
対
す
る
放
射
線
対
策
の

規
制
が
さ
ら
に
強
化
さ
れ
る
見
通
し

が
あ
る
ほ
か
、
違
法
ヤ
ー
ド
な
ど
の

対
応
も
急
が
れ
る
。
リ
サ
イ
ク
ル
に

対
し
て
責
任
を
持
て
る
企
業
が
主
体

と
な
っ
て
活
動
し
、
誠
実
な
企
業
を

守
る
よ
う
行
政
へ
も
対
応
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
必
要
も

あ
る
。
真
摯
に
リ
サ
イ
ク
ル
に
取
り

組
む
会
員
企
業
に
寄
り
添
い
、
育
成

で
き
る
素
地
を
広
げ
て
も
ら
い
た

い
」

（
阿
部

拓
也
）

日
本
鉄
リ
サ
イ
ク
ル
工
業
会
中
部
支
部
は
、
今
月
19
日
開
催
の
総

会
を
も
っ
て
5
期
、
10
年
の
任
期
を
勤
め
上
げ
た
第
6
代
中
部
支
部

長
の
伊
藤
弘
之
氏
（
大
成
金
属
社
長
）
が
退
き
、
岡
田
健
二
氏
（
岡

田
金
属
社
長
）
を
新
支
部
長
に
据
え
た
新
体
制
が
発
足
す
る
。
こ
の

10
年
の
間
に
、
Ｉ
Ｔ
化
の
加
速
を
背
景
に
し
た
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ

ョ
ン
の
進
展
と
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
参
入
な
ど
に
見
ら
れ
る
ボ
ー
ダ
レ

ス
化
に
伴
っ
た
物
流
の
流
動
化
加
速
と
い
っ
た
激
し
い
環
境
の
変
化

に
即
応
す
る
果
断
な
施
策
を
行
い
、
8
県
を
ま
と
め
る
支
部
組
織
の

融
和
と
、
効
率
的
な
運
営
の
推
進
に
心
を
砕
い
て
き
た
伊
藤
氏
に
、

回
顧
と
展
望
を
聞
い
た
。

▽
伊
藤
弘
之（
い
と
う
・
ひ
ろ
ゆ
き
）氏
＝
1
9
7
7
年
和
歌
山
大
学
経
済
学
部
卒
、同
年
大
阪
鋼
材

（
現
日
鉄
住
金
物
産
）入
社
、85
年
大
成
金
属
入
社
、99
年
社
長
就
任
。06
年
か
ら
日
本
鉄
リ
サ
イ
ク
ル
工

業
会
中
部
支
部
長
を
務
め
る
。

環
太
平
洋
連
携
協
定

（
Ｔ
Ｐ
Ｐ
）
の
承
認
案
が

秋
の
臨
時
国
会
に
先
送
り

さ
れ
る
と
い
う
状
況
下
、

大
阪
府
の
島
本
町
立
第
一

中
学
校
で
29
日
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

の
是
非
お
よ
び
鉄
鋼
業
や

農
業
な
ど
へ
の
影
響
を
め

ぐ
る
討
論
が
行
わ
れ
た
。

同
校
は
新
聞
を
教
材
に

活
用
す
る
Ｎ
Ｉ
Ｅ
実
践
指

定
校
で
、
討
論
会
は
新
聞

を
活
用
し
た
社
会
科
授
業

の
一
環
。
今
回
は
3
年
生

が
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
題
材
に
、
生

活
に
身
近
な
鉄
鋼
業
や
製

造
業
、
農
業
に
つ
い
て
考

察
し
、
各
自
が
意
見
を
発

表
。
ク
ラ
ス
ご
と
に
2
―

3
人
が
新
聞
を
用
い
な
が

ら
数
日
前
か
ら
準
備
し
て

い
た
提
案
を
た
た
き
台

に
、
議
論
が
進
め
ら
れ
た

＝
写
真
。

当
初
は
日
本
の
農
業
保

護
の
観
点
か
ら
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ

反
対
の
声
も
多
か
っ
た

が
、今
回
の
議
論
で
は「
鉄

鋼
や
家
電
、
農
業
の
い
ず

れ
の
分
野
に
し
て
も
、
海

外
と
の
結
び
つ
き
が
強
く

な
り
、
国
際
競
争
か
ら
国

際
分
業
化
す
る
こ
と
で
、

戦
争
に
向
か
い
に
く
い
状

況
を
構
築
で
き
る
」「
世
界

経
済
の
中
で
日
本
の
独
自

性
を
打
ち
出
す
絶
好
の
機

会
」
な
ど
の
肯
定
的
な
意

見
の
ほ
か
、「
目
先
の
自
国

の
利
益
の
み
追
っ
て
い

る
。
世
界
規
模
で
考
え
て

い
か
な
け
れ
ば
」
と
の
冷

静
な
意
見
も
出
て
い
た
。

当
日
は
祝
日
を
利
用
し

た
参
観
日
で
、
多
く
の
父

母
や
関
係
者
等
が
見
守
る

中
、
活
発
な
意
見
交
換
が

行
わ
れ
た
。
3
年
生
の
谷

口
愛
実
さ
ん
は
「
こ
れ
ま

で
Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
に
興
味
が

な
か
っ
た
が
、
新
聞
学
習

を
通
じ
て
も
っ
と
学
び
た

い
と
感
じ
た
」
と
前
向
き

な
意
見
の
ほ
か
、
同
じ
く

3
年
生
の
竹
原
愛
恵
さ
ん

は
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
つ
い
て
調

べ
る
ほ
ど
に
、
賛
否
に
つ

い
て
考
え
が
揺
れ
る
」
と

率
直
な
感
想
を
語
っ
た
。

授
業
を
企
画
し
た
同
校

の
飯
島
知
明
教
諭
は
「
自

分
達
の
周
り
で
起
こ
っ
て

い
る
物
事
に
つ
い
て
考
え

る
き
っ
か
け
に
つ
な
が
っ

た
と
思
う
」
と
語
っ
た
。

な
お
6
月
に
は
同
教
諭

が
発
案
し
て
行
わ
れ
て
い

る
、
大
阪
府
下
の
中
学
生

が
集
結
す
る
社
会
討
論
の

第
9
回
目
討
論
会
が
大
阪

市
立
咲
く
や
こ
の
花
中
学

校
で
開
催
さ
れ
る
予
定
。

三
晃
金
属
工
業
は
、
本

年
度
の
大
阪
三
友
会
総
会

で
商
品
説
明
会
を
開
催

し
、
建
材
事
業
部
メ
タ
ル

ル
ー
フ
営
業
部
の
注
力
商

品
や
施
工
効
率
化
に
貢
献

す
る
新
技
術
を
提
案
し

た
。建

材
事
業
部
メ
タ
ル
ル

ー
フ
営
業
部
（
深
堀
伸
哉

部
長
）
は
、
同
社
長
田
野

製
作
所
内
（
京
都
府
福
知

山
市
）
を
拠
点
に
営
業
担

当
者
を
配
置
。
建
材
事
業

部
で
培
っ
て
き
た
住
宅
関

連
部
材
の
生
産
・
出
荷
な

ど
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
活
用

し
、
成
型
品
の
販
売
拡
充

を
図
っ
て
い
る
。

主
力
商
品
は
、
踏
み
込

む
だ
け
の
ワ
ン
タ
ッ
チ
施

工
の
立
葺
か
ん
合
式
屋
根

「
ス
ピ
ー
ド
ロ
ッ
ク
」、施

工
時
間
を
大
幅
短
縮
し
耐

候
性
も
ア
ッ
プ
し
た
ワ
ン

タ
ッ
チ
か
ん
合
方
式
の
ボ

ル
ト
レ
ス
屋
根
「
サ
ン
コ

ー
ス
テ
ッ
プ
1
1
0
」、横

葺
ラ
イ
ン
で
シ
ン
プ
ル
な

美
し
さ
を
明
確
に
表
現
し

た
「
段
ル
ー
フ
2
0
0
」

な
ど
。

「
段
ル
ー
フ
2
0
0
」

は
、
ジ
ョ
イ
ン
ト
部
に
キ

ャ
ッ
プ
レ
ス
方
式
を
取
り

入
れ
意
匠
性
と
防
水
性
を

向
上
さ
せ
た
。
端
部
腐
食

を
抑
制
し
て
い
る
こ
と
も

特
長
。

一
方
、「
サ
ン
コ
ー
ロ
ッ

ク
」
を
ベ
ー
ス
に
断
面
形

状
を
改
良
し
、
高
強
度
化

を
図
り
開
発
し
た
新
商
品

と
し
て
「
丸
馳
折
版
ロ
ッ

ク
」
も
提
案
。
商
品
説
明

会
で
は
、
動
画
を
用
い
な

が
ら
機
能
や
特
徴
を
紹
介

し
た
。

メ
タ
ル
ル
ー
フ
営
業
部

は
発
足
か
ら
3
年
目
に
入

っ
て
お
り
、
拠
点
の
あ
る

関
西
地
区
や
西
日
本
を
中

心
に
成
型
品
の
営
業
を
強

化
す
る
。

関
西
鉄
源
協
議
会
（
代

表
幹
事
＝
黒
川
友
二
・
扶

和
メ
タ
ル
社
長
）
が
ま
と

め
た
2
0
1
5
年
度
の
大

阪
府
下
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
ヤ

ー
ド
入
荷
量
は
、
会
員
分

総
計
で
前
年
度
比
6
・
0

％
減
の
1
0
5
万
2
0
3

9
㌧
と
な
り
、
3
年
ぶ
り

に
減
少
に
転
じ
た
。
内
訳

は
ヤ
ー
ド
入
荷
分
が
3
・

0
％
減
の
83
万
2
2
5
7

㌧
と
小
幅
減
に
と
ど
ま
っ

た
が
、
メ
ー
カ
ー
直
送
分

に
つ
い
て
は
15
・
8
％
減

の
21
万
7
9
8
2
㌧
に
落

ち
込
ん
だ
。

品
種
別
で
は
工
場
発
生

ス
ク
ラ
ッ
プ
の
う
ち
、
新

断
が
3
・
6
％
減
の
14
万

3
1
4
3
㌧
、
ダ
ラ
イ
粉

が
4
・
0
％
増
の
7
万
7

5
9
9
㌧
だ
っ
た
。
新
断

ス
ク
ラ
ッ
プ
に
つ
い
て
は

「
弱
電
関
係
が
依
然
と
し

て
低
迷
し
て
い
る
一
方

で
、
自
動
車
関
連
は
堅
調

推
移
し
た
」（
流
通
筋
）
こ

と
な
ど
に
よ
り
、
3
年
連

続
で
14
万
㌧
台
を
維
持
。

ダ
ラ
イ
粉
は
2
年
連
続
の

増
加
で
、
10
年
度
か
ら
6

年
連
続
で
7
万
㌧
台
と
大

き
な
変
動
は
な
か
っ
た
。

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
加
工
母

材
の
メ
ー
ン
と
な
る
ヘ
ビ

ー
ス
ク
ラ
ッ
プ
に
つ
い
て

は
、
3
・
7
％
減
の
83
万

2
2
5
7
㌧
と
な
り
、
2

年
連
続
で
減
少
し
た
。「
下

期
以
降
、
期
待
さ
れ
て
い

た
建
築
着
工
が
進
ま
ず
、

解
体
も
遅
れ
遅
れ
と
な
っ

て
い
た
。
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ

価
格
の
下
落
も
影
響
し
た

の
で
は
」（
ヤ
ー
ド
筋
）
と

い
う
。
年
度
末
に
か
け
て

「
中
小
案
件
を
中
心
に
解

体
が
動
き
出
し
た
」（
同
）

と
の
声
も
聞
か
れ
る
一
方

で
、「
会
員
以
外
で
新
た
に

設
備
を
導
入
し
た
ヤ
ー
ド

や
中
国
系
業
者
な
ど
が
数

量
を
伸
ば
し
て
い
る
影
響

も
あ
る
」（
同
）
と
の
声
も

聞
か
れ
る
。

16
年
度
に
つ
い
て
も
ホ

テ
ル
、
物
流
倉
庫
棟
の
新

規
着
工
が
控
え
る
な
ど

「
下
期
へ
向
け
た
建
築
需

要
の
回
復
は
期
待
さ
れ
て

い
る
」（
商
社
）
も
の
の
、

「
首
都
圏
の
よ
う
な
ボ
リ

ュ
ー
ム
は
な
い
。
解
体
も

同
様
で
は
」（
ヤ
ー
ド
筋
）

と
慎
重
な
見
通
し
。「
15
年

度
に
比
べ
て
大
き
く
落
ち

込
む
こ
と
は
な
い
と
み
ら

れ
る
が
、
建
設
機
械
の
落

ち
込
み
に
よ
る
ス
ク
ラ
ッ

プ
の
発
生
低
迷
、
新
規
プ

レ
ー
ヤ
ー
増
加
に
よ
る
競

争
激
化
な
ど
先
行
き
不
透

明
な
部
分
が
多
い
」（
同
）

と
の
見
方
も
出
て
い
る
。

西
日
本
建
設
業
保
証
、

建
設
総
合
サ
ー
ビ
ス
、
建

設
経
済
研
究
所
は
こ
の
ほ

ど
、
大
阪
市
西
区
の
建
設

交
流
館
で
「
日
本
経
済
と

公
共
投
資
」
を
テ
ー
マ
に

し
た
建
設
経
済
リ
ポ
ー
ト

講
演
会
を
開
催
、
建
設
業

関
連
企
業
な
ど
か
ら
約
2

2
0
人
が
参
加
し
た
。

冒
頭
、
国
土
交
通
省
近

畿
地
方
整
備
局
の
朝
比
奈

志
浩
副
局
長
は
「
2
0
1

6
年
度
の
近
畿
地
方
整
備

局
の
予
算
約
9
7
7
6
億

円
が
決
ま
っ
た
が
、
安
倍

首
相
か
ら
上
半
期
に
前
倒

し
で
計
画
を
実
施
し
て
く

れ
と
言
わ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
ど
ん
な
に
急
ぐ
べ

き
工
事
で
も
死
亡
者
を
出

し
て
は
い
け
な
い
。
常
日

ご
ろ
か
ら
高
い
緊
張
感
を

も
っ
て
工
事
に
従
事
さ
せ

て
も
ら
い
た
い
。
そ
の
ほ

か
、
社
会
保
険
の
加
入
促

進
に
も
行
政
、
元
請
け
、

下
請
け
が
心
を
一
つ
に
し

て
取
り
組
ん
で
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

講
演
内
容
は
以
下
の
通

り
。▽

国
内
建
設
投
資
の
動

向
と
中
長
期
予
測

▽
地
域
別
の
社
会
資
本

整
備
動
向
（
近
畿
ブ
ロ
ッ

ク
）▽

建
設
技
能
労
働
者
の

現
状
と
人
材
確
保
に
向
け

た
課
題

▽
公
共
工
事
の
入
札
契

約
制
度
改
革
へ
の
取
り
組

み

西
日
本
建
設
業
保
証
の

ま
と
め
に
よ
る
と
、
2
0

1
5
年
度
の
近
畿
の
公
共

工
事
件
数
は
2
万
1
6
6

3
件（
前
年
同
期
比
9
・
7

％
減
）、請
負
金
額
は
1
兆

4
5
5
8
億
7
9
0
0
万

円
（
2
・
1
％
減
）
と
な

っ
た
。

地
域
別
の
累
計
請
負
金

額
で
は
、
奈
良
が
2
桁
増

と
な
っ
た
一
方
、
和
歌
山

が
20
％
を
超
え
る
減
少
を

示
し
た
。
大
阪
5
1
9
0

億
2
3
0
0
万
円
（
5
％

増
）、滋
賀
22
億
5
3
0
0

万
円（
10
・
1
％
減
）、京
都

1
9
1
2
億
1
7
0
0
万

円（
5
・
5
％
減
）、奈
良
1

1
0
5
億
9
9
0
0
万
円

（
12
・
9
％
増
）、和
歌
山

1
5
5
4
億
9
2
0
0
万

円
（
23
・
9
％
減
）、兵
庫

3
6
4
6
億
9
0
0
0
万

円
（
1
・
3
％
増
）。

発
注
者
別
の
累
計
請
負

金
額
で
は
、
そ
の
他
公
共

的
団
体
が
40
％
を
超
え
る

増
加
と
な
っ
た
一
方
、
国

が
25
％
近
い
減
少
を
示
し

た
。
国
1
5
0
1
億
1
1

0
0
万
円（
24
・
1
％
減
）、

独
立
行
政
法
人
2
0
6
5

億
8
2
0
0
万
円
（
30
％

増
）、府
県
3
3
7
8
億
7

1
0
0
万
円
（
9
・
4
％

減
）、市
町
村
6
0
3
1
億

2
3
0
0
万
円（
6
・
6
％

減
）、そ
の
他
公
共
的
団
体

1
5
8
1
億
9
0
0
0
万

円
（
42
・
2
％
増
）。

16
年
3
月
単
月
の
近
畿

公
共
工
事
件
数
は
1
0
8

8
件（
10
・
3
％
減
）、請
負

金
額
は
1
1
7
2
億
円

（
8
・
5
％
増
）と
な
っ
た
。

地
域
別
の
16
年
3
月
の

請
負
金
額
は
大
阪
4
6
1

億
7
4
0
0
万
円（
34
・
9

％
増
）、滋
賀
68
億
4
0
0

0
万
円
（
63
％
減
）、京
都

2
1
2
億
4
1
0
0
万
円

（
53
・
8
％
増
）、奈
良
68
億

2
3
0
0
万
円（
4
・
4
％

減
）、和
歌
山
1
1
4
1
億

1
6
0
0
万
円（
24
・
6
％

増
）、兵
庫
2
4
7
億
9
6

0
0
万
円
（
2
％
減
）。京

都
が
50
％
を
超
え
る
増
加

と
な
っ
た
一
方
、
滋
賀
が

70
％
近
く
減
少
し
た
。

発
注
者
別
の
累
計
請
負

金
額
は
国
2
1
5
億
4
4

0
0
万
円（
68
・
8
％
増
）、

独
立
行
政
法
人
1
6
7
億

3
3
0
0
万
円（
1
1
8
・

4
％
増
）、府
県
2
3
8
億

7
5
0
0
万
円（
20
・
4
％

減
）、市
町
村
4
6
2
億
6

0
0
0
万
円
（
6
・
3
％

減
）、そ
の
他
公
共
的
団
体

88
億
7
8
0
0
万
円
（
6

・
4
％
増
）。独
立
行
政
法

人
が
1
0
0
を
超
え
る
大

幅
増
と
な
っ
た
一
方
、
府

県
が
20
％
を
超
え
る
減
少

を
示
し
た
。

3
月
分
の
主
な
大
型
工

事
明
細
は
別
表
の
通
り
。

近畿地区の主な大型公共工事明細（3月）
工事名 工事場所 対象金額 着工日

新名神高速道路箕面トンネル～東畦野トンネ
ル間非常用設備工事 大阪府茨木市 3,596 2015/9/3
安威川ダム建設工事 大阪府茨木市 3,6502014/3/24
こうごう福祉センター障害者支援施設2およ
び3新築工事 大阪府富田林市 2,6892016/3/30
堺市百舌鳥深井汚水線建設工事 大阪府堺市 1,9802015/1/24
天ケ瀬ダム再開発トンネルゲート室部本体他
建設工事 京都府宇治市 1,890 2016/3/4
クリーンセンター施設整備工事26 京都府木津川市 2,5902015/3/19
（西日本建設業保証まとめ、同社保証分、単位：100万円）

副支部長設け交流深化
8
県
行
脚
し

一
体
感
醸
成

▼中部8県まとめ組織効率運営
日本鉄リサイクル工業会
中部支部長（大成金属社長） 伊藤弘之氏

決断―The Big Decision
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弱
も
ち
あ
い
調

需
要
は
底
堅
く

下
げ
止
ま
り
の
兆
し

模
様
眺
め
の
展
開

下
値
切
り
上
が
る

5
万
円
台
乗
せ

現
行
価
格
帯
の
流
れ

地
区
内
は
上
昇
一
服

強
含
み
横
ば
い

輸
出
高
映
し
強
基
調

薄
板
は
弱
横
ば
い
。
市

中
価
格
は
熱
延
鋼
板
（
中

板
）
が
5
万
3
0
0
0
―

5
万
4
0
0
0
円
、
冷
延

鋼
板
が
6
万
3
0
0
0
―

6
万
4
0
0
0
円
、
電
気

め
っ
き
鋼
板
（
熱
延
ベ
ー

ス
）
が
7

万
3
0
0

0
―
7
万

4
0
0
0

円
。先

行
き
の
仕
入
れ
上
昇

懸
念
を
受
け
、
流
通
業
者

の
売
り
腰
軟
化
に
は
歯
止

め
が
か
か
っ
て
お
り
、
市

況
も
「
下
げ
き
っ
た
」（
扱

い
筋
）
と
見
る
向
き
が
多

い
。
た
だ
、
関
東
で
は
ま

だ
大
手
流
通
が
唱
え
の
引

き
上
げ
に
動
い
て
お
ら

ず
、
様
子
見
商
状
。

大
型
連
休
中
は
平
日
に

休
業
し
た
コ
イ
ル
セ
ン
タ

ー
も
あ
る
な
ど
、
地
合
い

は
良
く
な
い
。
こ
れ
か
ら

正
式
に
高
炉
メ
ー
カ
ー
が

打
ち
出
す
値
上
げ
の
時
期

や
幅
を
見
極
め
て
か
ら
、

唱
え
上
げ
も
本
格
化
す
る

と
み
ら
れ
る
が
、
3
次
流

通
で
は
「
客
先
に
転
嫁
で

き
な
い
」
と
の
声
が
圧
倒

的
。
メ
ー
カ
ー
値
上
げ
後

は
流
通
間
の
も
み
あ
い
に

も
時
間
を
要
す
る
こ
と
に

な
り
そ
う
だ
。

ニ
ッ
ケ
ル
系
ス
テ
ン
レ

ス
冷
延
薄
板
は
横
ば
い
。

連
休
で
商
い
閑
散
の
中
、

4
月
の
ニ
ッ
ケ
ル
平
均
価

格
は
ポ
ン
ド
4
・
02
㌦
と

再
び
4
㌦
台
に
戻
っ
た
。

過
去
10
年
の
水
準
で
み
る

と
低
い
値

だ
が
、
4

カ
月
連
続

で
の
3
㌦

台
か
ら
は
脱
し
、
欧
州
メ

ー
カ
ー
の
首
脳
な
ど
も
原

料
価
格
の
底
打
ち
を
表
明

し
た
。市
場
の
荷
動
き
は
、

ひ
も
付
き
は
繁
忙
で
店
売

り
は
や
や
低
調
。
全
体
的

に
底
堅
い
需
要
が
あ
る
。

Ｓ
Ｕ
Ｓ
3
0
4
ベ
ー
ス
サ

イ
ズ
は
ト
ン
29
万
―
29
万

5
0
0
0
円
ど
こ
ろ
。

よ
う
や
く
ニ
ッ
ケ
ル
価

格
が
底
を
脱
し
た
こ
と

で
、
今
後
の
市
場
に
は
先

高
観
が
出
て
き
そ
う
だ
。

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
価
格
も
上

昇
し
、
通
常
は
不
需
要
期

に
当
た
る
4
―
6
月
も
比

較
的
堅
調
な
需
要
動
向
と

な
り
そ
う
。

あ
る
流
通
で
は
「
3
月

よ
り
売
り
上
げ
は
落
ち
た

が
、
利
益
は
上
が
っ
て
い

る
の
で
無
理
に
は
売
ら
な

い
」
と
強
気
の
姿
勢
。
全

体
的
に
も
目
立
っ
た
安
値

売
り
は
散
見
さ
れ
な
い
。

九
州
地
区
の
異
形
棒
鋼
は

ト
ン
当
た
り
5
万
円
ど
こ
ろ

（
直
送
、
ベ
ー
ス
サ
イ
ズ
）

を
強
基
調
で
推
移
し
て
い

る
。
原
料
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
価

格
が
反
発
、
急
伸
し
て
い
る

こ
と
を
受
け
て
厳
し
い
展
開

が
続
く
。
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
価

格
は
指
標
と
し
て
い
る
東
京

製
鉄
九
州
工
場
購
入
価
格

（
電
特
Ａ
、
陸
上
）
は
今
月

2
日
現
在
で
2
万
5
5
0
0

円
、
反
転
し
た
3
月
中
旬
か

ら
7
5
0
0
円
ほ
ど
上
昇
し

て
い
る
。

足
元
の
需
要
は
マ
ン
シ
ョ

ン
な
ど
住
宅
や
店
舗
、
倉
庫

な
ど
を
中
心
と
し
た
中
小
案

件
主
体
。
昨
年
度
は
需
要
の

低
迷
が
続
い
た
こ
と
か
ら
電

炉
メ
ー
カ
ー
と
流
通
各
社
は

需
要
の
好
転
を
期
待
し
、
市

況
維
持
に
努
め
る
一
方
、
ゼ

ネ
コ
ン
な
ど
大
口
需
要
家
の

調
達
は
期
待
を
下
回
る
状

況
。国

土
交
通
省
が
発
表
し
た

九
州
地
区
に
お
け
る
2
月
の

Ｒ
Ｃ
造
建
築
着
工
床
面
積
は

37
万
4
7
6
0
平
方
㍍
で
前

年
同
月
比
11
・
7
％
増
と
な

り
、
3
カ
月
連
続
の
プ
ラ

ス
。
九
州
地
区
マ
ン
シ
ョ
ン

着
工
新
設
戸
数
も
1
2
1
0

戸
、
同
84
・
5
％
増
と
大
幅

な
プ
ラ
ス
と
な
っ
た
。

市
中
在
庫
は
多
く
の
流
通

が
出
荷
見
合
い
の
発
注
を
継

続
。
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
価
格
の

急
騰
を
受
け
て
一
部
特
約
店

で
在
庫
を
積
み
増
す
動
き
が

見
ら
れ
た
が
、
今
後
の
情
勢

は
不
透
明
で
大
幅
な
積
み
増

し
に
は
動
き
に
く
い
。

先
行
き
に
つ
い
て
は
、
建

築
案
件
が
多
数
計
画
さ
れ
て

い
る
こ
と
か
ら
需
要
好
転
を

期
待
す
る
声
が
聞
か
れ
る
。

た
だ
、
人
手
不
足
に
よ
る
着

工
遅
れ
な
ど
懸
念
材
料
が
依

然
と
し
て
残
る
。

ま
た
、
原
料
鉄
ス
ク
ラ
ッ

プ
価
格
は
中
国
を
主
因
と
し

た
世
界
の
実
体
経
済
悪
化
か

ら
反
転
へ
の
警
戒
は
残
る
。

た
だ
、
地
場
電
炉
メ
ー
カ
ー

は
需
要
見
合
い
の
生
産
を
継

続
す
る
と
と
も
に
足
元
の
鉄

ス
ク
ラ
ッ
プ
価
格
の
上
昇
を

受
け
て
販
売
姿
勢
を
強
め
て

お
り
、
当
面
は
強
含
み
で
の

推
移
が
見
込
ま
れ
る
。

冷
延
薄
板
は
横
ば
い
。

市
中
価
格
（
1
・
0
㍉
、

4
×
8
サ
イ
ズ
）
は
ト
ン

当
た
り
6
万
3
0
0
0
―

6
万
4
0
0
0
円
中
心
。

足
元
、
流
通
す
る
輸
入

鋼
材
の
価
格
動
向
、
在
庫

に
対
す
る

各
社
の
販

売
対
応
や

競
合
状
況

か
ら
、
市
況
の
下
押
し
圧

力
が
消
え
た
わ
け
で
は
な

い
も
の
の
、
4
月
中
旬
か

ら
流
れ
は
変
化
。
特
に
海

外
鋼
材
市
況
の
上
昇
が
持

続
し
、
国
内
で
も
こ
れ
以

上
の
値
下
げ
は
避
け
ら
れ

る
の
で
は
な
い
か
、
と
の

感
触
が
出
て
き
た
。

地
区
流
通
・
コ
イ
ル
セ

ン
タ
ー
か
ら
は
「
よ
う
や

く
下
げ
止
ま
り
の
兆
し
が

出
て
き
た
」
と
の
受
け
止

め
方
が
一
般
的
で
、
4
―

6
月
の
需
要
環
境
を
考
え

る
と
「
価
格
的
に
は
底
固

め
で
き
て
か
ら
で
、
値
上

げ
ま
で
見
据
え
る
の
は
ま

だ
先
の
話
で
は
な
い
か
」

（
コ
イ
ル
セ
ン
タ
ー
）
と

の
慎
重
な
見
方
も
。
需
要

は
自
動
車
、
鋼
製
家
具
な

ど
が
季
節
的
に
も
低
調
。

建
材
は
堅
調
で
、
先
行
き

物
流
施
設
な
ど
物
件
は
動

く
と
の
期
待
感
も
あ
る
。

特
殊
釘
は
弱
含
み
横
ば

い
。
市
中
相
場
は
キ
ロ
当

た
り
で
、
セ
メ
ン
ト
コ
ー

ト
釘
（
12
×
65
㍉
）
が
2

7
0
円
、
ス
テ
ン
レ
ス
釘

（
16
×
25
㍉
）
が
1
0
0

0
円
、
ボ
ー
ド
釘
（
16
×

25
㍉
）
が

3
5
5
円

ど
こ
ろ
。

市
中
の

荷
動
き
は
、
大
型
連
休
明

け
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て

今
ひ
と
つ
の
状
態
。
線
材

製
品
全
体
で
低
調
な
状
態

が
続
い
て
い
る
が
、
特
に

釘
関
連
に
つ
い
て
は
建
築

需
要
の
低
迷
が
大
き
く
影

響
し
て
お
り
、
全
国
新
設

住
宅
着
工
数
は
そ
こ
そ
こ

の
数
字
と
な
っ
て
い
る

が
、
関
西
地
区
に
お
い
て

は
、「
い
ま
だ
手
応
え
を
感

じ
な
い
」（
関
係
筋
）状
況
。

価
格
面
で
は
中
国
市
況

の
好
転
、
一
般
鋼
材
価
格

の
上
昇
基
調
な
ど
と
い
っ

た
環
境
下
で
、
地
区
内
市

況
は
そ
れ
ま
で
の
弱
含
み

か
ら
横
ば
い
へ
移
行
し
た

が
、
需
要
の
弱
さ
か
ら
価

格
が
上
昇
へ
転
じ
る
ま
で

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

し
ば
ら
く
は
、
模
様
眺

め
展
開
か
。

異
形
棒
鋼
は
強
含
み
。

市
中
実
勢
は
ベ
ー
ス
（
直

送
）
＝
4
万
9
0
0
0
円

（
ト
ン
当
た
り
）ど
こ
ろ
。

足
元
で
は
、
鉄
ス
ク
ラ

ッ
プ
価
格
の
上
昇
な
ど
を

背
景
と
し

た
メ
ー
カ

ー
の
値
上

げ
を
受

け
、「
4
月
中
に
、
施
工
開

始
が
迫
っ
た
案
件
に
向
け

た
材
料
確
保
の
動
き
や
、

店
売
り
の
在
庫
補
充
な
ど

で
一
定
の
数
量
が
動
い

た
」（
問
屋
筋
）
と
の
声
が

聞
か
れ
る
も
の
の
、
足
元

で
は
、
需
要
の
上
向
き
感

が
乏
し
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。

し
か
し
、
メ
ー
カ
ー
の

値
上
げ
姿
勢
は
強
く
、
流

通
も
安
値
で
の
受
注
が
で

き
な
い
状
況
と
な
っ
て
い

る
こ
と
か
ら
、
市
況
は
下

値
が
切
り
上
が
る
展
開
と

な
っ
て
い
る
。

メ
ー
カ
ー
で
は
、
ト
ン

5
万
円
以
上
の
市
況
を
目

指
す
姿
勢
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
市
況
は
当
面
、
強
含

み
推
移
が
見
込
ま
れ
る
。

異
形
棒
鋼
は
原
料
高
を

受
け
た
メ
ー
カ
ー
値
上
げ

が
浸
透
し
、
前
月
末
比
1

0
0
0
円
方
上
昇
、
昨
年

末
以
来
の
5
万
円
台
乗
せ

が
実
現
し
た
。
メ
ー
カ
ー

直
送
は
ベ

ー
ス
サ
イ

ズ
で
ト
ン

5
万
円
ど

こ
ろ
、
特
約
店
の
在
庫
販

価
は
6
万
2
0
0
0
円
中

心
。鉄

ス
ク
ラ
ッ
プ
価
格
が

2
月
中
旬
か
ら
ほ
ぼ
1
万

円
（
約
67
％
）
上
昇
し
た

こ
と
で
、
メ
ー
カ
ー
各
社

は
相
次
ぎ
値
上
げ
を
打
ち

出
し
、
商
社
や
特
約
店
な

ど
の
扱
い
流
通
も
販
価
引

き
上
げ
に
本
腰
を
入
れ

た
。
メ
ー
カ
ー
サ
イ
ド
と

し
て
は
今
後
、
5
万
5
0

0
0
円
へ
の
引
き
上
げ
を

念
頭
に
置
く
。

足
元
は
建
築
、
土
木
と

も
に
物
件
が
少
な
く
、
需

要
が
な
い
中
で
の
値
上
げ

と
な
っ
て
い
る
が
、
メ
ー

カ
ー
は
第
1
四
半
期
内
で

の
黒
転
を
目
指
し
、
引
き

続
き
販
価
改
善
に
全
力
を

挙
げ
る
。

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
は
横
ば

い
。
ヤ
ー
ド
持
ち
込
み
価

格
は
、
Ｈ
2
が
ト
ン
1
万

5
0
0
0
円
、
Ｈ
1
が
同

1
万
6
8

0
0
円
、

Ｈ
Ｓ
が
同

1
万
8
5

0
0
円
ど
こ
ろ
。

関
東
地
区
鉄
鋼
メ
ー
カ

ー
の
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
炉
前

購
入
価
格
（
Ｈ
2
）
は
ト

ン
2
万
4
0
0
0
―
2
万

5
0
0
0
円
前
後
（
6
日

時
点
）。

連
休
中
で
大
半
の
メ
ー

カ
ー
が
買
値
を
据
え
置
い

た
が
、
輸
出
市
況
の
影
響

で
市
中
に
は
強
気
と
見
る

向
き
が
多
い
。

関
東
湾
岸
の
浜
値
（
Ｈ

2
）
は
Ｆ
Ａ
Ｓ
ト
ン
2
万

6
0
0
0
円
辺
り
ま
で
上

昇
し
て
お
り
、
新
規
商
談

の
高
値
状
況
か
ら
す
る

と
、
さ
ら
に
上
昇
す
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
る
。
契
約

残
の
消
化
が
進
む
が
、
韓

国
な
ど
の
日
本
産
鉄
ス
ク

ラ
ッ
プ
へ
の
引
き
合
い
も

継
続
し
て
お
り
、
当
面
は

高
水
準
の
輸
出
船
積
み
が

見
込
ま
れ
る
。
円
高
や
内

需
回
復
遅
れ
な
ど
懸
念
要

素
は
あ
る
が
、
当
面
は
強

い
値
動
き
が
見
込
ま
れ
て

い
る
。

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
は
上
昇

一
服
。
地
区
電
炉
メ
ー
カ

ー
の
Ｈ
2
炉
前
購
入
価
格

は
ト
ン
2
万
3
0
0
0
円

前
後
の
水
準
で
推
移
し
て

い
る
が
、
目
先
の
天
井
を

意
識
し
た

売
り
物
も

出
始
め
て

い
る
様
子

だ
。大

型
連
休
前
の
末
端
筋

も
含
め
た
ヤ
ー
ド
持
ち
込

み
価
格
は
ト
ン
1
万
7
0

0
0
―
1
万
8
0
0
0
円

前
後
が
中
心
価
格
帯
と
み

ら
れ
る
が
、「
数
量
が
ま
と

ま
れ
ば
1
万
9
0
0
0
円

の
高
値
も
出
て
い
る
よ
う

だ
」
と
海
外
系
新
興
業
者

は
指
摘
す
る
。

一
方
の
荷
動
き
は
連
休

入
り
で
閑
散
。
末
端
筋
の

ヤ
ー
ド
に
は
小
口
の
持
ち

込
み
が
散
見
さ
れ
る
も
の

の
大
き
な
動
き
は
連
休
明

け
以
降
に
な
り
そ
う
。
市

況
ト
レ
ン
ド
は
輸
出
主
導

の
強
さ
が
続
い
て
い
る

が
、「
こ
れ
ま
で
の
急
騰
で

売
り
物
が
徐
々
に
出
て
き

て
い
る
」（
商
社
筋
）
と
い

っ
た
声
も
あ
る
。

平
鋼
は
強
横
ば
い
。
相

場
は
ベ
ー
ス
サ
イ
ズ
ト
ン

当
た
り
8
万
1
0
0
0
円

ど
こ
ろ
を
推
移
。

先
月
発
生
し
た
熊
本
地

震
に
よ
り
熊
本
地
区
の
特

約
店
で
は

荷
崩
れ
を

は
じ
め
と

し
た
被
害

が
発
生
し
、影
響
が
出
た
。

足
元
の
荷
動
き
は
大
型
連

休
か
ら
大
き
な
動
き
は
見

ら
れ
な
い
。
市
中
在
庫
は

出
荷
見
合
い
の
発
注
を
受

け
て
適
量
域
に
あ
る
。

先
行
き
は
不
透
明
に
あ

る
が
、
地
場
建
築
案
件
の

増
加
な
ど
明
る
い
話
題
が

多
く
、
市
中
の
期
待
感
は

高
い
。
ま
た
、
鉄
ス
ク
ラ

ッ
プ
価
格
の
続
伸
を
受
け

て
メ
ー
カ
ー
が
販
価
を
引

き
上
げ
、
強
気
の
姿
勢
を

維
持
。
一
部
特
約
店
で
は

唱
え
を
引
き
上
げ
る
動
き

も
見
ら
れ
、
上
値
を
浸
透

さ
せ
る
動
き
は
今
後
、
広

が
っ
て
い
き
そ
う
だ
。

目
先
は
強
含
み
で
の
推

移
が
見
込
ま
れ
る
。

鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
は
強
基

調
で
推
移
し
て
い
る
。
ヤ

ー
ド
持
ち
込
み
価
格
（
Ｈ

2
）
は
、
ト
ン
当
た
り
1

万
3
5
0

0
円
前

後
。大

阪
地

区
電
炉
メ
ー
カ
ー
の
鉄
ス

ク
ラ
ッ
プ
購
入
価
格
（
Ｈ

2
）
は
、
ト
ン
2
万
3
5

0
0
―
2
万
4
5
0
0
円

前
後
。

海
外
で
は
米
国
や
欧

州
、
バ
ル
ト
海
周
辺
か
ら

ト
ル
コ
向
け
新
規
鉄
ス
ク

ラ
ッ
プ
輸
出
価
格
が
Ｃ
Ｆ

Ｒ
ト
ン
3
0
0
㌦
（
Ｈ
Ｍ

Ｓ
№
1
・
80
％
＆
№
2
・

20
％
な
ど
）
を
相
次
い
で

突
破
。
一
方
で
、
世
界
的

に
鉄
ス
ク
ラ
ッ
プ
相
場
の

押
し
上
げ
要
因
と
な
っ
て

き
た
中
国
の
ビ
レ
ッ
ト
価

格
が
一
部
下
落
す
る
な
ど

「
先
行
き
不
透
明
な
状
態

に
は
変
わ
ら
な
い
」（
流
通

筋
）と
の
声
も
聞
か
れ
る
。

市
中
で
は
韓
国
向
け
輸

出
価
格
の
大
幅
続
伸
な
ど

を
受
け
て
、「
国
内
外
の
価

格
差
が
生
じ
て
お
り
、
輸

出
価
格
に
追
随
す
る
形
で

国
内
相
場
も
上
昇
す
る
可

能
性
が
あ
る
の
で
は
」（
ヤ

ー
ド
筋
）
と
の
見
方
も
あ

る
。

2016年5月6日

東 京 大 阪 名古屋 広 島 北九州 東 北 札 幌
可 鍛 ・ 配 合 材
キ ュ ポ ラ 用 29,300 27,900 29,400 23,500 ― 22,800 ―
一 般 用 26,300 24,900 26,400 20,500 19,800 19,800 ―
H S 18,500 16,000 15,500 15,500 16,500 12,500 9,500
H 1 16,800 14,500 15,000 14,500 14,500 10,800 9,000
H 2 15,000 13,500 12,800 14,000 13,900 9,000 7,500
H 3 14,000 12,000 11,800 13,000 12,900 8,000 6,500
ギ ロ チ ン 材A 13,500 12,500 12,000 13,000 12,000 7,500 6,500
〃 B 13,000 11,000 11,500 12,000 11,500 7,000 ―
〃 C 12,500 10,000 11,000 9,500 10,000 6,000 ―

新 断 プ レ ス 19,100 14,500 16,300 16,500 14,700 11,000 8,500
新 断 バ ラ 18,100 13,500 15,200 16,000 14,000 10,100 6,500
鋼 ダ ラ イ 粉 12,200 10,000 4,800 10,000 12,800 6,500 6,000
銑 ダ ラ イ 粉A 12,700 9,700 5,000 10,500 12,900 7,000 6,500
〃 B 12,200 9,500 4,400 10,000 12,800 6,500 6,000

故 銑 （ 上 大 割 ） 18,800 14,000 15,400 14,500 15,500 11,800 8,000
〃 （ 並 大 割 ） 17,300 13,000 15,000 13,500 14,000 10,300 7,000
自 動 車 プ レ ス 12,000 11,000 ― 6,500 8,000 6,500 6,000
自 動 車 ガ ラ 11,500 10,000 9,800 6,000 8,000 6,500 6,000
モ ー タ ー ブ ロ ッ ク 16,500 14,500 ― 14,000 12,300 9,000 8,500
スチール缶（飲料缶） 11,500 10,000 9,500 9,500 10,700 6,500 6,000

ステンレス・スクラップ
18Cr8Ni新断 30,000 35,000 21,000 35,000 35,000 30,000 38,000
〃 ダライ粉 10,000 15,000 6,000 15,000 15,000 10,000 18,000

18Cr 12,000 12,000 15,000 12,000 12,000 13,500 12,000
13Cr 10,000 10,000 13,000 10,000 10,000 12,000 10,000

問屋売り需要家持ち込み価格（現金、1㌧、円）

伸 鉄 材 （ 上 ） 18,500 16,000 ― ― ― ― ―
〃 （ 並 ） 15,000 14,500 ― ― ― ― ―

日本鉄スクラップ総合価格（メーカー炉前平均） 5月6日調べ

※東京、大阪、名古屋地区電炉メーカー購入価格平均（トン当たり）、産業新聞調べ

H 2 24,300円（ ― ） 224.19㌦（ ▼2.02 ）

新断バラ 26,600円（ �200 ） 245.41㌦（ ▼0.35 ）

米国鉄スクラップ総合価格 �235.17㌦（25,490円）

※No.1ヘビー(トン当たりドル)
東部地区 ピッツバーグ フィラデルフィア シカゴ

209.50 258.50 237.50
西部地区 ロサンゼルス シアトル サンフランシスコ

― ― ―
TTS1㌦＝108.39円で換算

東証1部
新日鉄住金 2225.5 ▼91.5
JFEHD 1536 ▼26.5
神戸製鋼所 100 ▼3
日新製鋼 1500 0
中山製鋼所 65 0
合同製鉄 183 ▼2
東京製鉄 627 ▼19
共英製鋼 1601 12
大和工業 2423 ▼40
東京鉄鋼 359 0
大阪製鉄 1795 17
トピー工業 204 ▼2
大同特殊鋼 355 ▼4
日立金属 1106 6
愛知製鋼 443 ▼2
山陽特殊製鋼 455 ▼17
三菱製鋼 179 2
日本高周波 77 0
日本冶金工業 138 ▼2
日本金属 96 0
淀川製鋼所 2372 ▼40
東洋鋼鈑 341 2
洋カンHD 2098 ▼8
ホッカンHD 314 ▼3
丸一鋼管 3105 ▼40
モリ工業 288 1
新家工業 125 3
大平洋金属 338 ▼10
新日本電工 167 ▼5
日本製鋼所 406 ▼15
栗本鉄工所 161 ▼2
虹 技 154 ▼3
日本鋳鉄管 152 4
日亜鋼業 222 ▼1
日本精線 455 ▼1
シンニッタン 610 6
宮地エンジG 147 0
川田TECH 3290 20
横河ブHD 952 ▼22
OSJBHD 250 ▼2
駒井ハルテク 233 0
高田機工 189 ▼1
日東精工 276 0
三洋工業 166 ▼1
岡 部 713 ▼22
中国工業 680 ▼4
ネツレン 730 11
東京製綱 144 ▼2
サンコール 463 ▼4
モリテック 243 2
ニッパツ 950 9
中央発條 300 1
三和HD 827 ▼5
文化シヤタ 882 ▼11
東洋シヤタ 539 4
アルインコ 977 ▼27
三井造船 170 ▼5
川崎重工業 306 1
名村造船所 768 ▼2
サノヤスHD 213 ▼4
トヨタ 5478 36
日野自動車 1006 ▼20
ダイハツ 1446 14
日産自動車 972.3 21.8
いすゞ 1122 ▼1.5
三菱自動車 485 24
ホンダ 2951 77.5
スズキ 2903.5 44
富士重工 3568 71
マツダ 1674.5 27.5
日立 482.7 ▼4.8
東 芝 214.7 ▼7.6
三菱電機 1187.5 ▼1.5
富士電機 461 ▼8
パナソニック 922.2 1.1
シャープ 129 ▼12
富士通ゼネ 1910 61
ソニー 2563.5 ▼103
三協立山 1478 3
LIXILG 2175 ▼21
アドバネクス 1195 3
GSユアサ 441 3
古河電池 654 18
JXHD 452.9 ▼6.4
三井金属 194 ▼9
東邦亜鉛 284 ▼11
三菱マテ 327 ▼9
住友金属鉱山 1173.5 ▼63
DOWA 676 ▼11
古河機械金属 157 4
Sサイエンス 36 1
大阪チタ 1385 ▼37

前日比終 値
東邦チタ 718 ▼11
日軽金HD 188 ▼2
UACJ 213 ▼4
大紀アルミ 265 ▼2
古河電工 264 2
住友電工 1282.5 1
フジクラ 515 ▼3
昭電線HD 64 0
東京特殊電線 837 ▼13
タツタ電線 331 ▼4
沖電線 199 ▼2
SUMCO 672 ▼9
カナレ電気 1927 2
平河ヒューテ 826 ▼21
リョービ 404 17
アーレスティ 731 ▼6
アサヒHD 1416 ▼17
日鉄鉱業 399 ▼2
三井松島 111 0
日本コークス 75 ▼1
東海カーボン 283 4
日本カーボン 215 2
品川リフラ 185 ▼3
黒崎播磨 244 ▼2
ヨータイ 283 ▼1
イソライト 223 2
昭和電工 108 ▼2
ラサ工業 104 0
信越化学工業 6066 ▼57
エアウォータ 1548 ▼2
パーカライ 946 5
チタン工業 184 1
戸田工業 293 ▼1
日本触媒 5520 ▼30
タキロン 529 ▼2
三菱商事 1764 ▼15.5
三井物産 1303 ▼12
住友商事 1106 ▼19.5
伊藤忠商事 1344 ▼10.5
丸 紅 562 ▼8.4
兼 松 161 1
双 日 213 ▼2
豊田通商 2363 ▼1
佐藤商事 638 ▼4
神鋼商事 187 0
阪和興業 474 0
日鉄住金物産 372 ▼1
小野建 1142 ▼21
橋本総業ホールディングス 1523 6
コンドテック 847 ▼5
フルサト工業 1554 ▼40
岩谷産業 623 ▼8
小林産業 183 2
ラサ商事 508 ▼2
アルコニックス 1519 ▼37
三洋貿易 1404 ▼8
綿半HD 1434 35
松田産業 1136 ▼4
白 銅 1004 2
カメイ 923 ▼25
立花エレテック 1126 ▼4
丸紅建材リース 188 12
ジェコス 1167 29
SRGタカミヤ 502 ▼9
北沢産業 157 ▼1
因幡電機産業 3375 30
アマダHD 1059 6
日阪製作所 779 6
やまびこ 750 ▼5
ユニオンツール 2849 ▼3
コマツ 1808 ▼23.5
住友重機械 453 ▼1
日立建機 1781 10
クボタ 1624.5 4
住友精密工業 325 ▼4
酒井重工業 179 ▼1
ダイフク 1912 10
加藤製作所 397 ▼8
タダノ 977 ▼9
マックス 1246 39
日本精工 932 2
NTN 328 ▼1
不二越 337 ▼6
ミネベア 860 ▼8
ツバキ・ナカシマ 1418 3
シンフォニア 142 0
ユニプレス 1868 ▼9
キッツ 431 ▼1
日立造船 549 2
三菱重工業 382.1 0.5
IHI 236 ▼4
不動テトラ 130 ▼1
日成ビルド工業 413 8

前日比終 値
中外炉工業 191 2
三晃金属工業 295 ▼2
小松ウオール 1662 5
クリナップ 693 ▼1
山 九 499 0
丸 運 242 1
ユナイテド海 147 1
上 組 958 ▼22
NSSOL 1749 8
タケエイ 956 ▼12
カナモト 2654 ▼86
進 和 1395 2
東証2部
北越メタル 296 ▼2
川金HD 272 ▼11
高砂鉄工 66 0
日本鋳造 105 1
大和重工 130 1
メタルアート 211
神鋼鋼線工業 146 0
サンユウ 305 ▼2
中央ビルト 116 4
JFEコンテ 325 ▼3
日本製缶 99 2
滝上工業 494 3
川岸工業 485 5
那須電機鉄工 290 0
宮入バルブ 129 1
日本パワー 113 1
アマテイ 99 0
ヤマシナ 54 ▼1
ロブテックス
大阪工機 705 28
冨士ダイス 482 3
トーアミ 494 4
丸藤シート 223 ▼2
テクノアソシエ 861 3
サンコーテクノ 687 3
ジオスター 671 14
SECカーボン 257 1
神鋼環境 417 ▼1
日鍛バルブ 277 ▼6
内海造船 133 2
小池酸素工業 251 4
技研製作所 1897 21
フジオーゼ 438
JFEシステム 1250 13
高田工業所 450 6
エンビプロHD 683 ▼7
中外鉱業 22 0
日本精鉱 295 ▼7
日本伸銅 90 1
日本タングステン 170 ▼2
東邦金属 105 ▼2
オーナンバ 353 ▼3
JMACS 298 1
アルメタックス 345 ▼4
不二サッシ 99 1
黒 谷 456 4
泉州電業 1528 ▼15
MESCO
名証1部
岡谷鋼機 6770 100
中部鋼鈑 504 10
名証2部
中央可鍛工業 383 10
CKサンエツ 945 4
MIEコーポ 60
カネソウ
知多鋼業 537
中日本鋳工
カノークス
JASDAQ
東京鋼鉄 626
朝日工業 1124 ▼1
東北特殊鋼 951
新報国製鉄 1076 6
パウダーテック 370
三ッ星
アサカ理研 1152 24
FCM 3210 ▼55
特殊電極 2350 23
元旦ビューティ 400
共和工業所 525
クリエイト 556 13
初穂商事
清和中央HD
UEX 254 ▼3
アイ・テック 905 3
フルヤ金属 1607 ▼13
福岡Q̶Board
日創プロニティ 546 ▼2

前日比終 値
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Ni系ステン冷薄
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➡

九州・異形棒

問屋ヤード持ち込み価格（現金、1㌧、円） ―印は商いなし。
※は引き取り条件、地域により再生加工料を取るケース（逆有償）。

調べ、�は上げ�は下げ（いずれも本体価格のみ）

原原
料料
反反
発発
受受
けけ
強強
基基
調調

規 格 厚 さ 幅または高さ×長さ 単重（㎏）
Ｈ Ｓ 6㎜以上 500㎜以下× 700㎜以下 600以下電特
Ｈ 1 6㎜以上 500㎜以下×1，200㎜以下 1，000以下特Ａ
Ｈ 2 3㎜以上6㎜以下 500㎜以下×1，200㎜以下 1，000以下特級
Ｈ 3 1㎜以上3㎜以下 500㎜以下×1，200㎜以下 1，000以下1級

6日鉄鋼・非鉄・需要業界の株価鉄鋼・非鉄・需要業界の株価



（１０）相場（第３種郵便物認可）２０１６年（平成28年） ５月９日 月曜日

鉄 鋼 市 中 相 場鉄 鋼 市 中 相 場
厚 板 東 京 大 阪 名古屋 広 島 福 岡 仙 台 札 幌

◇定尺
16（5×10） 80,000 79,000 82,000 81,000 79,000 86,000 94,000
19（5×10） 80,000 79,000 82,000 81,000 79,000 86,000 94,000
22（5×10） 80,000 79,000 82,000 81,000 79,000 86,000 94,000
25（5×10） 80,000 79,000 82,000 81,000 79,000 86,000 94,000
◇切板母材
国内品（耳付） 78,000 79,000 75,000 ― ― ― ―
輸入品（POSCO級） 71,000 71,000 70,000 ― ― ― ―

薄 板
◇熱 延 鋼 板
1.6（4×8） 58,000 58,000 60,000 62,000 64,000 73,000 76,000
2.3（4×8） 55,000 54,000 57,000 59,000 61,000 70,000 75,000
3.2（4×8） 54,000 54,000 56,000 59,000 59,000 69,000 73,000
4.5（4×8） 54,000 54,000 57,000 59,000 61,000 70,000 75,000
3.2（5×10） 56,000 ― ― ― ― ― ―
4.5（5×10） 56,000 ― ― ― ― ― ―
(コイルカット品)
6(4×8) 62,000 62,000 65,000 66,000 72,000 79,000 81,000
6(5×10) 63,000 63,000 66,000 67,000 74,000 83,000 84,000
9(4×8) 65,000 65,000 68,000 69,000 73,000 83,000 84,000
9(5×10) 66,000 66,000 69,000 70,000 75,000 86,000 85,000
12(4×8) 65,000 65,000 68,000 69,000 75,000 85,000 86,000
12(5×10) 66,000 66,000 69,000 70,000 76,000 86,000 87,000
◇酸 洗 鋼 板（3×6）（4×8）
1.6 58,000 58,000 61,000 63,000 64,000 73,000 ―
2.3 58,000 58,000 61,000 63,000 64,000 73,000 ―
◇冷 延 鋼 板（3×6）（4×8）
0.6 68,000 68,000 70,000 72,000 74,000 86,000 91,000
0.8 66,000 66,000 68,000 70,000 72,000 84,000 90,000
1.0 64,000 64,000 67,000 68,000 70,000 82,000 89,000
1.2 64,000 64,000 67,000 68,000 70,000 82,000 89,000
1.6 64,000 64,000 67,000 68,000 70,000 82,000 89,000
2.3 65,000 65,000 68,000 69,000 72,000 83,000 90,000
3.2 70,000 70,000 71,000 74,000 77,000 88,000 95,000
◇表面処理鋼板（3×6）（4×8）
電気（熱延）1.6 74,000 73,000 75,000 77,000 78,000 94,000 98,000

2.3 74,000 73,000 75,000 77,000 78,000 94,000 98,000
電気（冷延）0.8 87,000 86,000 90,000 ― ― ― ―

1.0 84,000 84,000 85,000 88,000 88,000 104,000 108,000
溶融（冷延）1.0 85,000 85,000 87,000 ― ― ― ―
溶融（熱延）1.6 75,000 ― ― ― ― 94,000 100,000

◇縞 鋼 板（床用鋼板）
3.2（3×6） 79,000 80,000 84,000 83,000 87,000 91,000 105,000
3.2（4×8） 79,000 80,000 84,000 83,000 87,000 91,000 105,000
4.5（4×8） 78,000 79,000 83,000 83,000 86,000 90,000 104,000
6（4×8） 78,000 79,000 83,000 83,000 86,000 90,000 104,000

カラー鋼板
◇カラーガルバリウム鋼板（大コイル・トン）
0.35㍉×914㍉ 210,000 212,000 240,000 230,000 235,000 240,000 240,000
0.80㍉×914㍉ 169,000 167,000 190,000 180,000 185,000 190,000 190,000
◇カラーガルバリウム鋼板（小コイル・トン）
0.27㍉×914㍉ 243,000 242,000 ― 270,000 283,000 271,000 261,000
0.35㍉×914㍉ 235,000 234,000 ― 250,000 265,000 260,000 250,000
◇カラー波板（1枚、2.5×6）
0.19㍉ 730 720 750 720 720 750 720
0.25㍉ 880 850 900 900 900 900 800
◇亜鉛鉄板平板（トン）
0.27㍉ 170,000 164,000 177,000 165,000 185,000 179,000 174,000
0.35㍉ 165,000 159,000 173,000 160,000 180,000 175,000 170,000
1.00㍉ 150,000 149,000 153,000 150,000 170,000 165,000 160,000

軽量形鋼
◇軽量Ｈ形鋼
3.2/4.5×150×75 125,000 140,000 153,000 142,000 146,000 145,000 146,000
3.2/4.5×175×90 123,000 138,000 151,000 140,000 144,000 143,000 143,000
3.2/4.5×200×100 120,000 135,000 148,000 137,000 141,000 140,000 143,000
◇軽量溝形鋼
2.3×100×50 108,000 120,000 120,000 122,000 133,000 115,000 ―
3.2×200×50 108,000 120,000 120,000 122,000 133,000 115,000 ―
◇軽量Ｃ形鋼（カラー）
1.6×60×30×10 101,000 94,000 111,000 101,000 102,000 96,000 110,000
1.6×100×50×20 99,000 92,000 109,000 99,000 100,000 94,000 108,000
2.3×100×50×20 95,000 88,000 105,000 95,000 96,000 90,000 104,000
3.2×200×75×20 99,000 108,000 124,000 115,000 116,000 94,000 118,000
◇デッキ・プレート(カラー)
1.6×614×50Ｖ型 124,000 135,000 147,000 136,000 130,000 125,000 145,000
1.2×614×50Ｖ型 128,000 139,000 151,000 141,000 134,000 129,000 149,000
◇合成スラブデッキ
1.2×600×50（カラー） 140,000 143,000 166,000 150,000 150,000 145,000 155,000
1.2×600×50（めっき） 150,000 154,000 178,000 170,000 170,000 160,000 170,000

線材製品 （近郊持ち込み渡し）

◇丸 釘（トン）
100㍉（4㌅） 152,000 137,000 155,000 145,000 149,000 145,000 145,000
◇亜鉛引鉄線（トン）
4.0㍉（8番） 190,000 190,000 190,000 190,000 187,000 198,000 197,000
2.0㍉（14番） 210,000 210,000 210,000 210,000 207,000 211,000 217,000
◇有 刺 鉄 線（1ケース）
2.0㍉（14番）×100Ｍ 2,000 1,950 2,000 2,130 2,150 2,100 2,350
◇鉄 線4.0㍉（8番）（トン）
規格線 137,000 130,000 135,000 137,000 137,000 135,000 140,000
一般用線 129,000 123,000 130,000 132,000 132,000 128,000 128,000
◇ナマシ鉄線（トン）
4.0㍉（8番） 145,000 132,000 145,000 145,000 147,000 145,000 135,000
◇番 線（1ケース）
3.2㍉（10番）×700 2,550 2,400 2,600 2,580 2,650 2,550 2,450
◇結束線（Ｕ）（トン）
0.8㍉（21番）×350 200,000 185,000 205,000 197,000 200,000 195,000 190,000
◇カラー鉄線（ビニール被覆）（トン）
4.0㍉（8番） 300,000 235,000 250,000 240,000 250,000 250,000 240,000
◇磨 棒 鋼（トン）
16㍉ 160,000 160,000 160,000 170,000 175,000 165,000 165,000
50㍉ 165,000 165,000 165,000 175,000 180,000 169,000 169,000

形 鋼 東 京 大 阪 名古屋 広 島 福 岡 仙 台 札 幌

◇Ｈ 形 鋼
(広幅)
6/8×100×100 72,000 70,000 71,000 71,000 74,000 74,000 78,000
8/12×200×200 70,000 68,000 69,000 69,000 72,000 72,000 76,000
12/19×350×350 72,000 70,000 71,000 71,000 74,000 74,000 79,000
(中幅)
6/9×148×100 69,000 68,000 69,000 69,000 72,000 71,000 78,000
9/14×340×250 71,000 70,000 71,000 71,000 74,000 73,000 78,000
10/16×390×300 71,000 70,000 71,000 71,000 74,000 73,000 78,000
12/20×588×300 74,000 73,000 74,000 74,000 77,000 76,000 81,000
(細幅）
5/7×100×50 85,000 88,000 89,000 92,000 92,000 96,000 93,000
6/8×125×60 83,000 85,000 87,000 89,000 90,000 93,000 91,000
5/7×150×75 71,000 70,000 71,000 71,000 74,000 73,000 80,000
5.5/8×200×100 69,000 68,000 69,000 69,000 72,000 71,000 78,000
8/13×400×200 69,000 68,000 69,000 69,000 72,000 71,000 78,000
11/17×600×200 74,000 73,000 74,000 74,000 77,000 76,000 83,000
◇等辺山形鋼
3×25 82,000 79,000 80,000 80,000 85,000 84,000 87,000
3×30 79,000 77,000 78,000 78,000 83,000 81,000 85,000
3×40 76,000 74,000 75,000 75,000 80,000 78,000 82,000
5×40 73,000 72,000 73,000 73,000 77,000 75,000 80,000
4×50 71,000 70,000 71,000 71,000 76,000 73,000 78,000
6×50 69,000 69,000 70,000 70,000 75,000 71,000 77,000
10×90 74,000 74,000 76,000 75,000 79,000 76,000 81,000
9×130 79,000 79,000 82,000 82,000 88,000 86,000 87,000
◇不等辺山形鋼
7×75×100,10×75×125 100,000 97,000 109,000 102,000 112,000 104,000 109,000
12×90×150 100,000 97,000 109,000 102,000 112,000 104,000 109,000
◇溝 形 鋼
5×50×100 71,000 69,000 70,000 72,000 76,000 74,000 77,000
6.5×75×150 70,000 68,000 69,000 70,000 75,000 72,000 76,000
8×90×200 71,000 68,000 69,000 71,000 75,000 74,000 76,000
9×90×250 72,000 69,000 71,000 73,000 77,000 75,000 78,000
9×90×300 73,000 72,000 73,000 75,000 81,000 76,000 79,000
13×100×380 75,000 74,000 75,000 77,000 86,000 83,000 81,000
◇Ｉ 形 鋼
5.5×75×125 121,000 120,000 121,000 122,000 130,000 123,000 130,000
7×100×200 102,000 88,000 93,000 95,000 105,000 104,000 112,000

コラム
◇大径角形鋼管（切断、開先加工込み）
ＢＣＲ
9×200×200 93,000 85,000 90,000 90,000 95,000 96,000 108,000
12×350×350 93,000 85,000 90,000 90,000 95,000 93,000 111,000
16×400×400 101,000 93,000 98,000 98,000 103,000 101,000 119,000
ＳＴＫＲ
9×200×200 105,000 92,000 90,000 90,000 106,000 106,000 110,000
12×350×350 105,000 92,000 90,000 90,000 106,000 109,000 113,000
16×400×400 108,000 95,000 93,000 93,000 109,000 116,000 121,000

2016年5月6日

棒 鋼 東 京 大 阪 名古屋 広 島 福 岡 仙 台 札 幌

◇異 形 棒 鋼
ＳＤ295（在庫）
10 66,000 64,000 67,000 66,000 65,000 �66,000 72,000
13 64,000 62,000 65,000 64,000 62,000 �64,000 70,000
16―25 62,000 60,000 63,000 62,000 60,000 �62,000 68,000
ＳＤ295（直送）
10 52,000 54,000 52,000 53,000 53,000 �54,000 59,000
13 50,000 52,000 50,000 51,000 50,000 �52,000 57,000
16―25 48,000 50,000 48,000 49,000 48,000 �50,000 55,000
32 49,000 51,000 49,000 50,000 49,000 �51,000 57,000
ＳＤ345（直送）
16―25 50,000 53,000 51,000 52,000 51,000 �53,000 57,000
32 51,000 54,000 52,000 53,000 52,000 �54,000 59,000
◇丸鋼（ＳＲ235、プレーン）
9 99,000 102,000 100,000 104,000 ― 103,000 103,000
13 91,000 86,000 92,000 92,000 92,000 90,000 93,000
16―25 89,000 84,000 90,000 90,000 90,000 88,000 91,000
◇構造用棒鋼
13 117,000 92,000 117,000 117,000 124,000 117,000 118,000
16―25 111,000 90,000 115,000 115,000 122,000 111,000 116,000
28 113,000 91,000 117,000 116,000 124,000 113,000 118,000
◇平 鋼
6×32 90,000 77,000 81,000 83,000 83,000 91,000 96,000
6×50、9×100 88,000 75,000 79,000 80,000 81,000 89,000 96,000
16×50 91,000 78,000 81,000 83,000 84,000 92,000 99,000
9×200 90,000 82,000 85,000 87,000 87,000 91,000 101,000
◇角 鋼
16 115,000 108,000 116,000 113,000 118,000 119,000 128,000
25 114,000 106,000 114,000 111,000 118,000 117,000 130,000
50 115,000 109,000 117,000 116,000 121,000 119,000 132,000

パイプ
◇黒 ガ ス 管（高炉品、ねじ無し、キロ）
15Ａ（1/2㌅） 140 145 150 150 150 150 150
50Ａ（2㌅） 130 135 140 140 140 140 140
150Ａ（6㌅） 135 140 145 145 145 145 145
◇黒 ガ ス 管(非高炉品、キロ）
15Ａ（1/2㌅） 108 130 130 130 135 135 150
50Ａ（2㌅） 103 120 125 120 125 130 140
150Ａ（6㌅） 108 125 130 125 130 135 145
◇白 ガ ス 管（高炉品、ねじ付き、ピース建て、キロ）
15Ａ（1/2㌅） 1,728 1,420 1,440 1,547 1,420 1,728 1,500
50Ａ（2㌅） 6,174 5,080 5,144 5,523 5,080 6,174 5,000
（ねじなし）（150Ａは耐溝食電縫管)
100Ａ（4㌅） 12,910 10,630 10,760 11,547 10,640 12,910 10,880
150A(6㌅) 30,771 25,330 25,641 27,524 25,360 30,771 26,000
◇一般構造用鋼管（ＳＴＫ400、キロ）
21.7×1.9㍉ 108 115 130 130 130 120 130
48.6×2.3㍉ 103 110 125 125 125 115 125
216.3×5.8㍉ 108 115 ― 130 130 120 141
◇角 形 鋼 管
2.3×100×100（黒 皮） 83,000 98,000 106,000 105,000 110,000 88,000 123,000
2.3×100×100（カラー） 92,000 108,000 114,000 115,000 118,000 97,000 132,000

金 網
東 京 大 阪 名古屋

◇金 網（910×30㍍1巻）

平織0.8×6㍉ 11,000 10,500 11,000

亀甲0.7×16㍉ 4,000 4,000 4,400

亀甲0.8×26㍉ 3,400 3,400 3,800

◇ひし形金網（亜鉛引き、1平方㍍）

3.2×56㍉ 700 600 650

◇溶 接 金 網（1平方㍍）

6×150㍉ 500 500 480

5×150㍉ 350 350 320

3.2×100㍉ 300 300 300

◇メタルラス（610×1.829㍉1枚）

270番 110 110 90

300番（ＪＩＳ0号） 150 120 100

特殊釘
◇セメントコート釘（キロ）

12×65 220 240 230

◇スクリュー釘（キロ）

10×65 250 270 270

◇ボード釘（キロ）

16×25 390 350 340

◇傘 釘（キロ）

13×38 400 370 420

◇カラー傘釘（キロ）

13×38 390 380 490

◇コンクリート釘（500㌘）

12×25 195 200 210

12×38 185 200 200

8×65 135 150 150

◇カラー釘（キロ）

15×25（平頭） 390 390 430

17×25（ケーシング） 450 420 450

◇コーススレッド（700本入、1箱）

3.8×25 400 400 420

◇トタン釘（キロ）

13×38 260 250 260

◇ステンレス釘（スクリュー）

16×25 960 1,000 1,050

ステンレス
東 京 大 阪 名古屋

◇冷延ステンレス鋼板（薄板、キロ）
ＳＵＳ430（18Cr）
0.3 335 335 360
0.5 285 285 310
0.8 255 255 280
2.0 230 235 260
ＳＵＳ304（18Cr―8Ni）
0.3 400 400 415
0.5 350 350 365
0.8 320 320 335
2.0 295 295 310
◇熱延ステンレス鋼板（厚中板、キロ）
ＳＵＳ304（18Cr―8Ni）
3―6(ホットカットシート） 310 310 320
7―14（4段品） 470 470 480
ＳＵＳ316（18Cr―12Ni）
3―6 495 495 510
7―14 655 655 670
◇ステンレス棒鋼（丸鋼、キロ）
ＳＵＳ403（13Cr） 395 395 400
ＳＵＳ304（18Cr―8Ni） 475 475 480
ＳＵＳ316（18Cr―12Ni） 675 675 680

ボルト
東 京 大 阪

◇カットボルト（1本）（ユニクロ）
Ｗ1/2×25㍉ 12.60 12.60

◇中ボルト（1本）（クロメート、ユニクロ）
Ｍ16×50 14.90 14.90
Ｍ20×60 28.70 28.70
◇高力ボルト（トルシア）（1セット）
Ｓ10Ｔ20×60 102.76 96.34
◇冷間ホーマーナット （1個）（ユニクロ）
Ｍ12 3.50 3.50
Ｍ16 8.80 8.80

鋼 線
◇鋼 線（60Ｃ）(トン）
4.0㍉（8番） 190,000 190,000
◇ピ ア ノ 線
Ａ種1.0㍉ 725,000 725,000
Ａ種2.0㍉ 470,000 450,000
◇ワイヤロープＪＩＳ6×24（メッキなし、200㍍1巻）
9㍉ 38,500 38,000
10㍉ 42,000 41,000
12㍉ 49,500 44,000

特殊鋼
東 京 大 阪 名古屋

◇機械構造用炭素鋼（ＳＣ、丸鋼、キロ）
Ｓ25Ｃ―Ｓ55Ｃ 95 95 99

◇クロム・モリブデン鋼（ＳＣＭ、丸鋼、キロ）
ＳＣＭ420・435・440 120 120 124
◇ニッケル・クロム鋼（丸鋼、キロ）
ＳＮＣ631 352 352 ―
ＳＮＣ415 322 322 ―
◇ニッケル・クロム・モリブデン鋼（丸鋼、キロ）
ＳＮＣＭ439 312 312 ―
ＳＮＣＭ220 252 252 ―
ＳＮＣＭ630 502 502 ―
◇工 具 鋼（平鋼、圧延材、キロ）
炭素工具鋼
ＳＫＳ93 330 330 330
合金工具鋼
ＳＫＳ3 500 500 500
ダイス鋼
ＳＫＤ11 650 650 650
ＳＫＤ61 600 600 ―
高速度鋼（丸鋼）
ＳＫＨ57 6,000 5,600 ―
ＳＫＨ55 4,500 4,300 ―
ＳＫＨ51 2,400 2,300 ―
◇軸 受 鋼（丸鋼、キロ）
ＳＵＪ2 200 200 ―

合金鉄
（キログラム当たり円）

大口ユーザー向け、国内相場
高値 安値

◇フェロマンガン高炭素1号 ▼156 ▼151
◇フェロシリコン2号 ▼165 ▼161
◇シリコマンガン1号 161 �156
◇フェロクロム高炭素6号（純分52％） ▼149 ▼146
◇フェロモリブデン（純分キログラム当たり） 2,100 2,000
◇フェロバナジウム（純分キログラム当たり）�2,250 �2,160
◇メタリックシリコン（中国産） 238 234

溶接材料
東京 大阪

◇溶接材料（キロ、市場価格）（1.2㍉・スプール）
軟鋼ソリッドワイヤ 310 310

調べ、問屋置き場仲値ベース（◉印は上げ▼は下げ、単位：円／トン、Nはノミナル）＊いずれも本体価格のみ
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産業新聞社　東京本社　メディア事業部
TEL：03（5566）8776　  E-mail:sangyo@sangyo.co.jp

料金・データに関するお問い合わせ、
お申し込みはこちらまで
→ http://www.japanmetal.com/
soba-deli

非鉄相場データを入電当日、
朝7時台からEメール・FAX配信！

▶Eメール配信の場合はエクセル・ワード両ファイルで
　お渡しするのでデータ管理、情報整理が便利。

（海外コース）
LME・NYC・貴金属・レアメタル・上海など150以上の
データを網羅

海外コース＋国内の銅・鉛・亜鉛建値、
国内市中相場（主要58品種）も配信可能

（国内コース）

お試し期間1週間を設けていますので、
お気軽にお申し込み下さい。

非鉄相場モーニングコールサービス非鉄相場モーニングコールサービス非鉄相場モーニングコールサービス

ＬＭＥ ■銅＝直物はロ
ンドン金属取引所

（ＬＭＥ）の公式値で前日比65.50
㌦安の4825.50㌦、3カ月物は86.00
㌦安の4796.50㌦。カーブ取引は
81.00㌦安の4786.00㌦。
安倍晋三首相の円高けん制発言
などでドルがじりじりと値を上げ
る中、ドル建ての非鉄はおおむね
軟調となった。
英ＣＭＣマーケッツのアナリス
ト、ジャスパー・ローラー氏は「中
国サービス業ＰＭＩ（購買担当者
景況指数）がさえない数字だった
ことも、若干売りを誘った」と指
摘。「問題は再び上伸する前に、一
段安となるかどうかだ」と話した。
■アルミ＝直物は9.25㌦安の

1601.25㌦、3カ月物は13.50㌦安

の1616.25㌦。カーブ取引は25.00
㌦安の1608.50㌦。
■ニッケル＝直物は97.50㌦安

の9290.00㌦、3カ月物は155.00㌦
安の9310.00㌦。カーブ取引は
425.00㌦安の9020.00㌦。
■鉛＝直物は20.75㌦安の

1744.50㌦、3カ月物は23.00㌦安
の1738.50㌦。カーブ取引は28.00
㌦安の1735.00㌦。
■亜鉛＝直物は14.50㌦安の

1860.25㌦、3カ月物は15.50㌦安
の1865.50㌦。カーブ取引は27.00
㌦安の1861.00㌦。
■錫＝直物が72.50㌦高の1万

7417.50㌦、3カ月物は60.00㌦高
の1万7337.50㌦。カーブ取引は
50.00㌦安の1万7350.00㌦。（ロン
ドン時事）

COMEX ■銅＝4営業日
続落。世界最大の

銅消費国である中国をめぐる懸念
やドル高が重しになった。
7月限の清算値は1.5％安の

215.40㌣。（ＤＪ時事）

■ＮＹ金＝5日のニューヨーク
商品取引所（ＣＯＭＥＸ）の金塊
先物相場は、安値拾いの買いなど
が入って朝方は堅調に推移してい
たが、外国為替市場でドル買いが
進行するとドル建てで取引される
金塊は割高感から売られ、3営業
日続落となった。6月物の清算値
は前日比2.10㌦安の1㌉＝1272.30
㌦となった。
金相場は前日まで利益確定の売
りに押され続落していたが、この
日は安値拾いの買いなどが入り朝
方は一時1288.40㌦まで上昇した。
しかしその後、対ユーロでドルが
上昇したことで売りが優勢となり

上げ幅を一掃、相場はマイナス圏
に沈んだ。ただ、米国の追加利上
げが後ずれするのではないかとの
一部観測や世界経済の先行き不透
明感などを背景に金を買い支える
動きも見られ、下げ幅は限定的だ
った。
米民間雇用サービス会社オート
マチック・データ・プロセッシン
グ（ＡＤＰ）が前日に発表した4
月の全米雇用報告で非農業部門の
民間就業者数が前月比15万6000人
増と市場予想を下回ったことを受
けて、雇用の伸びの鈍化が懸念さ
れているが、米雇用統計の発表を
翌日に控えて様子見ムードも強か
った。
金塊現物相場は午後2時3分現

在、0.715㌦安の1272.880㌦。（ニ
ューヨーク時事）
■ロンドン金＝5日のロンドン

自由金市場の金相場は、ドル高に
押されて続落し、前日終値比では
7.170㌦安の1㌉＝1274.675㌦で引
けた。

米週間失業保険申請件数が市場
予想を上回ったことで、同国労働
市場の弱さが連想され、いったん
ドル安となり、ドル建て商品の金
は反発する場面もあった。しかし、
安倍晋三首相の円高けん制発言な
どを受けてドルがじりじりと上伸
し、金は圧迫された。
英ＣＭＣマーケッツのアナリス
ト、ジャスパー・ローラー氏は「ド
ルの動きにつられた」と指摘。た
だ、世界成長への不透明感などか
ら、「しばらく金は若干強地合い
だ」と予想した。金は安全資産の
代表格とされる。
金は1281.745㌦で寄り付いた

後、午前は1275.75㌦で値決めさ
れた。午後の値決めは1280.25㌦。
（ロンドン時事）
■ＮＹ銀＝反発。先物7月限の

清算値は2.6㌣高の1732.7㌣。
現物は米東部時間午後2時7分時
点で0.5％安の1728㌣。（ロイター
ＥＳ時事）
■ＮＹ白金＝白金7月限は3営業
日ぶりに反発。清算値は前営業日
比8.20㌦高の1㌉＝1063.80㌦とな
った。
パラジウム6月限は4営業日ぶり
に反発し、清算値は同4.25㌦高の
1㌉＝600.70㌦となった。（ニュー
ヨーク時事）

おことわり 欧米非鉄金属価格表中、カドミ99.99％、ス
ポンジチタン99.6％、フェロバナジウム80％、五酸化バナジ
ウムの4品種については現地3日の価格変更分を掲載してい
ます。
※国内祝日中の海外相場価格については、10日付国際非鉄

金属相場ウイークリー面をご覧ください。
※英国現地5月2日はアーリー・バンクホリデーのため、休

場です。

港別のLME非鉄金属在庫
（16年4月29日現在、単位トン）
▽銅 154,675
デュバイ 0
アントワープ 1,350
ハンブルク 0
バルセロナ 0
ビルバオ 25
ハル 8,975
リバプール 0
レグホーン 25
トリエステ 0
仁川 0
光陽 4,150
釜山 12,850
ジョホール 23,625
クラン 5,100
ロッテルダム 10,375
ブリッシンゲン 225
ヘルシングボリ 0
シンガポール 28,900
ボルティモア 0
シカゴ 5,675
モービル 25
ニューオーリンズ 48,350
セントルイス 0
高雄 5,025

▽アルミHG 2,639,075
アントワープ 13,325
ブレーメン 0
ハンブルク 43,500
バルセロナ 0
ビルバオ 22,600
ハル 300
リバプール 0
タイン＆ウェア 0
ジェノア 0
レグホーン 0
トリエステ 67,125
名古屋 0
横浜 0
釜山 100,375
光陽 31,525
仁川 15,475
ジョホール 41,875
クラン 105,075
ロッテルダム 527,125
ブリッシンゲン 1,082,750
ヘルシングボリ 12,325
シンガポール 263,850
ボルティモア 86,125
シカゴ 0

デトロイト 208,175
ロングビーチ 0
ロサンゼルス 125
モービル 4,375
ニューオーリンズ 500
セントルイス 0
米トレド 50
高雄 12,500

▽ニッケル 417,504
デュバイ 11,544
アントワープ 624
ブレーメン 0
ハンブルク 78
バルセロナ 0
ビルバオ 0
ハル 4,254
リバプール 726
タイン＆ウェア 0
ジェノア 0
レグホーン 0
トリエステ 0
釜山 2,316
光陽 8,286
仁川 0
ジョホール 158,598
クラン 0
ロッテルダム 119,466
ブリッシンゲン 282
ムールデイク 768
ヘルシングボリ 0
シンガポール 48,156
ボルティモア 5,028
シカゴ 0
デトロイト 0
ロサンゼルス 0
モービル 18
ニューオーリンズ 0
セントルイス 0
米トレド 0
高雄 57,360

▽鉛 174,325
デュバイ 0
アントワープ 5,575
ブレーメン 0
ハンブルク 375
バルセロナ 6,425
ビルバオ 5,100
ハル 0
リバプール 0
タイン＆ウェア 0
ジェノア 50
レグホーン 725

トリエステ 275
釜山 45,775
仁川 0
高雄 25
ジョホール 3,725
クラン 44,325
ムールデイク 75
ロッテルダム 16,325
ブリッシンゲン 45,250
ヘルシングボリ 0
シンガポール 0
ボルティモア 0
シカゴ 0
デトロイト 0
ロングビーチ 0
ロサンゼルス 300
モービル 0
ニューオーリンズ 0
セントルイス 0
米トレド 0

▽亜鉛 401,800
デュバイ 0
アントワープ 47,000
ハンブルク 0
ブレーメン 0
バルセロナ 0
ビルバオ 600
ハル 3,925
リバプール 75
タイン＆ウェア 0
ジェノア 0
レグホーン 0
トリエステ 0
ジョホール 9,025
クラン 8,900
ロッテルダム 9,100
ブリッシンゲン 0
ヘルシングボリ 0
シンガポール 2,175
高雄 0
ボルティモア 0
シカゴ 0
デトロイト 0
ロングビーチ 0
ロサンゼルス 0
モービル 0
ニューオーリンズ 321,000
セントルイス 0
米トレド 0

▽錫 5,690
アントワープ 0
ハンブルク 0

バルセロナ 0
ビルバオ 0
ハル 0
リバプール 0
タイン＆ウェア 0
ジェノア 0
トリエステ 0
釜山 0
光陽 30
ジョホール 405
ポートクラン 3,060
ロッテルダム 255
ブリッシンゲン 0
シンガポール 1,940
ボルティモア 0
ロサンゼルス 0
モービル 0
ニューオーリンズ 0
高雄 0

▽アルミ合金 16,840
アントワープ 2,360
ブレーメン 0
ハンブルク 0
バルセロナ 0
ビルバオ 0
ハル 0
リバプール 200
タイン＆ウェア 0
ジェノア 1,000
レグホーン 0
トリエステ 260
釜山 120
光陽 40
仁川 0
ジョホール 80
クラン 60
ロッテルダム 3,060
ブリッシンゲン 60
シンガポール 9,100
高雄 500

▽北米特殊アルミ合金
54,300

ボルティモア 1,420
シカゴ 6,740
デトロイト 35,520
ロングビーチ 0
ロサンゼルス 0
モービル 0
ニューオーリンズ 9,060
オーエンスボロ 0
セントルイス 1,460
米トレド 100

ＴＴＳの推移（円）

（トン）

225
125
550
1,125
6,275
0

1,308

�
�
�
�
�

�

4日現在
156,725
5,860
174,675
396,400
2,620,450
16,840
415,134

3日現在
156,500
5,735

174,125
397,525
2,626,725
16,840
416,442

銅
錫
鉛
亜鉛
アルミＨＧ
アルミ合金
ニッケル

◇銅Ａグレード 4日 5日 ◇錫ＨＧ 4日 5日
現物 前場 買 4890.00 4825.00 現物 前場 買 17340.00 17415.00

売 4892.00 4826.00 売 17350.00 17420.00
後場 買 4881.00 4802.50 後場 買 17340.00 17355.00

売 4883.00 4804.50 売 17390.00 17405.00
先物 前場 買 4880.00 4796.00 先物 前場 買 17275.00 17325.00

売 4885.00 4797.00 売 17280.00 17350.00
後場 買 4870.00 4787.00 後場 買 17300.00 17300.00

売 4872.00 4789.00 売 17350.00 17350.00
セツルメント 4892.00 4826.00 セツルメント 17350.00 17420.00

出来高（ロット） 102473 124592 出来高（ロット） 4264 3670

◇鉛 ◇アルミＨＧ
現物 前場 買 1765.00 1744.00 現物 前場 買 1610.00 1601.00

売 1765.50 1745.00 売 1611.00 1601.50
後場 買 1767.50 1730.50 後場 買 1622.00 1597.50

売 1769.50 1732.50 売 1624.00 1599.50
先物 前場 買 1761.00 1738.00 先物 前場 買 1629.50 1616.00

売 1762.00 1739.00 売 1630.00 1616.50
後場 買 1769.00 1730.00 後場 買 1642.00 1614.00

売 1771.00 1732.00 売 1644.00 1616.00
セツルメント 1765.50 1745.00 セツルメント 1611.00 1601.50

出来高（ロット） 28634 27411 出来高（ロット） 190404 204630

◇亜鉛ＳＨＧ ◇アルミ合金
現物 前場 買 1874.50 1860.00 現物 前場 買 1535.00 1540.00

売 1875.00 1860.50 売 1545.00 1550.00
後場 買 1876.00 1860.50 後場 買 1539.00 1540.50

売 1878.00 1862.50 売 1549.00 1550.50
先物 前場 買 1880.00 1865.00 先物 前場 買 1570.00 1570.00

売 1882.00 1866.00 売 1580.00 1580.00
後場 買 1884.00 1866.00 後場 買 1570.00 1570.00

売 1886.00 1868.00 売 1580.00 1580.00
セツルメント 1875.00 1860.50 セツルメント 1545.00 1550.00
出来高（ロット） 77934 92346 出来高（ロット） 322 142

◇ニッケル ◇北米特殊アルミ合金（ＮＡＳＡＡＣ）
現物 前場 買 9385.00 9280.00 現物 前場 買 1690.00 1684.00

売 9390.00 9300.00 売 1690.50 1685.00
後場 買 9410.00 9110.00 後場 買 1689.00 1681.00

売 9435.00 9135.00 売 1699.00 1691.00
先物 前場 買 9460.00 9300.00 先物 前場 買 1720.00 1710.00

売 9470.00 9320.00 売 1725.00 1715.00
後場 買 9450.00 9150.00 後場 買 1720.00 1710.00

売 9475.00 9175.00 売 1730.00 1720.00
セツルメント 9390.00 9300.00 セツルメント 1690.50 1685.00

出来高（ロット） 58258 64520 出来高（ロット） 1418 898

出来高はロット数、1ロットは銅・鉛・亜鉛・アルミHGが25㌧、アルミ合金が20㌧、
ニッケル6㌧、錫5㌧、コバルト1㌧、モリブデン純分6㌧

2016年5月6日入電（現地5月5日） （単位：ドル)

現物 前場 買 23500.00 23500.00 現物 前場 買 13100.00 13100.00
売 24000.00 23750.00 売 13600.00 13600.00

先物 前場 買 23500.00 23500.00 先物 前場 買 13300.00 13300.00
売 24000.00 24000.00 売 13800.00 13800.00

セツルメント 24000.00 23750.00 セツルメント 13600.00 13600.00
出来高（ロット） 0 7 出来高（ロット） 0 0

◇コバルト ◇モリブデン

前月セツル平均 4851.12 4851.12 前月セツル平均 17067.62 17067.62

前月セツル平均 1728.67 1728.67 前月セツル平均 1564.31 1564.31

前月セツル平均 1851.52 1851.52 前月セツル平均 1554.62 1554.62

前月セツル平均 8852.62 8852.62 前月セツル平均 1705.90 1705.90

前月セツル平均 23110.48 23110.48 前月セツル平均 12471.43 12471.43

【後場値動き】 5月5日
(3カ月先物：始値、買高値、売安値、終値の順)

銅 4785―4780―4785―4786
錫 17350―17310―17350―17350
鉛 1735―1735―1737―1735
亜鉛 1861―1861―1861―1861
アルミＨＧ 1609―1608―1609―1608.5
ニッケル 9040―9040―9020―9020

5月4日 増減
銅 177,330 �872
金 568,370 �2,596
銀 201,121 �2,884

米ドル 英ポンド ＥＵＲ
(ユーロ)

4月 7日 110.60 158.94 126.53
8日 109.85 157.04 125.31
11日 109.11 156.60 124.72
12日 109.10 157.87 124.79
13日 109.67 159.04 125.11
14日 110.41 159.07 124.76
15日 110.74 159.24 125.03
18日 109.01 157.22 123.54
19日 110.12 159.94 124.91
20日 110.20 161.14 125.56
21日 110.73 161.17 125.47
22日 110.43 160.85 125.14
25日 112.41 164.84 126.57
26日 111.97 164.80 126.50
27日 112.28 166.28 127.31
28日 110.75 163.48 125.62

5月 2日 107.42 159.53 123.59
6日 108.39 159.47 123.84

前日セツ
ルメント
2.1830
2.1835
2.1865
2.1900
2.1930
2.1965
2.1980
2.1990

1273.30
1274.40
1275.60
1276.70
1278.60
1280.40
1282.20
1283.90

17.2770
17.2870
17.3010
17.3480
17.4090
17.4300
17.4700
17.5060

1054.40
1054.90
1055.60

596.70
596.45
596.75

（現地5月5日）

（前日67369枚)

（前日238899枚)

（前日55704枚)

（前日10802枚)

（前日5715枚)

セツル
メント
2.1510
2.1520
2.1540
2.1585
2.1610
2.1645
2.1660
2.1670

1271.40
1272.30
1273.50
1274.60
1276.50
1278.30
1280.10
1281.80

17.3020
17.3130
17.3270
17.3740
17.4360
17.4570
17.4970
17.5330

1063.20
1063.50
1063.80

600.95
600.70
601.00

(1枚＝12.5ショート㌧）

引値

―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―
―
―
―
―
―

―
―
―

―
―
―

◇銅（ドル／ポンド）

2016年5月6日入電

安値

2.1410
2.1405
2.1430
2.1475
2.1500
2.1645
2.1670
2.1560

1270.80
1270.60
1275.00
1273.00
1275.90
1277.30
1279.50

―

17.2700
17.2800
17.2850
17.3400
17.4100
17.4600
17.5550

―

1060.00
1059.30
1051.00

―
597.00

―

◇金（ドル／トロイオンス）

◇銀（ドル／トロイオンス）

◇プラチナ（ドル／トロイオンス）

◇パラジウム（ドル／トロイオンス）

高値

2.1805
2.1850
2.1905
2.1750
2.1950
2.1645
2.1670
2.2010

1286.00
1288.40
1288.50
1290.60
1291.00
1293.40
1291.90

―

17.6050
17.6350
17.6850
17.7200
17.7850
17.4650
17.5750

―

1068.70
1065.60
1071.40

―
609.95

―

寄付

2.1805
2.1835
2.1820
2.1740
2.1900
2.1645
2.1670
2.1985

1282.90
1281.20
1284.40
1284.00
1285.70
1289.40
1291.90

―

17.3650
17.4950
17.4100
17.5350
17.5700
17.4650
17.5550

―

1068.70
1062.60
1058.10

―
598.50

―

出来高68773枚

出来高180714枚

出来高60364枚

出来高8652枚

出来高3709枚

16年05月
16年06月
16年07月
16年08月
16年09月
16年10月
16年11月
16年12月

16年05月
16年06月
16年07月
16年08月
16年10月
16年12月
17年02月
17年04月

16年05月
16年06月
16年07月
16年09月
16年12月
17年01月
17年03月
17年05月

16年05月
16年06月
16年07月

16年05月
16年06月
16年07月

5月6日入電 (現地5月5日※) (単位：ドル、カッコ内は円/キロ)
アンチ99.65％ (トン)

6300― 6600(683―715)
ビスマス99.9％ (ポンド)

4.30― 4.60(1,028―1,099)
カドミ99.99％ (ポンド)

⊕0.74― ⊕0.79(177―189)※3日
クロム（中 国)(トン)

7300― 7700(791―835)
コバルトカソード(ポンド)

10.50― 10.80(2,509―2,581)
〃 インゴット(ポンド)

10.70― 11.25(2,557―2,688)
ガリウム99.99％ (キロ)

130― 150(14,091―16,259)
金属ゲルマニウム (キロ)

1200― 1300(130,068―140,907)
二酸化ゲルマニウム（キロ）

900― 975(97,551―105,680)
インジウム99.99％ (キロ)

220― 250(23,846―27,098)
イリジウム (トロイオンス) 〔円／グラム〕

500― 520(1,742―1,812)
マグネシウム99.9％(中国)（トン）

2000― 2050(217―222)
金属マンガン99.7％ (トン)

1625― 1725(176―187)
フェロマンガン75―76％ (トン)

620― 650(67―70)
三酸化モリブデン (Mo純分ポンド)

5.30― 5.50(1,266―1,314)
フェロモリブデン（西側）(Mo純分キロ)

13.70― 13.90(1,485―1,507)
ロジウム (トロイオンス) 〔円／グラム〕

�715― �735(2,492―2,561)
ルテニウム (トロイオンス) 〔円／グラム〕

38.00― 42.00(132―146)
セレニウム99.5―99.8％ (ポンド）

5.00― 5.75(1,195―1,374)
シリコン塊 (トン)

1630― 1700(177―184)
フェロシリコン (トン)

850― 920(92―100)
スポンジチタン99.6％ (キロ)

�7.70― �8.20(835―889)※3日
フェロタングステン (キロ)

24.50― 25.50(2,656―2,764)
タングステンＡＰＴ (WO3純分10㌔)

195.0― 200.0(2,114―2,168)
フェロバナジウム80％ (V純分キロ)

⊕20.00― ⊕21.00(2,168―2,276)※3日
五酸化バナジウム（Ｖ2Ｏ5純分ポンド）

⊕3.75― ⊕4.25(896―1,016)※3日
タンタル (ポンド)

60.00― 63.00(14,338―15,054)

（カッコ内出来高）
(キロ当たり米ドル)

5月5日 17.600㌦（32.00㌧）
5月6日 17.350㌦（48.00㌧）

（単位：トン当たり元、増値税込）
現地05月05日 5月限 6月限 7月限 8月限 9月限

銅 セツルメント 36880 37030 37060 37070 37100
出来高(5トン/ロット) 29,210 112,602 380,366 60,932 25,048
前日セツルメント 37140 37330 37350 37390 37390

ア セツルメント 12585 12535 12495 12430 12370
ル 出来高(5トン/ロット) 7,970 62,422 161,326 29,336 13,014
ミ 前日セツルメント 12615 12610 12570 12510 12450

亜 セツルメント 14840 14930 14975 14980 15010
鉛 出来高(5トン/ロット) 2,660 103,266 303,390 40,276 8,364
前日セツルメント 14935 15025 15065 15100 15110

上海先物取引所在庫 （トン）
4月29日 前週 増減

銅 311,894 331,689�19,795
アルミ 309,201 319,381�10,180
亜鉛 259,549 267,347 �7,798

【アルミ新地金】
▽ＮＹカーブ(ドル) ▼1608― ▼1609
▽対日オファー価格（99.7％）（4―5月積み）
トン当たりドル CIF ▼1701― ▼1708

▽輸入採算価格（4―5月積み）
トン当たり円 ▼195400― ▼196200

▽3月の輸入通関平均単価（99.0―99.9％）
トン当たり円 190200

【アルミ二次合金・原料】
▽対日スクラップ・オファー価格
ポンド当たりセント

テンス CIF �67.0
テイント・テーバー CIF �63.0
リ ソ CIF 72.0

▽対日ロシア産再生地金オファー価格
トン当たりドル CIF 2190

▽ADC12オファー価格
トン当たりドル CIF 2450

▽対日ADC12輸入採算価格
トン当たり円 225000

▽ADC12国内理論値
トン当たり円 235000

5月6日入電 (現地5月5日)
【ニューヨーク市中】
銅地金(㍀) 220.10― 221.10㌣
パラジウム(㌉) 602.50― 607.50㌦
プラチナ(㌉) 1067.00― 1068.10㌦

5月6日入電（現地5月5日）
単位：トロイオンス当たり、カッコ内は前営業日

▽ロンドン金約定値・現物(ドル)
午 前 1275.75（ 1280.30）
午 後 1280.25（ 1283.00）
引 値 1274.30 ～1275.05

（ 1281.46 ～1282.23）
▽チューリヒ金・引値 1277.80 ～1278.60

（ 1279.10 ～1279.90）
▽香港金・午前引値
（5月6日） 1277.46 ～1278.26

（ 1280.86 ～1281.63 ）
▽ロンドン・プラチナ

午 前 1057.00㌦（1056.00㌦）
午 後 1064.00㌦（1061.00㌦）

▽ロンドン・パラジウム
午 前 602.00㌦（ 603.00㌦）
午 後 607.00㌦（ 601.00㌦）

▽ロンドン銀（スポット）〈ポンド建て〉
現 物 1201.77㌺（1186.30㌺）
3カ月 ― （ ― ）

▽ロンドン銀〈米セント建て〉
現 物 1738.00㌣（1718.00㌣）
3カ月 ― （ ― ）

▽米エンゲルハード金
地 金 1285.83㌦（1287.83㌦）
加 工 1382.27㌦（1384.42㌦）

▽同 銀
地 金 1755.00㌣（1735.00㌣）
加 工 2106.00㌣（2082.00㌣）

▽米ハンディハーマン金地金
1280.25㌦（1283.00㌦）

▽同 銀地金
1736.00㌣（1735.50㌣）

▽クルーガーランド金貨
1268.00 ～1271.00㌦

（1269.10 ～1272.10㌦）
▽ジョンソン・マッセイ社白金族建値

プラチナ 1,069㌦（ 1,066㌦）
パラジウム 609㌦（ 606㌦）
イリジウム 520㌦（ 520㌦）
ロジウム 735㌦（ 740㌦）
ルテニウム 42㌦（ 42㌦）

▽ニューヨーク為替引値
ポンド 1.4483 ～1.4488
円 107.25 ～107.28
ユーロ 1.1405 ～1.1410

(単位：銅はトン、金・銀はトロイオンス)
増 減
46

116,447
519,754

�
�
�

5日
64,739

7,269,824
152,576,225

4日
64,693

7,386,271
152,056,471

銅
金
銀

(単位：銅はトン、金・銀はトロイオンス)
増 減
287

81,502

348,542

�

�

�

3日
64,873

7,331,772

152,067,220

2日
65,160

7,250,270

151,718,678

銅

金

銀

銅先物4800㌦割れドル高が圧迫

（SHFE）

5
月
6
日
入
電（
現
地
5
日
）
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非 鉄 市 中 相 場非 鉄 市 中 相 場 非鉄スクラップ相場非鉄スクラップ相場

Cycle

Recycling
of

Resources

Recycling
of

Resources

価
格
換
算

国
際
地
金

価
格
換
算

国
際
地
金

非

鋼

商

況

非

鉄

商

況

大
阪
市
大
正
区
鶴
町
一―

一―

六一

銅
・
非
鉄
原
料
は

0
6-

6
5
5
2-

7
8
4
0

☎

関東故銅

軒
並
み
35
―
42
円
下
落

建
値
5
万
円
下
げ
映
す

中
部
、銅
系
で
40
円
下
押
す

東 京青
銅
合
金
地
金20

円
安

東 京 6
日
の
関
東
地
区
故
銅

市
況
は
キ
ロ
35
―
42
円
下

落
。
5
月
積
み
銅
建
値
が

ト
ン
5
万
円
安
の
56
万
円

に
改
定
さ
れ
た
こ
と
を
映

し
た
。
現
行
相
場
に
見
合

う
売
り
物
を
持
つ
問
屋
は

ほ
ぼ
皆
無
。
6
日
を
休
日

と
す
る
向
き
も
多
い
た

め
、
荷
動
き
は
連
休
前
に

決
め
た
物
に
限
ら
れ
た
。

「
こ
れ
だ
け
相
場
が
下
が

っ
て
し
ま
っ
て
は
、
売
れ

な
い
し
、
買
え
な
い
。
じ

っ
と
す
る
し
か
な
い
」（
都

内
の
直
納
問
屋
）
と
の
声

が
聞
か
れ
る
。

現
地
5
日
の
ロ
ン
ド
ン

金
属
取
引
所
（
Ｌ
Ｍ
Ｅ
）

銅
現
物
の
前
場
売
値
（
セ

ツ
ル
メ
ン
ト
）
は
前
日
比

66
㌦
安
の
4
8
2
6
㌦
。

6
日
発
表
の
米
雇
用
統
計

の
結
果
待
ち
で
ダ
レ
た
。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
商
品
取

引
所
（
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｅ
Ｘ
）
の

5
月
当
限
セ
ツ
ル
メ
ン
ト

は
ポ
ン
ド
0
・
0
3
2
㌦

安
の
2
・
1
5
1
㌦
。
Ｌ

Ｍ
Ｅ
先
物
の
時
間
外
取
引

に
あ
た
る
Ｎ
Ｙ
カ
ー
ブ
は

4
7
8
5
―
4
7
8
6
㌦

と
、
中
心
値
で
82
㌦
切
り

下
が
っ
た
。

6
日
の
東
京
為
替
Ｔ
Ｔ

Ｓ
は
、0
・
97
円
安
の
1
㌦

＝
1
0
8
・
39
円
。海
外
相

場
と
Ｔ
Ｔ
Ｓ
か
ら
計
算
し

た
銅
地
金
の
輸
入
採
算
値

は
、
55
万
5
0
0
0
―
56

万
4
0
0
0
円
。

銅
系
品
種
は
42
円
下

落
。
1
号
銅
線
5
0
0
―

5
1
0
円
、
並
銅
4
2
5

―
4
3
5
円
、
下
銅
（
製

錬
向
け
）
3
9
5
―
4
0

5
円
あ
た
り
と
な
っ
た
。

黄
銅
系
は
、
日
本
伸
銅

黄
銅
削
り
粉
買
値
に
ス
ラ

イ
ド
し
て
35
円
下
落
。
新

切
黄
銅
セ
パ
3
7
5
―
3

8
5
円
、
黄
銅
削
り
粉
3

2
5
―
3
3
5
円
あ
た
り

が
値
ご
ろ
。

青
銅
系
は
35
円
下
落
。

並
青
銅
鋳
物
3
7
5
―
3

8
5
円
、
新
切
リ
ン
青
銅

（
伸
銅
向
け
）
5
4
0
―

5
4
5
円
あ
た
り
と
な
っ

た
。

6
日
の
中
部
故
銅
は
下
落
。

同
日
入
電
の
ロ
ン
ド
ン
金
属

取
引
所
（
Ｌ
Ｍ
Ｅ
）
銅
相
場
は

前
日
か
ら
ト
ン
66
㌦
安
の
4
8

2
6
㌦
に
値
を
落
と
し
、
後
場

に
は
4
8
0
4
・
5
㌦
と
4
8

0
0
㌦
際
ま
で
下
落
し
た
。

為
替
相
場
は
連
休
中
に
海
外

市
場
で
対
ド
ル
1
0
5
円
台
ま

で
円
高
が
進
行
。
6
日
午
前
中

の
段
階
で
は
1
0
7
円
台
ま
で

戻
し
て
い
る
が
、「
銅
価
安
と
為

替
円
高
の
ダ
ブ
ル
パ
ン
チ
」（
問

屋
筋
）
の
影
響
は
大
き
く
、
6

日
発
表
の
国
内
産
銅
建
値
は
前

回
比
ト
ン
5
万
円
安
の
同
56
万

円
に
引
き
下
げ
ら
れ
た
。

黄
銅
棒
メ
ー
カ
ー
の
原
料
購

買
価
格
も
亜
鉛
建
値
の
先
安
を

見
込
み
、
前
回
比
キ
ロ
35
円
安

の
3
9
9
円
に
改
定
さ
れ
た
。

各
指
標
の
下
落
を
受
け
、
市
中

相
場
も
全
面
安
の
展
開
。
銅
系

で
キ
ロ
40
円
、
黄
銅
系
で
同
35

円
の
安
値
寄
り
と
な
っ
た
。

市
中
の
荷
動
き
は
相
場
急
落

を
受
け
「
問
い
合
わ
せ
の
電
話

も
鳴
ら
な
い
」（
同
）
状
態
。
た

だ
、
連
休
中
日
と
い
う
こ
と
も

あ
り
、
開
店
し
て
い
な
い
扱
い

筋
も
多
く
、
市
中
で
は
週
明
け

の
相
場
動
向
次
第
と
の
声
が
根

強
い
。

黄
銅
棒
は
弱
含

み
。
25
㍉
快
削
棒
キ

ロ
5
4
0
―
5
6
0

円
、
10
㍉
快
削
棒
5

5
0
―
5
7
0
円
、

5
㍉
快
削
棒
6
0
0
―
6
2

0
円
、
25
㍉
カ
ド
ミ
レ
ス
丸

棒
6
0
0
―
6
2
0
円
あ
た

り
が
値
ご
ろ
に
な
っ
て
い

る
。6

日
発
表
さ
れ
た
5
月
積

み
銅
建
値
は
ト
ン
5
万
円
の

大
幅
引
き
下
げ
改
定
と
な
っ

た
。
6
日
の
関
東
は
市
中
が

連
休
谷
間
で
開
店
休
業
状
態

と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
様
子

見
ム
ー
ド
が
支
配
し
た
も
の

の
、
週
明
け
に
も
大
幅
な
下

げ
の
動
き
が
本
格
化
す
る
公

算
が
大
き
い
。

連
休
明
け
の
荷
動
き
に
つ

い
て
は
、
底
堅
さ
は
あ
り
そ

う
だ
が
、
上
向
い
て
い
く
ほ

ど
の
雰
囲
気
は
な
い
。
水
栓

金
具
向
け
な
ど
で
動
き
が
出

て
き
て
い
る
と
の
話
が
あ
る

た
め
、
実
需
が
底
入
れ
し
て

い
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
と

の
見
方
が
あ
る
一
方
で
、
相

場
が
再
び
不
安
定
な
様
相
を

呈
し
て
い
る
た
め
「
2
、
3

月
が
当
面
の
ピ
ー
ク
で
は
」

（
大
手
伸
銅
品
問
屋
）
と
の

指
摘
も
寄
せ
ら
れ
る
。

実
際
に
2
、
3
月
は
市
中

で
も
バ
ラ
つ
き
は
あ
り
な
が

ら
あ
る
程
度
荷
動
き
が
改
善

し
、
単
月
取
扱
量
と
し
て
は

過
去
最
高
に
な
っ
た
と
い
う

有
力
問
屋
も
見
ら
れ
た
。
し

か
し
、
4
月
は
連
休
前
も
あ

り
、若
干
ダ
レ
気
味
だ
っ
た
。

青
銅
合
金
地
金
は
キ
ロ

20
円
下
落
。
指
標
と
な
る

5
月
積
み
銅
建
値
が
ト
ン

5
万
円
安
の
56
万
円
に
改

定
さ
れ
た
こ
と
を
映
し

た
。
市
中
相
場
は
Ｃ
Ａ
Ｃ
Ｉ
ｎ
4

0
6
種
6
9
0
―
7
0
0
円
、
同

4
0
7
種
7
6
0
―
7
7
0
円
、

同
4
0
2
種
8
5
0
―
8
6
0

円
、
同
4
0
3
種
9
0
0
―
9
1

0
円
ど
こ
ろ
。

銅
建
値
が
急
落
し
た
こ
と
で
市

中
は
騒
然
と
し
て
い
る
。
角
丁
メ

ー
カ
ー
が
抱
え
る
並
銅
や
並
青
銅

鋳
物
な
ど
の
原
料
在
庫
は
建
値
下

落
前
の
物
ば
か
り
の
た
め
、「
今
の

相
場
に
見
合
う
原
料
は
な
い
」（
関

東
の
青
銅
合
金
角
丁
メ
ー
カ
ー
）

と
の
た
め
息
が
寄
せ
ら
れ
る
。

荷
動
き
の
本
格
化
は
、
週
明
け

9
日
か
ら
に
な
る
予
定
。
水
栓
金

具
、
産
業
機
械
、
造
船
向
け
と
、

ど
の
向
け
先
も
引
き
合
い
が
弱
い

た
め
、
ユ
ー
ザ
ー
の
値
下
げ
圧
力

は
連
休
後
も
引
き
続
き
強
い
こ
と

が
予
想
さ
れ
る
。
た
だ
、
ユ
ー
ザ

ー
の
ス
ポ
ッ
ト
価
格
の
指
標
と
な

る
4
月
の
関
東
の
大
型
入
札
の
落

札
価
格
結
果
が
61
万
円
を
ベ
ー
ス

と
し
た
結
果
だ
っ
た
た
め
、「
と
り

あ
え
ず
様
子
見
す
る
」（
同
）
と
の

声
が
聞
か
れ
る
。

東京 大阪
2016年5月6日 1.25スケア×4心 67 67

2 〃 ×2〃 56 56
2 〃 ×3〃 76 76
2 〃 ×4〃 93 93

◇ＰＥＷ
東京 大阪 東京 大阪 東京 大阪 東京 大阪 （ポリエステル銅線、

軽 圧 品 ◇アルミ棒 ◇線 ハ ン ダ 60スケア×3心 2393 2393 キログラム当たり）
(仲間現金キロ当たり) (50㍉) 730 650 錫40％1.0㍉ 1755 1755 ◇ＣＶＶ 1.6㍉ ▼720 ▼720

◇アルミ小板 ◇アルミ快削棒 1.6〃 1520 1520 （制御用ビニル絶縁 1.0〃 ▼740 ▼740
(99％以上)(400×1200㍉） Ａ2011Ｂ50㍉ 750 755 錫50％1.0㍉ 1965 1965 ビニルシースケーブル） 0.5〃 ▼820 ▼820
1.0㍉ 480 490 ◇アルミ合金棒 (50㍉) 1.6〃 1830 1830 2スケア×3心 90 90
0.3㍉ 510 520 Ａ2017Ｂ(17Ｓ) 730 760 錫60％1.0㍉ 2165 2165 2 〃 ×4〃 120 120 貴 金 属 (5月6日)
◇アルミネームプレート板 Ａ2024Ｂ(24Ｓ) 1010 1090 1.6〃 1950 1950 2 〃 ×6〃 167 167 ※気配値のみ税抜き
(99.5％以上)(400×1200㍉） Ａ5056Ｂ(56Ｓ) 690 740 ◇ＶＶＲ
0.3㍉ 510 560 ◇継目無アルミ管 電 線 （600Ｖビニル絶縁 （グラム当たり、Ｎはノミナル)
◇アルミ大板 (60×5×5000㍉) 950 980 (電材渡し価格、 ビニルシース丸形ケーブル） （午後2時半)
(99％以上)(1000×2000㍉） ◇継目無アルミ合金管(60×5㍉) メートル当たり、定尺） 8スケア×3心 245 245 ◇白 金(99.95％以上)
1.0㍉ 470 480 Ａ5052Ｔ(52Ｓ) 1060 1105 ◇I V 14 〃 ×3〃 388 388 気配値 ▼3712 ▼3712
0.3㍉ 500 510 Ａ5056Ｔ(56Ｓ) 1070 1105 （600Vビニル絶縁電線） 22 〃 ×3〃 572 572 小売り ▼4025 ▼4025
◇アルミ円板 Ａ6063Ｔ(63Ｓ) 920 945 1.6㍉ 19.5 19.5 38 〃 ×3〃 937 937 買い取り ▼3896 ▼3896
(99％以上) ◇アルミ合金標準形材 5.5スケア 53.5 53.5 60 〃 ×3〃 1449 1449 ◇パラジウム
1.0㍉ 515 565 (2×20×40㍉) 14 〃 132 132 ◇ＶＶＦ 気配値 ▼2115 ▼2115
◇印刷用アルミ板 Ａ6063(63Ｓ) 500 530 38 〃 333 333 （600Ｖビニル絶縁 小売り ― ―
(0.3×1000×800㍉) ◇角 パ イ プ 500 580 ◇Ｃ Ｖ ビニルシース平形ケーブル） 買い取り ▼2155 ▼2155
写真用 515 565 ◇ア ル ミ 条 （架橋ポリエチレン絶縁 1.6㍉×2心 31 31 （午後4時)

◇アルミ合金板 (1×1000㍉) 410 470 ビニルシースケーブル） 2.0〃×2〃 56 56 ◇金 （問屋価格）
(1×1000×2000㍉) ◇アルミ合金条(1×1000㍉) 600Ｖ 2.6〃×2〃 101 101 気配値 ▼4437 ▼4437
Ａ6061Ｐ(61Ｓ) 1050 1045 (52Ｓ) 430 490 5.5スケア×3心 195 195 1.6〃×3〃 58 58 小売り ▼4802 ▼4802
Ａ2017Ｐ(17Ｓ) 1080 1005 ◇ア ル ミ 箔(457×686㍉) 8 〃 ×3〃 258 258 2.0〃×3〃 89 89 買い取り ▼4717 ▼4717
Ａ5052Ｐ(52Ｓ) 520 620 7ミクロン 915 975 14 〃 ×3〃 405 405 2.6〃×3〃 142 142 （午後2時半)

◇カラーアルミ大板 22 〃 ×3〃 614 614 ◇銀(99.95％以上、キロ当たり)
(1000×2000㍉) 鉛錫製品 ◇CVT ◇VCT̶F 気配値 ▼62600 ▼62600
1.0㍉ 600 740 (キロ当たり) （CVトリプレックス） （300Vビニルキャブ 小売り ▼67820 ▼67820
0.5㍉ 700 840 ◇鉛 管 600Ｖ タイヤ丸形コード) 買い取り ▼63720 ▼63720
◇アルミ線(99％以上) 排水管(30―100㍉) 910 910 38スケア×3心 988 988 0.75スケア×2心 27 27 （午後4時)
0.8㍉ 600 695 ◇鉛 板 60 〃 ×3〃 1502 1502 0.75 〃 ×3〃 36 36 ◇メイプルリーフ金貨
3.0㍉ 530 615 1.0㍉ 521 521 100〃 ×3〃 2450 2450 0.75 〃 ×4〃 43 43 (¼オンス) (1/10オンス)
◇アルミ合金線(4.0㍉) 1.5㍉ 501 501 6ＫＶ 1.25 〃 ×2〃 40 40 売 ▼42624 ▼17454
Ａ5052Ｗ(52Ｓ) 790 875 2.0㍉ 481 481 38スケア×3心 1757 1757 1.25 〃 ×3〃 53 53 買 ▼37794 ▼15315

2016年5月6日

仲間現金（数量規模1㌧以上、持ち込み価格） 地方向け原料買入価格
（東名は組合発表ベース）

(キロ当たり円) 東京 大阪 名古屋 富山 北九州 札幌 東京 大阪 名古屋
1 号 銅 線 ▼505 ▼496 ▼504 ▼501 ▼488 ▼486 430 444 420
2 号 銅 線 ― ▼436 ▼443 ▼440 ▼440 ― ― 394 415
上 銅（新切れ） ▼478 ▼471 ▼478 ▼475 ▼463 ▼463 415 424 410
〃 （普 通） ▼457 ― ▼458 ▼455 ▼428 ― 400 404 400

並 銅 ▼430 ▼420 ▼426 ▼423 ▼406 ▼410 375 384 380
下銅（製錬向け） ▼401 ▼392 ▼405 ▼399 ▼387 ▼381 350 354 355
銅削り粉（純銅） ▼404 ▼399 ▼409 ▼406 ▼391 ▼384 355 359 350
銅 滓 （ 30 ％ ） 25 25 25 ― 23 ― 15 15 14

1 号 薬 き ょ う ▼332 ― ― ― ― ― 265 ― ―
2号 〃 ▼322 ― ― ― ― ― 255 ― ―
新切黄銅（セパ） ▼378 ▼372 ▼372 ▼367 ▼372 ▼363 340 258 250
〃（コーペル） ▼347 ▼348 ▼344 ▼344 ▼340 ▼332 320 248 240

新 黄 銅 棒 コ ロ ▼346 ▼348 ▼343 ― ▼340 ▼331 315 243 235
黄 銅 削 り 粉 ▼342 ▼344 ▼339 ▼336 ▼336 ▼327 310 238 230
交差（半銅）ラジ ▼268 ▼262 ▼239 ▼234 ▼233 ― 215 211 195
黄 銅 鋳 物 ― ▼319 ▼305 ▼303 ▼308 ― ― 226 200
込 み 黄 銅 ▼300 ▼319 ▼305 ▼305 ▼310 ― 225 201 190

上 青 銅 鋳 物 ― ▼374 ▼383 ▼380 ▼365 ― ― 324 320
並 〃 ▼378 ▼363 ▼373 ▼372 ▼355 ▼358 315 314 310
上 青 銅 鋳 物 削 粉 ― ▼368 ▼378 ▼376 ▼360 ― ― 314 310
並 〃 ▼366 ▼355 ▼363 ▼361 ▼347 ▼346 310 304 300
新 切 リ ン 青 銅

〃 伸銅向け ▼542 ― ▼507 ▼503 ― ― 505 ― 365
〃 青銅向け ― ▼501 ▼504 ▼499 ▼498 ― ― 361 350
〃 削 り 粉 ▼412 ▼393 ▼402 ▼398 ▼374 ― 340 331 315

洋 白 （ ば ね 材 ） ▼416 ▼407 ▼412 ▼409 ▼403 ― 317 331 320
〃 （かぎ材） ▼243 ▼246 ▼260 ▼258 ▼240 ― 227 233 210

新 切 亜 鉛 69 69 72 67 67 ― ― ― ―
合 金 亜 鉛 44 44 47 42 43 ― ― ― ―
亜 鉛 ド ロ ス 41 52 41 ― 32 ― ― ― ―
上 鉛 124 126 122 122 122 ― ― ― ―
電 池 巣 鉛 115 ― ― ― ― ― ― ― ―
活 字 鉛 139 141 136 136 ― ― ― ― ―

ア ル ミ 電 線1級 144 140 145 135 140 ― 120 120 87
新 切 ア ル ミ1級 128 127 127 125 126 115 110 110 77

〃 2級 115 114 114 ― ― ― 100 100 57
Ａ サ ッ シ 126 127 127 125 127 ― 110 110 72
印 刷 板 133 132 132 125 ― ― 110 110 75
一 品 合 金 121 118 ― 116 ― ― 95 95 ―
合 金 ア ル ミ 新 118 116 113 ― 115 108 85 85 60
新 機 械 鋳 物 146 139 ― 134 ― 131 95 95 ―
ホイール(ミックス) 126 123 128 ― ― 117 97 97 70
機 械 鋳 物 ア ル ミ 114 109 111 110 107 100 85 85 55
Ｂサッシ(プレス物) 106 105 107 ― ― 99 83 83 56
合 金 削 り 粉 90 88 86 92 91 82 70 70 42
込 み ガ ラ 88 85 85 88 83 76 70 70 47
缶 プ レ ス （ Ａ ） 90 90 89 ― ― 80 70 70 57
アルミ缶（バラ） 70 70 69 86 ― 63 60 60 44

2016年5月6日

地 金 東 京 大 阪 名 古 屋 北 陸 九 州 北 海 道
( 現 金 ) ( 現 金 ) ( 現 金 ) ( 現 金 ) ( 現 金 ) ( 現 金 )

(キロ当たり円) 高値 安値 高値 安値 高値 安値 高値 安値 高値 安値 高値 安値

電 気 銅 ▼541 ▼536 ▼539 ▼534 ▼539 ▼534 ▼539 ▼534 ▼539 ▼534 ▼541 ▼536
電 気 亜 鉛 246 240 246 240 246 240 246 240 246 240 246 240
蒸 留 亜 鉛 234 228 234 228 234 228 234 228 234 228 234 228
ダ イ カ ス ト 亜 鉛 275 269 275 269 275 269 275 269 275 269 275 269
再 生 ダ イ カ ス ト
（ 亜 鉛2種 相 当 ） 215 209 215 209 215 209 215 209 215 209 ― ―
再 生 亜 鉛 上 丁 188 182 188 182 188 182 188 182 188 182 ― ―
電 気 鉛 247 244 247 244 247 244 247 244 247 244 247 244
再 生 鉛 特 号 237 232 238 233 238 233 238 233 238 233 ― ―

1号 232 227 229 219 229 219 229 219 229 219 ― ―
3号 239 235 234 230 234 230 234 230 234 230 ― ―

錫 1 号 2040 1990 2040 1990 2040 1990 2040 1990 2040 1990 2040 1990
ア ン チ モ ン 890 840 890 840 890 840 890 840 890 840 890 840
ニ ッ ケ ル 溶 解 用 ▼1150 ▼1100 ▼1150 ▼1100 ▼1150 ▼1100 ▼1150 ▼1100 ▼1150 ▼1100 ▼1150 ▼1100

め っ き 用 ▼1200 ▼1150 ▼1200 ▼1150 ▼1200 ▼1150 ▼1200 ▼1150 ▼1200 ▼1150 ▼1200 ▼1150
コ バ ル ト 3600 3300 3600 3300 3600 3300 3600 3300 3600 3300 ― ―
セ レ ン 2000 1800 2000 1800 2000 1800 2000 1800 2000 1800 ― ―
ビ ス マ ス 1350 1250 1350 1250 1350 1250 1350 1250 1350 1250 1350 1250
カ ド ミ ウ ム 360 310 360 310 360 310 360 310 360 310 ― ―
イ ン ジ ウ ム 37000 32000 37000 32000 37000 32000 37000 32000 37000 32000 ― ―
水 銀（ フ ラ ス コ ） 180000 170000 180000 170000 180000 170000 180000 170000 180000 170000 180000 170000
マグネシウム(中国産) 260 240 260 240 260 240 260 240 260 240 260 240
マ グ ネ シ ウ ム 合 金 310 290 310 290 310 290 310 290 310 290 310 290

アルミ地金99.7％ ▼214 ▼210 ▼212 ▼207 ▼212 ▼207 ▼212 ▼207 ▼212 ▼207 ▼214 ▼210
ア ル ミ 二 次 地 金

99％ 202 197 202 197 202 197 202 197 193 188 ― ―
97％ 200 195 200 195 200 195 200 195 190 185 200 195
90％ 193 188 192 187 192 187 192 187 186 181 186 181

脱 酸 用94％ Ｂ 塊 202 197 203 198 200 195 200 195 203 198 ― ―
二次合金地金（小口）

ＡＤ12.1 ▼301 ▼296 ▼298 ▼293 ▼298 ▼293 ▼298 ▼293 ― ― ― ―
鋳物用ＡＣ2Ｂ ▼325 ▼320 ▼323 ▼318 ▼322 ▼317 ▼322 ▼317 ― ― ― ―

ハンダ錫 60％ 1700 1670 1680 1640 1680 1640 1680 1640 1680 1640 1700 1670
50％ 1505 1475 1485 1435 1485 1435 1485 1435 1485 1435 1505 1475
40％ 1305 1275 1350 1290 1350 1290 1350 1290 1350 1290 1305 1275

減摩合金 1種 2425 2400 2420 2390 2420 2390 2420 2390 2420 2390 2425 2400
2種 2355 2325 2350 2320 2350 2320 2350 2320 2350 2320 2355 2325
4種 2010 1980 2005 1980 2005 1980 2005 1980 2005 1980 2010 1980

青銅合金地金
CACIn402 ▼860 ▼850 ▼785 ▼775 ▼780 ▼770 ▼860 ▼850 ― ― ― ―
〃 403 ▼910 ▼900 ▼825 ▼815 ▼825 ▼815 ▼920 ▼910 ▼825 ▼815 ― ―
〃 406 ▼700 ▼690 ▼710 ▼700 ▼700 ▼690 ▼690 ▼680 ▼700 ▼690 ― ―
〃 407 ▼770 ▼760 ▼745 ▼735 ▼740 ▼730 ▼760 ▼750 ― ― ― ―

(仲間店頭渡し、現金キロ当たり)
東京 大阪 名古屋

銅 小 板（365×1200㍉）
2.0㍉ ▼820 ▼800 ▼800
0.3㍉ ▼830 ▼810 ▼810

銅大板(1000×2000㍉)2㍉ ▼1020 ▼970 ▼970
銅 条 1.5×100㍉ ▼810 ▼780 ▼780
銅 線 0.9㍉ ▼880 ▼860 ▼860
銅 帯 6×50㍉ ▼820 ▼780 ▼790
平 角 線 3×50㍉ ▼1050 ▼1060 ▼1055
銅 管 50×5㍉ ▼1000 1030 1010
銅 棒 25㍉ ▼810 ▼770 ▼770

黄銅小板（365×1200㍉）
2.0㍉ ▼715 ▼695 ▼705
0.3㍉ ▼735 ▼720 ▼720

黄銅大板(1000×2000㍉)2㍉ ▼925 ▼875 ▼885
黄 銅 線 6㍉ ▼950 ▼955 ▼955
黄 銅 平 角 線 ▼1150 ▼1155 ▼1150
黄 銅 条 1×100㍉ ▼720 ▼685 ▼695
黄 銅 管 50×5㍉ ▼1200 1280 1250

黄 銅 棒 25㍉快削 560 ▼545 ▼545
10㍉〃 570 ▼555 ▼555
5㍉〃 620 ▼605 ▼605

六 角 棒25㍉ 590 ▼575 ▼575
四 角 棒25㍉ 620 ▼605 ▼605
カドミレス(丸) 25㍉ 620 ▼605 ▼605
カドミレス(六角) 25㍉ 650 ▼635 ▼635
鍛 造 用25㍉ 600 ▼585 ▼585
ネ ー バ ル 25㍉ 700 ▼685 ▼685
高 力25㍉ 700 ▼685 ▼685

リ ン 青 銅 板
一 般 用1.0㍉ 1470 1480 1495

0.5㍉ 1515 1520 1530
バ ネ 用1.0㍉ 1720 1740 1720
リ ン 青 銅 棒 25㍉ 1770 1770 1785
リ ン 青 銅 線3.0㍉ 1820 1830 1855

洋 白 板
一 般 用 1.0㍉ 1710 1730 1745

0.5㍉ 1735 1790 1805
バ ネ 用1.0㍉ 1980 2000 1990

建 値 （月間平均） 近畿青銅会標準販価 5月6日発表

金（6日) 4,430 電気錫(99.995％以上) 3,250 3,250 CACIn401 �655 CACIn406 �705 YBSC3種 �570
銀（6日) 61,270 インジウム(大口) 42,000 〃 402 �795 〃 407 �735 LBC3種 �810
◇山元故銅買値（99％） ▼350 〃 403 �835 PBC2種 �855

5月 平均
電気銅 560 560.000
電気鉛 254 254.000
電気亜鉛 ― ―

ＬＭＥセツル 日本円換算 理論輸入採算値

◎銅Ａグレード 4,826.00㌦ 523,090円 564,062円

◎アルミＨＧ 1,601.50㌦ 173,586円 184,001円

◎錫ＨＧ 17,420.00㌦ 1,888,153円 1,938,153円

ＬＭＥセツル 日本円換算 理論輸入採算値

◎鉛 1,745.00㌦ 189,140円 229,140円

◎亜鉛ＳＨＧ 1,860.50㌦ 201,659円 244,659円

◎外為ＴＴＳ 108.39（円、三菱東京ＵＦＪ銀行）6
日

調べ �印は上げ �は下げ ※いずれも本体価格のみ

調べ
�印は上げ �は下げ
※いずれも本体価格のみ

建値発表元の三井金属（亜鉛）は休業日

（
キ
ロ
当
た
り
円
）

建

値
調べ �印は上げ �は下げ ※いずれも本体価格のみ

黄銅棒 弱含み

（単位：トン当たり）

（単位：キロ当たり円、金のみグラム当たり円）

伸 銅 品



２０１６年（平成28年） ５月９日 月曜日（第３種郵便物認可）非鉄（１３）

希土類（レアアース）価格希土類（レアアース）価格

本 社 ・ 工 場
〒５９０‐０９０８

大 阪 黄 銅
カ ン パ ニ ー
〒５３７‐００１４
東 京 支 店
〒１３０‐００１３

堺 市 堺 区 匠 町 ２ ０ 番 地 １
電　話　堺（０７２）２２９－０３４６㈹
ＦＡＸ　　（０７２）２２９－２１７４　
大 阪 市 東 成 区 大 今 里 西 ２ 丁 目 ８ 番 ９ 号
電　話　大阪（０６）６９７１－８１５５㈹
ＦＡＸ　　　（０６）６９７１－８１５９　
東 京 都 墨 田 区 錦 糸 １ 丁 目 ２ 番 地 １ 号
（ ア ル カ セ ン ト ラ ル ５ 階 ）
電　話　東京（０３）６４５６－１４１０㈹
ＦＡＸ　　　（０３）６４５６－１４１２　
h t t p : / / w w w . n i p p o n - s h i n d o . c o . j p

代表取締役社長　山　﨑　仁　郎

銅・黄銅・特殊黄銅の棒・線・鍛造加工品
創
刊
80
周
年

取締役社長　
本 社・工 場 京都 市 南 区 上 鳥 羽 大 柳 町１番 地１

ＴＥＬ075-681-3331㈹ ＦＡＸ075-681-5186　　
営 業 部
　 

京 都 市 南 区 上 鳥 羽 大 柳 町１番 地１
ＴＥＬ075-681-5205（ダイヤルイン） ＦＡＸ075-681-5186

東 京 支 店

名古屋営業所

東京都千代田区神田松永町18番地1（ビオレ秋葉原10階）
ＴＥＬ03-3257-4661　 　ＦＡＸ03-3257-4664
名古屋市中区栄4丁目1－8（栄サンシティビル16階）
ＴＥＬ052-238-3153　 　ＦＡＸ052-259-2601

伸 銅 品
アルミニウム

：
：

高　原　一　紀

板・条・棒・線・二次加工品
ア ル ミ 押 出 形 材

2014年

2014年

2015年

2015年

2016年

2016年

上値抵抗線

上値抵抗線6785
（11.10.4）

上値抵抗線
1873.5（12.10.29）

上値抵抗線
1793.5（12.8.16）

アルミ

銅

2114
（14.8.29）

1672
（14.3.19）

7173
（14.7.9）

6434.5
（14.3.20）

6660.5
（14.6.6）

5390.5
（15.1.29）

4888
（15.8.24）

4515.5
（15.11.23） 4310.5

（16.1.15）

5103
（16.3.18）

6448
（15.5.12）

上値抵抗線
1695（13.12.13）

2099
（14.11.26）

1742
（15.3.12）

1485.5
（15.8.24）

1424
（15.11.23）

1628
（15.9.9）

1621.5
（16.2.29）

1673
（16.4.29）

1919
（15.5.1）

1873
（14.10.16）

上値抵抗線

ＬＭＥセツルメント週間足

※1＝期間中の平均売買コストに相当。
※2＝相対力指数。一般的に80以上が買われ過ぎ、30以下は売られ過ぎの目安。

13週移動
平均※１

テクニカル
指　標

26週移動
平均※１ＲＳＩ※2

4月2週

4月4週 4825 4731 66
5月1週 4837 4724 64

4745 4745 53
4月3週 4787 4735 62

 

13週移動
平均※１

テクニカル
指　標

26週移動
平均※１ＲＳＩ※2

4月4週 1549 1523 66
5月1週 1554 1527 56

1538 1514 664月3週
1527 1508 574月2週

Technicall
Analyyssis
テ
ク
ニ
カ
ル

テ
ク
ニ
カ
ル

テ
ク
ニ
カ
ル

テ
ク
ニ
カ
ル

テ
ク
ニ
カ
ル

今
週
の
相
場
5月第2週

白 銅

フ
ラ
イ
ス
加
工
上
海
で
強
化

フ
ラ
イ
ス
加
工
上
海
で
強
化

サ
ー
ビ
ス
を
ブ
ラ
ン
ド
化

高
機
能
金
属
展
・
専
門
技
術
セ
ミ
ナ
ー
概
要
④
チ
タ
ン

高
機
能
金
属
展
・
専
門
技
術
セ
ミ
ナ
ー
概
要
④
チチ
タタ
ンン

黄
銅
削
り
粉
399
円

日
本
伸
銅
買
値
35
円
下
げ

三
菱
伸
銅
も
399
円

カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の

金
山
売
却
を
検
討

グ
レ
ン
コ
ア

こどもの日に
イベント開催
INAXライブミュージアム

デ
ー
タ
セ
ン
タ
展

フ
ジ
ク
ラ
が
出
展

グ
ル
ー
プ
の
製
品
紹
介

銅
合
金
地
金
販
価

10
―
25
円
引
上
げ

近
畿
青
銅
会

人
事

組
織
と

▼
銅
＝
ロ
ン
ド
ン
金
属

取
引
所
（
Ｌ
Ｍ
Ｅ
）
の
現

物
相
場
は
、
下
値
抵
抗
線

で
あ
る
26
週
移
動
平
均
線

（
5
日
時
点
で
ト
ン
4
7

2
4
㌦
）
を
う
か
が
う
可

能
性
が
出
て
き
た
。

5
月
第
1
週
の
Ｌ
Ｍ
Ｅ

現
物
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
（
前

場
売
値
）
は
、
3
週
間
ぶ

り
に
反
落
し
た
。
3
月
に

付
け
た
直
近
高
値
5
1
0

3
㌦
を
上
抜
け
ら
れ
な
か

っ
た
こ
と
で
、
テ
ク
ニ
カ

ル
面
か
ら
失
望
売
り
が
膨

ら
み
、
13
週
移
動
平
均
線

（
5
日
時
点
で
4
8
3
7

㌦
）
を
割
り
込
ん
だ
。
各

国
に
よ
る
金
融
緩
和
や
景

気
刺
激
策
に
よ
っ
て
イ
ン

フ
ラ
投
資
が
拡
大
す
る
と

と
も
に
、
商
品
需
要
が
増

え
る
と
の
思
惑
か
ら
買
い

を
入
れ
て
き
た
投
機
筋
の

勢
い
は
一
服
模
様
。

為
替
の
乱
高
下
が
、
商

品
市
場
で
警
戒
さ
れ
た
。

4
月
下
旬
に
行
わ
れ
た
米

連
邦
公
開
市
場
委
員
会

（
Ｆ
Ｏ
Ｍ
Ｃ
）
で
の
政
策

金
利
据
え
置
き
は
市
場
の

「
想
定
内
」
だ
っ
た
が
、

日
銀
の
追
加
緩
和
見
送
り

は
「
想
定
外
」
だ
っ
た
。

円
は
対
ド
ル
で
急
伸
し
、

約
1
年
半
ぶ
り
に
1
㌦
＝

1
0
5
円
台
ま
で
円
高
が

進
ん
だ
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
準
備
銀
行
（
Ｒ
Ｂ
Ａ
、

中
央
銀
行
）
が
政
策
金
利

を
過
去
最
低
に
引
き
下
げ

る
と
、
ド
ル
安
へ
の
警
戒

感
も
強
ま
っ
た
。

4
月
米
雇
用
統
計
の
注

目
度
が
高
ま
る
と
と
も

に
、
行
き
場
を
失
っ
た
資

金
が
流
入
し
て
い
た
商
品

市
場
も
、
い
っ
た
ん
調
整

を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。
商

品
を
代
表
す
る
原
油
は
年

初
来
高
値
圏
に
あ
る
が
、

新
規
材
料
待
ち
。
中
国
の

大
連
商
品
取
引
所
で
取
引

さ
れ
て
い
る
鉄
鉱
石
先
物

相
場
は
、
急
騰
が
一
服
し

た
。
供
給
過
剰
見
通
し
の

鉄
鉱
石
だ
が
、
大
連
の
鉄

鉱
石
先
物
は
年
初
か
ら
46

％
上
昇
し
て
い
た
。

他
市
場
を
に
ら
み
な
が

ら
、
銅
は
再
び
4
7
0
0

―
4
8
0
0
㌦
で
下
げ
止

ま
る
か
が
注
目
さ
れ
る
。

こ
の
水
準
は
3
月
3
週
か

ら
4
月
1
週
に
か
け
相
場

が
下
落
し
た
際
に
、
下
値

抵
抗
帯
と
し
て
働
い
た
。

具
体
的
に
は
、
26
週
移
動

平
均
線
に
な
る
。

上
海
先
物
取
引
所
（
Ｓ

Ｈ
Ｆ
Ｅ
）
の
銅
在
庫
は
、

4
月
29
日
時
点
で
31
万
1

8
9
4
㌧
と
6
週
連
続
で

減
少
し
た
。
通
常
で
あ
れ

ば
、
在
庫
減
は
相
場
の
強

材
料
に
な
る
。
た
だ
、
現

物
の
行
き
先
が
不
透
明
な

こ
と
が
、
銅
の
上
値
を
重

く
し
て
い
る
。

▼
ア
ル
ミ
＝
Ｌ
Ｍ
Ｅ
の

現
物
相
場
は
、
節
目
の
ト

ン
1
6
0
0
㌦
を
維
持
で

き
る
が
焦
点
に
な
る
。

5
月
1
週
の
Ｌ
Ｍ
Ｅ
現

物
セ
ツ
ル
メ
ン
ト
は
反
落

し
た
。
2
0
1
5
年
11
月

の
1
4
2
4
㌦
と
15
年
9

月
の
1
6
2
8
㌦
に
挟
ま

れ
た
、
こ
こ
7
カ
月
間
の

レ
ン
ジ
を
上
に
抜
け
た
こ

と
で
テ
ク
ニ
カ
ル
面
の
地

合
い
は
好
転
、
一
時
9
カ

月
ぶ
り
の
高
値
を
付
け

た
。
た
だ
、
過
去
に
強
固

な
抵
抗
線
と
し
て
機
能
し

た
13
年
12
月
の
1
6
9
5

㌦
の
突
破
に
失
敗
す
る

と
、
銅
の
下
げ
に
ア
ル
ミ

も
つ
れ
安
し
た
。

レ
ン
ジ
に
回
帰
し
た
ア

ル
ミ
は
、コ
ン
タ
ン
ゴ（
順

ザ
ヤ
）
が
鮮
明
に
な
っ
て

い
る
。
タ
イ
ト
感
に
乏
し

い
中
、
1
6
0
0
㌦
の
節

目
を
維
持
で
き
な
け
れ

ば
、
下
値
抵
抗
線
で
あ
る

13
週
移
動
平
均
線
（
5
日

時
点
で
1
5
5
4
㌦
）
ま

で
下
げ
余
地
が
出
て
く

る
。

白
銅
の
中
国
拠
点
、
上

海
白
銅
精
密
材
料
は
ア
ル

ミ
・
ス
テ
ン
レ
ス
な
ど
の

切
板
を
顧
客
の
要
望
に
応

じ
て
フ
ラ
イ
ス
加
工
す
る

サ
ー
ビ
ス
を
強
化
す
る
。

「
ⅰ
―
Ｐ
ｌ
ａ
ｔ
ｅ
」
と

命
名
し
て
サ
ー
ビ
ス
を
ブ

ラ
ン
ド
化
し
、
4
月
か
ら

上
海
白
銅
の
カ
タ
ロ
グ
や

ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
に
掲
載

を
始
め
た
。
日
本
で
は
非

鉄
金
属
流
通
が
材
料
を
フ

ラ
イ
ス
し
て
か
ら
顧
客
の

加
工
業
者
に
納
め
る
が
、

中
国
で
は
顧
客
が
フ
ラ
イ

ス
加
工
す
る
の
が
一
般

的
。た
だ
同
国
で
は
近
年
、

上
昇
す
る
人
件
費
が
企
業

業
績
の
重
し
と
な
っ
て
い

る
。
白
銅
が
フ
ラ
イ
ス
加

工
済
み
の
材
料
を
納
入
す

れ
ば
、
顧
客
は
フ
ラ
イ
ス

の
設
備
を
所
有
す
る
必
要

が
な
く
な
り
、
そ
の
分
、

付
加
価
値
の
高
い
加
工
に

経
営
資
源
を
集
中
で
き
る

よ
う
に
な
る
。

ⅰ
―
Ｐ
ｌ
ａ
ｔ
ｅ
は
ア

ル
ミ
や
ス
テ
ン
レ
ス
、
伸

銅
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
切

板
を
、
上
海
白
銅
が
所
有

す
る
フ
ラ
イ
ス
機
で
4
面

・
6
面
加
工
す
る
サ
ー
ビ

ス
。
ア
ル
ミ
の
4
面
フ
ラ

イ
ス
の
場
合
、
プ
ラ
ス
マ

イ
ナ
ス
0
・
05
㍉
の
公
差

で
仕
上
げ
る
。

現
在
中
国
で
は
加
工
業

者
が
フ
ラ
イ
ス
も
含
め
た

加
工
全
般
を
手
掛
け
る
の

が
主
流
。
非
鉄
材
料
を
フ

ラ
イ
ス
込
み
で
販
売
す
る

業
者
は
「
白
銅
以
外
に
は

な
い
」（
森
兼
耕
次
董
事

長
）。た
だ
同
国
で
は
近

年
、
労
働
力
の
需
給
ひ
っ

迫
感
の
強
ま
り
な
ど
を
背

景
に
製
造
業
の
賃
金
が
上

昇
し
て
い
る
。
こ
の
た
め

上
海
白
銅
で
は
「
中
国
で

も
今
後
は
顧
客
の
考
え
方

が
変
わ
り
、
日
本
と
同
様

に
非
鉄
業
者
に
フ
ラ
イ
ス

込
み
で
材
料
を
発
注
す
る

形
態
が
広
ま
る
」（
同
）
と

予
想
す
る
。
実
際
、
材
料

購
入
費
は
上
が
る
が
そ
れ

以
上
に
固
定
費
を
下
げ
ら

れ
る
と
の
上
海
白
銅
の
説

明
を
受
け
、
フ
ラ
イ
ス
品

を
購
入
す
る
顧
客
が
増
え

て
い
る
と
い
う
。
今
回
の

サ
ー
ビ
ス
の
ブ
ラ
ン
ド
化

を
通
じ
て
需
要
を
さ
ら
に

喚
起
し
、
中
国
で
の
非
鉄

フ
ラ
イ
ス
市
場
の
確
立
を

目
指
す
。

上
海
白
銅
は
現
在
、
日

本
製
の
両
頭
フ
ラ
イ
ス
機

を
2
台
、
台
湾
・
中
国
製

の
汎
用
フ
ラ
イ
ス
機
を
4

台
の
計
6
台
を
保
有
し
て

い
る
が
、
今
後
の
需
要
を

見
越
し
、
今
月
中
に
両
頭

フ
ラ
イ
ス
機
を
さ
ら
に
3

台
増
や
す
。
板
の
側
面
を

2
つ
の
カ
ッ
タ
ー
で
同
時

に
加
工
す
る
両
頭
フ
ラ
イ

ス
機
は
、
カ
ッ
タ
ー
が
1

つ
の
汎
用
フ
ラ
イ
ス
機
に

比
べ
、
半
分
以
下
の
時
間

で
加
工
で
き
る
。

チ
タ
ン
の
基
礎
か
ら

応
用
、
そ
の
主
要
用
途

分
野
に
つ
い
て

▽
新
日
鉄
住
金
チ
タ
ン

・
特
殊
ス
テ
ン
レ
ス
技
術

部
長
・
片
山
俊
則
氏
＝
チ

タ
ン
は
1
7
9
1
年
に
発

見
さ
れ
た
が
、
高
純
度
チ

タ
ン
の
工
業
化
か
ら
は
60

数
年
の
新
し
い
金
属
。
市

場
規
模
も
ま
だ
小
さ
い
。

た
だ
、
チ
タ
ン
は
鉄
と

比
べ
比
重
が
60
％
で
、
比

強
度
は
2
倍
。
生
体
適
合

性
も
良
く
さ
び
な
い
と
い

う
特
性
は
、
今
後
軽
量
化

な
ど
が
求
め
ら
れ
る
新
し

い
用
途
で
の
拡
大
が
期
待

さ
れ
る
。
ま
た
、
鉱
石
量

も
豊
富
で
、
構
造
用
金
属

で
は
4
番
目
に
多
い
。

チ
タ
ン
は
α
、α
―
β
、

β
と
大
別
さ
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
用
途
が
異
な
る
。
需
要

先
は
プ
ラ
ン
ト
、
航
空
機

エ
ン
ジ
ン
か
ら
屋
根
、
ゴ

ル
フ
ヘ
ッ
ド
、
眼
鏡
な
ど

幅
広
い
。
航
空
機
は
エ
ン

ジ
ン
だ
け
で
な
く
、
軽
量

化
の
た
め
機
体
で
の
使
用

も
増
え
て
い
る
。

世
界
の
チ
タ
ン
展
伸
材

需
要
の
約
半
分
が
航
空
機

や
軍
需
だ
が
、
日
本
は
民

生
用
が
中
心
。
航
空
機
向

け
を
ど
う
伸
ば
し
て
い
く

か
が
重
要
だ
。
ナ
シ
ョ
ナ

ル
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
新
プ

ロ
セ
ス
の
開
発
に
も
取
り

組
ん
で
い
る
。

チ
タ
ン
の
適
用
技
術

〜
民
生
品
分
野
の
現
状

と
将
来

▽
神
戸
製
鋼
所
チ
タ
ン

本
部
チ
タ
ン
商
品
技
術
室

長
・
岡
本
明
夫
氏
＝
チ
タ

ン
は
産
業
を
支
え
る
機
能

材
料
。
た
だ
、
民
生
向
け

は
需
要
家
の
ニ
ー
ズ
が
そ

れ
ぞ
れ
異
な
り
、
チ
タ
ン

の
さ
び
な
い
、
軽
い
、
強

い
と
い
う
3
大
特
性
に
プ

ラ
ス
α
を
加
え
る
こ
と
が

重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
。

ま
ず
は
プ
レ
ス
加
工

性
。
深
絞
り
や
張
り
出
し

と
い
っ
た
加
工
を
ス
ム
ー

ズ
に
で
き
る
よ
う
、
結
晶

の
向
き
や
不
純
物
を
コ
ン

ト
ロ
ー
ル
す
る
こ
と
が
必

要
に
な
る
。
次
に
、
特
徴

あ
る
強
度
特
性
。
成
分
と

温
度
を
調
整
し
、
強
度
を

極
限
ま
で
高
め
る
、
伸
び

と
の
バ
ラ
ン
ス
を
と
る
、

バ
ネ
性
を
高
め
る
な
ど
特

性
を
出
す
。
ま
た
、
二
輪

車
や
四
輪
車
の
マ
フ
ラ
ー

と
い
っ
た
高
温
環
境
で
使

え
る
耐
熱
性
を
向
上
さ
せ

る
こ
と
も
特
長
に
な
る
。

同
時
に
、
民
生
用
品
で

使
わ
れ
て
い
く
た
め
に
は

材
料
の
コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
が

鍵
に
な
る
。
希
少
性
は
低

い
の
に
、
特
有
の
製
造
プ

ロ
セ
ス
が
価
格
を
決
定
づ

け
て
お
り
、
コ
ス
ト
を
下

げ
る
に
は
革
新
的
製
造
改

革
が
必
要
に
な
る
。

チ
タ
ン
の
適
用
技
術

〜
医
療
分
野
の
現
状
と

将
来▽

大
同
特
殊
鋼
東
京
営

業
部
チ
タ
ン
営
業
室
副
主

席
部
員
・
鈴
木
昭
弘
氏
＝

チ
タ
ン
は
生
体
組
織
の
代

替
や
補
填
材
料
、
医
療
機

器
で
も
使
わ
れ
る
。
生
体

内
で
も
不
活
性
の
た
め
、

チ
タ
ン
と
く
っ
つ
い
た
細

胞
は
増
え
、
ア
レ
ル
ギ
ー

の
発
症
割
合
も
低
い
。
骨

組
織
に
直
接
密
着
し
て
も

安
定
化
す
る
。

チ
タ
ン
の
展
伸
材
市
場

は
年
間
15
万
㌧
レ
ベ
ル
だ

が
、
医
療
関
連
は
11
年
時

点
で
3
2
0
0
㌧
。
年
率

7
―
8
％
成
長
と
み
て
直

近
は
4
0
0
0
㌧
く
ら
い

と
推
定
さ
れ
る
。
日
本
で

は
圧
倒
的
に
純
チ
タ
ン
が

多
く
、
医
療
用
な
ど
に
使

わ
れ
る
合
金
は
少
な
い
。

こ
の
た
め
、
医
療
用
の
8

―
9
割
は
輸
出
に
頼
っ
て

い
る
と
試
算
さ
れ
る
。

高
齢
化
社
会
で
医
療
用

の
チ
タ
ン
活
用
は
さ
ら
に

増
え
る
。
国
産
化
の
広
が

り
が
期
待
さ
れ
、
そ
の
た

め
に
は
医
療
用
チ
タ
ン
の

製
造
プ
ロ
セ
ス
の
革
新

や
、
生
体
用
チ
タ
ン
合
金

開
発
に
よ
る
差
別
化
な
ど

を
推
進
す
る
必
要
が
あ

る
。

チ
タ
ン
の
適
用
技
術
―

建
築
分
野
の
現
状
と
将

来▽
新
日
鉄
住
金
チ
タ
ン

商
品
技
術
室
長
・
大
藪
行

俊
氏
＝
チ
タ
ン
の
特
徴
は

軽
量
性
・
高
比
強
度
・
高

耐
食
性
で
、
建
材
の
重
量

軽
減
や
耐
震
性
向
上
、
輸

送
・
施
工
時
の
負
荷
軽
減

に
寄
与
で
き
る
。
海
水
に

対
す
る
耐
食
性
は
白
金
に

匹
敵
し
、
イ
オ
ン
溶
出
が

少
な
い
た
め
環
境
に
も
優

し
い
。
長
尺
施
工
に
も
対

応
で
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
色

に
発
色
さ
せ
て
独
自
の
意

匠
性
を
付
加
で
き
る
。

建
材
へ
の
適
用
は
70
年

代
の
日
本
で
沿
海
部
の
施

設
な
ど
か
ら
始
ま
り
、
美

術
館
な
ど
の
大
型
高
級
施

設
や
寺
社
仏
閣
へ
と
適
用

が
広
が
っ
た
。
00
年
代
以

降
は
一
般
住
宅
で
も
採
用

が
始
ま
っ
て
い
る
。
素
材

の
特
性
に
加
え
、
必
要
な

適
用
技
術
の
開
発
が
短
期

間
で
行
わ
れ
た
こ
と
が
大

き
い
。

重
要
文
化
財
に
指
定
さ

れ
た
建
築
物
は
全
国
に
4

0
0
0
棟
以
上
あ
り
、
耐

震
性
の
確
保
や
腐
食
や
割

れ
な
ど
経
年
劣
化
が
問
題

と
な
っ
て
い
る
。
保
護
・

延
命
化
の
た
め
に
新
た
な

手
段
が
必
要
に
な
っ
て
き

て
お
り
、
チ
タ
ン
建
材
を

適
用
し
て
い
き
た
い
。

チ
タ
ン
の
適
用
技
術
―

海
洋
分
野
の
現
状
と
将

来▽
日
本
チ
タ
ン
協
会
企

画
部
長
・
木
下
和
弘
氏
＝

海
洋
土
木
に
お
け
る
構
造

体
は
海
水
や
海
塩
粒
子
に

さ
ら
さ
れ
る
厳
し
い
腐
食

環
境
に
あ
る
。
多
く
の
構

造
物
は
鉄
系
の
素
材
で
あ

る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
防

食
技
術
が
適
用
さ
れ
て
い

る
。チ

タ
ン
が
実
用
化
さ
れ

た
例
と
し
て
、
鉄
と
チ
タ

ン
の
ク
ラ
ッ
ド
鋼
板
を
鉄

の
構
造
物
本
体
に
溶
接
す

る
「
チ
タ
ン
ク
ラ
ッ
ド
鋼

板
ラ
イ
ニ
ン
グ
工
法
」、チ

タ
ン
の
保
護
カ
バ
ー
と
ペ

ト
ロ
ラ
タ
ム
系
防
食
剤
で

既
設
鋼
管
杭
を
防
食
す
る

「
チ
タ
ン
カ
バ
ー
・
ペ
ト

ロ
ラ
タ
ム
ラ
イ
ニ
ン
グ
工

法
」、羽
田
空
港
の
Ｄ
滑
走

路
に
採
用
さ
れ
た
「
チ
タ

ン
カ
バ
ー
プ
レ
ー
ト
防
食

工
法
」
な
ど
が
あ
る
。

船
舶
分
野
で
は
、
比
強

度
や
耐
食
性
の
高
さ
が
メ

リ
ッ
ト
に
な
る
。
シ
ャ
フ

ト
ブ
ラ
ケ
ッ
ト
や
排
気
管

な
ど
に
チ
タ
ン
が
使
わ
れ

て
お
り
、
オ
ー
ル
チ
タ
ン

の
船
も
過
去
に
4
隻
製
造

さ
れ
て
い
る
。
曲
げ
や
溶

接
で
加
工
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
、
ア
ル
ミ
や
Ｆ
Ｒ

Ｐ
に
比
べ
て
コ
ス
ト
面
に

課
題
が
あ
る
。（

終
わ
り
）

日
本
伸
銅
は
6
日
、
黄

銅
削
り
粉
の
購
入
価
格
を

キ
ロ
3
9
9
円
に
改
定
し

た
と
発
表
し
た
。前
回（
4

月
25
日
）
改
定
時
に
比
べ

て
35
円
の
大
幅
値
下
げ
。

銅
建
値
の
下
落
を
映
し

た
。
購
入
条
件
は
工
場
持

ち
込
み
渡
し
、
1
2
0
日

手
形
ベ
ー
ス
、
油
水
分
最

大
0
・
8
％
。

三
菱
伸
銅
は
6
日
、
黄

銅
削
り
粉
購
入
価
格
を
3

9
9
円
に
改
定
し
た
。
購

入
条
件
は
1
2
0
日
手
形

ベ
ー
ス
、
10
㌧
以
上
、
油

水
分
最
大
0
・
8
％
。

【
ロ
ン
ド
ン
・
ロ
イ
タ

ー
Ｅ
Ｓ
＝
時
事
】
関
係
筋

は
3
日
、
ス
イ
ス
資
源
大

手
グ
レ
ン
コ
ア
が
保
有
す

る
カ
ザ
フ
ス
タ
ン
の
金
鉱

山
の
売
却
を
検
討
し
て
い

る
と
明
ら
か
に
し
た
。
先

の
英
紙
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル

・
タ
イ
ム
ズ
（
Ｆ
Ｔ
）
の

報
道
を
認
め
た
。

グ
レ
ン
コ
ア
は
、
こ
の

金
山
の
権
益
70
％
弱
を
保

有
。関
係
者
の
1
人
は
、資

産
価
値
は
20
億
㌦
超
で
、

「
売
却
は
選
択
肢
の
一
つ

だ
」と
述
べ
た
。別
の
関
係

者
2
人
は
、
既
に
売
り
に

出
さ
れ
、
ド
イ
ツ
銀
行
と

Ｂ
Ｍ
Ｏ
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
マ

ー
ケ
ッ
ツ
が
ア
ド
バ
イ
ザ

ー
に
任
命
さ
れ
た
と
語
っ

た
。他
の
資
源
大
手
同
様
、

グ
レ
ン
コ
ア
は
コ
モ
デ
ィ

テ
ィ
ー
（
商
品
）
価
格
の

下
落
と
、
中
国
で
の
資
源

需
要
減
退
を
受
け
、
負
債

圧
縮
の
た
め
資
産
売
却
を

目
指
し
て
い
る
。

Ｆ
Ｔ
紙
は
事
情
通
の
話

と
し
て
、
金
相
場
の
回
復

を
受
け
て
、
中
国
企
業
が

先
頭
を
切
っ
て
こ
う
し
た

資
産
購
入
に
動
く
と
み
ら

れ
る
と
報
じ
て
い
た
。

関
係
者
は
「
買
い
手
候

補
は
少
な
い
。
カ
ザ
フ
ス

タ
ン
と
い
う
点
か
ら
、
欧

米
企
業
か
ら
の
接
触
は
な

い
」
と
述
べ
た
。

【
常
滑
】
Ｌ
Ｉ
Ｘ
Ｉ
Ｌ

は
5
日
、
同
社
が
運
営
す

る
文
化
施
設
「
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｘ

ラ
イ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
」

（
愛
知
県
常
滑
市
）
で
「
み

ん
な
で
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
飛

ば
そ
う
‼
」を
開
催
し
た
。

毎
年
、
こ
ど
も
の
日
に
開

催
し
て
い
る
イ
ベ
ン
ト

で
、
本
年
も
周
辺
地
域
か

ら
大
勢
の
人
が
集
ま
っ

た
。
会
場
を
埋
め
尽
く
す

シ
ャ
ボ
ン
玉
に
子
供
た
ち

の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
、
真
っ

青
な
空
に
笑
い
声
が
突
き

抜
け
た
。
当
日
販
売
さ
れ

た
シ
ャ
ボ
ン
玉
の
売
り
上

げ
の
一
部
は
熊
本
地
震
の

被
災
地
に
寄
付
さ
れ
る
。

フ
ジ
ク
ラ
は
、
11
―
13

日
の
3
日
間
、
東
京
ビ
ッ

グ
サ
イ
ト（
東
京
・
有
明
）

で
開
催
さ
れ
る
「
第
8
回

デ
ー
タ
セ
ン
タ
展
【
春
】」

に
出
展
す
る
。
こ
の
展
示

会
は
、
デ
ー
タ
セ
ン
タ
ー

の
建
設
・
運
用
に
必
要
な

製
品
と
サ
ー
ビ
ス
に
焦
点

を
絞
っ
た
専
門
展
。

今
回
は
、
フ
ジ
ク
ラ
グ

ル
ー
プ
の
製
品
群
に
よ
り

構
成
さ
れ
る
デ
ー
タ
セ
ン

タ
ー
向
け
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ

ン
を
紹
介
す
る
。
光
配
線

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
一
例

と
し
て
、
将
来
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
サ
ー
ビ
ス
を
考
慮

し
た
経
済
的
で
効
率
的
な

配
線
シ
ス
テ
ム
で
あ
る

「
Ｍ
Ｐ
Ｏ
光
ケ
ー
ブ
ル
リ

ン
ク
シ
ス
テ
ム
」
を
ア
ピ

ー
ル
。ま
た
、高
速
大
容
量

次
世
代
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に

向
け
た
最
先
端
技
術
や
、

グ
リ
ー
ン
Ｉ
Ｔ
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
と
し
て
、
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
シ
ス
テ
ム

に
対
応
可
能
な
環
境
負
荷

低
減
型
パ
ワ
ー
ケ
ー
ブ
ル

の
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
な
ど
も

紹
介
す
る
。

近
畿
青
銅
会
（
会
長
＝

高
木
健
・
ミ
カ
ゲ
金
属
社

長
）
は
6
日
、
5
月
前
半

の
銅
合
金
地
金
の
標
準
販

売
価
格
を
前
月
後
半
に
比

べ
て
キ
ロ
10
―
25
円
引
き

上
げ
る
と
発
表
し
た
。
新

販
価
は
次
の
通
り
（
単
位

＝
キ
ロ
当
た
り
円
、
カ
ッ

コ
内
は
前
回
比
）。

▽
青
銅
1
種
＝
6
5
5

（
�
15
）

▽
青
銅
2
種
＝
7
9
5

（
�
25
）

▽
青
銅
3
種
＝
8
3
5

（
�
25
）

▽
青
銅
6
種
＝
7
0
5

（
�
15
）

▽
青
銅
7
種
＝
7
3
5

（
�
15
）

▽
黄
銅
3
種
＝
5
7
0

（
�
10
）

▽
鉛
青
銅
3
種
＝
8
1

0
（
�
25
）

▽
リ
ン
青
銅
2
種
＝
8

5
5
（
�
25
）

矢
崎
グ
ル
ー
プ

（
4
月
21
日
付
）

【
矢
崎
総
業
】

▽
マ
ツ
ダ
営
業
統
括
部
営
業

企
画
部
長
＝
マ
ツ
ダ
営
業
統
括

部
長

高
篠
恵
之

▽
執
行
役
員
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン

ト
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
長
（
執

行
役
員
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
ビ
ジ

ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
長
兼
コ
ン
ポ
ー

ネ
ン
ト
ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
グ

ロ
ー
バ
ル
営
業
統
括
部
長
）
伊

東
弘
光

▽
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
ビ
ジ
ネ

ス
ユ
ニ
ッ
ト
グ
ロ
ー
バ
ル
営
業

統
括
部
長
（
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト

ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
主
査
）
佐

藤
晴
彦

【
矢
崎
部
品
】

▽
執
行
役
員
ル
ノ
ー
・
日
産

ビ
ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
Ｗ
／
Ｈ
生

産
統
括
部
長
兼
裾
野
製
作
所
長

（
執
行
役
員
ル
ノ
ー
・
日
産
ビ

ジ
ネ
ス
ユ
ニ
ッ
ト
Ｗ
／
Ｈ
生
産

統
括
部
長
兼
裾
野
製
作
所
長
兼

裾
野
製
作
所
Ｗ
／
Ｈ
品
質
管
理

部
長
）
河
邉
純
男

▽
ル
ノ
ー
・
日
産
ビ
ジ
ネ
ス

ユ
ニ
ッ
ト
Ｗ
／
Ｈ
生
産
統
括
部

主
査
（
ル
ノ
ー
・
日
産
ビ
ジ
ネ

ス
ユ
ニ
ッ
ト
Ｗ
／
Ｈ
生
産
統
括

部
品
質
保
証
部
長
）
仲
名
緒
紀

▽
〃
品
質
保
証
部
長
（
裾
野

製
作
所
Ｗ
／
Ｈ
生
産
技
術
部
生

産
準
備
チ
ー
ム
）
鈴
木
弘
近

▽
裾
野
製
作
所
Ｗ
／
Ｈ
品
質

管
理
部
長
（
〃
Ｗ
／
Ｈ
品
質
管

理
部
第
2
品
質
保
証
チ
ー
ム
リ

ー
ダ
ー
）
大
石
隆
雄

▽
技
術
開
発
室
電
線
外
装
開

発
セ
ン
タ
ー
長
兼
信
頼
性
評
価

部
長
（
技
術
開
発
室
電
線
外
装

開
発
セ
ン
タ
ー
長
兼
信
頼
性
評

価
部
長
兼
技
術
開
発
室
電
線
外

装
開
発
セ
ン
タ
ー
グ
ロ
ー
バ
ル

標
準
部
長
）
甲
田
知
之

▽
〃
電
線
外
装
開
発
セ
ン
タ

ー
グ
ロ
ー
バ
ル
標
準
部
長
（
〃

電
線
外
装
開
発
セ
ン
タ
ー
グ
ロ

ー
バ
ル
標
準
部
主
担
当
）
堀
池

恒
行【

海
外
法
人
】

▽
矢
崎
ノ
ー
ス
ア
メ
リ
カ
イ

ン
ク
（
矢
崎
総
業
マ
ツ
ダ
営
業

統
括
部
営
業
企
画
部
長
）
芦
中

保
行住

友
電
装

（
5
月
1
日
付
）

▽
電
線
事
業
本
部
第
2
事
業

部
海
外
技
術
部
長
＝
電
線
事
業

本
部
第
2
事
業
部
次
長
兼
電
線

事
業
本
部
第
2
事
業
部
海
外
企

画
部
長

池
田
達
哉

日
本
伸
銅
協
会

（
5
月
1
日
付
）

■
本
部
長
級

▽
技
術
部
長（
技
術
部
部
長
）

栗
原
正
明

日
本
軽
金
属

（
6
月
24
日
付
）

【
組
織
改
正
】

一
、
Ｃ
Ｓ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
環
境

保
全
室
を
廃
止

一
、
人
事
部
安
全
衛
生
室
を

廃
止一

、
環
境
保
全
・
安
全
衛
生

統
括
部
を
新
設

【
人
事
異
動
】

■
新
任
執
行
役
員

▽
執
行
役
員
（
グ
ル
ー
プ
海

外
事
業
支
援
室
副
室
長
）
宣
心

明
▽
〃（
常
勤
顧
問
）市
川
雅
一

▽
〃
（
人
事
部
長
）
入
山
豊

▽
〃
（
グ
ル
ー
プ
素
材
セ
ン

タ
ー
長
）
鈴
木
雄
詞

■
昇
格
執
行
役
員

▽
取
締
役
常
務
執
行
役
員

（
取
締
役
執
行
役
員
）
化
成
品

事
業
部
長

安
田
耕
太
郎

■
退
任
執
行
役
員

▽
退
任
（
執
行
役
員
技
術
・

開
発
グ
ル
ー
プ
グ
ル
ー
プ
技
術

セ
ン
タ
ー
長
）
土
田
孝
之

■
委
嘱
変
更

▽
環
境
保
全
・
安
全
衛
生
統

括
部
担
当
（
化
成
品
事
業
部
担

当
）﹇
代
表
取
締
役
社
長
﹈
岡
本

一
郎▽

技
術
・
開
発
グ
ル
ー
プ
長

製
品
安
全
・
品
質
保
証
統
括
部

長
苫
小
牧
製
造
所
担
当
商
品
化

事
業
化
戦
略
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
室

担
当
Ｎ
Ｐ
Ｓ
担
当
（
技
術
・
開

発
グ
ル
ー
プ
長
製
品
安
全
・
品

質
保
証
統
括
部
長
苫
小
牧
製
造

所
担
当
商
品
化
事
業
化
戦
略
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
室
担
当
Ｎ
Ｐ
Ｓ
担

当
電
極
箔
事
業
部
担
当
安
全
担

当
）﹇
取
締
役
専
務
執
行
役
員
﹈

村
上
敏
英

▽
総
合
企
画
部
担
当
海
外
戦

略
担
当
広
報
室
担
当
人
事
部
担

当
（
総
合
企
画
部
担
当
海
外
戦

略
担
当
広
報
室
担
当
人
事
部
担

当
監
査
室
担
当
環
境
担
当
）

﹇
〃
﹈
岡
本
泰
憲

▽
グ
ル
ー
プ
・
メ
タ
ル
セ
ン

タ
ー
長
資
材
・
物
流
部
長
板
事

業
部
担
当
グ
ル
ー
プ
素
材
セ
ン

タ
ー
担
当
（
グ
ル
ー
プ
・
メ
タ

ル
セ
ン
タ
ー
長
資
材
・
物
流
部

長
板
事
業
部
担
当
グ
ル
ー
プ
素

材
セ
ン
タ
ー
担
当
化
成
品
事
業

部
海
外
業
務
部
担
当
）﹇
常
務
執

行
役
員
﹈
網
村
英
城

▽
取
締
役
常
務
執
行
役
員
電

極
箔
事
業
部
担
当
＝
化
成
品
事

業
部
長

安
田
耕
太
郎

▽
法
務
部
長
総
務
部
担
当

（
法
務
部
長
総
務
部
担
当
Ｃ
Ｓ

Ｒ
グ
ル
ー
プ
長
Ｃ
Ｓ
Ｒ
グ
ル
ー

プ
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
室
長
）

﹇
執
行
役
員
﹈
高
徳
宏
和

▽
環
境
保
全
・
安
全
衛
生
統

括
部
長
＝
電
極
箔
事
業
部
長

﹇
〃
﹈
杉
山
和
義

▽
執
行
役
員
グ
ル
ー
プ
中
国

統
括
＝
宣
心
明

▽
〃
Ｃ
Ｓ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
長
監

査
室
担
当
＝
市
川
雅
一

▽
〃
人
事
部
長
＝
入
山
豊

▽
技
術
・
開
発
グ
ル
ー
プ
グ

ル
ー
プ
技
術
セ
ン
タ
ー
長
（
グ

ル
ー
プ
素
材
セ
ン
タ
ー
長
）﹇
執

行
役
員
﹈
鈴
木
雄
詞

■
新
任
監
査
役
候
補

▽
監
査
役
（
執
行
役
員
技
術

・
開
発
グ
ル
ー
プ
グ
ル
ー
プ
技

術
セ
ン
タ
ー
長
）
土
田
孝
之

■
退
任
予
定
監
査
役

▽
退
任
（
監
査
役
）
朝
日
格

■
部
長
級

▽
グ
ル
ー
プ
素
材
セ
ン
タ
ー

長
（
華
峰
日
軽

業
）
古
田
佐

▽
蒲
原
電
極
箔
工
場
長
（
蒲

原
電
極
箔
工
場
）
斉
藤
克
弥

▽
Ｃ
Ｓ
Ｒ
グ
ル
ー
プ
コ
ン
プ

ラ
イ
ア
ン
ス
室
長
＝
Ｃ
Ｓ
Ｒ
グ

ル
ー
プ

平
田
武
文

▽
環
境
保
全
・
安
全
衛
生
統

括
部
環
境
保
全
担
当
（
Ｃ
Ｓ
Ｒ

グ
ル
ー
プ
環
境
保
全
室
長
）
松

下
宗
由

▽
〃
安
全
衛
生
担
当
（
人
事

部
安
全
衛
生
室
長
）
西
田
匡

（ＣＩＦ日本、純分99％、
キロ当たりドル）

5月6日 4月平均

酸化ランタン 2.70 2.70
酸化セリウム 2.50 2.50
酸化プラセオジム 56.50 56.50
酸化ネオジム 41.50 41.50
酸化サマリウム 2.60 2.60
酸化ユウロピウム 120.50 120.50
酸化テルビウム 425.50 425.50
酸化ジスプロシウム 240.50 240.50
酸化イットリウム 5.00 5.00
金属ネオジム 57.00 57.00
金属ジスプロシウム 310.00 310.00
金属プラセオジム・ 57.00 57.00
ネオジム

銅
26
週
平
均
線
う
か
が
う

アルミ、1600㌦維持焦点

シャボン玉に大興奮！！
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福 岡 支 局
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北信越支局

名古屋市中区上前津1－4－12

広島市南区大須賀町１４－１２

札幌市北区北七条西4－8－3

福岡市博多区博多駅前4－14－1

仙台市青葉区大町1－1－8

新潟市中央区万代4－2－23

TEL 052（331）3371

TEL 082（263）5523

TEL 011（756）1321

TEL 092（472）3887

TEL 022（223）9032

TEL 025（244）7600
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http://www.nisshintokusyu.co.jp

（１４）非鉄

５月９日（月）

2016年（平成28年）
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〔購読料金（前納）1カ月10,000円+消費税〕（第３種郵便物認可）

●非鉄金属リサイクル
●金属リサイクル
●被覆電線リサイクル
●貴金属および
　プリント基板リサイクル

●総合解体
●水処理
●ゼロエミッション
●医療系廃棄物処理
●一般貨物自動車運送

伊藤金属商事株式会社

信 用 信 頼 実 績 価 格信 用 信 頼 実 績 価 格 ステンレス・
特殊金属原料

TEL（0567）66-5133・5136
FAX（0567）66-5173
www.itou-kinzoku-shoji.jp

本社工場／〒498-0066　愛知県弥富市楠一丁目52番5
飛 島 工 場／愛知県海部郡飛島村元起四丁目92番地
木曽岬工場／三重県桑名郡木曽岬町大字源緑輪中1183-1
お問合せ　info@itou-kinzoku-shoji.jp 047-C
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Registered

ア
ル
ミ
二
次
合
金
2
―
3
円
安

4
月
積
み

価
格
交
渉

輸
入
塊
安
映
す
も
底
値
感

関
東
足
元
様
子
見
ム
ー
ド

白 銅

上
海
で
も
ネ
ッ
ト
見
積
も
り

上
海
で
も
ネ
ッ
ト
見
積
も
り

拠
点
扱
い
の
6
割
目
指
す

新
社
長
に
聞
く

新
社
長
に
聞
く

新
社
長
に
聞
く

新
社
長
に
聞
く

関
西
三
菱
自
問
題「
影
響
も
」

中
部
「
そ
ろ
そ
ろ
底
値
か
」

銅
建
値
5
万
円
下
げ
56
万
円

銅
建
値
5
万
円
下
げ
56
万
円

モンゴル2期開発開始
銅生産、年56万㌧に

英
リ
オ
・
テ
ィ
ン
ト

反

応

反

応

大
幅
下
落
に
騒
然

関
東
地
区
の
問
屋

入
荷
見
込
み
薄

関
西
地
区
の
問
屋
筋

イ
ン
ジ
ウ
ム

建
値
据
え
置
き

Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
エ
レ
ク

熊
本
地
震

義 

援 

金

産
業
新
聞
社
受
付
分

ア
ル
ミ
二
次
合
金
メ
ー
カ
ー
と
ダ
イ
カ
ス
ト
メ
ー
カ
ー
な
ど
の
需
要
家
筋
と
の
間
で
行
わ
れ
た
、
4
月
積

み
小
口
向
け
ア
ル
ミ
二
次
合
金
価
格
交
渉（
前
月
、後
決
め
）は
キ
ロ
2
―
3
円
安
と
な
っ
た
も
よ
う
だ
。輸
入

塊
安
や
大
口
価
格
の
安
値
寄
り
な
ど
が
背
景
に
あ
る
。
た
だ
、
海
外
新
塊
相
場
は
一
時
の
安
値
を
脱
し
、
副

資
材
等
も
値
を
上
げ
て
い
る
た
め「
二
次
合
金
も
踊
り
場
に
達
し
た
の
で
は
」（
関
係
筋
）の
声
が
聞
か
れ
る
。

関
東
地
区
は
、
キ
ロ
2

―
4
円
下
げ
が
中
心
だ
っ

た
。
4
月
後
半
の
ア
ル
ミ

原
料
が
基
本
キ
ロ
2
―
3

円
下
げ
た
こ
と
な
ど
を
映

し
た
。
た
だ
、
4
月
末
に

か
け
指
標
と
な
る
ロ
ン
ド

ン
金
属
取
引
所（
Ｌ
Ｍ
Ｅ
）

の
ア
ル
ミ
相
場
が
大
き
く

値
を
上
げ
た
た
め
、
製
品

価
格
は
下
げ
渋
っ
た
。

5
月
積
み
以
降
に
は
不

透
明
感
が
漂
う
。
二
次
合

金
メ
ー
カ
ー
は
、
熊
本
地

震
に
つ
い
て
「
今
の
と
こ

ろ
大
き
な
影
響
は
な
い
」

と
指
摘
す
る
。一
方
、三
菱

自
動
車
の
燃
費
デ
ー
タ
不

正
問
題
に
つ
い
て
は
「
予

測
が
つ
か
な
い
。
直
接
間

接
を
問
わ
ず
、
各
メ
ー
カ

ー
に
影
響
が
出
て
く
る
可

能
性
は
あ
る
」
と
い
う
。

「
製
品
価
格
の
下
げ
一

服
も
あ
り
得
る
」（
複
数
の

二
次
合
金
メ
ー
カ
ー
）
と

の
期
待
感
に
つ
な
が
っ
て

い
た
Ｌ
Ｍ
Ｅ
の
ア
ル
ミ
相

場
だ
が
、
今
月
に
入
り
下

げ
に
転
じ
て
い
る
。
為
替

ド
ル
円
は
一
時
1
㌦
＝
1

0
5
円
台
と
、
約
1
年
半

ぶ
り
の
高
値
を
付
け
た
。

外
部
市
況
の
軟
化
も
、
足

元
の
様
子
見
ム
ー
ド
に
拍

車
を
か
け
て
い
る
。

白
銅
は
ア
ル
ミ
や
ス
テ

ン
レ
ス
・
特
殊
鋼
な
ど
の

材
料
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

で
見
積
も
り
・
注
文
で
き

る
「
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
」

を
拡
充
す
る
。
こ
れ
ま
で

は
日
本
国
内
の
顧
客
の
み

が
対
象
だ
っ
た
が
、
中
国

・
上
海
の
加
工
販
売
拠
点

で
も
4
月
か
ら
同
様
の
サ

ー
ビ
ス
を
開
始
し
た
。
日

本
の
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ
ス
は

白
銅
と
取
引
実
績
の
あ
る

既
存
顧
客
専
用
だ
が
、
中

国
で
は
ユ
ー
ザ
ー
登
録
す

れ
ば
誰
で
も
利
用
で
き

る
。
現
地
の
ネ
ッ
ト
通
販

市
場
の
急
速
な
拡
大
を
追

い
風
に
、
上
海
拠
点
の
見

積
も
り
件
数
の
中
で
ネ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
が
占
め
る
割

合
を
2
0
1
8
年
度
末
ま

で
に
6
割
ま
で
高
め
る
。

白
銅
の
中
国
拠
点
、
上

海
白
銅
精
密
材
料
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
上
に
先
月
「
上

海
白
銅
ネ
ッ
ト
サ
ー
ビ

ス
」
を
開
設
し
た
。
ネ
ッ

ト
サ
ー
ビ
ス
は
ア
ル
ミ
圧

延
品
や
伸
銅
、
ス
テ
ン
レ

ス
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
な
ど

の
材
料
を
約
6
0
0
種
類

扱
う
。切
断
や
フ
ラ
イ
ス
、

研
磨
な
ど
の
加
工
や
熱
処

理
に
も
対
応
す
る
。
欲
し

い
材
料
の
品
名
や
加
工
方

法
、
寸
法
、
数
量
を
入
力

す
る
と
、
24
時
間
3
6
5

日
い
つ
で
も
即
座
に
見
積

価
格
が
算
出
さ
れ
、
納
期

と
併
せ
て
表
示
さ
れ
る
。

そ
の
ま
ま
注
文
も
で
き

る
。
ま
た
過
去
の
見
積
も

り
や
注
文
の
履
歴
も
検
索

で
き
る
よ
う
に
し
た
。
材

料
ご
と
の
特
長
や
上
海
白

銅
で
在
庫
し
て
い
る
サ
イ

ズ
を
照
会
で
き
る
カ
タ
ロ

グ
機
能
も
備
え
る
。

休
日
や
夜
間
も
見
積
も

り
が
で
き
れ
ば
顧
客
対
応

の
ス
ピ
ー
ド
が
上
が
る
。

見
積
・
注
文
履
歴
の
検
索

機
能
も
顧
客
の
業
務
効
率

化
に
寄
与
す
る
ほ
か
、
カ

タ
ロ
グ
機
能
を
使
え
ば
、

材
料
の
特
長
が
分
か
ら
な

い
ま
ま
必
要
以
上
に
高
い

材
料
を
注
文
す
る
ケ
ー
ス

も
減
ら
せ
る
。
白
銅
は
12

年
に
日
本
国
内
で
ネ
ッ
ト

サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
た

が
、
年
々
顧
客
に
よ
る
利

用
率
が
高
ま
っ
て
い
る
。

中
国
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
通
販
市
場
は
年
率
約
3

割
の
ペ
ー
ス
で
拡
大
。
15

年
時
点
で
日
本
の
約
5
倍

に
相
当
す
る
70
兆
円
に
達

し
て
お
り
、
16
年
に
は
1

0
0
兆
円
を
超
え
る
と
さ

れ
る
。
経
済
は
減
速
し
て

い
る
が
、
購
買
力
の
あ
る

中
間
層
の
増
加
が
市
場
拡

大
を
後
押
し
す
る
。「
中
国

の
個
人
ネ
ッ
ト
消
費
の
盛

り
上
が
り
か
ら
見
て
、
上

海
白
銅
の
新
サ
ー
ビ
ス
も

成
功
が
見
込
め
る
」（
上
海

白
銅
の
森
兼
耕
次
董
事

長
）
と
し
て
、
見
積
も
り

件
数
の
引
き
上
げ
と
業
容

拡
大
を
目
指
す
。（
13
面
に

関
連
記
事
）

電
解
銅
箔
、
排
ガ
ス
浄
化
触
媒
な
ど
の
主
力
商
品
を

擁
す
る
機
能
材
料
事
業
、
買
鉱
と
リ
サ
イ
ク
ル
原
料
処

理
の
ベ
ス
ト
ミ
ッ
ク
ス
を
探
る
金
属
事
業
、
海
外
生
産

展
開
を
推
し
進
め
る
自
動
車
機
器
（
ド
ア
ロ
ッ
ク
）
事

業
。
こ
れ
ら
3
事
業
を
核
と
す
る
三
井
金
属
は
今
春
、

ト
ッ
プ
交
代
と
中
長
期
経
営
計
画
の
節
目
を
同
時
に
迎

え
た
。
4
月
1
日
就
任
の
西
田
計
治
社
長
に
経
営
観
な

ど
を
聞
い
た
。

―
―
就
任
の
抱
負
か
ら
。

「（
新
3
カ
年
経
営
計
画

の
）『
16
中
計
』
が
同
じ
く
4

月
ス
タ
ー
ト
。
当
社
は
創
業

1
4
0
年
余
り
の
基
盤
の
上

に
成
り
立
ち
、
や
っ
て
い
る

事
業
は
素
材
と
、
基
本
的
に

は
中
長
期
の
視
点
で
考
え
て

い
く
会
社
。
私
に
な
っ
た
か

ら
何
か
を
ド
ラ
ス
チ
ッ
ク
に

変
え
る
と
い
う
こ
と
で
は
な

く
、
社
内
で
議
論
し
て
作
っ

て
き
た
中
期
計
画
の
中
身

を
、
し
っ
か
り
と
か
じ
取
り

す
る
の
が
役
割
と
思
っ
て
い

る
」

―
―
2
0
1
6
年
3
月
期

を
最
終
年
度
と
す
る
前
3
カ

年
「
13
中
計
」
を
振
り
返
る

と
。「

2
月
9
日
公
表
の
業
績

予
想
値
に
基
づ
い
て
話
す

と
、
16
年
3
月
期
は
残
念
な

が
ら
赤
字
決
算
に
な
り
そ
う

だ
。
減
損
損
失
も
あ
る
し
、

非
鉄
金
属
相
場
の
下
落
に
よ

る
在
庫
要
因
的
な
マ
イ
ナ
ス

も
含
む
。
最
終
年
度
に
4
5

0
億
円
の
（
経
常
）
利
益
目

標
を
当
初
立
て
た
が
、
実
際

に
は
1
0
5
億
円
の（
経
常
）

損
失
予
想
。
た
だ
、
数
字
は

未
達
で
も
成
長
戦
略
は
か
な

り
実
行
で
き
た
。
16
中
計
期

間
に
一
部
（
収
益
貢
献
が
）

出
て
く
る
し
、
次
の
19
中
計

に
も
つ
な
が
っ
て
い
く
」

―
―
事
業
別
に
進
ち
ょ
く

と
課
題
を
。

「
自
動
車
用
ド
ア
ロ
ッ
ク

の
海
外
拠
点
は
設
立
後
の
立

ち
上
げ
が
う
ま
く
で
き
ず
、

当
初
描
い
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

か
ら
遅
れ
た
。
今
は
お
よ
そ

解
決
し
て
お
り
、
今
後
は
問

題
な
い
か
と
思
う
。
リ
サ
イ

ク
ル
原
料
は
神
岡
、
彦
島
、

三
池
、
竹
原
、
八
戸
と
複
数

の
製
錬
所
で
処
理
量
を
少
し

ず
つ
増
や
し
て
い
く
地
道
な

取
り
組
み
。
原
材
料
中
の
リ

サ
イ
ク
ル
原
料
の
比
率
を
ち

ょ
っ
と
ず
つ
上
げ
て
い
く
中

で
、設
備
改
造
や
前
処
理（
工

程
の
拡
充
）
を
時
間
を
掛
け

て
や
っ
て
き
て
お
り
、
引
き

続
き
取
り
組
む
」

―
―
竹
原
製
煉
所
（
広
島

県
）
の
操
業
状
況
は
。

「
い
わ
ゆ
る
廃
基
板
の
処

理
は
、
処
理
量
は
計
画
通
り

だ
が
、
生
産
性
、
効
率
の
部

分
で
少
し
苦
戦
し
た
。
こ
れ

だ
け
儲
か
り
た
い
と
考
え
て

い
た
と
こ
ろ
が
、
そ
こ
ま
で

は
行
か
な
か
っ
た
。
今
は
な

ん
と
か
解
消
し
つ
つ
あ
る
」

―
―
鉱
山
開
発
の
取
り
組

み
は
ど
う
か
。

「
カ
セ
ロ
ネ
ス
銅
鉱
山
に

関
し
て
は
、
最
終
年
度
に
大

き
な
収
益
を
期
待
し
た
も
の

が
、
残
念
な
が
ら
逆
に
マ
イ

ナ
ス
に
な
っ
て
い
る
。
銅
価

が
下
が
っ
た
こ
と
と
、
鉱
山

を
当
初
考
え
た
ス
ケ
ジ
ュ
ー

ル
で
立
ち
上
げ
ら
れ
な
か
っ

た
こ
と
に
よ
る
。
亜
鉛
の
探

鉱
は
カ
ナ
ダ
の
ラ
ド
ッ
ク
ク

リ
ー
ク
で
Ｆ
Ｓ
（
事
業
化
調

査
）
を
進
め
た
が
、
現
在
は

中
止
し
て
い
る
」

「
銅
も
亜
鉛
も
相
場
が
非

常
に
低
く
、
新
た
に
何
か
を

進
め
る
話
に
は
な
っ
て
い
な

い
。
ま
ず
は
カ
セ
ロ
ネ
ス
を

軌
道
に
乗
せ
、
亜
鉛
で
は
40

年
来
や
っ
て
い
る
ワ
ン
サ
ラ

鉱
山
を
引
き
続
き
運
営
す

る
。
ワ
ン
サ
ラ
周
辺
の
探
鉱

も
続
け
て
は
い
る
が
、
今
の

相
場
で
は
ど
う
し
て
も
ペ
ー

ス
は
落
ち
る
」

―
―
排
ガ
ス
浄
化
触
媒
は

新
た
に
四
輪
車
向
け
の
展
開

を
始
め
た
。

「
四
輪
の
市
場
は
大
き
く
、

す
で
に
大
手
の
触
媒
メ
ー
カ

ー
が
あ
る
中
に
、
わ
れ
わ
れ

は
今
ほ
ん
の
ち
ょ
っ
ぴ
り
入

っ
た
段
階
。
仕
事
を
先
々
増

や
し
て
い
け
れ
ば
と
期
待
し

て
い
る
。（
生
産
拠
点
の

あ
る
）
北
米
で
ま
ず
安

定
し
た
も
の
を
出
し
、

中
国
、
タ
イ
、
イ
ン
ド
、

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
に
既
存

の
二
輪
用
触
媒
の
工
場

へ
と
広
げ
て
い
け
れ
ば

ベ
ス
ト
、
効
率
的
だ
。

一
定
の
触
媒
性
能
を
発

揮
し
つ
つ
貴
金
属
の
使

用
量
を
減
ら
す
技
術

で
、
四
輪
に
も
使
っ
て

も
ら
え
る
よ
う
に
な
っ
た
」

―
―
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
向

け
で
世
界
首
位
の
キ
ャ
リ
ア

付
き
極
薄
銅
箔
「
マ
イ
ク
ロ

シ
ン
」
は
。

「
シ
ェ
ア
は
90
％
ぐ
ら
い

で
変
わ
っ
て
お
ら
ず
、
顧
客

の
生
産
動
向
で
短
期
の
需
要

は
波
打
つ
も
の
の
、
総
じ
て

成
長
軌
道
に
は
乗
っ
て
い

る
。
新
中
計
で
も
引
き
続
き

頑
張
り
た
い
。
市
場
の
伸
び

に
対
応
し
な
が
ら
キ
ャ
パ
を

少
し
ず
つ
上
げ
て
い
く
。（
次

世
代
商
品
と
な
る
）
ポ
ス
ト

・
マ
イ
ク
ロ
シ
ン
の
開
発
も
、

い
ろ
い
ろ
と
や
っ
て
い
る
」

―
―
新
中
計
の
基
本
的
な

考
え
方
を
。

「
策
定
に
当
た
り
、
10
年

後
は
ど
ん
な
三
井
金
属
で
あ

り
た
い
か
、
を
社
内
で
議
論

し
て
も
ら
っ
た
。
10
年
後
を

考
え
な
が
ら
次
の
3
年
間
の

計
画
を
現
実
的
に
ど
う
立
て

る
か
、
と
い
う
の
が
今
回
の

位
置
付
け
だ
。
事
業
別
の
大

き
な
取
り
組
み
は
今
話
し
て

き
た
こ
と
と
変
わ
り
は
な

い
。具
体
的
な
数
値
目
標
は
、

き
ょ
う
は
差
し
控
え
た
い
」

（
松
尾

聡
子
）

関
西
地
区
は
原
料
価
格

の
下
落
と
輸
入
塊
安
な
ど

で
キ
ロ
2
―
3
円
下
落
し

た
。
指
標
と
な
る
原
料
相

場
は
4
月
後
半
に
一
部
二

次
合
金
メ
ー
カ
ー
が
買
値

を
3
―
5
円
で
引
き
下
げ

て
お
り
、
輸
入
塊
も
円
高

を
背
景
に
国
産
塊
の
価
格

を
大
幅
に
下
回
る
玉
が
流

入
し
て
い
る
。

需
要
見
通
し
に
つ
い
て

は
、
三
菱
自
動
車
工
業
の

燃
費
不
正
に
よ
り
同
社
の

受
注
が
大
幅
に
減
少
し
て

い
る
た
め
、
一
部
二
次
合

金
メ
ー
カ
ー
は
「
今
後
の

販
売
に
影
響
が
出
そ
う
」

と
話
す
。

▽西田計治（にしだ・け
いじ）氏＝1980年山口大経
済卒、三井金属入社。三井ゆ
かりの福岡県大牟田市に生
まれ育ち、製造業の堅実さ
に惹かれて金属業界へ。一
貫して経理・財務畑を歩み
10年執行役員、11年取締役
常務、14年代表取締役専務、
16年4月1日から現職。将棋
観戦が趣味で、自身も学生
時代にアマチュア4段を取
得。57年7月13日生まれ。

中
部
地
区
は
キ
ロ
2
―

3
円
安
、
平
均
3
円
安
で

決
着
し
た
。
4
―
6
月
期

に
お
け
る
国
内
塊
の
大
口

向
け
価
格
が
2
0
0
円
前

後
で
あ
る
こ
と
や
、
入
着

ベ
ー
ス
の
輸
入
塊
価
格
も

安
値
を
付
け
て
い
る
こ
と

か
ら
、
小
口
向
け
も
一
定

の
値
下
げ
を
余
儀
な
く
さ

れ
、
市
中
実
勢
価
格
も
キ

ロ
2
1
0
―
2
2
0
円
ほ

ど
ま
で
値
を
落
と
し
た
も

よ
う
だ
。

た
だ
、
足
元
で
原
料
相

場
に
底
値
感
が
台
頭
し
て

き
て
い
る
ほ
か
、
輸
入
塊

の
対
日
オ
フ
ア
ー
価
格
も

底
値
を
脱
し
、
上
昇
し
て

き
て
い
る
。
副
資
材
の
金

属
シ
リ
コ
ン
な
ど
の
価
格

も
値
を
上
げ
て
き
て
い
る

こ
と
か
ら
、市
中
で
は「
合

金
も
そ
ろ
そ
ろ
底
値
」（
合

金
メ
ー
カ
ー
）
と
見
方
が

強
ま
っ
て
き
て
い
る
。

た
だ
、
為
替
相
場
が
4

月
末
か
ら
急
激
な
円
高
と

な
っ
て
お
り
、
こ
の
ま
ま

円
高
が
進
行
す
れ
ば
弱
材

料
と
な
る
た
め
、
今
後
の

相
場
の
行
方
を
注
視
す
る

必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。

Ｊ
Ｘ
金
属
は
6
日
、
5

月
積
み
銅
建
値
を
ト
ン
5

万
円
引
き
下
げ
56
万
円
に

改
定
し
た
と
発
表
し
た
。

指
標
と
な
る
海
外
銅
相
場

が
下
落
し
、
為
替
相
場
の

円
高
ド
ル
安
が
進
ん
だ
こ

と
な
ど
を
反
映
し
た
。

現
地
5
日
の
ロ
ン
ド
ン

金
属
取
引
所
（
Ｌ
Ｍ
Ｅ
）

現
物
前
場
売
値
（
セ
ツ
ル

メ
ン
ト
）は
4
8
2
6
㌦
。

動
き
が
激
し
い
為
替
市
場

や
、
6
日
発
表
さ
れ
る
米

雇
用
統
計
な
ど
へ
の
警
戒

感
か
ら
下
値
を
模
索
し
、

前
回
建
値
改
定
時
の
5
0

1
5
・
5
㌦（
現
地
22
日
）

を
1
8
9
・
5
㌦
下
回
っ

た
。6

日
の
東
京
為
替
相
場

（
Ｔ
Ｔ
Ｓ
）
は
1
㌦
＝
1

0
8
・
39
円
。
前
回
建
値

改
定
時
か
ら
4
・
02
円
の

円
高
と
な
り
、
輸
入
採
算

値
を
さ
ら
に
押
し
下
げ

た
。

英
資
源
大
手
リ
オ
・
テ

ィ
ン
ト
は
6
日
、
モ
ン
ゴ

ル
の
オ
ユ
・
ト
ル
ゴ
イ
銅

・
金
鉱
山
の
坑
内
掘
り
開

発
を
、
計
53
億
㌦
（
約
5

6
8
0
億
円
）
の
投
資
で

2
0
1
6
年
半
ば
に
開
始

す
る
と
発
表
し
た
。
推
定

鉱
量
4
億
9
9
0
0
万

㌧
、
平
均
銅
品
位
1
・
66

㌫
、
平
均
金
品
位
ト
ン
当

た
り
0
・
35
㌘
で
2
0
2

0
年
の
生
産
開
始
予
定
。

す
で
に
稼
行
中
の
露
天
掘

り
と
合
わ
せ
た
全
体
で
25

―
30
年
に
年
56
万
㌧
、
現

行
比
2
・
8
―
3
・
2
倍

の
銅
生
産
量
を
見
込
む
。

オ
ユ
・
ト
ル
ゴ
イ
の
権

益
比
率
は
加
タ
ー
コ
イ
ズ

・
ヒ
ル
・
リ
ソ
ー
シ
ズ
66

％
、
モ
ン
ゴ
ル
政
府
34
％

で
、
リ
オ
は
タ
ー
コ
イ
ズ

・
ヒ
ル
に
51
％
出
資
す
る
。

開
発
計
画
は
露
天
掘
り
の

第
1
期
、
坑
内
掘
り
の
第

2
期
に
分
か
れ
、
露
天
掘

り
は
13
年
か
ら
稼
行
中
。

今
回
、
モ
ン
ゴ
ル
政
府
と

タ
ー
コ
イ
ズ
・
ヒ
ル
か
ら
、

坑
内
掘
り
開
発
へ
の
出
資

合
意
と
、
開
発
に
必
要
な

全
許
認
可
を
得
ら
れ
た
。

坑
内
掘
り
の
フ
ル
操
業

到
達
は
27
年
を
予
定
。
平

均
銅
品
位
は
露
天
掘
り
の

3
倍
以
上
と
高
く
、
副
産

物
の
金
の
含
有
量
も
多

い
。
オ
ユ
・
ト
ル
ゴ
イ
は

こ
れ
ま
で
中
国
向
け
を
主

に
44
万
㌧
超
の
銅
を
販
売

し
て
き
た
が
、
今
後
は
中

国
以
外
へ
の
精
鉱
出
荷
が

視
野
に
入
り
、
日
本
の
製

錬
会
社
や
総
合
商
社
も
す

で
に
関
心
を
示
し
て
い

る
。
既
設
の
選
鉱
設
備
と

イ
ン
フ
ラ
を
活
用
す
る
こ

と
も
あ
り
、
第
2
期
開
発

の
内
部
利
益
率
は
20
％
を

上
回
る
見
通
し
。

開
発
資
金
は
、
リ
オ
が

昨
年
12
月
に
複
数
の
官
民

金
融
機
関
と
結
ん
だ
44
億

㌦
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
フ

ァ
イ
ナ
ン
ス
、
オ
ユ
・
ト

ル
ゴ
イ
の
露
天
掘
り
操
業

か
ら
得
ら
れ
る
キ
ャ
ッ
シ

ュ
フ
ロ
ー
、
お
よ
び
タ
ー

コ
イ
ズ
・
ヒ
ル
の
所
持
す

る
現
金
で
賄
う
。
リ
オ
の

ジ
ャ
ン
―
セ
バ
ス
チ
ャ
ン

・
ジ
ャ
ッ
ク
次
期
最
高
経

営
責
任
者
は
「
銅
の
長
期

の
フ
ァ
ン
ダ
メ
ン
タ
ル
ズ

は
依
然
強
く
、
坑
内
掘
り

の
生
産
開
始
時
期
に
は
、

銅
の
構
造
的
な
供
給
不
足

が
予
想
さ
れ
る
」
と
コ
メ

ン
ト
し
て
い
る
。

第
1
期
開
発
に
は
64
億

㌦
が
投
じ
ら
れ
、
約
3
0

0
0
人
の
雇
用
（
う
ち
95

％
が
モ
ン
ゴ
ル
人
）、累
計

14
億
㌦
超
の
政
府
収
入
を

生
ん
で
き
た
。

ア
ル
ミ
圧
延
メ
ー
カ
ー
・
片
木
ア
ル
ミ
ニ

ュ
ー
ム
製
作
所
（
本
社
＝
大
阪
府
泉
南
市
）

の
片
木
威
社
長
は
9
日
、
産
業
新
聞
社
か
ら

エ
ッ
セ
ー
集
「
続
・
歳
時
独
言
（
ぞ
く
・
さ

い
じ
ひ
と
り
ご
と
）」を
出
版
し
た
。
全
1
8

0
㌻
、
Ｂ
6
判
。
価
格
は
1
7
8
0
円
（
税

込
）。「続

・
歳
時
独
言
」
は
、
昨
年
5
月
に
発

刊
し
た
「
歳
時
独
言
」
の
続
編
で
、
青
春
・

朱
夏
・
白
秋
・
玄
冬
の
四
季
を
テ
ー
マ
に
全

80
話
を
新
た
に
集
録
す
る
。

本
編
に
は
、
母
を
喜
ば
す
た
め
早
起
き
し

て
作
っ
た
「
よ
も
ぎ
餅
」
や
、
会
議
が
仕
事

に
な
っ
て
い
な
い
か
と
疑
問
を
呈
す
る
「
会

議
は
踊
る
」、甲
子
園
球
場
に
吹
く
「
六
甲
颪

（
お
ろ
し
）」な
ど
、
幼
い
こ
ろ
の
思
い
出
か

ら
仕
事
に
関
す
る
こ
ぼ
れ
話
、
最
近
の
出
来

事
な
ど
を
収
め
る
。

筆
者
は
あ
と
が
き
で「
書
き
綴
る
に
従
い
、

家
族
や
社
員
、
友
人
、
恩
師
な
ど
周
り
の
多

く
の
人
に
支
え
ら
れ
育
て
ら
れ
て
き
た
の
だ

と
あ
ら
た
め
て
感
じ
た
。
本
書
を
自
省
自
戒

の
教
本
と
し
、
子
孫
に
恥
じ
な
い
生
き
方
を

心
が
け
た
い
」
と
締
め
く
く
る
。

5
万
円
の
大
幅
下
落
と

な
り
、
市
中
は
騒
然
と
し

て
い
る
。「
先
安
を
見
込
ん

で
い
た
が
、
こ
ん
な
に
下

げ
る
と
は
思
っ
て
い
な
か

っ
た
」（
都
内
の
直
納
問

屋
）。6
日
を
休
日
に
す
る

問
屋
は
多
く
、
本
格
的
な

荷
動
き
は
9
日
か
ら
に
な

る
見
込
み
だ
が
、
現
行
相

場
に
見
合
う
玉
を
抱
え
る

問
屋
は
少
な
い
た
め
、
発

生
の
悪
化
は
避
け
ら
れ
な

い
情
勢
だ
。

伸
銅
・
製
錬
メ
ー
カ
ー

各
社
の
原
料
購
入
意
欲
は

盛
り
上
が
っ
て
お
ら
ず
、

ど
の
メ
ー
カ
ー
も
高
値
で

の
購
入
は
行
っ
て
い
な

い
。「
発
生
は
悪
い
し
、
高

値
で
は
売
れ
な
い
し
、
相

場
に
は
叩
か
れ
る
。
今
は

じ
っ
と
我
慢
す
る
し
か
な

い
」（
関
東
の
大
手
問
屋
）

と
の
た
め
息
が
寄
せ
ら
れ

る
。関

西
地
区
の
問
屋
筋

は
、「
集
荷
業
者
が
販
売
を

見
合
わ
せ
て
い
る
。
建
値

の
下
げ
幅
が
大
き
い
た
め

今
後
の
入
荷
見
込
み
も
薄

い
」
と
話
す
。
大
型
連
休

が
明
け
、
今
日
か
ら
通
常

営
業
を
開
始
す
る
扱
い
業

者
も
多
い
が
、
一
部
問
屋

筋
は
「
問
い
合
わ
せ
は
な

い
だ
ろ
う
。
こ
ち
ら
か
ら

集
荷
業
者
に
ア
プ
ロ
ー
チ

し
て
も
高
値
買
い
を
強
い

ら
れ
る
だ
け
」
と
話
す
。

Ｄ
Ｏ
Ｗ
Ａ
エ
レ
ク
ト
ロ

ニ
ク
ス
は
2
日
、
5
月
積

み
イ
ン
ジ
ウ
ム
建
値
（
純

度
99
・
99
％
、
Ｉ
Ｔ
Ｏ
グ

レ
ー
ド
）
を
キ
ロ
大
口
4

万
2
0
0
0
円
、
小
口
4

万
6
0
0
0
円
に
据
え
置

く
と
発
表
し
た
。

指
標
と
な
る
国
際
ス
ポ

ッ
ト
価
格
に
大
き
な
変
動

が
な
か
っ
た
。

▽
西西
日日
本本
電電
線線
工工
業業
協協

同同
組組
合合
（
大
阪
市
中
央
区

船
場
中
央
2
―
1
―
4
）

＝
1
0
0
万
円

銅建値推移
(1000円/トン）

2016年 月間平均
1月18日 550 567.300
22日 570 573.600
27日 580 575.200

2月1日 600
4日 590 591.500
9日 580 584.500
15日 550 568.000
18日 570 576.000

3月1日 570
4日 600 595.900
14日 610 601.800

4月1日 590
6日 570 573.000
11日 550 559.000
14日 570 570.000
20日 590 577.000
25日 610 581.000

5月6日 560

きょうの紙面

白
銅
、中
国
・
上
海
で
フ
ラ
イ
ス
加
工
強
化

13
面

富
源
商
事
、
大
阪
地
区
の
拠
点
拡
充

（
5
面
）

関
東
故
銅
市
況
、建
値
大
幅
安
映
し
35
―
42
円
下
落（
12
面
）

上海白銅ネットサービスのトップ画面

日刊産業新聞16.5.9

新
中
計
し
っ
か
り
か
じ
取
り

エッセー集「続・歳時独言」を出版
片木アルミニューム製作所・片木威社長片木アルミニューム製作所・片木威社長

西田計治氏
三井金属
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